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৽たな企業෩౔をৢ੒͠、
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มֵをଅす、৽たなグローバル経営ج൫を࡞る

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐNiterraウェイをମݱする

社会త
՝୊ղܾ

ٕज़ͱ発૝Ͱ஍ٿをً͔ͤる

人త資本

経営ج൫

ʮ͜Ε·Ͱഓͬて͖たηラミックスをத৺ͱ͠たコア・アηットʯͱ
ʮ৽たなコア・アηットʯを取りࠐΈ、ҟなる資ݯを࠷、͗ܨখݶの資ݯをపఈతに࢖いൈ͖、࠶ੜ・॥؀ιリューションを社会にఏ͠ڙてい͖·す。

ಠ立ࣗ営
安қに⼈に頼らず、⾃෼の力を信͡て࢓事に取り組Ή

ૉࢤ؏ప
ৡれないࢤを持ͪ、最後までやりൈく

੣৴実ࢸ
この上なく੣実であり、ਅ໘目でِりがなく、正直であること

࢛ւܑఋ
ੈքのฏ和・共同幸෱につながる事業となる



半導体モビリティ

環境・エネルギー

持続可能なエネルギーと資源による、 
明るい未来を誰もが享受できる社会へ
セラミックスの機能とその制御技術を組み合わせ、

カーボンニュートラルに資する循環社会の実現に貢献します。

コア・
アセット

地球にも人にも豊かな移動で、 
歓びの社会を

セラミックスを軸としたコア・アセットを活用し、
人々の生活の利便性向上に貢献します。

高度な情報処理技術による、
社会の利便性向上を
セラミックスの素材特性を活用し、
半導体進化に貢献します。

஫ྗυϝΠϯ



Niterraウェイͱは、Niterraグループの
	。行ಈする͜ͱ、その行ಈ༷式Ͱす͖ͮجͰ͋り、そΕΒにܥをؚΊた理೦ମ؍有価஋ڞ

Niterraウェイ

最ળのٕज़と஝積した経ݧを׆かし、
ੈքの⼈ʑに৽たな価値を提案します。

1�ଘࡏҙٛ

 お٬༷にৗにྑ品を提供します
ྑ඼主ٛ

֤⾃が責຿（໾ׂ）を完਱する֮ޛで業຿にྟΉ
総員参加

社һのݸ性と能力を׆かすڥ؀を੔͑、
૯力を結ूして
信頼に基ͮく経営を⾏います。

2�経営࢟੎

ઈ͑ず前進しますʂ
Կがϕストなのかをৗに͑ߟ、
スϐーディーに⾏ಈします。

��行ಈࢦ਑

つめたݟたͪは、相互信頼を深め、ະ来をࢲ
৽たな価値を提案し、ੈ քの⼈ʑにݙߩします。

スローΨン

。੒さΕてい·すߏたͪの企業理೦は�つの要ૉͰࢲ

企業理೦ CSR・サステナビリティݑষ

本࢟੎ج

�つのڞ有価஋؍

、༩する͜ͱͰدにݱたͪは、持ଓ可能な社会の実ࢲ
企業価஋の向上を໨͠ࢦ·す。

最ળのٕज़と஝積した経ݧを׆かし、
ੈքの⼈ʑに৽たな価値を提案します。

社һのݸ性と能力を׆かすڥ؀を੔͑、

・ಁ明性のߴい経営を⾏いながら、
  ステークϗルダーとの信頼関܎を構ஙします。

・社会的՝୊の解ܾにࢿする৽たな価値を共૑・提供します。

ཧ
೦
ମ
ܥ

CSR・
サステナビリティ憲章

CSR基本方針

企業理念

企業行動規範

共有価値観

四海兄弟
至誠信実

独立自営
素志貫徹

基本姿勢

総員参加良品主義

▶	1.02
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成長戦略ͷมભ
2040	͋Γ͍ͨ࢟ɺ໋࢖
༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊
༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ͷ׆ಈレϏϡー
༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʹؔ͢るಛू
΢ΣϧϏーイング୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ
サスςナϏリςΟ推進ମ੍
Ӧ戦略୲౰໾һϝοηーδܦ
தܦظӦܭը2025ৼΓฦΓ
தܦظӦܭը2030
%X戦略
業戦略ɹࣗಈंؔ࿈ࣄ
業戦略ɹコンポーωント・ιリϡーγϣンࣄ

੒௕戦略

編集ํ਑

当社は、2017年より統合報告書をൃ⾏し、中௕期的な企業価値૑଄へ
の取り組みについて、ステークϗルダーの皆さまとの対話を深めてまい
りました。
本年度の統合報告書では、2040 ありたい姿h「地球を輝かせる企業」と
なる をɦ実現するための中௕期ઓུをࡌهしています。特に今年度から
スタートする中期経営計画2030についてもৄしく解આしています。また、
そのઓུの֖વ性をૌٻするために、当社のࢿ本を国ࡍ統合報告フレー
ムϫークにԊͬて6つにカテゴライζしごઆ明しています。
IR׆ಈや事業׆ಈを௨͡ていただいた皆さまのごҙݟやご関৺を反映
し、当社グループが社会に提供する価値をより深くご理解いただくことを
目指していますので、引き続き、سጨのないごҙݟを賜りますようお願い
申し上げます。

౷合報ࠂॻアンケート

皆さまからのو重なごҙݟ・ごཁ๬をもとに、今後の統合報告書のվળに
努めてまいります。当社΢ェϒサイトにアンケートフォームをࡌܝしていま
すので、本報告書をおಡみいただいたごײ想を、ͥ ͻおฉかせください。
63-ɿhttps://www.niterragroup.com/ir/library/integration@report.html

報ࠂ対৅期間
2024年度（2024年4月1日ʙ 2025年3月31日） 
※一෦、2024年度Ҏ前・Ҏ後の׆ಈも含みます。

報ࠂ対৅ൣғ
Niterraグループ（日本特殊陶業株式会社および連結ࢠ会社）

参রΨイυライン
IFRSࡒ 「ஂ国ࡍ統合報告フレームϫーク」
経済࢈業ল「価値協૑のための統合的開示・対話Ψイダンス」

௨͠についての特記事߲ݟ
本報告書には、当社の将来についての計画・ઓུ・業੷に関
する༧ଌとݟ௨しが含まれています。実ࡍの業੷は、本報告
書にࡌهしているݟ௨しとҟなる可能性があることをご理解く
ださいますようお願いします。

ୈࡾ者ݕ証
　　　　　 を෇した定ྔ情報については、ಠཱした第三者
証を受৹してݕ構（J2A）によるػ関である日本品࣭保証ػ
います。

Niterra	Report ͱ情報ମܥ

本報告書は、当社の企業価値向上のために重ཁ性のߴい情報をݫબして
。していますࡌܝ

日本特殊陶業 統合報告書

コーポレート・ガバナンスに
関する報告書株主通信

サステナビリティ
データブック決算説明会資料有価証券報告書

概要

詳細

財務情報 非財務情報

日本特殊陶業のコミュニケーション

˙	企業情報
会社Ҋ಺ɺϒランυストーリーɺࣄ業಺༰ɺ
೔本ಛघಃ業ͷ͋ΏΈɹͳͲ
63-ɿhttps://www.niterragroup.com/corporate/
業঺հࣄ	˙
ࣗಈं෦඼ɺ൒ಋମؔ࿈෦඼ɺҩྍ࢈ثػɺ 業༻ηラϛοΫ෦඼ɺ
৽੡඼・サーϏス
63-ɿhttps://www.niterragroup.com/business/
˙	ςΫϊϩδー
ٕज़
63-ɿhttps://www.niterragroup.com/technology/

˙	サスςナϏリςΟ
/iterraͷサスςナϏリςΟܦӦɺ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ɺ
&4GͷऔΓ૊ΈɺサスςナϏリςΟσーλɹͳͲ
63-ɿhttps://www.sustainability.niterragroup.com/ja/
˙	*3情報
ॻɺܾࠂ୹৴ɺ༗価ূ݊報ࢉܾ આ໌会資ྉɺࢉ
コーポレート・ガバナンスʹؔ͢る報ࠂॻɹͳͲ
63-ɿhttps://www.niterragroup.com/ir/

ウェブサイト

Լࡉৄه情報は当社΢ェϒサイトにࡌܝしていますので、

あわせてご覧ください。

֤ページӈ上のマークをԡすと、
本ページに໭ります。

https://www.sustainability.niterragroup.com/resource/pEG/
08ja@*nEepenEent@Weripcation@report.pEG

第三者ݕ証

https://www.sustainability.niterragroup.com/resource/pdf/08ja_Independent_verification_report.pdf
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202�年౓

ηグϝント別
売上高ߏ੒比

ࣗಈं関࿈

83%

৽ن事業・その他

2%ηラミック

15%

6,529ԯԁ No.1
19.9%

3,195໊

఺ڌ31

15,644໊

84%

఺ڌ62

໿48%໿140͔ࠃ

※2024年3月຤時఺の当社推計

఺਺ڌ

άϩーόϧల։

һ਺ۀै

ඦ47,869ສԁ

ຊۚࢿ

౤Լࢿຊརӹ཰ʢ30*$ʣ

Ӧۀརӹ཰

ओྗ੡඼

εύーΫϓϥάੈքγΣΞ
ૉηϯαੈքγΣΞࢎ

୯ମ

࿈݁

಺ࠃ ւ֎

ൢ売ࠃ数 ւ֎売上比率 ւ֎従業員比率

ຊརӹ཰ʢ30&ʣࢿݾࣗ

14.1%

10.9%
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ʮϞビリティʯʮ൒ಋମʯʮڥ؀・ΤωルΪーʯʕʕ
、るྖҬにリιースを集த投資͔ͤ͠׆૪༏Ґをڝ
಺೩ػ関事業をさΒにڧԽ͠つつ、੒௕ྖҬの৽ن事業を
৽たな事業のப΁ͱ発లさͤ、収益ྗ向上を໨͠ࢦ·す

ෆ֬実性͕高·る͜ࠓそ
ٕज़ྗͰ社会త՝୊ղܾを໨ࢦす

　Niterraグループとして2023年にϦスタートを切り、今年で3年目を

ܴ͑ました。英文商号の「Niterra Co., LtE.」の変更に൐い、࡮৽し

たグループ名には、「持続可能な社会へݙߩし、地球を輝かせる企業

となる」という想いが込められています。この想いの実現に向け、社会

的՝୊解ܾにܨがる৽たな市場に௅ઓし、ओ力੡品である⾃ಈंの

スパークプラグやഉΨス用ηンサなͲの಺೩ػ関෦品にとͲまらない

৽たなϒランυイϝージのൃ信にも取り組んでいます。

　2025年の日本国ࡍത覧会（େࡕ・関੢万ത）に協ࢍ・ग़లしたのも、

「い のͪ輝くະ来社会 のデザイン」という本ത覧会 のテーマと、

Niterraに込めた想いに਌和性のߴさを͡ײたためでした。当社のల

示プレイスでは、ʠ「ਫ」と「ۭؾ」のνカラで、「地球のະ来を輝かせる」ʡ

をテーマに、ਫとۭؾの॥؀パフォーマンスをは͡め、当社開ൃのແ

Ԗѹిηラミックスを用いた௒Ի೾ൃ⽣ث౥ࡌの「ۭ中֮ײ૷ஔ」な

Ͳをల開しました。来場くださͬたଟくのお٬さまから༧想Ҏ上にߴ

いධ価をいただき、୲当したै業һのྭみにもܨがͬたようです。

President’s message

୅ද取క役 取క役社௕ 社௕執行役員ɹ઒合 ଚ

社௕ϝッηージ
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　େࡕ෎ઘࠤ野市ग़਎のࢲは、1970年に開࠵された日本万国ത覧会

（େࡕ万ത）にも଍をӡんでいます。ಈくาಓやܞଳి話、⼈間ચ୕ػ

なͲ࢐৽なల示・੡品にϫクϫクしたことを今でも֮͑ています。そして、

50年Ҏ上を経た今、当時はເ物ޠのように͡ײた੡品・サービスのଟ

くが現実のものとなͬています。ࢲは໾һにब任するまで、ٕ ज़者とし

て໿25年間、当時はʠѥྲྀʡだͬたηンサのڀݚ開ൃにܞわͬていま

した。খさな෦ॺで、日ʑ、ڀݚ開ൃに຅಄してきた経ݧをৼりฦりࢥ

うのは、⼈間が಄で想૾できるもののେ൒は実現できるのではないか

ということです。

　ローυマップや൑அのಓےがあれば、ଈ、アクションを起こすことが

でき、「想定とҧͬた」となれば、ํ 向స׵やम正をしていけばඞずゴー

ルに౸ணできます。⾏きணいた場所がҧͬたとなれば、またيಓम正

すればいい。⼈間も企業もឯ༨ંۂしながら一า一า、ある΂きํ向

に進んでいくものだとࢥいます。

　社会も同͡で、ۙ 年、国ࡍ社会の෼அが深まり、ީؾ変ಈへの対Ԡ

や%EˍI（ଟ༷性）についてのํ͑ߟも、地Ҭによͬ てԹ度ࠩがみられ

ます。⾃ಈं業քにおいても、「100年に一度のେ変ֵ」といわれた

E7シフトがݮ଎し、HE7やPHE7※の৳௕܏向が続いています。

　しかし、ଟ༷な⼈ࡐの協ಇこそがイϊϕーションを⽣みग़すݯઘで

あり、カーϘンχϡートラル実現に向けても、スϐーυのҧいはありつ

つੈքで目指すゴールに変わりはありません。⾃ಈंに限らず使われ

る೩ྉがଟ༷Խし、クϦーンΤネルΪーにシフトしていくྲྀれもط定࿏

ઢとଊ͑ています。

　ถ国関੫のಈ向なͲ事業ڥ؀もࠁ一ࠁと変わる中、૑業Ҏ来、ٕ ज़

で社会にݙߩしていくという経営スタンスに変わりはありません。ෆ確

実性がߴまる今こそ、グループ一ؙとなͬてٕज़力を׆かした社会的

՝୊解ܾに取り組んでまいります。

ʠ特殊なʡٕ ज़ͱ発૝のݯͱなる
ηラミックૉࡐ・加ٕ޻ज़

　当社グループでは、ੈ քの୤୸ૉに向けたಈ向や⾃ಈंのE7Խを

ਫฏ౷合にΑる
、Խͱ開発ٕज़の༥合にΑりڧ૪ྗのڝ
த௕期తな高いࢢ場੒௕ͱシナジーをࠐݟΉ

౿ま͑、಺೩ػ関事業をさらにڧԽしつつも、৽ن事業૑ग़に取り組

んでいます。

　2030௕期経営計画前൒の4年間がऴわり、後൒の5年間で取り組

みをՃ଎していくため、あらためてそのઌの2040年のありたい姿とし

て、「ʠ特殊なʡٕ ज़とൃ想で社会的՝୊を解ܾし、h 地球を輝かせる企

業 とɦなる」をܝげました。当社グループは国಺Ҏ֎に、ւ֎62ڌ఺、

140Ҏ上の国と地Ҭで੡品をൢ売し、ւ֎売上⽐率は84ˋにٴびま

す。ੈ քで事業をల開していくためには、ݖ⼈・ڥ؀のいずれをとͬ て

も地球ن໛の社会的՝୊に向き合い、経済合理性とཱ྆させなければ、

地球も企業も持続可能な状ଶになりません。グローバル企業としての

責任ද明でもあります。

　そのʠ特殊なʡٕ ज़とൃ想のݯが、૑業Ҏ来、಺೩ػ関事業でഓͬて

きたηラミックૉࡐ・Ճٕ޻ज़です。໿9年もの時をཁした、当社のス

パークプラグ開ൃは、ॳ୅社௕の「わが国の特࢈品である࣓ث（ηラミッ

クス）をもͬてプラグを⽣࢈する」というܾҙからスタートしました。そ

こからηラミックスの特性を׆かし、ٕ ज़をຏき続け、ڥ؀に഑ྀした

性能なスパークプラグやഉΨス用ηンサ、੩ిνϟックなͲの൒ಋߴ

体関連෦品、事業ڥ؀や社会的՝୊に合わせた੡品・サービスを⽣み

ग़してきました。

　ۙ年では、E7のిߴѹԽに൐い、ηラミックૉࡐの一つである஠Խ

ケイૉをར用したE7のモーター用࣠受けϕアϦングϘールのधཁが

૿͑ています。そこで、HE7 や PHE7を含Ή E7 市場でのさらなるध

ཁ֦େを目指し、஠Խケイૉηラミックスをは͡めとするࡐྉ開ൃ力や

E7 ੡品 に ڧ み を 持 つ 東ࣳ マ テϦア ル（ 株 ）（ 現 Ҏ後、Niterra 

Materials）のM�Aを進め、2025年6月に当社グループにՃわりまし

た。ग़⾃のҟなるηラミック関連ٕज़にڧみを持つਫฏ統合によるڝ

૪力のڧԽと྆社の開ൃٕज़の༥合により、଍ݩではE7市場のಷԽ

がみられるものの、中௕期的なߴい市場成௕とシφジーをݟ込んでい

ます。Niterra Materialsは࣍ੈ୅ٕज़ڀݚを含めた経ݧ値、協業ଞ

社との共同開ൃも積極的に実ࢪしており、そうした஌ݟにも期଴して

います。その΄か、当社グループの৿村SOFCテクϊロジー（株）がख

がけるݻ体ࢎԽ物ܗ೩ྉి஑（SOFC）や、当社におけるݻ体ࢎԽ物ܗ

ి解ηル（SOEC）もηラミックスの開ൃ力・Ճٕ޻ज़がϕースとなͬて

います。2024年に開ൃした、ਫૉ੡଄とൃిが可能なখܕϦバーシ

ϒル SOCシステムについても、࣍ ੈ୅ΤネルΪーの在りํのテーマ

になͬてくるであΖうʠ෼ݯిࢄʡを実現するインフラとしての価値、ଘ

在ҙٛの認஌がߴまれば、経済合理性のある事業Խもࢹ野に入ͬてく

ると͑ߟています。

※HE7（HybriE Electric 7ehicle）：ϋイϒϦッυ⾃ಈं
　PHE7（Plug-in HybriE Electric 7ehicle）：プラグインϋイϒϦッυ⾃ಈं

社௕ϝッηージ
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マテリアリティվగͱ
ҙܾࢥ定のΑりͲ͜Ζͱ͠ てのʮNiterraウェイʯ

　事業に取り組Ήࡍの指਑として、ཱ ͪ໭る΂き当社グループの理೦

体ܥ「Niterra΢ェイ」についても࠶定ٛを進めています。「Niterra΢ェ

イ」の共有価値؍としてܝげる「ಠཱ⾃営」「ૉࢤ؏ప」「ࢸ੣信実」「࢛

ւܑఋ」は、全ै業һの間で共有され、࣍ の時୅にܧ承される΂きも

のです。⾃෼⾃਎のڀݚ者時୅をৼりฦ てͬも、正解のない開ൃ現場で、

「ಠཱ⾃営」のਫ਼ਆで、⾃෼事として࢓事に向き合ͬてきました。「ಠཱ

⾃営（安қに⼈に頼らず、⾃෼の力を信͡て࢓事に取り組Ή）」「ૉࢤ؏

ప（ৡれないࢤを持ͪ、最後までやりൈく）」という価値؍は、⾃෼なり

の正解を⾃෼でݟつけなければならない変ֵ期にあͬて、今こそै業

һ一⼈ͻとりがཱͪ໭る΂き当社グループの価値؍ではないかと͑ߟ

ています。

৳びをݟ込んでいます。ඇ಺೩ػ関事業についてもಓ൒ばでありなが

ら、཮上ཆ৩システムなͲ一෦事業Խしたものもग़てきました。

　こうした事業ڥ؀と当社グループのڧみと現状の՝୊を౿ま͑、今

後はڧい಺೩ػ関事業をさらにڧくしつつ、ഓͬてきたコア・アηット

を׆用し、ඇ಺೩ػ関事業を࣍ੈ୅の成௕を୲う৽たな事業のபへと

ൃలさせることを目指していきます。

　「中計2030」では、当社のڝ૪༏位のݯઘとして௕年ഓ てͬきた「η

ラミックス」「Ψス・ηンシング」のٕज़と಺೩ػ関事業でஙき上げた「グ

ローバル⾃ಈं٬ސ・ൢ ࿏」をબผし、஫力υϝインを「モビϦティ」「൒

ಋ体」「ڥ؀・ΤネルΪー」にߜりました。ڝ૪༏位と਌和性のあるྖ

ҬにϦιースをू中投ࢿし、௕期安定ྖҬとしての಺೩ػ関事業と成

௕ྖҬの৽ن事業を組み合わせ、全体最適Խをਤり、ऩӹ力向上を目

指していく計画です。

　「中計2030」で、ҭͪつつある৽ن事業の経済合理性をߴめ、いか

に৽たな事業のժをҭてていくか。その଍がかりの一つとしてண目し

ているのが、グループ入りした Niterra Materialsとのシφジーの޿

がりです。Niterra Materialsはさまざまな෼野でのࡐྉઃ計・プロη

ス、੡品Ԡ用ٕज़を有しており、当社のηラミックスに関する஌ݟやٕ

ज़、グローバルな٬ސ基൫とのֻけ合わせにより、モビϦティ・൒ಋ体

ྖҬにとͲまらない޷॥؀にܨげていければと͑ߟています。

従業員Τンήージϝントの向上にΑり
会社のະདྷ΁のײڞͱ期଴ײをৢ੒

　この5年間でܝげる目標、ありたい姿を実現するには、༏ઌ的に取り

組Ή経営՝୊にもܝげる、「⼈的ࢿ本」「経営基൫」への取り組みがେ

前提となります。当社は事業でՔ͙ҙ識はڧい一ํで、本社ػ能のվ

ֵがෆे෼であͬた఺が՝୊であり、本社ػ構がେきな変Խのないま

ま事業֦େとともにେきくなͬてしまͬ たことは最େの反ল఺でもあり

ます。今ճの中計2030は⽣࢈性向上や間接෦໳の෇Ճ価値向上が

େきなテーマです。つまり、ԕ৺力を持ͬて֤事業がフレキシビϦティ

を最େ限にൃشし、スϐーυײを持ͬて市場֦େと৽ن事業૑ग़に取

૪༏Ґの͋るྖҬにリιースを集த投資͠ڝ
収益ྗ向上を໨ࢦす

　༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊（NiterraマテϦアϦティ）についても、「社

会的՝୊解ܾ」「⼈的ࢿ本」「経営基൫」の3テーマにԊͬて、あらため

て߲目を策定しました。これまでܝげてきたマテϦアϦティと、社会的

՝୊解ܾを実現するために⼈的ࢿ本をは͡めとする経営基൫をڧԽす

るという基本的֓೦はେきく変わͬていませんが、⼈的ࢿ本を一層重

、に؟げていくかをओܨするํ向性とし、いかに社಺にਁಁさせ実⾏にࢹ

目的とख法に෼け、ै 業һが՝୊をҙ識しやすいようにද現を変͑た

のがओな変更఺になります。վగにあたりࣥ⾏໾һでٞ࿦をした後で

社֎取క໾のҙݟも౿ま͑ٞ࿦を重ねる上で、໾һ間のҙ識統一もਤ

ることができました。また、マテϦアϦティのアップデートにࡍし、本社

組৫も変更しました。事業を௨͡たマテϦアϦティへの取り組みを進め、

社会的՝୊解ܾと経済合理性のཱ྆を目指していきます。

　2024年度で「中期経営計画2025」（ҎԼ、中計2025）がऴわりを

ܴ͑、2040年のありたい姿に向けた最ऴステップとして、「中期経営

計画2030」（ҎԼ、中計2030）がスタートしました。

　中計2025の4年間をৼりฦると、売上ऩӹ・営業རӹともに4年連

続で過去最ߴを更৽することができました。特に、಺೩ػ関事業につ

いてはߴ、 ෇Ճ価値੡品へのҠ⾏が進み、インフレに൐う価֨సՇの

実⾏や、円安の௥い෩もあり、ӈݞ上がりに৳௕しました。

　成௕・৽ن事業については、൒ಋ体関連事業の売上ऩӹが֦େした

一ํで、৽ن事業の確ཱが想定より஗れを取ͬたことがやり࢒した՝

୊となͬています。

　⾃ಈं࢈業をめ͙る事業ڥ؀と಺೩ػ関事業のݟ௨しとしては、ੈ

ք的なE7 Խの஗れや಺೩ػ関⾃ಈंへの༳り໭しもあり、2025年

Ҏ߱もスパークプラグൢ売ֹۚは಺೩ػ関⾃ಈंの市場成௕Ҏ上の

社௕ϝッηージ
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り組Ή一ํで、本社ػ能がٻ৺力をߴめ、֎෦ڥ؀の変Խに適Ԡし、

ਝ଎なҙܾࢥ定とઓུ的Ϧスク؅理を実ࢪする。こうした「変ֵをଅす、

৽たなグローバル経営基൫」をつくることで、ଟ༷でओ体的な⼈ࡐが

「Niterra΢ェイ」を体現できる組৫を目指しています。

　その実現に向け、৽たに⼈׆ࡐ用と職場ڥ؀੔උのํ਑としてܝげ

たのが「Niterraタレントマネジϝント」です。これまで、社಺カンパχー

制や৽しい⼈事制度のಋ入なͲ、市場ڥ؀の変Խに対Ԡし、ڝ૪ݪ理

がػ能する変ֵの଩を切ͬてきました。しかし、಺೩ػ関事業というઌ

ୡが࢒してくれたو重な࢈ࡒを有し、޷業੷をҡ持してきたޭࡑとい

う΂きでしΐうか。Ո଒のようなԹかさを持ͬて事業と⼈をҭΉ組৫෩

౔から、いいҙຯでڝい合い、切᛭ୖຏしながら成௕を目指す組৫へ

の変ֵはࢥうように進みませんでした。

　では、いかに組৫変ֵを実現していくか。Niterraタレントマネジϝン

トでԿより重ࢹしているのが、「会社への期଴ײのৢ成」です。ײػةで

してもらうこײ૪をあおるのではなく、会社が進もうとするະ来に共ڝ

とでै業һのΤンήージϝントをߴめ、⾃ら৽しいフィールυにνϟレ

ンジしたくなるような組৫෩౔のৢ成を実ફするマネジϝントख法です。

　まずは、ै 業һの⾏ಈ基準や൑அのよりͲこΖとなる「Niterra΢ェイ」

の੔උ・ਁ ಁを進め、対話を௨͡、将来に向けてありたい姿についても

解૾度ߴく共有することで、ڧいҙࢤを持ͬて⾏ಈにҠせる⼈ࡐҭ成

に஫力していきます。今や事業やීஈの⽣׆においても、ܾ まͬ たʠ正

解ʡはଘ在しません。だからこそ、೰んだり、ࣦ ഊをڪれる前に、まず

ಈいてみる。νϟレンジさ͑すれば、Կらかの౴͑がग़てくる。万一、まͬ

たくҧう結果がग़てきたら、その反対をやればいい。「成果のないࣦ

ഊはない」「やることを正解にする」というؾ持ͪで、ਅ໘目に「ಠཱ⾃

営」を実ફできる⼈ࡐが輝き、また地球を輝かせることができる組৫

を目指しています。

　そのための৽たなධ価制度として、「グローバルジョϒϙスティング」

「グローバルグレーディング」の2つを੔උします。グローバルن໛で

のެฏなジョϒアサインϝントやジョϒཁ݅の明確Խ、グローバル統一

の職位ܾ定や職຿ϙストܾ定の明確Խ、͑ݟるԽを進めていくのがૂ

いです。⼈的ࢿ本関連を׋؅する෦ॺについても、⼈事ઓུࣨ、サス

テφビϦティઓུࣨ、コーϙレートコミϡχケーションࣨを合わせて΢ェ

ルビーイングઓུグループとし、ࢲ⾃਎が؅ঠ໾һを຿めています。トッ

プ⾃らの責任で、ଟ༷な⼈ࡐの成௕を支援できるڥ؀を੔උしていく

所ଘです。

経営トップࣗΒ社಺֎ͱの対࿩をଅਐ͠
Niterraグループの価஋を発৴

　「中計2025」の重఺ํ਑にもܝげたROE、ROICの向上については、

この4年間でROIC10.9ˋ、ROE14.1ˋとେ෯に向上しました。PBR

についても、଍ݩでは1.8ഒఔ度で、ܧ続して1ഒを௒͑るਫ準で推Ҡ

しています。しかし、PBR վળのओなཁ因は、円安基ௐのҝସಈ向を

എܠとした⾃ಈं関連事業を中৺とする޷業੷によるROE向上にあ

るというのが現状です。

　さらなる企業価値向上および株価上ঢを実現していくためにも、期

଴ײのৢ成がେ事だと͑ߟています。PERがややվળ܏向にあるとは

い͑、৽たなபとなる৽ن事業を૑ग़するなͲ、持続的な成௕プラン

への信任・期଴をಘることがඞཁです。それが PERやビジネスの֦େ

への޷Өڹにܨがり、経営トップとしてڧくコミットする΂き՝୊とଊ

͑ています。

が社௕にब任した2019年当時は、PBRが1ഒׂれの状ଶで、投ࢲ　

しݫといͬた「いߴ価値の΄うがࢄ株式価値より解」、Ոのํʑからࢿ

いݴ༿をいただくこともありました。PBR1ഒ௒を目標に、対֎的な

IR׆ಈଅ進にも஫力してきました。

　今後は、さらに社಺֎との対話の場を૿やし、その࣭の向上に努め

ていきたいと͑ߟています。また、社会や市場から期଴をಘるには、ま

ずは事業を୲うै業һが会社のະ来に期଴できるよう、Τンήージϝ

ント向上から取り組んでいくことがେ前提となります。社௕ब任時から

ஊ会にՃ͑、෦໳୲当の໾һとै業һとの࠲続してきたै業һとのܧ

対話のଅ進なͲ、ଟ層的なコミϡχケーションの場の૑ग़についても

プランを࿅ͬています。

　NiterraグループとはͲんな企業で、Կを目指し、Ͳんな社会的՝୊

解ܾに取り組んでいるのか。Niterra の価値を経営トップ⾃ら積極的

にൃ信し、共ײと期଴ײのৢ成に取り組んでまいります。ステークϗル

ダーの皆さまには、当社グループの変ֵに向けたνϟレンジに஫目し

ていただき、ご支援賜りますようよΖしくお願い申し上げます。

ʮมֵをଅす、৽たなグローバル経営ج൫ʯを
つくる͜ͱͰ、ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
ʮNiterraウェイʯをମݱͰ͖る૊৫を໨ࢦす

社௕ϝッηージ
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৿ଜグループのੜい立ͪ

※1 現 ৿村商事（株）　※2 のͪの日本陶ث（株）、現 ϊϦタケ（株）

※3 現 TOTO（株）　 ※4 現 日本Ψイシ（株）　※5 現 （株）େ૔陶Ԃ

森村組
（1876年3月）

৿ଜάϧーϓԊֵུਤ

日本特殊陶業
株式会社

（1936年10月）

森村銀行
（1897年6月）

大倉陶園
（1919年5月）

株式会社
森村組

（1918年4月）

東洋陶器
株式会社
（1917年5月）

日本陶器
株式会社
（1917年7月）

日本碍子
株式会社
（1919年5月）

日本陶器
合名会社
（1904年1月）

三菱銀行に
合併

（1929年）

株式会社
大倉陶園

（1950年4月改組）

森村商事
株式会社

（1946年7月社名変更）

ノリタケ
株式会社

（2024年7月社名変更）

日本ガイシ
株式会社

（1986年5月表記変更）

TOTO
株式会社

（2007年5月社名変更）

೔本ͷಃ࣓࢈ث業を୅ද͢る企業ूஂ৿ଜグϧー
ϓ͸ɺ1876年ɺ৿ଜࠨࢢӴ໳ͱ৿ଜ๛ͷ྆ࢯʹΑͬ
ͯ創ཱさΕͨɺΘ͕ࠃ๵қ業քͷ૲෼͚ͱ΋͍͏΂
͖৿ଜ૊˞1͕ͦͷϧーπͰ͢ɻͦͷグϧーϓͷา
Έ͸ɺ1904年ɺ೔本ಃث߹໊会社˞2͕৿ଜ૊ͷ創
業ऀΒʹΑͬͯઃཱさΕ͔ͯΒͰ͋Γɺͦ ͷޙɺ
1917年ʹɺಉ社ͷӴੜಃث෦໳を෼཭ͯ͠౦༸ಃ
3͕ɺͭ˞（株）ث ͍Ͱɺ1919年ʹ֕ࢠ෦໳を෼཭͠
ͯ೔本֕ࢠ（株）˞ 4͕ɺಉ͡年ʹେ૔ಃԂ˞5͕ઃཱさ
Ε·ͨ͠ɻͦͷޙɺ1936年10݄ʹ೔本֕ࢠ（株）
ͷスパーΫϓラグ෦໳を෼཭͠ɺ౰社͕ઃཱさΕɺ
͜Μʹͪͷ৿ଜグϧーϓͷܗ͕ૅج成さΕるʹࢸΓ
·ͨ͠ɻ

ϞリϜラϒラβーζをઃཱɻಃ࣓ثͷ༌ग़ʹকདྷੑをݟग़͢

����

೔本ಃث（໊）をઃཱ

����

����
೔本ಃث（໊）ͷӴੜಃث෦໳を෼཭͠ɺ౦༸ಃث（株）をઃཱɻ೔本ಃثɺ株式会社ʹվ૊

����
৿ଜۜߦઃ （ཱ1929年ࡾඛۜߦͱ߹ซ）

����
࿡୅໨৿ଜࠨࢢӴ໳ͱఋͷ๛（ͱΑ）͕ ౦ژʹ৿ଜ૊をઃཱɻ๛͕౉ถ͠ɺ༌ೖࡶ՟ళを࢝Ίる

೔本֕ࢠ（株）ͰスパーΫϓラグͷڀݚʹணख

����
����
೔本֕ࢠ（株）ɺスパーΫϓラグをൃച

����
೔本ಃث（株）ͷ֕ࢠ෦໳を෼཭͠ɺ೔本֕ࢠ（株）をઃཱɻେ૔ಃԂをઃཱ

6୅໨・৿ଜࠨࢢӴ໳ͱఋͷ๛（ͱ

Α）͕ ౦ژʹ৿ଜ૊をઃཱͨ͠ͷ

ͪɺ๛͕౉ถ͠ɺࡶ՟খച業を࢝

Ί·͢ɻྑ͍඼෺をങ͍΍͍͢

価֨Ͱೲظ௨Γʹ͓ಧ͚͢るɻ໌

࣏੓෎ͷࢧԉをஅΓಠཱࣗӦͷ

ਫ਼ਆͰ࢝Ίͨখさͳ๵қ͸ɺϞリ

Ϝラ・ϒラβーζͷ੣࣮ͳ࢟੎͔

ΒจԽͷҟͳるถࠃͰ΋ධ価さ

Ε৴༻をங͖ɺ࣍ ୈʹେ͖ͳࣄ業

΁ͱҭͬͯ ͍͖·͠ ͨɻ

ਖ਼௚ͱ೤৺

৿ଜࠨࢢӴ໳͸ɺʮԿΜͳʹۤͭ͘ ͯ΋அͯ͡ଞਓͷྗʹ͸པ

る·͍ɻຢԿΜͳ৔߹͕͋ͭͯ΋ෆਖ਼ෆٛͷखஈ͸औる·͍ʯ

ͱ͍ ʮ͏ಠཱࣗӦʯͷਫ਼ਆをେ੾ʹ͠ɺͦ Ε͸෱୔་٢ͷʮಠ

ཱࣗଚʯʹ Ӵ໳ͷࠨࢢる͜ͱͰҰ૚ਂ·Γ·ͨ͠ɻ͢ײڞ͘ਂ

ʮى業ͷ౰ॳʹԙͯ͸͕ࣄେมָʹ成ཱ͚ͭΕͲ΋ଖ݁Ռͱ

ͯ͠੎͍ա͕ͪੜ͡қ͍ɺͦ Ε͸ۤ৺ͷগͳ͍൒໘ʹ͸༉அ

͕ग़དྷる͔ΒͰ͋るʯͱͷ͑ߟ͸ɺࡏݱͷ೔本ಛघಃ業ͷܦӦ

ʹ΋͍͕ͯͬܨ·͢ɻ

χϡーϤーΫɹϞリϜラ・ϒラβーζ
ϒϩーυ΢Σイ539൪஍ͷళ	1893年͝Ζ

ಠ立ࣗ営

৿ଜ૊ͷ࢓ೖΕを務Ίͨେ૔ଙฌӴ͸ɺ඼෺ͷ඼࣭ͷ໘Ͱ੣

࣮さを؏͖·ͨ͠ɻͦͷ੣࣮さ͸長உͷ࿨਌ʹड͚͕ܧΕͯ

͍·͢ɻ࿨਌͸ʮྑ඼ͷڅڙ・ध要Ոͷຬ଍͕͔ͦͭ͜Ή΂

͖࣮ଶʯͰ͋るͱઆ͖ɺʮྑ඼主ٛʯͷ΋ͱɺ৿ଜグϧーϓͷ੡

ಃ֤社をൃలさせ·ͨ͠ɻ

͓٬さ·に౉͠て͔Β
役に立たないΑ͏な΋のは売Βない

େ૔ଙฌӴɺ（ӈ）େ૔࿨਌（ࠨ）

�つのڞ有価஋؍			ಠ立ࣗ営、ૉࢤ؏ప、ࢸ੣৴実、࢛ ւܑఋ

（ӈ）৿ଜࠨࢢӴ໳ͱ๛ɹ1889年
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1930ʙ 創業期 1940ʙ ੒௕期 1960ʙ ֬立期 1990ʙ 発ల期 Βະདྷ΁͔ࡏݱ
Ԥถ͔Βの༌ೖにཔるࠃ಺ࣗಈं産業 ࣗಈंੜ産୆数の૿ٸ 高౓経済੒௕のӨڹ 社会త՝୊΁の৽たな௅戦 持ଓ可能な社会の実ݱに向͚て

1920年୅、ᴈ明期にあͬた日本の⾃ಈं࢈業に
おいて、国಺を૸るंの΄とんͲはԤถからの༌
入で઎められ、プラグも༌入品にґଘしていまし
た。ॳ୅社௕のߐ෭ଙӈӴ໳は「わが国の特࢈
品である࣓ثをもͬ てプラグを⽣࢈する」とܾҙし、
国࢈プラグの⽣࢈に৐りग़します。

1940年には、国಺の⾃ಈं⽣࢈୆数が46,000
୆と૿ٸしました。⾃ಈंやその෦品は国಺でも
重ཁな࢈業となり、プラグのधཁも૿େしました。
第ೋ࣍ੈքେઓを経て、日本は1950年୅後൒か
らߴ度経済成௕期をܴ͑、モータϦθーションの
೾がԡしدせます。

1960年୅後൒からߴ、 度経済成௕の࿪みとして
ެ害໰୊がݦ在Խし、⾃ಈंϝーカーはૣٸな
対Ԡをഭられました。当社も、⾃ಈंެ害໰୊と
Ψス対策のための৽ؾ఺から、ഉ؍અ໿のݯࢿ
たな੡品の開ൃにணखします。ഉؾΨスن制は
その後も年ʑڧԽされߴ、 性能なプラグ・ηンサ
へのχーζもߴまͬ ていきました。

1990年୅Ҏ߱、ڥ؀໰୊やΤネルΪー໰୊の対
策として、⾃ಈंϝーカーはిؾ⾃ಈंやϋイϒϦッ
υं、೩ྉి஑ंの開ൃに本֨的にணखします。
また、情報௨信ثػのരൃ的なීٴなͲによͬ て、
⼈ʑの⽣༷׆式もେきく変わりました。当社も、こ
れまでഓ てͬきたٕज़をもとに、৽たな時୅のχー
ζにଈした੡品のڀݚ・開ൃに取り組みました。

AI、IoTといͬたデジタルԽの進ల、CASEやMaaS※

といͬた⾃ಈं業քの100年に一度のେ変ֵ、ؾ
ީ変ಈやESGの՝୊に対する関৺のߴまりなͲ、
ੈの中はܶ的に変Խしています。当社を取りרく؀
をू中ݯࢿ஌し、஫力υϝインに経営࡯の変Խをڥ
させ、事業に取り組Ήことで、社会的՝୊の解ܾに
。していきますݙߩ

1936
日本特殊陶業創立

1937  ࣗಈंؔ࿈
ʮNG,スパークプラグʯ੡଄開࢝
1930年にॳの国࢈スパークプラグ「NG఺Րખ」
をൃ売し、1937年には「NGKスパークプラグ」
の੡଄を開࢝しました。

1949  ηラϛοΫ
ʮN5,ニューηラミックʯ੡଄開࢝
ઓ後のࠞཚがམͪணき、プラグ⽣࢈が安定したこΖ、
事業のଟ֯ԽをਤるためにηラミックスをԠ用した
ٕज़・੡品の開ൃにணखしました。「NTKϒランυ」
の確ཱです。ηラミック੡品の開ൃをग़ൃ఺に࢈、 業・
。に関する੡品をల開しましたڥ؀

1958  ηラϛοΫ
ηラミック੡ʮ੾޻࡟۩ʯを੡඼Խ
ηラミック੡品はిؾ、⾃ಈं、Խֶ޻業、そして
業෼野で重ཁな໾ׂを୲うように࢈ցなͲのػ
なり、当社は1958年にߗ度のߴいࡐྉを࡟るη
ラミック੡の切޻࡟۩を開ൃし、੡品Խしました。

1959
ւ֎΁のਐग़
度経済成௕期に入ると、༌ग़が૿Ճしたことをߴ
受けて、1959年にϒラジルにॳのւ֎ڌ఺「ϒ
ラジル特殊陶業」をઃཱ。これをൽ切りにଞ社に
ઌۦけてૣ期にւ֎へ積極的に進ग़し、ڧ力な
ւ֎ネットϫークをஙきました。

1967  ηラϛοΫ
ʮηラミックج൘・ICパッケージʯ੡଄開࢝
1960年୅後൒に൒ಋ体はシϦコンू積ճ࿏（IC）
がओྲྀとなり、日本やアϝϦカでେྔ⽣࢈される
ようになりました。当社がഓͬたηラミックٕज़を
かし、ηラミック基൘やηラミックICパッケージ׆
の੡଄にணखしました。

1982  ࣗಈंؔ࿈
ʮࣗಈं༻ࢎૉηンサʯ੡଄開࢝
1960年୅に本֨的な⾃ಈं社会が౸来するとと
もに、େؾԚછなͲのެ害が社会໰୊として取り
上げられるようになりました。ഉؾΨスに対する
ૉηンࢎしくなる中、当社はジルコχアݫ制がن
サ、全ྖҬۭ೩⽐ηンサなͲのഉؾΨスηンサを
は͡め、ن制に対Ԡする֤छηンサの開ൃにணख
しました。

1989  ηラϛοΫ
ʮ੩ిチャックʯൢ 売開࢝
1980年୅後൒、൒ಋ体ૉࢠのूߴ積Խや௿価
֨Խのಈきに൐い、൒ಋ体੡଄૷ஔ෦品を଱೤・
଱৯性にউるηラミック੡品にஔき͑׵るྲྀれに
対Ԡし、੩ిνϟックをൢ売しました。2000年୅
にはྔ࢈が開࢝され、֦ ൢを進めていきました。

1999  ηラϛοΫ
ʮҩྍ༻ࢎૉೱॖ૷ஔʯൢ 売開࢝
Խ社会が進み、ҩྍ෼野でバイΦηラミックྸߴ
スがݙߩできるとの൑அから、1970年୅よりҩ
ྍ෼野のڀݚを࢝めました。その後、1990年に
はิࠎరࡐ「ηラタイト」を、そして1999年には
ҩྍ用ࢎૉೱॖ૷ஔのൢ売を開࢝しています。
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࣌
୅
എ
ܠ
・
ࣾ
会
త
課
題

NGKスパークプラグ

ICパッケージ

ϒラジル特殊陶業 ੩ిνϟック

⾃ಈं用ࢎૉηンサ

౰
ࣾ
ά
ϧ
ồ
ϓ
価
஋
૑
଄
ͷ
ྺ
࢙

価஋創଄に
る͕ܨ
૪༏Ґڝ
▶ 1.17

受けて、1959年にϒラジルにॳのւ֎ڌ఺「ϒ
ラジル特殊陶業」をઃཱ。これをൽ切りにଞ社に
ઌۦけてૣ期にւ֎へ積極的に進ग़し、ڧ力な
ւ֎ネットϫークをஙきました。

1989  ηラϛοΫ
ʮ੩ిチャックʯൢ 売開࢝
1980年୅後൒、൒ಋ体ૉࢠのूߴ積Խや௿価
֨Խのಈきに൐い、൒ಋ体੡଄૷ஔ෦品を଱೤・
଱৯性にউるηラミック੡品にஔき͑׵るྲྀれに
対Ԡし、੩ిνϟックをൢ売しました。2000年୅
にはྔ࢈が開࢝され、֦ ൢを進めていきました。

Ψス・ηンシング

グローバルࣗಈं٬ސ・ൢ ࿏

ηラミックス

ϒラジル特殊陶業 ੩ిνϟック

⾃ಈं用ࢎૉηンサ

価஋創଄に
る͕ܨ
૪༏Ґڝ

1.17

売上収益のਪҠ

Ϟビリティ

൒ಋମ

・ڥ؀
ΤωルΪー

NiterraのาΈ

※CASE：ConnecteE（つながる）、Autonomous
（⾃ಈ૸⾏）、ShareE（共用）、Electric（ిಈ）、
⾃ಈं࢈業の৽たなைྲྀを指す。

※MaaS（Mobility as a SerWice）：モビϦティ（Ҡ
ಈ）を一つのサービスとしてଊ͑た֓೦。

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

価஋創଄のาΈ
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Niterraグループは、20�0年͋りたい࢟ͱ͠ てʮʠ特殊なʡٕ ज़ͱ発૝Ͱ社会త՝୊をղܾ͠、『஍ٿをً͔ͤる企業』ͱなるʯを͛ܝてい·す。
ηラミックスͱΨス・ηンシングのٕज़、グローバルࣗಈं٬ސ・ൢ ࿏をڧΈに、Ϟビリティ、൒ಋମ、ڥ؀・ΤωルΪーの�つの஫ྗυϝインͰ事業׆ಈをల開͠、持ଓతな企業価஋の向上を໨͠ࢦてい͖·す。

�����͋Γ͍ͨ࢟�����͋Γ͍ͨ࢟
ʠ特殊なʡٕ ज़ͱ発૝Ͱ社会త՝୊をղܾ͠、ʮ஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱなるʠ特殊なʡٕ ज़ͱ発૝Ͱ社会త՝୊をղܾ͠、ʮ஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱなるʠ特殊なʡٕ ज़ͱ発૝Ͱ社会త՝୊をղܾ͠、ʮ஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱなる

財務資本
▶ 1.53

੡଄資本
▶ 1.65

஌త資本
▶ 1.66

人త資本
▶ 1.56

社会・関܎資本
▶ 1.74

ࣗવ資本
▶ 1.68

インプット

ઘݯ૪༏Ґのڝ

アウトプット

ηラミックス

Ψス・ηンシング

グローバル
ࣗಈं٬ސ・ൢ ࿏

ࣗಈंؔ࿈
・プラグ
・ηンサ
▶ 1.45

த期経営計ը20�0
そのઌのະདྷを、৳͹す
௒͑るたΊに、広͛る

௕期経営計ը20�0

ίϯϙーωϯτɾ
ιϦϡーγϣϯ
・S1E
ثٵݺ・
・൒ಋମ1,G
・஠Խケイૉ
・೩ྉి஑

▶ 1.48

戦略

֎部ڥ؀

˝ ஍ڥ؀ٿ໰୊

˝ 情੎໰୊ࡍࠃ

˝ 経済発లͱ
社会త՝୊ղܾの
྆立を໨ࢦす
社会のߏங

ステークϗルμー
΁のؐݩ 社会తインパクト

͓٬͞·

һۀै

ύーτφー

Ոࢿओɾ౤ג

஍Ҭࣾձ

஍ڥ؀ٿ

Ϟビリティ
஍ٿに΋人に΋
๛͔なҠಈͰ、
ͼの社会を׻

൒ಋମ
高౓な情報ॲ理
ٕज़にΑる、

社会の利ศ性向上を

ΤωルΪー・ڥ؀
持ଓ可能なΤωルΪーͱ

資ݯにΑる、
ɹ໌るいະདྷを୭΋͕
受Ͱ͖る社会΁ڗ

੒௕戦略

൒ಋମ ・ڥ؀
ΤωルΪー

൒ಋମ ・ڥ؀

Ϟビリティ

஫ྗυϝイン

事業ポートフォリΦの࠷దԽ

ஙߏ൫جい経営ڧஙߏ൫جい経営ڧஙߏ൫جい経営ڧ

ηラミックスをத৺ͱ͠ た
੒௕、৽ن事業΁の
リιース集த

಺೩ػ関事業の
Խڧなるߋ

有ڞ
価஋؍ ੣৴実ɹ͜の上なく੣実Ͱ͋り、ਅ໘໨Ͱِり͕なく、ਖ਼௚Ͱ͋る͜ͱࢸ

ಠ立ࣗ営ɹ҆қに人にཔΒͣ、ࣗ 分のྗを৴͡て࢓事に取り૊Ή ૉࢤ؏పɹৡΕないࢤを持ͪ、࠷後·Ͱやりൈく

࢛ւܑఋɹੈքのฏ࿨・ڞಉ޾෱につな͕る事業ͱなる

アウトΧϜ

社会త՝୊ղܾ ٕज़ͱ発૝Ͱ஍ٿをً͔ͤる

人త資本 ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐNiterraウェイをମݱする

経営ج൫ มֵをଅす、৽たなグローバル経営ج൫を࡞る

༏ઌతに取り૊Ή
経営՝୊

（Niterraマテリアリティ）
Niterraウェイ

企業理೦ɹଘࡏҙ ・ٛ経営࢟੎・行ಈࢦ਑ CSR・サステナビリティݑষ ༩دにݱたͪは、持ଓ可能な社会の実ࢲ
する͜ͱͰ、企業価஋の向上を໨͠ࢦ·す。

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

価஋創଄プロηス

▶ 1.15

▶ 1.17

▶ 1.04

▶ 1.42

▶ 1.15

▶ 1.01

▶ 1.27

▶ 1.56

持ଓ可能な
社会の実ݱ

Խڧ
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͓٬͞·

һۀै

ύーτφー

Ոࢿओɾ౤ג

஍Ҭࣾձ

஍ڥ؀ٿ

ROE・1ER向上を支͑る、
҆定͠たキャッシュ・フローͱݻڧな財務ج൫
˔ Ӧ業Ωϟογϡ・フϩー	ɿ	132
921ඦສԁ
˔ ֨෇	ɿ	""�（3�*）""�（+$3）
˔ ਌会社ॴ༗ऀؼଐ࣋෼ൺ཰	ɿ	68.1�
˔ ༗རࢠෛ࠴	ɿ	167
835ඦສԁ

҆定͠て高඼ ・࣭৴པ性の高い੡඼を
ఏڙするੜ産ମ੍
˔ ఺ڌ31	ɿ	఺ڌ಺ࠃ
˔ ւ֎ڌ఺	ɿ	62ڌ఺
˔ ઃඋ౤資ֹ	ɿ	37
532ඦສԁ

ηラミックૉٕࡐज़やηラミックスをコアͱ͠た
ଟ༷なԠ༻ٕज़、ϊウハウ、イϊϕーションの創ग़
˔ 144
28	ɿ	։ൃඅڀݚඦສԁ
˔ �4.3	ɿ	։ൃඅൺ཰ڀݚ
˔ ಛڐอ༗݅਺	ɿ	5
261݅

グローバルな人ࡐ戦略ͱ
ࣗ཯తキャリアܗ੒支ԉͰ事業੒௕をݗ引
˔ ࿈݁ै業һ਺	ɿ	15
644໊
˔ ւ֎ै業һൺ཰	ɿ	໿48�
˔ ւ֎ग़向ऀݧܦൺ཰	ɿ	12.1�
˔ %Xݚमडऀߨ਺	ɿ	ڭૅجҭ	7
516໊	બൈڭҭ	112໊
˔ ؅ཧ৬ͷঁੑൺ཰	ɿ	5.5ˋ	※2025年4月1日時఺

ੈք1�0͔ࠃҎ上に当社੡඼をڅڙする
グローバルなൢ売ମ੍、ステークϗルμーͱのڠ創関܎
˔ ಛ໿ళ会	ɿ	374社ͷ೔本ͷ෦඼঎͕Ճໍɻ
ɹશ7ࠃສ社を௒͑る੔උ޻৔ͷ͏ͪ8ׂʹΞϓϩーνՄೳ
˔スλートΞοϓ企業΁ͷग़資	ɿ	ྦྷ33ܭ社
˔ ൢചࠃ਺	ɿ	໿140͔ࠃ

事業׆ಈにඞ要なిྗ、ࡐݪྉ、ਫ資ݯ౳
˔ ిྗ	ɿ44
424ສL8h
˔ 4.9ສトン	ɿ	ྉ౤ೖྔࡐݪ
˔ ਫ資ݯ౤ೖྔ	ɿ	154ສ̼3

インプット（�つの資本） アウトΧϜ（ステークϗルμー΁のؐݩͱ社会తインパクト）

財務資本

੡଄資本

஌త資本

人త資本

社会・
関܎資本

ࣗવ資本

	ߴ˙ ඼࣭ͳ੡඼ͷఏڙʹΑる
	 	٬ͷ੡඼඼࣭ͷ向上ސ
	 （૪ྗ向上ڝ٬ͷސ）
٬ຬ଍౓ͷ向上ސ	˙

˙	スΩϧͷ֫ಘ	
	 （ै業һͷ成長ػ会ͷఏڙ）
΁ͷ΍Γ͕͍ɺࣄ࢓	˙
	 Ϟνϕーγϣンͷ向上

˙	ಁ ໌ੑͷ͋る҆ఆͨ͠औҾ
	 ʹΑるࣄ業׆ಈͷ࣋ଓੑ向上
	 （ऩӹج൫ͷڧԽ）
˙	ྑ ͍パートナーγοϓͷܧଓ

˙	̓ ఆతͳ株主ؐݩ
˙	株価・࣌ 価૯ֹͷ૿ֹ

˙	஍Ҭイϕントͷ࣮ࢪ・協ࢍ
˙	ೲ੫
ͷ創ग़༺ޏ	˙

˙	$0₂ഉग़ྔͷݮ࡟
˙	バリϡーνΣーンʹ͓͚る	
	 ݮෛՙ෺࣭ͷ௿ڥ؀

ࣄ
ۀ
概
要

Ξ
΢
τ
ϓ
ỽ
τ

▶	1.19 ▶	1.45�51

▶	1.53

▶	1.65

▶	1.66

▶	1.56

▶	1.74

▶	1.68

※Niterra 7entureカンパχーが
　実ࢪしたग़ࢿ社数

൒ಋମ

౓ͳ情報ॲཧٕज़ʹΑるɺߴ
社会ͷརศੑ向上を

Ϟビリティ

஍ٿʹ΋ਓʹ΋
๛͔ͳҠಈͰɺ
ͼͷ社会を׻

ΤωルΪー・ڥ؀

࣋ଓՄೳͳエωϧΪーͱ
資ݯʹΑるɺ໌ る͍ະདྷを
୭΋͕ڗडͰ͖る社会΁

PROLOGUE

01 価஋創଄ストーリー

	 	 ஍ࡏݱͷͪͨࢲ

	 	 社長ϝοηーδ

	 	 価値創造ͷาΈ

	 	 価値創造ϓϩηス

	 	 資本ͱΞ΢トΧϜ

	 	 6ͭͷ資本ʹΑる価値創造

	 	 ઘݯ૪༏Ґͷڝ

	 	 業֓要ࣄ

	 	 成長戦略࠲ஊ会

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

資本ͱアウトΧϜ
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ਾ͑、会ݟは5年ઌ、10年ઌのະ来をࢲ

社の৽たな事業の֩となるֵ৽的なٕज़

のڀݚに取り組んでいます。いまだ୭も

౸ୡしていないະ஌のྖҬに௅み、طଘ

の֓೦をଧͪഁるようなٕज़の૑ग़に情

೤を஫いでいます。

ಈでは単にٕज़を開ൃするだけで׆ڀݚ

なく、それが社会にͲのような価値をもたらすかをৗに໰い続けて

います。ڀݚ開ൃでಘられた஌ݟやٕज़が将来的に社会のେきな

変ֵにܨがり、⼈ʑの⽣׆をより๛かにする一助となることを目指

しています。ࢲの୳ٻ৺が、会社の持続的な成௕はもͪΖんのこと、

持続可能な社会の実現にもݙߩできるよう、これからも௅ઓし続け

ます。

஌త資本

ٕज़౷ׅ本෦
Պֶڀݚॴ

S�5�

の業຿は、NiterraグループのΤンήーࢲ

ジϝントサーϕイ推進者として、企画・ӡ営

から結果෼ੳ、۩体的なվળ׆ಈへの連

ै。に࿱りますذまでଟܞ 業һの皆さん

の੠にਅ᎜にࣖを܏け、組৫全体のΤン

ήージϝント向上を推進しています。Τン

ήージϝント向上は、ݸ⼈の成௕や組৫の

ै。性向上に直結します࢈⽣ 業һが最େ限の力をൃشし、よりྑい

੡品を提供できるようになることで、会社の持続可能なൃలにݙߩ

できると確信しています。この業຿を௨͡、ै 業һ一⼈ͻとりが⽣

き⽣きとಇき、そのҙཉと能力を最େ限に引きग़せる組৫෩౔を

ஙき、その成果として⽣まれる੡品を௨͡て社会に価値を提供した

いと͑ߟています。

人త資本

ϏδωスΦϖレーγϣン本෦
ਓࣄ෦)3企ը推進՝

,�'�

ࢿ。؅理業຿ですۚࢿ、が୲当するのはࢲ

ۚ؅理業຿は、キϟッシϡのྲྀれを؅理す

るだけでなく、投Լしたࢿ本からいかにޮ

率的に価値を⽣みग़すか、というࢿ本ޮ

率の向上に直結する໾ׂを୲ͬています。

本ޮ率は企業としての安定ࢿめられたߴ

性にد༩し、当社がより信頼される企業と

なるためのૅとなります。そのために、զʑは適切な؅ۚࢿ理、ま

た༨৒ۚࢿの適切な׆用ํ法を提案できるよう日ʑ৺がけています。

また、ࢿ本ޮ率の向上によͬて⽣みग़されたキϟッシϡは、ະ来へ

の成௕投ࢿのࢿݪとなり、৽たな価値の૑ग़へとܨがります。皆さ

まにબばれ続ける企業であるために、これからも企業価値向上に

。؅理に努めていきますۚࢿするݙߩ

財務資本

ϏδωスΦϖレーγϣン本෦
Ӧ財務Φϖレーγϣン෦ܦ
グϧーϓܦཧ՝

:�5�

は、当社の重ཁ目標である2050年のࢲ

カーϘンχϡートラルୡ成に向け、۩体的

なࢪ策のݕ౼・推進を୲う෦ॺに所ଐして

います。入社3年目となる現在は、ओに現

場での CO2ݮ࡟対策のཱ案と、モデル事

ྫの૑ग़・ల開を୲当しています。

この業຿を௨͡て、当社の最重ཁ՝୊の

一つに直接ݙߩできているという実ײとともに、まだまだଟくの՝

୊があることもڧく認識しています。特に、੡品の੡଄޻ఔやै業

һ一⼈ͻとりのҙ識なͲ、カーϘンχϡートラルୡ成にはଟذに࿱

る変ֵがෆ可ܽです。今後も、よりଟくのै業һをרき込みながら

これらの՝୊解ܾにਚ力し、ڥ؀負ՙのগない੡品を皆さまにお

ಧけできるようݙߩしていきます。

ࣗવ資本

ϏδωスΦϖレーγϣン本෦
શ෦҆ڥ؀ ԉ՝ࢧ/$

5�6�

スパークプラグの品࣭؅理にܞわり11年。

ॳめてこの࢓事にबいたとき、ଟくのධ価

߲目があることにڻき、その性能や特性

を஌ることがຖ日ָしかͬたことをࢥいग़

します。しかし、௕くこの࢓事にܞわͬて

いると、その「ָしさ」だけではݟ過ごして

しまうෆ۩合のϦスクがあることも௧ײし

ます。スパークプラグは、Τンジンの性能に直結するඇৗに重ཁな

෦品です。だからこそ、これからもڧい責任ײとやりがいを持ͬて

業຿に取り組んでいきたいと͑ߟています。この11年間でഓͬた

深い஌識と品࣭へのڧいこだわりは、Ͳのような੡品においても

信頼性をߴめる上でඞず໾ཱつと確信しています。

੡଄資本

ϞϏリςΟΧンパχー
*G/*5&ϏδωスϢχοト
඼࣭อূ෦඼࣭؅ཧ՝

N�,�

はٕज़営業として3年Ҏ上、ϒラジルೆ෦ࢲ

のパラφभを୲当しています。BtoBのൢ売・

ަবઓུの策定に重఺をஔき、ޮ 率性の向

上、ݻڧな関܎構ங、そして持続可能な成

果のୡ成に努めています。さらに、アフター

マーケット෦໳において、CRMシステムの

全国的な؅理を監ಜし、プロηスの最適Խ

と営業業຿のਝ଎Խをਤͬています。信頼性のߴい⾃ಈंιϦϡー

ションへのアクηスをଅ進し、Ϣーザーの安全性をߴめ、業քのֵ

৽をଅし、ビジネスパートφーの成௕を支援する。̶ こうした׆ಈ

を௨͡て社会に価値を෇Ճすることが、ࢲの目標です。テクϊロジー、

ٕज़的なઐ໳஌識、そして品࣭へのコミットϝントを׆用することで、

社会にϙジティϒなӨڹを༩͑ることにݙߩしていると信͡ています。

社会・関܎資本

/iterraϒラδϧ༗ݶ会社
/ational .arLet
4ales %epartment

G�-�1�

PROLOGUE

01 価஋創଄ストーリー

	 	 ஍ࡏݱͷͪͨࢲ

	 	 社長ϝοηーδ

	 	 価値創造ͷาΈ

	 	 価値創造ϓϩηス

	 	 資本ͱΞ΢トΧϜ

	 	 6ͭͷ資本ʹΑる価値創造

	 	 ઘݯ૪༏Ґͷڝ

	 	 業֓要ࣄ

	 	 成長戦略࠲ஊ会

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

当社グループはڝ૪༏Ґをഓい、企業価஋向上に͛ܨるたΊ׆ಈ͠てい·す。֤ 資本をڧԽ͠ଓ͚、
価஋創଄の担いखͱ͠ ての役割を໌ࣔ͠、֤ 資本の׆༻ͱ੒Ռを۩ମతにご理ղいただくたΊに、従業員のϝッηージͱͱ΋に資本別にࡌܝさͤていただ͖·す。

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

�つの資本にΑる価஋創଄
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日本特殊陶業の୅දతなコアٕज़

コアٕज़

ϕースٕज़

ϕースٕज़

ηラミックૉٕࡐज़

ηラミックスの特性をݶ⼤࠷に引͖ग़͠、ҟなるૉࡐಉ࢜の઀合Ͱ৽たな特性を加͑るϊウハウ

ものͮくりに用いられるࡐྉそのものを⾃社で開ൃしています。ແ数の഑合や組み合わせの中から最適
なࡐྉをݟつけग़すためのపఈ的なڀݚとಠ⾃のϊ΢ϋ΢に基ͮき、ҟなるૉࡐ同࢜を接合するߴいٕ
ज़力が特௕です。೤にڧい、ߗくてຎ໣しにくいといͬたηラミックス本来の௕所にՃ͑、थࢷやۚଐと組
み合わせることで৽たな性能を引きग़すことを௥ٻしています。また、ҟなるछྨのηラミックス同࢜を
ࠞ合し、これまでにない性࣭を持つηラミックスを૑りग़しています。

ηラミック੒ٕܗज़

非常にߗ౓͕高く加͕޻೉͠いͱさΕるηラミックૉࡐを
ࣗ༝ࣗࡏに加͠޻、高඼࣭な੡඼をੜ産するϊウハウ

ηラミックૉࡐを80年Ҏ上に࿱るηラミックスのものͮくりでഓわれた、
数ଟくの成ٕܗज़を保有しており、੡品ごとに最適なٕज़を使い෼け
ています。

൒ಋମパッケージج൘
（൒ಋମͷอޢʹ͔ܽせͳ͍ɺ൒ಋମパοέーδ）

当社のシート積層ٕज़が׆用されてい
ます。ඍࡉな഑ઢをີߴ度にܗ成した
シート状のηラミックスをԿ層にも積み
重ね、൘状にしてমきݻめます。このਫ਼
ີな積層ٕज़が、ి やスマートデثػࢠ
バイスの進Խにେきくݙߩしています。

能ػ

スイッνを入れるとす͙にԹ෩がग़るώータや、פい日でもスムーζに࢝ಈするंのΤン
ジン。ここにもηラミックスの特性が׆きています。
ઈԑ体であるηラミックスにۚଐをࠞ合すると、ి かし、η׆組みを࢓でൃ೤する߅఍ؾ
ラミックス੡のిؾώータを開ൃ。シート成ٕܗज़によͬてബくՃ޻したηラミックスに、
ηラミックスとۚଐをࠞͥ合わせి極をܗ成して一ॹにমきݻめます。このࡍ、࿪みがൃ
⽣しないようタイミングの制ޚがඞཁです。このٕज़により、ώータとしてඞཁなిؾ఍
、ߴしޚを安定的に制߅ 品࣭でޮ率のྑいώータを実現しました。1ඵで໿1,000ˆにୡ
する༏れた೤఻ಋ性は、「੩ిνϟック」なͲ൒ಋ体੡଄૷ஔのԹ度؅理にも׆用され、
పఈしたԹ度؅理によりߴ性能Խにݙߩ。「Թめる力」の可能性をさらに޿げています。

CO2をग़さないクϦーンなΤネルΪーとして஫目されている೩ྉి஑。そのൃిには、ηラミッ
クス「ジルコχア」が使われています。ηラミックス൘のදとཪでࢎૉのೱ度ࠩがൃ⽣すると、
ηラミックスの中をࢎૉイΦンがҠಈ。当社グループの৿村SOFCテクϊロジーは、ジルコχ
アをシート状にし積層したߴग़力ີ度の「スタック」を開ൃし、೩ྉి஑の一छであるSOFC
の実用Խに取り組んでいます。ジルコχアでࢎૉイΦンがҠಈするのは600ˆのߴԹԼ。೤
に଱͑安定Քಇするスタックがඞཁなため、「ࡐྉઃ計ٕज़」「ম成ٕज़」「シールٕज़」「ྲྀ࿏
ઃ計ٕज़」「Թ度コントロールٕज़」なͲさまざまなٕज़が׆かされています。৿村SOFCテ
クϊロジーのスタックはग़力ີ度がߴく、গないスペースでޮ率よくൃిできるϝϦットがあり
ます。ੈ քトップレϕルのൃిޮ率を目指し、カーϘンχϡートラルにݙߩしていきます。

Ψス・ηンシング ώータ੍ޚ 発ిٕज़

⾃ಈंのഉΨスن制が年ʑݫしくなる中、໾ཱつのが当社のࢎૉηンサٕ
ज़です。Τンジンの೩ম状ଶにԠ͡てഉؾ中のࢎૉೱ度をৗにモχタϦン
グし、೩ྉ෾ࣹを制ޚ。これにより有害物࣭の௿ݮと೩අ向上にݙߩします。
ΤンジンはඇৗにߴԹで、ηンサはそこからग़るߴԹのഉؾや、ഉ؅ؾ಺
でൃ⽣するਫのඈࢄにも଱͑なければなりません。
ഓͬてきたಠ⾃のٕज़で、この過ڥ؀ࠅでࢎૉೱ度を安定的にਫ਼度よくη
ンシングできる性能を実現し、ਫ਼度・Ԡ౴性・଱೤性・଱ඃਫ性の໘でੈքを
Ϧーυߴ。 ਫ਼度なݕ஌とྔ࢈性をཱ྆し、⾃ಈंのڥ؀性能向上に෯޿く
。༩していますد

ηラミック੒ٕܗज़͕࢖ΘΕている੡඼ྫ

ૉηンサࢎ
（エンδン͔Βͷഉग़ガスͷࢎૉೱ౓ଌఆ）

ジルコχア（ηラミッ
クスの一छ）とനۚを

「ϝタライζ」という
ٕज़により接合。੡
品の性能向上にݙߩ
しています。

੩ిチャック
（൒ಋମ੡造޻ఔͰγリコン΢Σハをݻఆ るͨ͢Ίʹ࢖༻さΕるԁ൫ঢ়ͷ੡඼）

ηラミックスとۚଐをしͬかりとషり
合わせるٕज़が用いられています。
ද໘とཪ໘でҟなる性能がٻめられ
るため、当社が開ൃした特殊な接ண
い接ߴの೉қ度のࡐが、ҟなるૉࡎ
合を実現しています。

ηラミックૉٕࡐज़͕࢖ΘΕている੡඼ྫ

ηラミック
ૉٕࡐज़

ηラミック
੒ٕܗज़

能ػ

͜Μなͱ͜Ζに
さΕてい·す༺׆

͜Μなͱ͜Ζに
さΕてい·す༺׆

͜Μなͱ͜Ζに
さΕてい·す༺׆

ࣗಈंエンδン ώーλ ൒ಋମ ೩ྉి஑

⁞ٕज़（ηラミックスʗΨス・ηンシング）
当社は�0年Ҏ上のྺ࢙のதͰ、ηラミックૉٕࡐज़やηラミックスをコアͱ͠ た加ٕ޻ज़をഓͬて͖·͠た。
ηラミックスの༏Εた特性を͔͠׆、人ʑのੜ׆をΑりշదに、஍ڥ؀ٿのվળ・อશ΁ղܾࡦをఏڙする͜ͱͰ、社会΁͠ݙߩଓ͚·す。
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ൢ売ڌ఺売上高比率

0&.ʢ৽ं૊Έ෇͚༻੡඼ʣ

೥ؒൢച਺ྔͷ໿���Λ઎ΊΔ

੡଄ڌ఺ ٕज़ڌ఺

21%
25%

アジア 26%
北ถ

Ԥभ

9%
தೆถ

16%
日本

4%
その他

OE.

".ʢิम༻੡඼ʣ

೥ؒൢച਺ྔͷ໿���Λ઎ΊΔ

A.

ൢ売ڌ఺売上高比率

0&.ʢ৽ं૊Έ෇͚༻੡඼ʣ

೥ؒൢച਺ྔͷ໿���Λ઎ΊΔ

੡଄ڌ఺ ٕज़ڌ఺

21%
25%

アジア 26%
北ถ

Ԥभ

9%
தೆถ

16%
日本

4%
その他

OE.

".ʢิम༻੡඼ʣ

೥ؒൢച਺ྔͷ໿���Λ઎ΊΔ

A.

 グローバルࣗಈं٬ސ・ൢ ࿏
当社は1�0͔ࠃҎ上に当社੡඼をڅڙするグローバルなੜ産・ൢ 売ମ੍をߏங͠て͓り、ੈ ք֤஍のグループ会社ͱ࿈͠ܞて、ੈ քのͲ͔͜ΒͰ΋ಉҰਫ४͔つ高඼࣭な੡඼をఏ͠ڙてい·す。
௕年に࿱ͬて開୓͠て͖たʮNG,スパークプラグʯをൢ売するルートは、当社の収益のݯઘͱなͬてい·す。

ͱ஍Ҭにൢ売ࠃ఺・1�0Ҏ上のڌ఺、ւ֎�2ڌ಺�1ࠃ OE.（৽ं૊Έ෇͚༻੡඼）ʗA.（ิम༻੡඼）の特௕ͱϝリット

当社の「NGKスパークプラグ」の年間ൢ売数ྔのうͪ、໿75ˋは AM 向けが઎

めています。৽ंൢ売市場のBE7Խಈ向によͬ てOEM向けのൢ売数はࠨӈされ

ますが、AMにおいては಺೩ػ関౥྆ंࡌの保有୆数がधཁ対৅となるため、今

後もより安定的なൢ売がݟ込めます。当社のߴい品࣭やٕज़力があることから、

OEM 向けのൢ売はੈքシェアNo.1となͬています。このことからAM 市場にお

いても「NGKスパークプラグ」の信頼性は޿く認஌されており、確ݻたるϒランυ

イϝージをஙいてきました。これからも引き続きスパークプラグの安定的なグロー

バル供څをOEM・AM向けともにܧ続していきます。

ੈք140か国Ҏ上へのൢ売を支͑るため、当社はグローバルな⽣࢈体制を

構ஙしています。地੓ֶ的Ϧスクやサプライνェーンの変ಈにࠨӈされないよ

う、ෳ数の地Ҭ・サプライϠーからのௐୡ体制を確ཱし、国಺および現地での

安定した෦ࡐの供ྔڅを確保しています。これにより、コスト௿ݮを実現しつつ、

௕年ഓͬてきたߴ品࣭なݪྉをબ定・ௐୡするϊ΢ϋ΢を׆かし、いかなる状

。を可能にしていますڅԼでも安定した੡品の供گ

当社はࡐྉ開ൃから੡଄までの一؏した⽣࢈体制を持ͪ合わせ、そのڧみを׆

かしつつ、グローバルなൢ売・供څ体制に合わせ、ੈ ք֤国に⽣ڌ࢈఺をઃけ、

ੈքのͲこへでも供څできる体制を構ஙしています。特にϒラジルにおいては、

60年Ҏ上前に進ग़、⽣࢈対Ԡをおこない、௕い期間、地Ҭ社会とともに、市場へ

֤、体制にՃ͑࢈⽣してきました。これらグローバルなݙߩ み、໾ׂをڧ఺のڌ

ҙ識した⽣ׂ࢈ৼりをおこなうことで、コストڝ૪力のߴい⽣࢈を実現しています。

AM市場でのൢ売を支͑る当社のڧみとなͬているのはグローバルに޿がる

νϟネルパートφーです。OEM ൢ売におけるߴい࠾用率が AM 市場では有

ޮなプロモーションとなり、੡品ϒランυがप஌され「NGKスパークプラグ」

を取りѻうパートφーが૿͑、ੈ ք中に供څすることができるようになりました。

Ճ͑てνϟネルパートφーへの適切なサϙートとコミϡχケーションが当社の

ൢ売໢をݻڧなものとし、ڧみとしてຏきをかけています。

グローバルなサプライチェーンにΑる҆定څڙ ྉ開発͔Β੡଄·ͰҰ؏͠たグローバルੜ産ମ੍ࡐ ੡඼ブランυྗͱグローバルなൢ売໢を支͑るチャωルパートナー

ௐୡ ੜ産 ൢ売
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当社の�0年Ҏ上に࿱るྺ࢙は、プラグの੡଄͔Βスタート͠·͠た。その後、ηラミックスをコアٕज़ͱ͠ て事業をଟ֯Խ͠、
。てい͖·す͠ࢦͰ͖るྖҬに࣠଍をஔ͖、持ଓతな価஋創଄を໨༺׆ྉ、コア・アηットをࡐつつ、ηラミック͠ࢦ関事業の҆定తな੒௕を໨ػ後は಺೩ࠓ

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

事業概要

ࣗಈं関࿈
事業

コンポーωント・
ιリューション

事業

൒ಋମ੡଄૷ஔϝーΧーS1E
൒ಋମ産業

ࣗಈं産業

情報௨৴産業 ൒ಋମの高性能Խ
デジタル社会΁の

ݙߩ

ϕアリングϝーΧー

パϫーϞジュールϝーΧー

ి૷ϝーΧー

஠Խケイૉ
ి৯対ࡦ

ΤωルΪーޮ率向上
インバーターの
খܕԽ・高性能Խ

൒ಋମ 1,G
ి子ثػʗ
൒ಋମの
高性能Խ

঱状のվળ
ੜ׆の࣭の向上

ցϝーΧー೩ྉి஑೩ྉి஑ػ
分ݯిࢄ
#C1対Ԡ

୤୸ૉ社会΁の
ݙߩ

˙ηラミックスの開発ྗ、加ٕ޻ज़、ྔ
産ٕज़

˙඼࣭・数ྔͱ΋に҆定͠た͕څڙ可能
なੜ産ମ੍

˙さ·͟·な༻్にΧスタマイζͰ͖る
ηラミックੵ૚ٕज़

˙	଱೤・ີؾ性に༏Εた高৴པ性

˙	์೤性に༏Εたࡐྉ・੡඼設計

٬の要๬にԠ͑る୹ೲ期対Ԡސ	˙

˙ηンサ事業Ͱഓͬた৮ഔిۃやηラ
ミックࡐྉٕज़

˙高ޮ率発ిを実ݱするҟछࡐྉ઀合
ٕज़、੒ບٕज़

˙Ոఉ༻͔Β産業༻·Ͱのラインアップ

˙ハイパϫーのプラζマに଱͑͏るηラ
ミックࡐྉٕज़

˙ද໘Թ౓のۉҰԽ・௿パーティクル・
ද໘Թ౓のϫイυレンジԽにݙߩする
ηラミックスシートੵ૚ٕज़

ࣗಈं産業 ෩ྗ発ి業者

ిమं྆ϝーΧーなͲ

ଠཅޫ発ిϝーΧーػۭߤϝーΧー

൒ಋମ੡଄૷ஔ
ϝーΧー

ցϝーΧーػ࡞޻

ࣗಈंŋೋྠϝーΧー

൚༻ΤンジンϝーΧー

部඼୅理ళ

ࣗಈ ・ंೋྠϢーβー

൚༻ΤンジンϢーβー

ࣗಈं産業

ࣗಈंの೩費向上
ഉΨスのクリーンԽ
ศ利なҠಈମ社会΁の

ݙߩ

ྉ開発͔Β੡଄·ͰのҰ؏͠たੜ産ࡐ˙
ମ੍

˙	ੈք֤஍にಠࣗのൢ売ルート

൒ಋମϝーΧー

൒ಋମݕ査༻部඼ϝーΧー

アηンブリーϝーΧー
ి子ثػ産業

ࣗಈं産業

൒ಋମϝーΧー

発ి事業者 場޻

データηンター 設ࢪڞެ

঎業ࢪ設 ՈఉなͲ

主な੡඼事業・੡඼ Έڧ ٬ސ ఏڙ価஋ΤンυϢーβー

プラグ

ηンサ

஫ྗυϝイン 事業ηグϝント

൒ಋମ

Ϟビリティ

ΤωルΪー・ڥ؀

͢·͍ͯ͠ߋηグϝントをมࠂΑΓ報ظ2026/3˞

レンタル事業者

ҩྍػ関

者ױ୐ࡏ

֎དྷױ者
ثٵݺ

	、ૉೱॖ૷ஔࢎなͲのܕや定ஔܕଳܞ˙
৺ഏػ能の਍அثػなͲの੡඼ライン
アップ

˙レンタル事業者向͚やපӃ向͚のੈ
ք֤஍のൢ売ルート
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ʮ஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱなるたΊにԿをकり、Կをม͑ていく΂͖͔。
事業戦略、人త資本͔ΒڧΈͱ՝୊をղ͖໌͔͠·す
20�0年に͋りたい࢟の実ݱに向͚て、
৽たなʮத期経営計ը20�0ʯ（Ҏ下、த計20�0）͕ スタート。
ʮத計20�0ʯを౔୆に、
事業ポートフォリΦ࠷దԽをͲ͏実͠ݱていく͔。
ຏ͖を͔͚る΂͖ڧΈͱ՝୊について
�名の社֎取క役ͱ୅ද取క役社௕・઒合ଚ͕ඥղいてい͖·す。

ʮத計20�0ʯࡦ定を௨͑͡ݟて͖た
立ͪ໭る΂͖NiterraグループのڧΈ

઒合　当社グループは、2040年にありたい姿として「ʠ特殊なʡٕ ज़

とൃ想で社会的՝୊を解ܾし、h 地球を輝かせる企業 とɦなる」をܝげ、

その実現に向けた最ऴステップとして、2025年度から「中計2030」

をスタートさせました。「中計2030」の策定については、2024年度の

取క໾会でも社֎取క໾の皆さんからさまざまな提ݴをいただきまし

た。֎෦ڥ؀の変Խもありましたが、それよりも当社のڧみや安定性（経

営基൫、⼈ࡐ、Ψバφンス、理೦なͲ）に関するٞ࿦が中৺でした。特に

「今のままでྑいのか、Կを変͑る΂きか」や「Կがڧみで、Կをҭて

ていく΂きか」といͬた本࣭的な໰いが深ງされ、理೦の社಺ਁಁの

ෆ଍についてもٞ࿦ができ、今後の成௕に向けた౔୆となる中期経営

計画が策定できたとࢥいます。ͥ ͻ、本日の会では、中計策定時の皆

さまとのٞ࿦をৼりฦらせてください。

౔Ҫ　「中計2030」については、ݫしい事業ڥ؀Լにあͬてこそ、変

ԽにΏら͙ことのない Niterraらしいڧみが׆かされた಺༰になͬた

୅දऔక໾औక໾社長
社長ࣥߦ໾һ

઒合ଚ
社֎औక໾

౔Ҫඒ࿨子
社֎औక໾

∁૔千य़
社֎औక໾

ਔ޹ଜࡾ
社֎औక໾

ਅٱכଇ

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

੒௕戦略࠲ஊ会
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と認識しています。ถ国の関੫ાஔに൐うӨڹはあͬても、ࡐݪྉ価

֨のߴಅを受けた価֨సՇを実⾏できるスパークプラグという安定し

た事業があります。また、E7のීٴಈ向をݟਾ͑つつ、ܹٸなϙートフォ

ϦΦస׵ではなく、طଘのڧみをຏき上げるઓུを策定できました。

M�AなͲによりڧみをさらに͗ݚ੅まし、今後のෆ確実性の中でも

ॊೈに対Ԡしていける力があるのは当社グループの༏位性だとࢥい

ます。また、⼈ࡐҭ成にも஫力するということで、ݎ実な中期経営計画

が完成したと͑ߟています。

∁૔　当ॳはややڭՊ書的に͑ݟたࣥ⾏νーム࡞成の૲案も、社֎

取క໾からのフィーυバックを積み重ねることで一าずつ進Խし、最ऴ

的にはNiterraらしさがしͬかりと反映された中期経営計画にண地で

きたとࢥいます。なかでも、૑業時からେ切にしてきた理೦体ܥ

「Niterra΢ェイ」なͲ、企業としてのݪ఺ともい͑る࣠଍にあらためて

フォーカスしٞ࿦を深められたことは、プロηスとしてもඇৗに有ӹで

した。ྫ ͑ば、ڧみであるηラミックٕज़をいかに৽ن事業にల開して

いくか、経営理೦を単なるスローΨンにとͲめず実ࡍの事業׆ಈや組

৫ӡ営にͲうམとし込Ήかといͬた఺について、ଟくのҙݟをަわす

ことができました。

は2023年に社֎取క໾にब任し、今ճॳめて中期経営計画ࢲ　ଜࡾ

策定のٞ࿦にՃわͬたのですが、৽ن事業という、もう一つの事業の

பを確ཱしていくܾҙがより۩体Խされた಺༰だとଊ͑ています。そ

の実現に向けて、⼈ࡐҭ成に஫力していくという経営ਞのڧいҙࢤが

反映されているのもϙイントだとࢥいます。

ਅࢲ　כは2024年から社֎取క໾となり、1年間、中期経営計画の

策定をは͡め、さまざまな提ݴをさせていただきました。前職でも事

業స׵にܞわͬたのですが、変ֵに向けてはとにかく時間がありませ

んでした。当社グループは時間的にも業੷໘でも、変ֵへのϙテンシϟ

ルがあるとࢥいます。۩体的には、E7のੈք的धཁのಷԽをଊ͑、಺

೩ػ関事業と৽ن事業のϙートフォϦΦ最適Խをਤͬていく計画につ

いても実現性がߴいと͑ߟています。

઒合　૲案のஈ֊では、皆さんからݫしくも有ҙٛなҙݟをいただき、

ࣥ⾏νームもେいにษڧになりました。今後の進௙の報告に対しても、

ͥͻフィーυバックをいただければとࢥいます。

৽͠いテクϊロジーを׆༻͠
#toCの視఺΋備͑て৽たなࢢ場に௅Ή

઒合　「中計2030」では、উͪےが明確なテーマにϦιースをू中投

、させ、事業ϙートフォϦΦの最適Խを目指していきます。そのためにࢿ

まずは৽たな成ޭ事ྫを示していきたいと͑ߟています。事業ઓུの

をݟ఺から、当社グループの՝୊とνϟンスについて、あらためてҙ؍

うかが͑ますか。

ても、まさݟଜ　さまざまな事業のཱͪ上げにै事してきた目からࡾ

に今େきなస׵఺にあると͡ײています。ै 来、಺೩ػ関事業があま

りにݻڧでߴऩӹを⽣ΉがΏ͑に、৽たな取り組みをࢼみても最ऴ的

にはطଘ事業にճؼしてしまう܏向がありました。一ํでߴ、 ෇Ճ価

値Խやグローバル市場の֦େを௨͡て、ৗに進Խを続けてきたという

ྺ࢙があります。こうした՝୊と成௕の྆໘を౿ま͑た上で、コアとな

るηラミック関連のٕज़やアηットを׆かし、৽たな事業への௅ઓに

౿みग़すステージへのҠ⾏期にಥ入していますね。そのキーフΝクター

の一つが東ࣳマテϦアル（株）（現 Niterra Materials）のM�Aであり、

৽たなಠ઎的ϙジションを֫ಘできるϙテンシϟルはେきいとみてい

ます。

ਅכ　本࣭的には、当社グループはスパークプラグやഉΨス用ηンサ

を中৺としたݎ実なものͮくり企業であり、৽しい௅ઓにࡍしては⼈

ています。特に、IT͡ײや企業文Խの໘でนもあるとࡐ や %9につい

てはे෼にਁಁしているとは͑ݴません。今後は、それらをよりਁಁさ

せ た େ୾ な 業຿վֵ へ の ௅ઓ が 重ཁ です。もう一 つ、Niterra 

MaterialsのグループԽは、今後の成௕をࠨӈするシンϘϦックな事৅

とࢲもଊ͑ています。৽たなコア・アηットを取り込Ήことで、当社のコ

ア・コンϐタンスだけでは成しಘなかͬた、そのઌにたͲりணける価値

あるM�Aになる可能性をൿめています。

౔Ҫ　Niterra Materialsとの連ܞでは、ٕ ज़者同࢜のプライυがͿ

つかり合うこともあるかもしれません。そのような中でも、グループと

してੈքのE7を支͑るくらいのߴい目標を共有し、೪りڧく௅んでい

ただきたいです。IT、%9のお話がありましたが、ڀݚ者のཱ場から提

ྫ。用です׆における⽣成AIのڀݚ、したいのはݴ ͑ば、ڧみである

ηラミックૉࡐとଞのۚଐの接合ٕज़を׆かし、੡品ԽをͲう進めるか。

ै来なら事前に໖ີな実ݧ計画をཱてるඞཁがありましたが、⽣成AI

を׆用すれば、ߜり込んだܗで実ݧをスタートできます。⾃਎の想定と

はҟなるൃݟをಘるためにも、৽しいテクϊロジーについても積極的

に׆用していただきたいですね。Ճ͑て、ඞཁなのはBtoBtoCのࢹ఺

֎部͕ڥ؀⼤͖くม༰する࣌୅だ͔Β͜そ

企業価஋に関Θる本࣭తٞ࿦͕ॏ要

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

੒௕戦略࠲ஊ会
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を持つこと。地੓ֶ的Ϧスクを౿ま͑、インυやアフϦカなͲ今後֦େ

してくる市場への進ग़をՃ଎することが؊ཁです。χーζがҟなる市

場においては、そのઌのお٬さまのχーζをݟ極め、開 ・ൃൢ 売ઓུ

を構ஙしていくプロηスがܽかせません。৽ن事業૑ग़においても同

༷で、そのઌのʠCʡを想定した৽たなアプローνにも௅ઓしていただ

ければとࢥいます。

઒合　಺೩ػ関事業を安定的かつޮ率的にՔ͙キϟッシϡ・カ΢にҭ

てるためにも、⽣࢈性向上に向けた %9なͲのνϟレンジはෆ可ܽと

ଊ͑ています。

ซせて、৽ن事業の確ཱは、಺೩ػ関事業がݎௐに推Ҡしている今こ

そがνϟンスでしΐう。

そこで、皆さんがҙݟくださͬたように、Niterra Materials の M�A

により、৽たな成ޭ事ྫを示すことができれば、当社も࣍の成௕に向

けた変ֵに一า౿みग़せるのではないかと͑ߟています。

地੓ֶ的Ϧスクへの対Ԡについては、すでにアフϦカ๺෦・中෦でのൢ

売ઓུをݕ౼するプロジェクトを࢝ಈしています。将来をݟਾ͑た地

Ҭઓུについても、中計2030期間中に確ཱしてまいります。

ࣗ཯創଄する人ࡐをҭΈ
Τンパϫーϝントを実͠ݱていく

઒合　「中計2030」の重఺ઓུでは、⼈的ࢿ本のڧԽをܝげ、社һに

はڧいҙࢤと⾏ಈ力を持ͬて果׶に৽しいことにνϟレンジして΄し

いと͑ߟています。当社グループの⼈ࡐについてあらためてࢥうのは、

実はઌ⼈たͪが௅ઓの຤に確ཱしたコア事業をもとにさらなるຏきを

かけ、進Խさせてはいるものの、本࣭的なҙຯでの成ޭ体ݧもなければ、

ࣦഊも経ݧしていないのではないか。有体にݴうと、ӈݞ上がりにݟ

͑る現状をͲうҡ持するかに߆టしているというのが現状ではないか。

そんな՝୊認識を持ͬています。

ͥͻ、当社グループの⼈ࡐ力のڧみと՝୊について、率直なごҙݟを

いただければとࢥいます。

∁૔　⼈ࡐ開ൃをઐ໳とするཱ場から申し上げると、⼈事のある΂き

姿とは事業の成௕にࢿするʠউてる（໥かる）⼈事ʡであるということです。

つまり、⼈的ࢿ本ํ਑は事業ઓུとදཪ一体でなければなりません。

そうすると、੡଄業としてのνϟレンジでもありますが、「ルールをकり、

品࣭のߴい੡品を提供する」という基本にՃ͑て、社会的՝୊の解ܾ

と経済合理性のཱ྆にܨがる৽しい価値をͲう⽣みग़すか。࿑ಇ力ෆ

଍を౿ま͑、企業を持続的に成௕させていくには、Τンパϫーϝントを

ਤることもେきな՝୊です。⾃ら͑ߟ、⾃ら進んでಈく⾃཯૑଄する⼈

をͲうҭてるか。そのためにさまざまなख法がありますが、当社グルーࡐ

プのै業һの௕所である、目の前の࢓事にਅ໘目に向き合うという姿

੎はେ切にして、ࢹ野をもͬと޿げ、ڵຯ・関৺のアンテφを৳ばして

いただきたい。ධ価制度をは͡め、ࣦ ഊを受༰できる組৫෩౔をৢ成

することもඞཁだとࢥいます。

用によ࠾の࣭を変͑ていくには、キϟϦアࡐ⼈ଜ　組৫にࠜͮいたࡾ

る֎෦⼈ࡐやઐ໳⼈ࡐ、M�AなͲでՃわる⼈ࡐを׆用し、Ϧーダー的

ϙジションにアサインすることもେ事だとࢥいます。⽣成 AIなͲがී

ࡐ⼈してくれば、今までのԆ௕ઢ上にはないൃ想力・૑଄力を持つٴ

が積極的にొ用される΂きでしΐう。そうした⼈ࡐを数ଟく⽣みग़せ

るかが、今後のେきな՝୊とଊ͑ています。

ਅࡐ⼈　כや企業෩౔の変ֵは؆単なことではありませんが、それで

も当社グループが変われるνϟンスはେきいと͑ߟています。๯಄で

も৮れましたが、ੈ քのE7シフトݮ଎を௥い෩に、಺೩ػ関事業は安

定的成௕が期଴できます。つまり、ࢥい切ͬた投ࢿもඞཁならできます。

投ࢿՈの目からݟても、持続的成௕を਱げながら、安定した状ଶで変

事業の੒௕に資する

ʠউてる（໥͔る）人事ʡを実͠ݱていく
৽たなコア・アηットを取りࠐΈ、

当社のコアٕज़だ͚Ͱは੒͠ಘな͔ͬた

ʠそのઌʡ΁の౸ୡを໨ࢦす

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

੒௕戦略࠲ஊ会
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ֵに௅める、極めてك有な企業ϙジションだとࢥいます。

઒合　⾃཯૑଄する⼈ࡐを目指してもらう上で、社һには「ࣦഊして

いい。ࣦ ഊしてもその経ݧを܇ڭに、࣍ はこうしようという࣍のアイデ

アにつながるࣦഊであればいい」とৗに఻͑ています。

ઌ΄Ͳ、৽ن事業を確ཱするなら今がνϟンスと申し上げたように、業

੷が޷ௐに推Ҡしている今の事業ڥ؀をຯํにつけ、明治ҡ৽の時

のような「ੈの中を変͑ていこう」というࢤさ͑あれば、当社はもͬと

をしながら、そういう変ֵに௅めޡࡨ⾏ࢼ。ています͑ߟくなれるとڧ

る⼈ࡐをҭΉڥ؀をつくͬ ていきたいですね。

そのためには、当社として進Ή΂き؇やかなํ向性・持つ΂きࢤを共

有するඞཁがあると͑ߟ、今ճの中計ではΤンήージϝント向上を重

ཁなテーマにਾ͑、取り組んでまいります。

ʮ஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱい͏͋りたい࢟に向͚
ʮத計20�0ʯの5年間をやり਱͛る

઒合　最後に、当社グループのありたい姿実現に向けた期଴と、今後、

Ͳのようなٞ࿦がඞཁであるか、՝୊を含めてҙݟをお願いします。

౔Ҫ　「地球を輝かせる企業」というେきなゴールに向け、「ʠ特殊なʡ

ٕज़とൃ想で」というखஈは۩体Խされているものの、⾃෼が「これを

やりたい」と明ݴできるै業һはまだগ数೿ではないでしΐうか。৽た

な⼈ࡐの࠾用にܨげていくためにも、会社として目指す「社会にݙߩ

できる」෼野やٕज़について、もうগし解૾度をߴく示し、ҙ識合わせ

をしていくことが今後の՝୊の一つだとࢥいます。

∁૔　ઌ΄Ͳ述΂た⼈事の在りํにもう一つ෇けՃ͑ると、「社会に

Ϧスペクトされる会社を૑଄する⼈事」である΂きで、໾ׂの一つがʠ正

しい⼈をバスに৐せる（Niterraに共ײする⼈を࠾用する）ʡことです。

では、「正しい⼈」のཁ݅とはԿか。「正しい⼈」をͲうҭてていくのか。

ྫ͑ば、⾃෼をओޠにして責任を持ͬて⾏ಈできることであり、それが

⾃⼰成௕や適切なϦスクの೺ѲにӨڹしていきます。そして、一⼈ͻと

りのこうした⾏ಈのू積が組৫文Խになるのです。そのためには、変

ԽにԠ͡てスキルを਎につけるためのڭҭ、これまでの「間ҧいなく

できる⼈」というొ用基準だけではなく最適な⼈ࡐをシステム的に഑

ஔするタレントマネジϝント、ઐ໳⼈ࡐが׆༂できない事ଶを๷͗νー

ム力をߴめる企業෩౔վֵ、の3つのཁૉが੔うかͲうかがେ切です。

中計2030を౔୆に、さらに時୅に合わせた共有価値؍のアップデー

トなͲ、ٞ ࿦を深めていければとࢥいます。

ਅכ　ओ力となるスパークプラグやഉΨス用ηンサとはҟなるྖҬで、

৽たな事業やカルνϟーが಄֯を現し、グループ全体の企業෩౔を変

͑ていく、そうした変Խの起఺になりうる可能性を͡ײています。現状

の成௕事業である൒ಋ体関連事業、あるいはM�Aや৽ن事業がϦー

υするܗで、ଟ༷な⼈ࡐが༥合され、৽しいカルνϟーがৢ成されてい

く。その中でϦーダーシップが⽣まれていくことにも期଴し、積極的に

提ݴしていきます。

ଜ　Niterra Materialsࡾ の事業・⼈ࡐ໘でのシφジーにՃ͑、中ݎ

クラスのएखϦーダーが஀⽣してくれば、中計2030の5年間で、第2、

第3の૑業が実現するのではないかと期଴しています。その実現に向け、

社֎取క໾としてਚ力していく所ଘです。

઒合　⾏ಈのू積が組৫文Խになるというのはご指ఠの௨りで、⾏ಈ

を変͑るためには、時にコンフϦクト（িಥ）をもڪれることなくٞ࿦し

ていくプロηスが؊ཁとଊ͑ています。今ճの中計では、ϙジティϒな

コンフϦクトを成果にܨげていく΂く、会社が進もうとするະ来をै業

һに示し共ײしてもらうことで、Τンήージϝントを向上させていきます。

中計2030の5年間がʠNiterraが変わるνϟンスʡとଊ͑、ෆஅの努力

でやり਱げていく所ଘです。社֎取క໾の皆さんには、今後ともسጨ

のない提ݴをお願いします。

.�Aや৽ن事業創ग़をػܖに

ୈ2、ୈ�の創業の実ݱに期଴

事業創ग़に͓͚るن場開୓、৽ࢢ

#to#toCの視఺の⼤੾さ

01 Ձ஋૑଄ετーϦー

੒௕戦略࠲ஊ会
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「
地
球
を
輝
か
せ
る

企
業
」と
な
る

ୈ�࣍
த期経営計ը

த期経営計ը
（�年）

த期経営計ը
（5年）

2021年�݄期実績

2025年�݄期実績

売上高	 4,275ԯԁ
営業利益	 473ԯԁ
ROE	 9%

売上高	 6,529ԯԁ
営業利益	 1,296ԯԁ
ROE	 14%

20�0年�݄期໨ඪ

売上高	 10,000ԯԁ
営業利益	 2,100ԯԁ
ROE	 16%

௕期経営計ը20�0 20�0	͋りたい࢟

ͦͷઌͷະདྷΛɺ৳͹͢
௒͑ΔͨΊʹɺ͛޿Δม͑るたΊに、յす

มΘるたΊに、創る
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த期経営計ը20�0は、20�0	͋りたい࢟に向͚た௕期経営計ը20�0の࠷ऴஈ֊Ͱす。
಺೩関࿈事業Ͱの利益੒௕をج൫ͱ͠ 、ηラミックٕज़を͔͠׆た஫ྗυϝインの֦⼤をਐΊてい͖·す。

02 ੒௕ઓུ

੒௕戦略のมભ
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02 ੒௕ઓུ02 ੒௕ઓུ

持続可能なエネルギーと資源による、 
明るい未来を誰もが享受できる社会へ
セラミックスの機能とその制御技術を組み合わせ、

カーボンニュートラルに資する循環社会の実現に貢献します。

地球にも人にも豊かな移動で、 
歓びの社会を
セラミックスを軸とした
コア・アセットを活用し、
人々の生活の利便性向上に

貢献します。

高度な情報処理技術による、
社会の利便性向上を

セラミックスの素材特性を活用し、
半導体進化に貢献します。

半導体モビリティ

環境・エネルギー

コア・
アセット
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	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ͷ׆ಈレϏϡー

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʹؔ͢るಛू

	 	 ΢ΣϧϏーイング୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 サスςナϏリςΟ推進ମ੍

	 	 Ӧ戦略୲౰໾һϝοηーδܦ

	 	 தܦظӦܭը2025ৼΓฦΓ

	 	 தܦظӦܭը2030

	 	 %X戦略

	 	 業戦略ɹࣗಈंؔ࿈ࣄ
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20�0	͋りたい࢟

໋࢖

஫ྗυϝイン

Niterraグループがܝげる「2040 ありたい姿」は、「ʠ特殊なʡٕ ज़とൃ想で社会的՝୊を解ܾし、h 地球を輝

かせる企業 とɦなる」ことです。中期経営計画2025（2021ʙ2024年度）Ҏ߱の目ま͙るしい経営ڥ؀の変Խ

に対Ԡし、持続可能な成௕を਱げるため、企業ݻ有のコア・アηットを経営՝୊に合わせ࠶構成し、⾃社のڝ

૪力をߴめていくඞཁ性があります。経営を௨͡て過去から஝積してきたٕज़、コア・アηットを࣠としながら

も৽たな価値૑଄を実現し、社会的՝୊を解ܾする姿੎を明確にしていく΂く、この「2040 ありたい姿」を

定めました。

当社グループは、「これまでഓͬてきたηラミックスを中৺としたコア・アηット」と「৽たなコア・アηット」を取

り込み、ҟなるݯࢿを͙ܨことで、最খ限のݯࢿをపఈ的に使いൈき、࠶⽣・॥؀ιϦϡーションを社会に提供

します。この取り組みは、「ʠceramics anE BeyonE, e9ceeEing imaginationʡhηラミックスとそのઌへ、

想૾のそのઌへ 」ɦというݴ༿にॖڽされています。当社グループは、経営を௨͡て過去から஝積してきたٕज़、

コア・アηットを࣠としつつも、৽たな価値૑଄を実現し、社会的՝୊を解ܾする姿੎を明確にすることで、グルー

プ一ؙとなͬて社会的՝୊の解ܾを目指します。

社会的՝୊解ܾのための「コア・アηットを࣠とした事業の૑ग़」において、஫力υϝインのߜり込みをおこなͬ

ています。۩体的には、当社のコア・アηットが最େ׆用できる「モビϦティ」「൒ಋ体」「ڥ؀・ΤネルΪー」の3

つに経営ݯࢿをू中し、事業Խしていくํ਑です。
※なお、ϝディカルྖҬについては、஫力υϝインとして定めるのではなく、コア・アηットを׆用した事業の取り組みとします。

ʮ஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱなる

20�0	͋りたい࢟、໋࢖
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当社グループは、中௕期的なࢹ఺で༏ઌ的に取り組Ή΂き経営՝୊を特定し、目標をઃ定して取り組Ήことが重ཁだと͑ߟています。これまでの「༏ઌ的に取り組Ή՝୊」は、௕期経営計画2030のスタート時に、ESGに関す

るテーマを中৺にநग़していましたが、2025年度からの中期経営計画2030のスタートにあたり、基本的なํ͑ߟとなる「༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊」を৽たに制定し、ै 来の8つの「༏ઌ的に取り組Ή՝୊」を、3つに࠶

෼ྨしました。

༏ઌతに取り૊Ή経営՝୊の特定プロηス

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02 ੒௕戦略

	 	 成長戦略ͷมભ

	 	 2040 ͋Γ͍ͨ࢟ɺ໋࢖

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ͷ׆ಈレϏϡー

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʹؔ͢るಛू

	 	 ΢ΣϧϏーイング୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 サスςナϏリςΟ推進ମ੍

	 	 Ӧ戦略୲౰໾һϝοηーδܦ

	 	 தܦظӦܭը2025ৼΓฦΓ

	 	 தܦظӦܭը2030

	 	 %X戦略

	 	 業戦略ɹࣗಈंؔ࿈ࣄ

	 	 業戦略ɹコンポーωント・ιリϡーγϣンࣄ

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

02 ੒௕ઓུ

༏ઌతに取り૊Ή経営՝୊（Niterraマテリアリティ）

஍ڥ؀ٿ՝୊
˔ มಈީؾ
˔୤୸ૉ・୸ૉ॥ܕ؀社会
˔ੜ෺ଟ༷ੑ
յഁڥ؀˔
˔資ݯ॥؀（サーΩϡラーエコϊϛー）

ԹࣨޮՌガスͷഉग़ݮ࡟ɿলエω΍࠶エωٕज़ɺڥ؀ରԠٕज़΁ͷ౤資（ΧーϘンχϡートラϧ）
୤୸ૉ・୸ૉ॥ܕ؀社会ʹ向͚ͨ$02ͷ༗ޮར༻（ީؾมಈ΁ͷదԠ）
഑ྀ੡඼ͷ֦ॆڥ؀
（ΧーϘンχϡートラϧ）༺׆ੜՄೳエωϧΪーͷ࠶
෼ݯిࢄɺエωϧΪーͷ஍࢈஍ফ（エωϧΪー）
ੜ෺ଟ༷ੑͷอશ
نڥ؀ （੍୸ૉ੫ɺリサイΫϧ੍نɺԽֶ෺੍࣭نͳͲ）ͷڧԽ
಺೩ؔػを౥ࣗͨ͠ࡌಈंͷݮগ
৽ࠃڵ・グϩーバϧサ΢スͰͷࣗಈंध要ͷ֦େ（େؾԚછͳͲ）
ਓʑͷҠಈ΍ফඅͳͲʹର͢るࢤ向ͷมԽ
社会త՝୊ͷղܾʹد༩͢るٕज़・੡඼・ࣄ業ͷ։ൃ
ਓࡐͷ֬อͱଟ༷Խ（ޏ༻ͷ҆ఆੑɺμイバーγςΟɺਓࡐͷҭ成）
ಇ͖ํ΍価値؍ͷଟ༷Խ（ϫーΫ・ライフ・バランスɺػ会ۉ౳ͱެฏੑ）
8ell�being（݈߁ͱ҆શɺదਖ਼ͳ࿑ಇ࣌間）
ਓݖͷଚॏ
඼࣭マωδϝントγスςϜͷҡ࣋؅ཧ
ͷଟ༷ԽࡐӦਓܦ
ྉͷ҆ఆௐୡࡐݪ
஍੓ֶతリスΫ
஍਒・ީؾมಈʹΑる֐ࡂͷൃੜ
コンϓライΞンスͷ࣮ફ
情報ηΩϡリςΟ΁ͷରԠ（サイバーܸ߈）

情੎໰୊ࡍࠃ
˔ อޢ主ٛ
ฆ૪ࡍࠃ˔
˔৽ࠃڵ୆಄
˔グϩーバϧサ΢ス
˔֨ࠩ社会
˔ਓݖ

経済発లͱ社会త՝୊ղܾの྆立を
໨ࢦす社会のߏங
˔ ϩϘοトɺࣗ ಈԽɺলਓԽ
˔ "*（ਓ޻஌ೳ）
˔ηンγング*o5
˔ ナϊςΫϊϩδー
˔バイΦςΫϊϩδー
˔গྸߴࢠԽ・ਓޱരൃ
˔μイバーγςΟ
˔ϫーΫ・ライフ・バランス
˔パンσϛοΫ
˔஍਒

社会త՝୊・֎部ڥ؀ リスクͱػ会 ୹ظ˞ தظ˞ 長ظ˞

会ػ

会ػ

リスΫ 会ػ

会ػ

会ػ

会ػ

リスΫ

リスΫ

会ػ

会ػ

リスΫ

リスΫ 会ػ

会ػ

会ػ

リスΫ

リスΫ

リスΫ

リスΫ

会ػ

リスΫ

リスΫ

リスΫ

リスΫ

リスΫ

リスΫ

会ػ

会ػ

※୹期：2027年ごΖまで　中期：௕期経営計画の目標年度に合わせた2030年ごΖまで　௕期：௕期経営計画の目指す姿に合わせた2040年ごΖまで

45&1

�

֎部ڥ؀認ࣝ

ɺʹߟࢀ࿈グϩーバϧ・コンパΫトɺ4%GsɺG3*スλンμーυɺ&4Gௐࠪͷ಺༰ɺ業քஂମͷガイυラインɺ*44#ɺ&434（$43%）ͳͲͷ֎෦要੥ɺଞ社ϕンνマーΫͳͲをࠃ

社会͔Βͷ要੥ࣄ （߲՝୊）をநग़͠ɺͦ ΕΒʹؔ࿈͢るリスΫͱػ会をೝࣝɻ
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༏ઌతに取り૊Ή経営՝୊

ロングリスト࡞੒・ߜりࠐΈͱシナリΦ࡞੒

45&1

�
さ·͟·ͳ֎෦要੥ͷ͏ͪ$43%ͷトϐοΫスをઌ進తͳ΋ͷͱҐஔ෇͚ɺͦ ΕΒをத৺ͱͯ͠໿100߲໨ͷϩングリス

トを࡞成ɻ౰社グϧーϓͷࣄ業ͷࡏݱ・কདྷをؑΈͯؔ࿈ੑͷ߲͍ߴ໨をߜΓࠐΈɺͦ ΕͧΕʹ͓͍ͯ૝ఆγナリΦを࡞成ɻ

μブルマテリアリティの数஋Խͱ༏ઌతに取り૊Ή経営՝୊の特定

45&1

�

グϩーバϧ戦略本෦͓Αͼ主要ࣄ業ͷ୲౰໾һʹΑるूத౼議ʹͯɺ֤ ߲໨ͷ૝ఆγナリΦを΋ͱʹ౰社グϧーϓ͕社会ʹ༩͑るӨڹ（社会インパΫト）ͱ౰社グϧーϓ͕ड͚る財務Ө

ɺʮ༏ઌͯܦɺ$43・サスςナϏリςΟҕһ会Ͱͷ議࿦ɺऔక໾会Ͱͷঝೝを͠౼ݕͯ͑·会を౿ػ・をスコΞリングͯ͠マοϐングɻさΒʹ45&11Ͱೝࣝͨ͠リスΫ（財務インパΫト）ڹ

తʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʯを੍ఆɻ長ܦظӦܭը2030Ͱಛఆͨ͠8ͭͷʮ༏ઌతʹऔΓ૊Ή՝୊ʯをɺ৽ͨʹ੍ఆͨ͠3ͭͷʮ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʯʹ ෼ྨɻ࠶

社会インパクト：深ࠁ度（ن໛、ൣ ғ、ճ෮ࠔ೉
度）とൃ⽣可能性のスコアの
ฏۉ。それͧれ5ஈ֊でධ価。

とൃ⽣可能性のスコアֹڹ຿インパクト：Өࡒ
のฏۉ。Өֹڹは、10億円Ҏ
上20億円ະຬを1、80億円Ҏ
上 を5と し て5ஈ ֊ で ධ 価。
ൃ⽣可能性は、「كにൃ⽣」を
1、「すでに起きている」を5
として5ஈ֊でධ価。

財務インパΫト

2.0
2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

2.5 3.0 3.5 4.0

มಈ΁ͷదԠީؾ

ΧーϘンχϡートラϧ

େؾԚછ

エωϧΪー

ɿ

౳ͱެฏੑۉ会ػ

μイバーγςΟ

ϫーΫ・ライフ・バランス

దਖ਼ͳ࿑ಇ࣌間

ͱ҆શ߁݈

ͷ҆ఆੑ༺ޏ

ਓࡐͷҭ成

社
会
イ
ン
パ
ク
ト

リスクͱػ会を
౿·͑て൑அ

ू中౼ٞ

ࣾձత՝୊ղܾ

ਓతࢿຊ

൫جӦܦ

にもᨳわれて（ষݑCSR・サステφビϦティ）たͪは、Niterra΢ェイࢲ

いるように、持続可能な社会の実現にد༩することで、企業価値を向

上していくことを目指しています。そのためには、社会的՝୊の解ܾ

が最重ཁ経営՝୊と͑ߟ、Niterraならではの想いも込めて「ٕज़と

ൃ想で地球を輝かせる」こと、そして「地球を輝かせる」ための⼈ࡐ૑

ग़をおこない「ଟ༷でओ体的な⼈ࡐがNiterra΢ェイを体現する」こと、

また「地球を輝かせる」ための基൫੔理をおこない「変ֵをଅす৽た

なグローバル経営基൫を࡞る」ことをあわせて推進していきます。۩

体的には、ଟ༷なٕज़の組み合わせを௨͡た社会的՝୊解ܾへのߩ

。可能・॥؀可能なιϦϡーションの提供をおこなͬていきます⽣࠶、ݙ

またそれを支͑る⼈的ࢿ本投ࢿとしては、ଟ༷な⼈ࡐがݸを׆かして

いきいきとಇくことができる࢓組みの֦ॆ、変ֵ中もओ体的にಈき、

ະ来を切り開く⼈ࡐのҭ成、よりߴ度な՝୊に対し、ઐ໳性を持ͬて、

৽たな価値を૑଄できる⼈ࡐのҭ成なͲをおこないます。さらにこれ

らを支͑る経営基൫੔理として、ਝ଎なҙܾࢥ定を支͑、ઓུ的なϦス

クコントロールを可能にする組৫プラットフォームの構ஙを実現してい

きます。そしてこれらの߲目を実現するために、「社会的՝୊解ܾ」「⼈

的ࢿ本」「経営基൫」のそれͧれの෼野で中௕期的なࢹ఺でより۩体

的な取り組み಺༰とその目標をઃ定して取り組んでいくことが重ཁだ

と͑ߟています。
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03	 企業価値を向上させる資本
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༏ઌతに取り૊Ή経営՝୊（Niterraマテリアリティ）



特定した༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊は、Լදの௨りです。

Niterra Integrated Report 2025 29

ࣗવ֐ࡂͷܹਙԽを͸͡Ίͱ͢るީؾมಈʹΑるӨڹ͸ɺ社会ͷ࣋ଓՄೳͳ
ൃలを๦͛·͢ɻͦͷͨΊɺީؾมಈͷݪҼͱさΕる$02ͳͲͷԹࣨޮՌガ
スͷഉग़を཈੍͠ɺ୤୸ૉ社会を໨͜͢ࢦͱ͕ੈքڞ௨ͷ՝୊ͱͳ͍ͬͯ·
͢ɻ౰社グϧーϓʹͱͬ ͯ΋ɺࣄ業׆ಈ͓ΑͼサϓライνΣーンͰഉग़さΕる
$02を͢ݮ࡟る͜ͱ͕ॏ要ͳ՝୊ͱೝ͍ࣝͯ͠·͢ɻ

౰社グϧーϓ͸ɺੈ ք๊͕͑るさ·͟·ͳ՝୊ʹ向͖߹͍ɺͦ ͷղܾʹ資
͢る৽ͨͳ価値をڞ創・ఏ͢ڙる͜ͱͰɺΑΓྑ͍社会ͷ࣮دʹݱ༩͍ͯ͠
͖͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻੈք͕௚໘͢る՝୊͸ଟذʹ࿱Γɺީؾมಈ΍৯
ྉෆ଍を͸͡ΊɺݶΓ͋る資ݯをকདྷੈ୅ʹܧঝ͢るͨΊʹ͕ͪͨࢲར༻
͢る੡඼・サーϏスͷڥ؀ෛՙをͰ͖る͚ͩখさ͘͢る͜ͱ΋ɺ社会શମͷ
࣋ଓՄೳੑʹͱͬͯॏ要ͳ՝୊Ͱ͢ɻ౰社グϧーϓ͸ɺ͜ Ε·Ͱʹഓ͖ͬͯ
ٕͨज़ͱ஝ੵͨ͠ݧܦを࠷େ͔ͯ͠׆ʹݶɺੈ քͷਓʑʹ৽ͨͳ価値をఏ
Ҋ͢る͜ͱͰɺ社会શମͷ࣋ଓతͳൃలʹ͖͍ͯ͠ݙߩ·͢ɻ

౰社グϧーϓ͸ɺै 業һ͸࠷େͷܦӦ資ݯͰ͋るͱೝ͍ࣝͯ͠·͢ɻੈքͰ
໿16
000ਓͷै業һͷଟ༷ੑ・ੑݸをଚॏ͠ɺҰਓͻͱΓ͕׆༂Ͱ͖るڥ؀
を੔͑る͜ͱ͕౰社グϧーϓͷൃలʹ͕ܨるͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ϏδωスをऔΓ͕ڥ؀͘רେ͖͘มԽ͢るݱ୅ʹ͓͍ͯɺ企業͕௚໘͢るリ
スΫ΋ଟ༷Խ͓ͯ͠ΓɺリスΫ΁ͷରԠをޡるͱɺ企業ଘଓͷػةʹؕる͜ͱ
΋͋Γ·͢ɻ౰社グϧーϓ͸ɺ೔͔ࠒΒリスΫマωδϝントを推進͢る͜ͱͰɺ
企業価値ͷ向上ʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ

౰社グϧーϓ͕Ϗδωスをల։͍ͯͨ͘͠Ίʹ͸ɺ社会͔Β৴པさΕる企業
Ͱ͋Γଓ͚る͜ͱ͕ෆՄܽͰ͢ɻ౰社グϧーϓ͸ʮ社会ͷҰһͰ͋るʯͱͷ
ೝࣝを࣋ͪɺ社会ͷ要੥ʹద੾ʹԠ͍͑ͯ͘͜ͱͰɺスςーΫϗϧμーͷօ
さ·͔Β৴པさΕる企業を໨͠ࢦ·͢ɻ

情報ٕज़͕೔ʑߴ౓Խ͠ɺϏδωスʹ͓͍ͯ΋ɺさ·͟·ͳ情報資࢈をѻͬ
͍ͯ·͢ɻҰํͰɺサイバーܸ߈を͸͡Ίͱ͢るリスΫ͕૿͓ͯ͠Γɺ情報η
ΩϡリςΟをߴΊる͜ͱ͕՝୊ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ౰社グϧーϓʹ͓͍ͯ΋ɺ情
報資࢈をܦӦ資ݯͷҰͭͱҐஔ෇͚ͯɺదਖ਼ʹอ͠ޢͳ͕Β༗ޮʹ׆༻͢る
ͨΊʹɺ情報ηΩϡリςΟをڧԽ͍͖ͯ͠·͢ɻ

࣋ଓత成長ͱத長ظతͳ企業価値ͷ向上をਤるͨΊʹɺઐ໳஌ࣝ΍ݧܦͳͲͷ
バοΫグラ΢ンυ͕ҟͳるଟ༷ͳਓࡐͰऔక໾会をߏ成͢る͜ͱ͕ॏ要ͱͯ͑ߟ
͍·͢ɻ·ͨɺऔక໾会ͷ社֎औక໾ൺ཰を向上させる͜ͱͰɺऔక໾会ͷ؂
ಜػೳをڧԽ͢るͱͱ΋ʹҙܾࢥఆͷಁ໌ੑを֬อ͢る͜ͱをॏ͍ͯ͠ࢹ·͢ɻ

▶	1.70

▶	1.30

▶	1.30

▶	1.30

▶	1.30

▶	1.30

▶	1.30

▶	1.61

▶	1.58

▶	1.77

▶	1.77

▶	1.90

▶	1.91

▶	1.93

ಈレϏϡーʯ׆Ӧ՝୊（/iterraマςリΞリςΟ）ͷܦ͸ʮ༏ઌతʹऔΓ૊Ήࡉ1.30�31ৄ	▶

※目標・ア΢トプットの時期は、௕期経営計画の最ऴ年度としています。ただし、ද中にࡌهがあるものは、その年度としています。

༏ઌతに取り૊Ή経営՝୊ 特定理༝ 主な取り૊Έ಺༰ ໨ඪ・アウトプット（202�年౓） 参রϖージ

ٕज़ͱ発૝Ͱ஍ٿをً͔ͤる

มಈରԠީؾ $02ഉग़ྔͷݮ࡟

ࣗಈंؔ࿈ڥ؀഑ྀ੡඼ͷ
ൢ֦・ٴී

೩ྉి஑ͷ։ൃ

ແԖѹిࡐͷ༻్։ൃ

ηンγング*o5ࣄ業ͷ։ൃ

ΧーϘンχϡートラϧ・Ξζ・Ξ・サーϏス

・੶ࠃ֎・ੑঁ
ΩϟリΞ࠾༻ͷଅ進

৽ͨͳਓ੍ࣄ౓ͷݕ౼

औక໾ͷঁੑ・֎ࠃ੶ൺ཰ͷ向上

ॏେインγσントͷࡏݦԽ༧ஹͷ
؅ཧ͓Αͼະવ๷ࢭ

औక໾ͷ社֎ൺ཰ͷ向上

໾һ・ै業һͷҙࣝௐࠪͱ
ൃܒҭڭଓతͳܧ

インγσントରԠ૊৫ͷҡ࣋・
ஙߏԽ͓Αͼ༧๷ମ੍ͷڧ

社会త՝୊ͷ
ղܾʹد༩͢る
ٕज़・੡඼・ࣄ業

グϩーバϧ
ਓࡐマωδϝント

コーポレート・
ガバナンス

リスΫマωδϝント

コンϓライΞンス

情報ηΩϡリςΟ

˔	ଟ༷ͳٕज़を༥߹させ社会త՝
୊ղܾʹݙߩ

ੜ・॥؀Մೳͳιリϡーγϣン࠶	˔
ͷఏڙ

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
Niterraウェイをମݱする
˔	/iterraͰಇ͘ҰਓͻͱΓ͕ࣄ࢓を
௨ͯ͡成長͠ɺ社会Ͱً͖ଓ͚る

˔	ͦͷ成長͕/iterraグϧーϓͷ
Ӭଓతൃలͷݪಈྗ΁

มֵをଅす、৽たな
グローバル経営ج൫を࡞る

˔	֎෦ڥ؀ͷมԽʹదԠ͠ɺΑΓ
企業ମ࣭΁ͷมֵ͍ڧ

˔	ਝ଎ͳܾఆͱ戦略తリスΫ؅ཧ
をՄೳʹ͢る

˔	$02ഉग़ྔ	<2018年౓ൺ>
	 2030年౓ɿ�0％ݮ࡟ɹ
	 2035年౓ɿ�1��％ݮ࡟
	 2050年౓ɿΧーϘンχϡートラϧ（ωοトθϩ）

ଐϓラグͷൢചൺ཰ɿ50％Ҏ上ۚو	˔

˔	શྖҬۭ೩ൺηンサͷൢചൺ཰ɿ50％Ҏ上

˔	$02フリーਫૉར༻をࢹ໺ʹೖΕͨޮߴ཰෼ݯిܕࢄͷීٴ

˔	༗Ԗѹి͔ࡐΒͷ୅ସଅ進

˔	ࣗಈԽɺ࠷దԽɺ൚༻ԽͳͲʹΑるࣄ業ͷޮ཰向上

˔	߹成೩ྉ（ϝλン）੡造γスςϜͷߏஙͱಋೖ

˔	؅ཧ৬ͷঁੑ・֎ࠃ੶・ΩϟリΞ࠾༻ൺ཰ɿ25％

˔	ै業һຬ଍ௐࠪͷ݁Ռ向上

੶औక໾ൺ཰ɿ�0％Ҏ上ࠃ֎・ੑঁ	˔

˔	社֎ൺ཰ɿ�分の1Ҏ上

ஙߏఆʹ資͢るリスΫマωδϝントγスςϜͷܾࢥӦͷҙܦ	˔

˔	コンϓライΞンスҙࣝௐ࣮ࠪࢪͱ݁Ռͷ։ࣔ

˔	情報ηΩϡリςΟマωδϝントγスςϜͷҡ࣋

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
Niterraウェイをମݱする

/iterraͰಇ͘ҰਓͻͱΓ͕ࣄ࢓を
௨ͯ͡成長͠ɺ社会Ͱً͖ଓ͚る

ͦͷ成長͕/iterraグϧーϓͷ
Ӭଓతൃలͷݪಈྗ΁

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
Niterraウェイをମݱする

/iterraͰಇ͘ҰਓͻͱΓ͕ࣄ࢓を
௨ͯ͡成長͠ɺ社会Ͱً͖ଓ͚る

ͦͷ成長͕/iterraグϧーϓͷ
Ӭଓతൃలͷݪಈྗ΁

มֵをଅす、৽たな
グローバル経営ج൫を࡞る

֎෦ڥ؀ͷมԽʹదԠ͠ɺΑΓ
企業ମ࣭΁ͷมֵ͍ڧ

ਝ଎ͳܾఆͱ戦略తリスΫ؅ཧ
をՄೳʹ͢る

มֵをଅす、৽たな
グローバル経営ج൫を࡞る

˔	֎෦ڥ؀ͷมԽʹదԠ͠ɺΑΓ
企業ମ࣭΁ͷมֵ͍ڧ

˔	ਝ଎ͳܾఆͱ戦略తリスΫ؅ཧ
をՄೳʹ͢る

経営ج൫

ٕज़ͱ発૝Ͱ஍ٿをً͔ͤる

ଟ༷ͳٕज़を༥߹させ社会త՝
୊ղܾʹݙߩ

ੜ・॥؀Մೳͳιリϡーγϣン࠶
ͷఏڙ

ٕज़ͱ発૝Ͱ஍ٿをً͔ͤる

˔	ଟ༷ͳٕज़を༥߹させ社会త՝
୊ղܾʹݙߩ

ੜ・॥؀Մೳͳιリϡーγϣン࠶	˔
ͷఏڙ

社会త
՝୊ղܾ

人త資本

経営ج൫

社会త
՝୊ղܾ

※2026年4月に「46ˋݮ࡟」に変更༧定

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
Niterraウェイをମݱする

/iterraͰಇ͘ҰਓͻͱΓ͕ࣄ࢓を
௨ͯ͡成長͠ɺ社会Ͱً͖ଓ͚る

ͦͷ成長͕/iterraグϧーϓͷ
Ӭଓతൃలͷݪಈྗ΁

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
Niterraウェイをମݱする

/iterraͰಇ͘ҰਓͻͱΓ͕ࣄ࢓を
௨ͯ͡成長͠ɺ社会Ͱً͖ଓ͚る

ͦͷ成長͕/iterraグϧーϓͷ
Ӭଓతൃలͷݪಈྗ΁

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
Niterraウェイをମݱする
˔	/iterraͰಇ͘ҰਓͻͱΓ͕ࣄ࢓を
௨ͯ͡成長͠ɺ社会Ͱً͖ଓ͚る

˔	ͦͷ成長͕/iterraグϧーϓͷ
Ӭଓతൃలͷݪಈྗ΁

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐ
Niterraウェイをମݱする
˔	

˔	

人త資本人త資本人త資本
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ओな取り組み಺༰の2024年度の進௙状گは、ީؾ変ಈ、⼈ࡐマネジϝント、Ψバφンスについては目標をୡ成した߲目もあり、おおΉねॱௐに推Ҡしています。

また、社会的՝୊の解ܾにد༩するٕज़・੡品・事業のうͪ৽ن事業関連の取り組みは、目標をߴくઃ定していることもあり想定௨りには進んでいませんが、ண実に進௙しています。

今後もܧ続的にこれらの՝୊に取り組み、持続可能な社会の実現にݙߩしていきます。

社会త՝୊ղܾ มಈ対Ԡީؾ

主な取り૊Έ಺༰ CO2ഉग़ྔのݮ࡟ ໨ඪ・アウトプット CO2ഉग़ ʦ2018年度⽐ʧ ݮ࡟ˋ30ྔ：
（2030年度）※2026年4月に「46ˋݮ࡟」に変更༧定

202�年౓ਐ௙ （19.1万トン）ݮ࡟ˋ31.7

202�年౓の取り૊Έ
˔  カンパχーผのCO2ݮ࡟ローυマップを策定した。
˔  2023年度にイントラネットに開ઃした「ީؾ変ಈ対Ԡのઐ用サイト」のւ֎向けサイトを開ઃし、

情報提供を開࢝した。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔ 1.5ˆ目標に適する目標値へのݟ直し
˔ ւ֎グループ会社におけるCO2׆ݮ࡟ಈの推進

社会త՝୊ղܾ 社会త՝୊のղܾにد༩するٕज़・੡඼・事業の開発

主な取り૊Έ಺༰ ⾃ಈं関連ڥ؀഑ྀ੡品の
֦・ٴී ൢ ໨ඪ・アウトプット ᶃۚوଐプラグのൢ売⽐率：50ˋҎ上

ᶄ全ྖҬۭ೩⽐ηンサのൢ売⽐率：50ˋҎ上

202�年౓ਐ௙ ᶃ46ˋ　ᶄ41ˋ

202�年౓の取り૊Έ

˔  E7シフトがಷԽし、ۚوଐプラグの౥ࡌがଟい࢛ྠंのൢ売がҡ持されたことにより、ۚوଐプ
ラグのൢ売⽐率がҡ持された。

˔  全ྖҬۭ೩⽐ηンサの⽐率がߴい中国向けの市場において、当社シェアの௿いローカルϝーカー
が༂進したことにより当社シェアのߴい日ถԤܥϝーカーの৽ंൢ売がෆৼ。結果として全ྖҬ
ۭ೩⽐ηンサのൢ売⽐率が想定΄Ͳ৳びなかͬた。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ E7Խやڝ合੡品のಈ向なͲ、市場ڥ؀のݟ極め

	社会త՝୊ղܾ 社会త՝୊のղܾにد༩するٕज़・੡඼・事業の開発

主な取り૊Έ಺༰ ೩ྉి஑の開ൃ ໨ඪ・アウトプット CO2フϦーਫૉར用をࢹ野に入れた
ٴのීݯిܕࢄ率෼ޮߴ

202�年౓ਐ௙
˔  ৽ن用్向けの֦ൢ
˔  Ոఉ用ޮߴ率モϊジェネレーションシステムの開ൃ

202�年౓の取り૊Έ
˔  ଟ༷೩ྉ対ԠなͲの৽ن用్向けの֦ൢに取り組んだ。
˔  Ոఉ用೩ྉి஑へのࢀ入計画をݟ直しߴ、 ޮ率モϊジェネレーションシステムを開ൃ。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔ 業຿࢈・ 業用向けのݎௐなཱ上げ
˔ ৽ن用్向けの市場開୓とՈఉ用向けの࠶計画ཱ上げ
˔ւ֎٬ސへの積極的な提案

※カーϘンχϡートラル・アζ・ア・サービスとは、当社が͑ߟる୤୸ૉ॥ܕ؀社会とιϦϡーションサービスの構想案です。ৄ 。は当社΢ェϒサイトをご覧くださいࡉ
https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/524/
https://www.niterragroup.com/business/innoWation/new_business/ccu/

※目標・ア΢トプットの時期は、௕期経営計画の最ऴ年度としています。ただし、ද中にࡌهがあるものは、その年度としています。

特ू　ਫૉ੡଄とൃిが可能なখܕϦバーシϒル SOC システム

社会త՝୊ղܾ 社会త՝୊のղܾにد༩するٕज़・੡඼・事業の開発

主な取り૊Έ಺༰ ແԖѹిࡐの用్開ൃ ໨ඪ・アウトプット 有Ԗѹిࡐからの୅ସଅ進

202�年౓ਐ௙ ୅ସ݅数の年度目標ୡ成

202�年౓の取り૊Έ
˔ 有Ԗѹిࡐからの୅ସとしてのແԖѹిࡐを、༧定௨りग़ՙした。
˔ ୅ସ用్に限らず、ແԖѹిࡐをඞཁとする৽٬ސنを開୓した。
˔ ແԖѹిࡐの性能アップに取り組み中。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔ 有Ԗѹిࡐのن制ಈ向のݟ極めと性能アップ
˔ ແԖѹిࡐの認஌度向上

社会త՝୊ղܾ 社会త՝୊のղܾにد༩するٕज़・੡඼・事業の開発

主な取り૊Έ಺༰ ηンシングIoT事業の開ൃ
（཮上ཆ৩システム） ໨ඪ・アウトプット ⾃ಈԽ、最適Խ、൚用ԽなͲによる

事業のޮ率向上

202�年౓ਐ௙ ཮上ཆ৩システムの市場ೲ入開࢝

202�年౓の取り૊Έ
˔ ৽会社Niterra A2UAをઃཱした。
˔Φンラインショップでのൢ売体制を構ஙし、うるみ͑びのൢ売を開࢝した。
˔ 実証ݧࢼに適用できるNiterraཆ৩システムのϕース構ஙを完ྃした。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔ビジネスに適用できるNiterraཆ৩システムの構ங
˔ 実証ݧࢼおよびビジネス٬ސの開୓
˔システム購入者向けの͑びൢ売ルートの開୓

	社会త՝୊ղܾ 社会త՝୊のղܾにد༩するٕज़・੡඼・事業の開発

主な取り૊Έ಺༰ カーϘンχϡートラル・
アζ・ア・サービス※ ໨ඪ・アウトプット 合成೩ྉ（ϝタン）੡଄システムの

構ஙとಋ入

202�年౓ਐ௙
˔ϝタン੡଄テストػઃஔ完ྃ
˔ 地ҬCCUとして実証ݧࢼを実ࢪ

202�年౓の取り૊Έ
˔ϝタネーションの反Ԡ開࢝Թ度の௿ԹԽに取り組んだ。
˔ 地ҬCCUの実証実ݧでऩ֭したʠ地ҬCCU� Թࣨみかんʡをൢ売した。
˔ ճऩしたCO2をӡൖするࡍのCO2ഉग़ྔをモχタϦング中。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔ CO2ճऩのさらなる௿コストԽ、লΤネԽ
˔ ճऩしたCO2のར׆用ઌの֦େ

▶ 1.32
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03	 企業価値を向上させる資本
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༏ઌతに取り૊Ή経営՝୊（Niterraマテリアリティ）の׆ಈレビュー
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人త資本 グローバル人ࡐマωジϝント

主な取り૊Έ಺༰
ᶃঁ性・֎国੶・キϟϦア࠾用の

ଅ進
ᶄ৽たな⼈事制度のݕ౼

໨ඪ・アウトプット
ᶃ؅理職のঁ性・֎国੶・キϟϦア࠾用

⽐率：25ˋ
ᶄै業һຬ଍度ௐ査の結果向上

202�年౓ਐ௙ ᶃ26.4 （̀2025年4月1日時఺） ※国಺グループは26.9ˋ （2025年3月຤時఺、؅理職ڃのઐ໳職を含まない）

ᶄ3.48（2022年度3.33、2023年度3.46）

202�年౓の取り૊Έ

ᶃ˔  Raise UPプログラム（બൈঁܕ性؅理職ొ用ݚम）の前ஈ֊となるプレRaise UPプログラム
を࢝ಈし、将来のओ任・܎௕となりಘる⼈ࡐをҭ成した。

˔ ଟ༷性を受༰する෩౔ৢ成のため、%E�I 8EEKをܧ続して開࠵した。
ᶄ˔ 最重ཁ՝୊である⼈ࡐϙートフォϦΦ（ཁһ計画）に取り組み、現状೺Ѳを完ྃした。

˔  ෦௕向けに取り組み共有会を開࠵し、֤ ෦໳の۩体的なアクションを共有し、ଞ෦໳との
がりʹhܨ 共⽣ のɦマインυをഓうػ会とした。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ ᶃRaise UPプログラム、プレRaise UPプログラムのީิ者ෆ଍
ᶄ事業ϙートフォϦΦに対Ԡした適所適ࡐな⼈ࡐ഑ஔ

経営ج൫ コーポレート・Ψバナンス

主な取り૊Έ಺༰
ᶃ取క໾のঁ性・֎国੶⽐率の

向上
ᶄ取క໾の社֎⽐率の向上

໨ඪ・アウトプット ᶃঁ性・֎国੶取క໾⽐率：30ˋҎ上
ᶄ社֎⽐率：3෼の1Ҏ上

202�年౓ਐ௙ ᶃ36 （̀11名中4名）　ᶄ64 （̀11名中7名）

202�年౓の取り૊Έ
˔  取క໾会において、社֎・社಺にかかわらずᮣୡにҙݟがަわされ、৹ٞがおこなわれた。
˔  取క໾のΦフサイトミーティングにおいても⾃༝なҙ׵ަݟがおこなわれた。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ 取క໾会のଟ༷性のҡ持

	経営ج൫ リスクマωジϝント

主な取り૊Έ಺༰ 重େインシデントのݦ在Խ、༧ஹ
の؅理およびະવ๷ࢭ ໨ඪ・アウトプット 経営のҙܾࢥ定にࢿするϦスクマネジ

ϝントシステムの構ங

202�年౓ਐ௙
˔  ༏ઌϦスク対策状گのモχタϦング、Ϧスク௿׆ݮಈの推進
˔  経営ࢹ఺でのઓུϦスクを統合ܕϦスクマネジϝントに取り込Ήことを目的に、Ϧスクཁૉのચい

ग़しを実ࢪ

202�年౓の取り૊Έ

˔  Ϧスクओ؅෦໳による༏ઌϦスクへの対策状گをモχタϦングし、Ϧスク௿׆ݮಈを推進した。
˔  グローバル༏ઌϦスクへの対Ԡをܧ続し、本社Ϧスクओ؅෦໳による対ԠのモχタϦング・

ධ価を実ࢪした。
˔ 「ઓུϦスクʹ中期経営計画の目標ୡ成を્害するϦスク」と定ٛし、Ϧスクཁૉのચいग़しを

実ࢪした。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔グローバル༏ઌϦスクへの対Ԡ支援とモχタϦング
˔ ઓུϦスクを取り込んだ統合ܕϦスクマネジϝントによるϦスクະવ๷׆ࢭಈの推進

※目標・ア΢トプットの時期は、௕期経営計画の最ऴ年度としています。ただし、ද中にࡌهがあるものは、その年度としています。

経営ج൫ コンプライアンス

主な取り૊Έ಺༰ ໾һ・ै 業һのҙ識ௐ査とܧ続
的なڭҭൃܒ ໨ඪ・アウトプット コンプライアンスҙ識ௐ査実ࢪと結果の

開示

202�年౓ਐ௙
˔ ௿スコア෦໳へのվળࢪ策のܧ続実ࢪ
˔ ֊層ผڭҭの実ࢪ

202�年౓の取り૊Έ
˔  2023年度コンプライアンスҙ識ௐ査での௿スコア෦໳においてվળࢪ策をܧ続実ࢪした結果、

վળしたことを確認した。
˔ ֊層ผのコンプライアンスڭҭを実ࢪした。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔コンプライアンスҙ識ௐ査の実ࢪとその結果を౿ま͑たվળࢪ策の有ޮ性確認
˔グローバルࢹ఺でのコンプライアンス׆ಈのڧԽ
˔ ࢪҭの実ڭ続的な֊層ผܧ

経営ج൫ 情報ηキュリティ

主な取り૊Έ಺༰ インシデント対Ԡ組৫のҡ持・
Խおよび༧๷体制の構ஙڧ ໨ඪ・アウトプット 情報ηキϡϦティマネジϝントシステムの

構ங

202�年౓ਐ௙
˔グローバルηキϡϦティ体制ܧ続ڧԽ
˔サイバーBCP構ங
˔ ITηキϡϦティ監査の国಺֎全ڌ఺実ࢪ

202�年౓の取り૊Έ

˔グループنఔをվగし、グローバル会ٞを開࠵して体制ڧԽをਤͬた。
˔  対৅カンパχーでIT-BCPを࡞成し、܇࿅を実ࢪした。ւ֎グループ会社においてはIT-BCP࡞成

を進⾏中。
˔ ITηキϡϦティ監査を国಺֎全ڌ఺で実ࢪした。

2025年౓Ҏ߱の՝୊認ࣝ
˔ IT-BCPにおけるカンパχー間の連ܞや全体最適Խ
˔ ITηキϡϦティ監査のޮ率Խߴ、 度Խ
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開発のഎܠ
ۙ年、カーϘンχϡートラル社会の実現に向けて、࠶⽣可能ΤネルΪー

༝来ి力のಋ入が進んでいます。しかし、ଠཅޫや෩力なͲの࠶⽣可

能ΤネルΪーはൃిྔが変ಈするため、ి 力のधڅバランスが่れ、

༨৒またはෆ଍が⽣͡ることがあります。༨৒ి力がൃ⽣したࡍには

ग़力཈制がおこなわれていますが、社会全体の࠶⽣可能ΤネルΪー

⽐率がߴまるにつれて、ग़力཈制がさらに૿Ճすると༧ଌされており、

༨৒ి力のར׆用が՝୊となͬています。

その解ܾ策の一つとして஫目されているのが、༨৒ి力をਫૉに変׵し

てஷଂし、ి 力ෆ଍時やࡂ害によるఀి時にஷଂしたਫૉを用いてൃి

するΤネルΪーマネジϝントです。当社は、௕年ഓ てͬきた೩ྉి஑ٕज़

をԠ用し、1୆のηルスタックでਫి解によるਫૉ੡଄と೩ྉి஑による

ൃిの྆ํを可能にする「ϦバーシϒルSOCシステム」を開ൃしました。

システϜの特௕、ػ能
当社のηルスタックは、「ిؾを使 てͬਫૉを⽣成するSOEC」と、「ਫૉと

を使ؾۭ てͬిؾを⽣みग़すSOFC」のそれͧれのಈ࡞が可能です。Ͳͪ

らもCO2なͲのԹࣨޮ果Ψスをഉग़しないため、カーϘンχϡートラルの

実現にෆ可ܽなٕज़です。

単一のスタックでਫૉ੡଄とൃిを切りସ͑ながら使用できるため、

SOECとSOFCをݸผにઃஔする場合に⽐΂てシステムをコンパクトにで

き、লスペースԽがਤれるというར఺があります。

SOCシステムでは、ηルスタックを700ˆ前後のߴԹに保持するඞཁが

あり、この೤ΤネルΪーの؅理がシステムのޮ率をେきࠨく ӈします。当

システムは、಺෦でൃ⽣する೤を有ޮར用できるখܕでޮߴ率なϗットモ

ジϡールを౥ࡌしており、当社が௕年ഓͬ てきたߴԹڥ؀Լでのηルスタッ

クのిؾԽֶ特性を制ޚするٕज़や、೤ྲྀ体解ੳٕज़をԠ用しています。

˔システϜの利༻シーン
ʻقઅ間のి力धڅௐ੔ʼ

Նの༨৒ి力をSOECでਫૉに変׵してஷଂし、ౙにෆ଍するి力をՆにஷめた

ਫૉによるSOFCൃిでิうことで、قઅ間のి力धڅのௐ੔が可能になります。

後のల๬ࠓ˔
ΤネルΪーマネジϝントシステムとしてのݕ証をおこなうとともに、SOCシス

テムのීٴଅ進に向けた׆ൃܒಈや協業パートφーの୳ࡧをおこない、

2025年度の੡品Խを目指します。

今後、ଠཅޫൃిや෩力ൃిなͲの࠶⽣可能ΤネルΪーൃిのීٴが進Ήと、

খن໛なൃిが૿͑、現在の中ԝूܕݖのେن໛ൃి所と௕ڑ཭ૹిઢに

ґଘするి力システムとはҟなる、地Ҭ಺のి力の⾃څ⾃଍のܗଶ、地Ҭ完

結ܕのΤネルΪー供څのܗଶにҠ⾏すると͑ߟられます。そのੈքでは、೩

ྉి஑やਫૉ੡଄૷ஔを組み合わせた෼ݯిܕࢄシステムはඇৗに有๬な

。ଶとなͬていくため、将来の市場が期଴できますܗ

ʻඇৗ用ిݯとしての׆用ʼ

害なͲによるఀి時、日中はଠཅޫൃిでి力を確保できますが、ѱఱࡂ

ީ時や໷間はి力をಘることがࠔ೉です。SOCシステムは、ஷଂしたਫૉ

を使用してඞཁなときにൃిできるため、ன໷໰わずॊೈにΤネルΪーを

供څすることができます。

当社グループは、༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊のओな取り組み಺༰の一つとして「೩ྉి஑の開ൃ」をܝげています。この取り組みの中で、開ൃ中のݻ体ࢎԽ物ܗηル（SOC：SoliE 

OYiEe Cell）を使用し、ਫి解によるਫૉ੡଄と೩ྉి஑によるൃిを1୆のηルスタックで実現するシステム「ϦバーシϒルSOCシステム」を開ൃしました。

ਫૉ੡଄ͱ発ి͕可能なখܕリバーシブルSOCシステϜ

たͪが開ൃしたϦバーシϒルࢲ SOCシステムは、ΤネルΪーを௕期ஷଂできるٕज़であり、

数ଟくの企業・ஂ 体さまから関৺をおدせいただいています。社಺のݕ証ػでਫૉ੡଄・ஷ

ଂ・ൃ ిのӡసをおこなͬて՝୊をநग़し、ಘられた஌ݟをもとにվળを重ね、Niterra の

かした׆みをڧ SOCシステムのීٴに取り組んでいきます。 ΤネルΪー事業本෦  K.T.

担当者の੠

社会త՝୊のղܾにد༩するٕज़・੡඼・事業の開発
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ウェルビーイング戦略グループ

人事戦略室 サステナビリティ
戦略室

コーポレート
コミュニケーション室

Niterraグループのʮウェルビーイングʯ

従業員
w	҆શ・݈߁Ͱ৬務ʹઐ೦Ͱ͖る
w	ࣗ਎ͷೳྗ΍͕ݧܦ向上͠成
長を͡ײる
w	ࣗ਎͕社業を௨ͯ͡社会ʹߩ
る͡ײるͱ͍ͯ͠ݙ

૊৫・企業
w	҆શ・҆৺ͳ৬৔ڥ؀をఏ͍ͯ͠ڙる
w	ै業һͷೳྗをҾ͖ग़͢ػ会をఏ͠ڙ
͍ͯる
w	૯ྗを݁ूͯ͠社会త՝୊ͷղܾͱܦ
ཧੑをཱ͍྆ͯ͠る߹ࡁ

社会
w	ࣄ業を௨ͯ͡社会ʹ৽ͨͳ
価値をఏ͍ͯ͠ڙる
w	社会͔Βબ͹Εる企業グ
ϧーϓͱͳ͍ͬͯる

ウェルビーイング戦略グループ発଍のૂいͱ
ウェルビーイングにࠐΊた૝い

　2025年4月、৽たにൃ଍した΢ェルビーイングઓུグループ಺の⼈

事ઓུࣨ、サステφビϦティઓུࣨ、コーϙレートコミϡχケーション

ࣨを୲当しています。当社グループのඇࡒ຿価値の向上に深く関わる

重ཁな໾ׂを୲ͬている3෦໳が同͡グループにଐすることにより෦

໳間のนが௿くなり、情報共有や連ܞをスムーζとし、経営ઓུとの

੔合性のڧԽをਤります。また同͡໾һが୲当することにより、ҙܾࢥ

定がૣくなります。結果として、ಁ 明性のある情報開示にܨがり、一؏

したઆ明責任も果たせると͑ߟています。この৽体制で、ඇࡒ຿情報

に関し、投ࢿՈを含めたステークϗルダーの皆さまへよりॆ実したઆ

明をしていくことに努めます。ྫ ͑ば、経営ઓུを進める上で⼈事ࢪ策

（⼈事ઓུࣨ）が連ಈし、それが企業の社会的՝୊の解ܾを௨͡たݙߩ

（サステφビϦティઓུࣨ）として対֎的にൃ信され、それがྑき企業

市ຽとして໾ׂを果たしていることをきͪんとお఻͑する（コーϙレー

トコミϡχケーションࣨ）という連ܞや相৐ޮ果を⽣みग़していきます。

　グループ名にףした「΢ェルビーイング」ですが、一ൠ的に「ਫ਼ਆ的・

೑体的、そして社会的な݈߁をҙຯする֓೦」、؆単にまとめると「ྑ

い状ଶ」とଊ͑られており、そして、そのアプローνには、2つのํ͑ߟ

があるといわれています。一つは社会全体の΢ェルビーイングを௥ٻ

することが一⼈ͻとりの΢ェルビーイングにܨがるというํ͑ߟ、もう

一つは、一⼈ͻとりの΢ェルビーイングを௥ٻすることが社会全体の΢ェ

ルビーイングの実現にܨがるというํ͑ߟです。当社グループでは、

後者のํ͑ߟで取り組もうとしています。持続的な企業׆ಈのためには、

まずै業һが΢ェルビーイングな状ଶでないと࢝まりません。安全・安

৺な職場ڥ؀で、⾃෼の能力をいかんなくൃشし、࢓事を௨͡て成௕

を͡ײながら企業・社会にݙߩすることにتびを͡ײてもらいたいです。

　安全・安৺な職場ڥ؀を提供し、ै 業һの能力を引きग़し、ػ会を

提供すること、そして૯力を結ूし、社会的՝୊の解ܾと経済ޮ率を
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Message from the Well-being Strategy OfficerMessage from the Well-being Strategy Officer

従業員Ұ人ͻͱり、૊৫・企業のウェルビーイングを実ݱする͜ͱͰ、
社会શମのウェルビーイングに͠ݙߩ、બ͹Εる企業΁
執行役員
グローバル戦略本部ウェルビーイング戦略グループ
人事戦略室・サステナビリティ戦略室・コーポレートコミュニケーション室担当

北河	広視
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ウェルビーイング担当執行役員ϝッηージ
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ཱ྆する。その結果、社会の΢ェルビーイングにݙߩしていく。これが

当社グループの΢ェルビーイングのଊ͑ํであり、これを推進すること

で、事業を௨͡て社会に৽たな価値を提供し、社会からબばれる企業

になれると͑ߟています。

マテリアリティの࠶੔理ͱ
௚໘するサステナビリティ՝୊͓Αͼࠓ後の対Ԡ

　当社グループが「h 地球を輝かせる企業 とɦなる」上で、地球の΢ェ

ルビーイングを͑ߟることはෆ可ܽであり、⾃社と社会૒ํへのイン

パクトをݟていくダϒルマテϦアϦティのํ͑ߟで、ै 来のマテϦアϦティ

を࠶੔理しました。社会的՝୊はよりෳ合的・統合的なྀߟがඞཁで

あり、⽣物ଟ༷性、ީؾ変ಈ、⼈ݖなͲは一連の՝୊であると認識して

います。ྫ ͑ば、当社グループのηンシングٕज़をར用した཮上ཆ৩

支援事業に関܎したΤビのཆ৩では、現在のओྲྀなํ法では、Τビの

පؾのൃ⽣を๷͙ためにༀࡎが使用されたり、ڧ制࿑ಇやࣇಐ࿑ಇ

がおこなわれていたりと、ڥ؀໰୊だけでなく⼈ݖ໰୊にも結びつく

ことがあります。そこで、これらも含めて社会がඃるインパクトを連関

する全体でݟていくことが重ཁであり、そこにզʑの事業を重ね合わ

せてݕ౼しました。

　ख法としては、最৽の֎෦ڥ؀認識としてEUが定めた企業サステ

φビϦティ報告指 （ྩCSR%）のཁٻ事߲をϕースに、当社グループの

事業の現在・将来をؑみて関連性のߴい߲目をߜり込み想定シφϦΦ

を࡞成、֤ しました。そࢪ能を୲当するࣥ⾏໾һとのू中౼ٞを実ػ

の上で⾃社と社会の૒ํへのインパクトをスコアϦングし、マッϐング

をおこない CSR・サステφビϦティҕһ会でのٞ࿦、取క໾会の承認

を経て「༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊」を制定しました。ै 前からࣥ⾏

໾һレϕルでのマテϦアϦティのਁಁに՝୊があͬたことから、ઓུ的

なרき込みとして、過ఔにू中౼ٞを取り入れましたが、ࣥ ⾏໾һクラ

スの໾һとサステφビϦティの֎෦ڥ؀アップデートとともに深いٞ࿦

ができたことはඇৗに有ӹでした。また、今ճ࠶੔理したマテϦアϦティ

は、「社会的՝୊の解ܾと経済合理性のཱ྆」をܝげる中期経営計画

2030（ҎԼ、中計2030）のサステφビϦティํ਑ともスムーζに連ಈ

できました。中期経営計画2025（ҎԼ、中計2025）の期間中では、進

௙の஗い߲目へのಇきかけがগなかͬたことが反লとして࢒りました

ので、経営ଆであるCSR・サステφビϦティҕһ会の進௙確認をಘなが

ら、ࣥ ⾏ଆでಇきかけをڧԽしվળをਤͬていく所ଘです。

　直໘するサステφビϦティに関する重ཁ՝୊としては、やはりީؾ変

ಈ対Ԡです。「Τコビジョン2030」では、2050年のカーϘンχϡート

ラルをݟਾ͑、2030年までの「ありたい姿」（目標）と、2040年までの

目指す姿を示しています。CO2ࢪݮ࡟策としては、当社グループでは4

つのプラン（プランA：লΤネの推進、プランB：ものͮくり・ಇきํվળ

への取り組み、プランC：૑Τネのల開、プラン%：ௐୡ・証書の׆用）

で進めていきます。

　当社グループとしては、カーϘンχϡートラル対Ԡを૑ҙ޻෉、ٕ ज़

開ൃのػ会としてଊ͑て、プランA、Bを中৺としたٕज़と޻෉をۦ使

した本࣭的なCO2ഉग़ݮ࡟に向けた取り組みをおこなͬていくことを

重ࢹしています。CO2ݮ࡟の取り組みは計画௨りおこなわれている一

ํで、ถ中๵қຎࡲなͲのӨڹ、さらにコロφՒのӨ࠶、ڹ⽣Τネル

Ϊーのಋ入進௙もあり、結果としてݮ࡟がઌ⾏しているように͑ݟて

いますが、今後、計画௨りの૿࢈に൐うCO2ഉग़ྔの૿Ճが༧想され

ますので、2030年度までは、目標௨りのண地をݟӽしています。2030

年Ҏ߱の目標値のઃ定をおこなうため、このय़には、カーϘンχϡー

トラルに向けた৽たな中間目標として2035年度CO2ഉग़ݮ࡟率71�

（2018年度⽐）という野৺的な目標をཱてており、そこに向けて準උ

も࢝めました。さまざまな৽ٕज़と޻෉を取り入れて一層ϋーυルの

。いྖҬに௅ઓしていくつもりですߴ

֤、につきましてもグローバルのサプライνェーンにおいてݖ⼈　 छ

法ྩ९कは当વとして、֤ 国の文Խ、ಇきํのҧいなͲのΪϟップをう

まくྀߟしていく事がඞཁと認識しています。

▶ 1.63 のଚ重ݖ⼈ 

▶ 1.68  ⾃વࢿ本

人త資本のڧԽに関する͜Ε·Ͱの੒Ռͱ՝୊、
後の取り૊Έࠓ

　当社グループは、⼈ࡐを価値૑଄のݯઘである「⼈的ࢿ本」とଊ͑

ています。そのॆ実に向けた取り組みとして、これまでଟくのࢪ策を積

み重ねてきました。「⾃཯૑଄⼈ࡐのҭ成」は、2024年度にऴ͑た4

年間の中計2025のテーマでもありました。⾃཯૑଄⼈ࡐとは、直໘

するさまざまな՝୊に対し、それͧれが最適解を⾃ら͑ߟて⾃཯的に

⾏ಈできる⼈ࡐを指します。そして、それらの⼈ࡐが׆༂することにより、

当社グループのൃలにܨがる、つまり目指す姿の実現に向け「ࢤを持ͬ

たଟ༷な⼈ࡐとともに共⽣する企業になる」ことを⼈ํࡐ਑のϕース

にਾ͑ています。ࢪ策のେきなபとしては、「現有⼈ࡐの一層の׆༂」

「経営⼈ࡐのҭ成・؅理」「֎෦ઐ໳⼈ࡐの֫ಘ」をܝげ、これらに取り
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組んできました。それͧれで一定の成果を上げることができ、特に֎

෦ઐ໳⼈ࡐの֫ಘによͬて、キϟϦア࠾用のै業һが૿͑、֤ ෦໳で

。していますײ༂していることを実׆

　しかし、これまで進めてきたݸʑのࢪ策をଋね、経営ઓུにଇした

・の഑ஔࡐҭ成・適所適ࡐ⼈ઓུ、ϙートフォϦΦ最適Խを支͑るࡐ⼈

本経営のࢿ的⼈、「マネジϝントࡐ⼈グローバル」プールをつくるࡐ⼈

策⾃体はॆ実しࢪ఺においてはಓ൒ばです。これまで進めてきたॾ؍

つつありましたが、それが経営ઓུと連ಈし、ै 業һの日ʑの׆༂を

ධ価するためのධ価制度にまで組み込めていたかとい͑ば、そこまで

はたͲりணいていなかͬたとࢥいます。こうした反ল఺も౿ま͑、༏ઌ

的に取り組Ή経営՝୊でも⼈的ࢿ本を一つのେきなテーマとしました。

、策にԣ۲を௨し、全体ઓུとしての成果を上げていくことがࢪʑのݸ

本年度から࢝ಈしている中計2030でܝげる⼈ࡐઓུでも重ཁなϙイ

ントとなります。ある΂き姿としては「地球を輝かせることができる⼈

をҭΉことをࡐ⼈と⾏ಈ力を݉ねඋ͑たࢤいҙڧ、と職場」とஔきࡐ

めざします。そのݸʑの൑அ基準のࠜఈとなるのが、ࢲたͪの理೦

体ܥ「Niterra΢ェイ」です。中でも共有価値؍である「ಠཱ⾃営」「ૉ

、༿をࠜఈに持ͪ体現しݴの4つの「ւܑఋ࢛」「੣信実ࢸ」「ప؏ࢤ

それを൑அ基準として⾏ಈできる⼈ࡐをҭ成す΂く、あらためて取り

組みをݟ直しています。また、そのୡ成に向けて໾һ報ुධ価制度と

Τンήージϝントスコアをඥͮけました。これは、前述したように前

提となる⼈的ࢿ本投ࢿをおこない、΢ェルビーイングを実現してこそ

。がるとଊ͑たからですܨ変ಈ対Ԡを含めて΄かの指標の実現にީؾ

　Ҏ上のことから、中計2030の⼈事ઓུとして特に進めていきたい

のが、企業における持続可能性「サステφビϦティ」とྑい状ଶ「΢ェ

ルビーイング」のཱ྆を目指すグローバルでのタレントマネジϝント

です。経営ઓུのୡ成のため、ඞཁな⼈ࡐの೺Ѳ、最適഑ஔをおこ

ない、さらに⼈ࡐのҭ成、能力開ൃを実ࢪして、ݸ⼈のパフォーマン

スを向上させ、組৫力をߴめていきます。このઓུのもとで、۩体的

には「Niterra΢ェイ」のਁಁࢪ策をଧつこと、国಺֎のͲこでಇくこ

とになͬてもよいよう、キーϙジションのランクをグローバルで統一す

るグローバル・グレーディングをಋ入すること、֤ 職場においてඞཁ

なジョϒཁ݅や、そのジョϒにबくためのスキルを明確Խするグロー

バル・ジョϒ・ϙスティングの制度を構ஙすること、キーϙジションや

今後の経営を୲う⼈ࡐをҭ成し⼈ࡐプールをͬ࡞ていくこと、に取り

組みます。そして、当社グループでಇくす΂ての⼈たͪが「Niterra΢ェ

イ」を体現し、それができているかを、ྫ ͑ば⼈事制度のධ価やڭҭ

制度にしͬかりとඥͮけていくことや、ྑ い⾏ಈをදজなͲで承認し、

グローバルでٻめられる⾏ಈのおख本をつくり続け共有することで、

Niterra΢ェイの൑அ基準にঢ՚させていきます。そのضৼりをおこ

なう上でコーϙレートコミϡχケーションの໾ׂはඇৗにେきく、΢ェ

ルビーイングઓུグループ全体で実⾏していかなければなりません。

関܎෦໳と協ಇしながら、推進していきたいと͑ߟています。

▶ 1.56  ⼈的ࢿ本

ウェルビーイング担当執行役員ͱ͠ての૝い

が当社グループのサステφビϦティ෦໳にҟಈしてから4年が経ࢲ　

過しました。4年前と⽐΂ると、経営層のҙ識も、またै業һの受け

取りํもେきく変わͬたと͡ײています。すでに申し上げた௨り、⾃

෼の能力や経ݧが向上することに成௕のتびを͡ײ、会社を௨͡て

社会にݙߩする⼈ࡐを૿やしていくことが、企業成௕において重ཁで

す。そのҙຯで、ࢲ⾃਎も΢ェルビーイングઓུグループが有ػ的に

能し社಺֎にྑい状ଶをつくͬػ ていくことを௨͡て経ݧを積み、⾃

਎も成௕し続けたいとࢥ てͬいます。΢ェルビーイングઓུグループは、

PBRを上げていく上で、特にࢿ本コスト௿ݮにܨがる෦໳と認識し

ています。当社グループの「ඇࡒ຿の価値」を೺Ѳし、いつかࡒ຿価

値にܨがるときに向け、その価値を最େԽすることがٻめられ、当社

グループの持続的成௕やະ来の価値૑ग़に関わる෦໳であり、਎の

引きకまるࢥいです。さらに重ཁなことは、こうしたඇࡒ຿の価値を

事業׆ಈのॆ実に結びつけ、企業価値の向上にܨげることだと認識

しています。そのためにඇࡒ຿情報のインパクトを定ྔԽすることに

ついて、一定のロジックモデルや計算式をݕ౼していますが、Ͳこま

で実用Խしていくのかは今後の՝୊としてͬ࢒ています。ྫ ͑ば、৽

事業を進めていくケースなͲでは、経済ޮ果がなかなかଌりͮらن

いྖҬのインパクトを計算し、開ൃの൑அ࣠にできると͑ߟます。

　଍ݩでは、ۙ 年のٸ進的な ESG 推進に対する༳り໭しのಈきもݟ

られますが、ީؾ変ಈは௕期的に取り組まなければならない՝୊で

あり続けるでしΐう。現に、ຖ年「今年が一番ॵいՆ」を͡ײている

ํもଟいとࢥいます。Կもखをଧたずに௕期的な社会的՝୊が解ܾ

されることはなく、ࢲたͪはそれらに取り組Ήことを重ཁな経営՝୊

と事業ػ会としてଊ͑ています。՝୊はࢁ積していますが、今後も当

社グループでͲう対Ԡするか⾃෼たͪで͑ߟて⾏ಈしていく所ଘです。

਎、୲当ࣥ⾏໾һとしてਚ力し、その՝୊解ܾにਅ᎜に取り組ん⾃ࢲ

でいきます。

ウェルビーイング担当執行役員ϝッηージ02 ੒௕ઓུ
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ҕ員会

人ݖ分Պ会
CSR・サステナビリティҕ員会

CSR・サステナビリティҕ員会のத期計ը

経営会ٞ

2025年౓ʙ
サステナビリティ経営ͱܧଓに向͚たࣗ૸

202�年౓
サステナビリティͱ経済合理性の༥合

202�年౓
ʮࣗ分事Խʯのଅਐ

2022年౓
ʮ理ղʯͱʮײڞʯのৢ੒

1IaTe	�

1IaTe	1

1IaTe	2

ੈ、たͪの企業理೦にはࢲ քの⼈ʑに「৽たな価値を提案」「ݙߩ」と

いͬたݴ༿があり、社会の໾にཱͪたいという想いが含まれています。

これは、事業を௨して社会的՝୊の解ܾにݙߩするという、サステφビ

Ϧティにܨがる͑ߟです。

この͑ߟをよりわかりやすく示し、޿く社಺֎に఻͑るため、「CSR・サ

ステφビϦティݑষ」および CSRに関する当社グループの⾏ಈ指਑を

示す「CSR基本ํ਑」（全12ํ਑）を制定しています。

当社グループが社会とともに持続的に成௕していくため、CSR・サステ

φビϦティҕһ会（年4ճの定ྫ会およびඞཁにԠ͡てྟ時会を開࠵）

をઃஔし、社֎取క໾をҕһ௕にਾ͑て֎෦ࢹ఺を重ࢹし、༏ઌ的に

取り組Ή経営՝୊として3つの෼野「社会的՝୊解ܾ」「⼈的ࢿ本」「経

営基൫」を特定して׆ಈを推進しています。

CSR・サステφビϦティҕһ会は、取క໾会からのࢾ໰に対して、ඞཁ

にԠ͡て֎෦有識者をটいて஌࠲ࢹ・ݟをߴめながら、௕期をݟਾ͑

たサステφビϦティ経営の推進をਤる΂くさまざまなESGテーマに関

してଟ֯的にٞ࿦をして౴申していきます。

また、重ཁなESGテーマに関しては、෼Պ会をCSR・サステφビϦティ

ҕһ会にઃஔして஫ࢹしていきます。現時఺では⼈ݖ෼Պ会をཱͪ上

げて⼈ݖデϡー・ディϦジェンスの有ޮ性を監ಜしています。

֤ઐ໳ҕһ会については、それͧれઐ໳の業຿ࣥ⾏が有ޮにػ能し

ていることをモχタϦングしています。

༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊の「ओな取り組み಺༰」である「ީؾ変ಈ

への対Ԡ」や「Ϧスクマネジϝント」なͲの進௙に関わる重ཁな情報は、

CSR・サステφビϦティҕһ会にも共有され、֤ ઐ໳ҕһ会での重ཁ

ܾ定事߲は、業຿ࣥ⾏における重ཁ事߲を৹ ・ܾٞ 定・監ಜする経営

会ٞを௨͡て取క໾会に報告されています。

ࣥ⾏のཁとなるサステφビϦティઓུࣨは、2025年4月から৽たにઃ

CSR・サステナビリティҕ員会
ҕ員௕ϝッηージ

社֎取క໾　CSR・サステφビϦティҕһ会 ҕһ௕　∁૔	千य़

֎部ڥ؀の認ࣝ
なͲ、地球や社会が๊͑るさまざまな՝୊にݖ⼈、変ಈ、⽣物ଟ༷性ީؾ　
ついて、企業としてͲうଊ͑、Ͳう取り組んでいくかが重ཁとなͬています。
また、ෆ確実性のߴい現୅において、ࡒ຿だけでなくඇࡒ຿情報が重ཁ性
を૿してきており、サステφビϦティのࢹ఺を取り入れた事業ల開のඞ
ཁ性を認識しています。このため、当社グループの事業を௨͡て社会の՝
୊解ܾに取り組Ήことで、社会と当社グループの持続可能性をߴめてい
きたいと͑ߟています。

ҕ員会のミッション・ビジョン
　サステφビϦティ経営のある΂き姿をݟਾ͑て、当社のコア・コンϐタン
スや経営理೦を中֩とし、社会的՝୊の解ܾに向けてࢲたͪにԿができる
のかをٞ࿦しています。本ҕһ会は、取క໾会への౴申・提ݴを௨͡て、ミッ
ション・ビジョンの実現を目指します。

ҕ員会の׆ಈ
　2024年度は、「௕計・中計への反映」と「サステφビϦティと経済合理性
の༥合」を目指し、前年度に引き続いてマテϦアϦティのٞ࿦を深めました。
そして、 「社会的՝୊解ܾ」「⼈的ࢿ本」「経営基൫」の3つを「༏ઌ的に取り
組Ή経営՝୊」 として取క໾会に౴申し、承認をಘました。また、Niterra
としての将来のํ向性をݟ定めるため、ҕһが最৽の஌ݟをಘる有識者ߨ
ԋ会を開࠵し、時୅のస׵఺におけるサステφビϦティと企業ઓུについて、
໾һ・؅理職層とともにֶびました。さらに、理೦のਁಁと事業׆ಈでの体
現、および໾һ・ै 業һのΤンήージϝント向上を目指し、社಺දজ制度を

「Niterra AwarE」として࡮৽して、2025年度中に実ࢪ༧定です。
　2025年度は、「サステφビϦティ経営とܧ続に向けた⾃૸」を目指し、৽
たな中期経営計画におけるҕһ会の׆ಈ಺༰についてٞ࿦を進めます。そ
して、༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊の「ओな取り組み಺༰」を中৺に、ࣥ ⾏ଆ
の۩体的なアクションを力ڧく後ԡしすることで、事業׆ಈを௨͡た社会
的՝୊の解ܾと企業価値の向上を௥ٻしていきます。

ミッション
持続可能な社会に向け、今までの࿮組みを௒͑て社会と当社グループが共ଘし、
企業価値を向上させることで「NiterraグループのサステφビϦティ経営」を「ະ来
向」へシフトするࢤ
ビジョン
⼈ʑの幸せと地球・Ӊ஦の持続可能な共ଘに向けて、஝積した経ݧとٕज़を׆か
して⾏ಈし、社会からの「理解と共ײ」をಘている

CSR・サステナビリティݑষ、CSRج本ํ਑

ਪਐମ੍

ஔされた΢ェルビーイングઓུグループにଐする෦໳となりました。同

͡グループの⼈事ઓུࣨ、コーϙレートコミϡχケーションࣨとともに

⼈事ઓུ、޿報ઓུと連ܞ、༥合することにより、より੔合性のあるサ

ステφビϦティ経営が実現可能な体制になりました。
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CSR・サステナビリティݑষ
。༩することで、企業価値の向上を目指しますدたͪは、持続可能な社会の実現にࢲ
wಁ明性のߴい経営を⾏いながら、ステークϗルダーとの信頼関܎を構ஙします。
w社会的՝୊の解ܾにࢿする৽たな価値を共૑・提供します。

CSRج本ํ਑
wϦスクマネジϝントํ਑
wコンプライアンスํ਑
w⼈ํݖ਑
w品࣭ํ਑

w情報ηキϡϦティํ਑
wௐୡํ਑
w情報開示ํ਑
wํڥ؀਑

w⼈ํࡐ਑
w࿑ಇ安全Ӵ⽣ํ਑
w社会ํݙߩ਑
w੫຿ํ਑
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　2024年度までに取り組んできた中期経営計画2025（ҎԼ、中計

2025）では、ࡒ຿目標をおおΉねୡ成し、数ࣈとしては一ݟૉ੖らし

かͬたともい る͑ਫ準でண地いたしました。しかしҝସのԸܙがେきかͬ

たため、ҝସӨڹを除いて͑ߟると、ඞずしもຬ఺とはい͑ないग़来

と認識しています。

　⾃ಈं関連事業が成௕をݗ引し、ऩӹのେきなபとして௓༂したこ

とはे෼にධ価できると͑ߟる一ํで、࣍ の成௕を୲ てͬいく成௕事業・

৽ن事業については想定していた成௕が実現できず、結果として、「事

業ϙートフォϦΦの最適Խ」の進௙は想定より進まなかͬたことは反ল

఺としてଊ͑ています。ただし、このޡࡨ⾏ࢼの過ఔで、࣍ の成௕に向

けて解ܾす΂きཁ因ははͬきりとしてきました。

　当社は、⾃ಈं関連事業を中৺に成௕してきた経Ңがあり、そのݎ

、なビジネス基൫の上に事業をల開してきました。その安定性Ώ͑にݻ

৽たな௅ઓやϦスクテイクといͬた఺では、もう一ஈ౿み込んだ姿੎

がඞཁであͬたと͡ײています。そこで、中計2025の期間中に、カン

Message from the Corporate Strategy OfficerMessage from the Corporate Strategy OfficerMessage from the Corporate Strategy Officer

ࣗಈं関࿈事業のߋなる੒௕をਪਐ͠、
加͑て当社のコア・アηット͕׆ݶ⼤࠷༻Ͱ͖る
৽ن事業をҭてる͜ͱͰʠ஍ٿをً͔ͤる企業ʡͱなる
取క役	上੮執行役員
グローバル戦略本部	経営戦略グループ経営戦略室・事業ج൫戦略室担当
ٕज़౷ׅ本部௕・ビジωスインプリϝンテーション本部管ঠ
プラットフォーϜ開発ηンター・ΤωルΪー事業本部担当

ླ໦	࢘ܒ

パχー制をಋ入し、社಺のҙ識վֵや社෩の࡮৽を目指し取り組んで

きました。結果として一定のޮ果はあͬたものの、⾃ಈं関連事業が

ௐに推Ҡしたこともあり、事業構଄の変ֵにつながる取り組みがेݎ

෼には進まず、引き続き取り組Ή΂き՝୊と認識しています。

　࣍に、৽ن事業の૑ग़で௅ઓするྖҬを޿げす͗たために、஫力し

てҭてるྖҬをߜり込めなかͬたという反লもڍげられます。この఺

も中計2025の期間中に௅ઓྖҬのߜり込みをかけていくम正をおこ

ないました。中計2025は、中期経営計画2030（ҎԼ、中計2030）に

る準උஈ֊であり、৽たな成௕をඳくための౔୆ͮくりの時期だͬࢸ

たともଊ͑ています。

経済合理性ͱ社会త価஋を྆立͠
ʮ஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱなる

　中計2030の策定にあたͬては、当社グループの価値をあらためて

໰い直すことからスタートさせました。

　当社は໿90年にわたͬて、スパークプラグやࢎૉηンサを௨͡てモ

ビϦティྖҬの進Խを支͑てきました。スパークプラグやࢎૉηンサに

よる೩মޮ率の向上やഉΨスの཈制は、ڥ؀負ՙの௿ݮやΤネルΪー

ޮ率のվળにつながり、社会的にも経済的にもߴい価値を⽣みग़して

きたと⾃負しています。

　こうしたาみを௨ て͡、当社がഓ てͬきたٕज़は、ಠ⾃性のあるʠ特殊ʡ

なものだと認識しています。このڧみを׆かして、モビϦティྖҬはも

ͪΖん、それҎ֎にも׆༂の場を޿げて社会にݙߩしていこうとする

ҙࢤが「地球を輝かせる企業」となるというありたい姿の֩にあります。

この͑ߟは、ラテンޠでʠ輝くʡをҙຯする「niteo」とʠ地球ʡをҙຯす

る「terra」を組み合わせた「Niterra（χテラ）」にも込められています。

　もͬとも、社会的ҙٛだけでは企業は持続できません。ऩӹ確保と

いう経済合理性と、社会にඞཁとされる価値の૑ग़は、相反するもの

ではなく、྆ ཱしてこそ持続可能な成௕が実現します。ࢲたͪはこの2

02 ੒௕ઓུ
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つの価値を྆ྠとしてଊ͑、Ӭ続的なൃలのઌに、「地球を輝かせる

企業」となることを中計2030に込めました。

2025年౓͔Βスタートするத期経営計ըについて

　中計2030は、ඇৗに௅ઓ的な数値目標をܝげました。⾃ಈं関連

事業では、中計2025期間を上ճるݎ実な成௕をݟ込んでいます。そ

こからಘられるϦιースを当社のコア・アηットが最େ׆用できるྖҬ

にઓུ的にৼり向け、ڧい⾃ಈं関連事業をさらにڧくしつつ、ഓͬ

てきたコア・アηットを׆用し、࣍ ੈ୅の成௕を୲う৽たな事業を૑ग़

するというビジョンをඳいています。当社が஫力υϝインとして位ஔͮ

けているのは、モビϦティ、൒ಋ体、ڥ؀・ΤネルΪーの3ྖҬです。当

社が保有するηラミックスやແࡐػྉのٕज़、今までഓͬた商ྲྀやސ

のେ෦෼ࢿいྖҬに投ߴ用に਌和性の׆なͲのコア・アηットݯࢿ٬

をू中させ、事業֦େの࣠をஔいていきます。中計2025ではϝディカ

ルྖҬも含めていましたが、当社のڧみの一つであるΨス・ηンシン

グのٕज़を׆用したܥثٵݺなͲのྖҬへのू中をਤるํ਑とし、ϝ

ディカルྖҬ全体は஫力υϝインから֎す൑அをいたしました。

　特に後述するNTKηラテックと、Niterra Materialsが関わるηラミッ

クٕज़・੡品を中৺とした事業においては、଍ݩの成௕をݟ込んでしͬ

かりと投ࢿをおこない、事業をେきくしていくことを目指しています。

　一ํ、ڥ؀・ΤネルΪーྖҬについては、ऩӹݙߩには一定の時間

をཁするݟ௨しです。現状は೩ྉి஑事業に取り組んでおりますが、

今後はਫૉ੡଄౳へ֦େしていく可能性があり、中௕期的なࢹ఺に

ཱͬて適切な投ࢿをܧ続し、2030年Ҏ߱将来的なϦターンの֦େを

目指します。事業ྖҬの特性を౿ま͑、時間࣠をҙ識したऩӹの確保

をઓུ的に推進していきます。

੒௕のたΊの۩ମతな取り૊Έについて

　ઌに৮れたように、ηラミックٕज़・੡品を中৺とした成௕においては、

NTKηラテックとNiterra Materialsのଘ在がඞཁෆ可ܽです。それ

ͧれの成௕をଅ進するための取り組みには、ҟなるϙイントがあると

認識しています。

　NTKηラテックは、ϘラティϦティのߴい൒ಋ体ྖҬを୲う事業で

あることから、時期とྖҬを的確にݟ極めた上で、投ࢿす΂き෦෼とそ

うでない෦෼をफ़ผし、ϝϦϋϦのある対Ԡを取るඞཁがあります。そ

のためには、事業෦໳からの提案を受けるだけでなく、コーϙレート

෦໳も一体となͬて事業をҭてていく姿੎がෆ可ܽです。投ࢿのੋඇ

を含Ήҙܾࢥ定においても、本社がओಋ的に関༩し、適切に؅理して

いくことが重ཁであると͑ߟています。

　一ํ、Niterra Materialsについては、まずPMIを確実にこなし、そ

の計画の中で৽たにݟつけられるシφジーの可能性を確実にמり取ͬ

ていくことが重ཁです。当ॳ、当社はࢎԽ物ܥηラミックス、Niterra 

Materialsは஠Խケイૉܥηラミックスにそれͧれڧみを持ͪ、重ෳ

のগないิ完関܎にあることがϝϦットであると認識していました。し

かし実ࡍには、同社が஠Խケイૉܥに対して当ॳの想定を上ճる஌ݟ

とٕज़力を有していることが明らかとなり、今後は྆者の஌ݟをֻけ

合わせることでେきな成果が ಘられると期଴しています。また、

Niterra Materialsのओ力੡品であるηラミックϘールや์೤基൘Ҏ

֎でもシφジーの可能性をݕ証しています。

　さらに、Niterra Materialsにとͬては、当社がڧみを持つւ֎市

場や⾃ಈंϝーカー向けのൢ売νϟネルを৽たな市場ల開の଍がか

りとして׆用できる可能性があると͑ߟています。こうしたシφジーを

最େ限に引きग़すために、それͧれのཁૉを丁ೡに੔理し、中期経営

計画に反映しています。

　もͬとも、ٕ ज़を有する企業同࢜の༥合においては、互いにٕज़理

解があるがΏ͑に、企業文Խのҧいが認識のずれを⽣Ή可能性もあり

ます。ٕ ज़໘のシφジーはૣ期に実現をਤる一ํで、؅理ख法や文Խ

໘の༥合については時間をかけて丁ೡに進めるなͲ、ϝϦϋϦをつけ

て統合ޮ果の最େԽをめざしていきます。

　ηラミックٕज़や੡品との関܎がرബな෼野でも、当社グループの

コア・アηットやڧみを׆かし、ଘ在ҙٛや価値をݟग़せる場合には、

社಺ϕンνϟーなͲの࢓組みを௨͡て、積極的に৽ن事業をཱͪ上げ

ていく姿੎を続けています。ྫ ͑ば、当社グループと⾃ಈं੔උ޻場

との関܎性を׆用し、੔උ޻場の屋上にઃஔしたιーラーパネルでൃ

ిしたి力を੔උ޻場にൢ売する「Niterraి力」という事業があります。

一ݟすると、当社のٕज़やコア・アηットとは直接関܎のないྖҬのよ

うに͑ݟるかもしれませんが、੔උ޻場との関܎性をよりݻڧかつ円

。にするという෇Ճ価値をもたらしています׈

　また、当社が有するηンシングٕज़を׆用したਫ࣭؅理システムを

事業Խし、Τビのཆ৩にԠ用している取り組みもあります。このように、

ηラミックスҎ֎のྖҬであͬても、当社のٕज़やコア・アηットを׆

経営戦略担当役員ϝッηージ02 ੒௕ઓུ
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かし、৽たな価値を⽣みग़せると൑அできるものであれば、将来をݟ

ਾ͑た取り組みとしてܧ続していくํ਑です。

੒௕戦略の実ફのたΊに
コーポレート部໳のػ能を໌֬Խ͠ΨバナンスをڧԽ

　中計2025では事業෦の⾃཯性をଚ重する一ํ、全社を統ׅするコー

ϙレートػ能がෆ଍していました。これが事業構଄の変ֵを஗らせた

一因だと͑ߟています。こうした反লを౿ま͑て経営基൫をڧԽす΂く、

組৫を変更し、コーϙレート෦໳の໾ׂを明確Խ、ػ能ڧԽもਤり、よ

りޮ率性を持ͬて、事業෦໳を的確にモχタϦングするํ式へとҠ⾏し

ました。

　事業ϙートフォϦΦの؅理にあたͬては、中計2025のஈ֊から一定

の൑அ基準をઃけ、ఫୀを含Ή対Ԡํ਑をӡ用しています。ただし、

ઌに৮れたように当社が保有するٕज़やコア・アηットをҭ成する位ஔ

ͮけにある事業については、ऩӹ性のみならず、ٕ ज़的・ઓུ的なҙ

ٛも含めたଘ在ҙٛを౿ま͑た上で、ܧ続のੋඇを૯合的に൑அして

います。

　また、৽ن事業の૑ग़においては、ࢿ本コストに対してे෼なϦター

ンがݟ込めるかをܧ続的にモχタϦングし、その結果を౿ま͑てϙート

フォϦΦへの組み入れ可否を൑அします。一ํで、事業性が๡しい案

݅については定ྔ的なධ価に基ͮき、ඞཁにԠ͡てϙートフォϦΦか

らの除֎もݕ౼します。これら一連のプロηスを、コーϙレート෦໳が

ओ体となり、Ψバφンスをޮかせながら֨ݫに؅理する構͑です。

　こうした「໾ׂの明確Խ」は、コーϙレート෦໳に限らず、ڀݚ開ൃ

෦໳においても重ཁなテーマとなͬています。ڝ૪༏位のݯઘとなる

ٕज़開ൃには、事業性のࢹ఺がෆ可ܽである一ํ、௕期的な成௕のた

めには基ૅڀݚもܽかせません。このような͑ߟのもと、当社ではݚ

そして事、ڀݚਾ͑たԠ用ݟ事業を、ڀݚ直し、基ૅݟ開ൃ体制をڀ

業に直結した開ൃ、というようにٕज़開ൃ෦໳をػ能にԠ͡て組৫を

෼Խしました。׆ڀݚಈといͬても、時間࣠や஫力ϙイントはҟなるた

め、それͧれの໾ׂを明確にすることで、目的にԠ͡た取り組みがより

ண実に推進できる体制が੔いつつあります。2024年からは、これらの

取り組みが一า前進したとଊ͑ています。

スマートフΝクトリーの実ݱに向͚て、定͚ٛͮをਐΊる

　۩体的な成௕のための取り組みにおいては、%9もେきなテーマの

一つです。とりわけ当社グループにおいては、੡଄޻ఔにおける%9Խ、

より۩体的にはスマートフΝクトϦーの実現がऩӹ性の向上のために

ෆ可ܽです。

　スマートフΝクトϦーとは、単に੡଄޻ఔにデジタルٕज़を取り入れ

ることにとͲまるものではありません。ൃ ஫を起఺として、੡଄からग़ՙ、

ೲ品までの一連のプロηスをす΂てデータで連ܞ、可ࢹԽし、֤ ఔ޻

や物ྲྀに⾃ಈԽを組み込んだ統合ܕの࢓組みと͑ߟます。

　こうした理想から͑ߟると、現状は %9 の推進というよりも、デジタ

ルԽのஈ֊にとͲまͬているのが実情です。これまでは、޻ఔのޮ率

性に഑ྀするあまり、ै 来のやりํをେきく変͑きれず、限定的なデジ

タルԽにとͲまͬていました。%9によͬて、⽣޻࢈ఔのൈ本的なվֵ

をすすめ、そのޮ率性向上を、数値に明確に反映させます。中計2030

の期間中に、まずはスマートフΝクトϦーの಺༰を定ٛͮけし、৽ઃラ

インではそのアイデアを੝り込んだラインを反映、طଘの޻ఔには適

用可能なൣғでԣల開できるような体制を構ஙしていくことをめざし

ます。

　また、ઌに述΂た、本社ػ能のڧԽとして、間接෦໳におけるޮ率

性向上のためにも%9が重ཁです。؍٬データからも間接ޮ率を෼ੳ

し、վળをҙ識していきます。

ステークϗルμーのօさ·΁

　⾃ಈं関連事業については、今後も引き続き安定したऩӹを⽣み

ग़せるྖҬだとݟ込んでいます。ただ、現状に؁͑ることなくさらなる

ޮ率性向上を実現し、当社グループの成௕とݎ実性を͡ײていただけ

ればとࢥいます。

　一ํで、中計2030では、これまでのޡࡨ⾏ࢼを౿ま͑たさまざまな

վળ策を͡ߨてきた成௕෼野、とりわけコンϙーネント・ιϦϡーション

における成௕に஫目していただきたいと͑ߟています。それらの成௕

を支͑るための、本社と事業一体の経営基൫の構ஙにも努めてまいり

ます。

　モビϦティのみならず、൒ಋ体、そしてڥ؀・ΤネルΪーという஫力υ

ϝインを࣠に、「地球を輝かせる企業」を目指すࢲたͪのาみにご期଴

ください。

経営戦略担当役員ϝッηージ02 ੒௕ઓུ
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໨ࢦす࢟

۩ମతな໨ඪ

ํ਑

ࡦࢪ

価஋創଄

੒͠਱͛る΂͖
社会ݙߩ

Ԇ௕ઢ上にないมԽの実ݱ

֤Χϯύχー͕ڝ૪༏ҐੑΛ୲อɾಠཱࣗӦ
׵ϙーτϑΥϦΦసۀࣄ

ʮطଘۀࣄʯͱʮ৽ۀࣄنʯ͕ ಠཱ͠ͳ͕Βɺ྆ ྠͰ૸Δ

ඇ಺೩ۀࣄؔػ΁ͷ౤ࢿɾਓࡐϙーτϑΥϦΦస׵Λଅਐ

ԽڧʹӦͰՔ͙ྗΛ͞Βܦ$*30

ผͷ੍౓ಋೖʗ成Ռ報ुγスςϜͷಋೖݸଈͨ͠ʹڥ業؀ࣄ

Ճ଎తͳࣄ業成長を成͠਱͛る

ϓラグ・ηンサࣄ業ͷΩϟογϡ創ग़ྗͷ࠷େԽ

೔ಛ%9Ͱط੒֓೦ͷนΛଧͪഁΔ
業ྖҬɺಇ͖ํɺ෩౔ɺ͢ࣄӦ൑அɺܦ ΂ͯͷ೔ಛจԽをトランスフォーϝーγϣンさせる

αεςφϒϧ॥؀ࣾձͷ࣮ݱͷͨΊɺ׆ۀࣄಈͷվળͱ৽ۀࣄنԽΛ։࢝͢Δ
サスςナϒϧͳࣄ業ӡӦͷ໨ඪઃఆ・਱ߦ
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த期経営計ը2025ج本ํ਑ 定ྔ໨ඪのୡ੒状況

中期経営計画2025では、௕期経営計画2030における2021年度から2024年度までの4年間で「変͑るため

に、յす」「変わるために、૑る」をスローΨンに、組৫を変ֵする期間として位ஔ෇け、「طଘ事業」と「৽ن事

業」がಠཱしながら、྆ ྠで૸るというํ਑のもと、θロϕースでの変ֵに取り組んできました。

ॳ年度からの৽ܕコロφ΢イルスײછ঱の֦࠶େや൒ಋ体供څෆ଍による⾃ಈं⽣࢈୆数へのӨڹ、またロ

シア・΢クライφ情੎の௕期Խやࡐݪྉ価֨のߴಅなͲ、ෆಁ明な事業ڥ؀が続きました。しかしながら、⾃

ಈं関連事業においては、ิ म用੡品のൢ売が޷ௐに推Ҡしたことやインフレに対Ԡした価֨సՇを実⾏し

たことにՃ͑、円安へ進⾏したことによるརӹԡ上げもあり、ܧ続してऩӹ性を向上することができました。また、

成௕・৽ن事業ྖҬと位ஔ෇けるηラミック事業においては、൒ಋ体関連の事業が市場での⽣࢈ௐ੔のӨڹ

を受けつつも、事業ن໛を֦େしたことなͲにより、売上ऩӹ、営業རӹおよびࢿ本ޮ率性指標について目標

値を1年前౗しでୡ成することができました。

߲໨
2021��期

ୈ�࣍த期経営計ը
ऴ年౓ɹ実績࠷

2025��期
த期経営計ը	2025
ऴ年౓ɹ໨ඪ஋࠷

2025��期
த期経営計ը	2025
実績	ऴ年౓࠷

売上収益（ԯԁ） �
2�5 �
000 �
���

ɹ非಺೩ػ関事業ɹ売上収益（ԯԁ） ��� 1
500 �
���

ɹ（಺೩ɿ非಺೩）比率 ��ɿ21 �5ɿ25 ��ɿ��

営業利益（ԯԁ） ��� 1
000 �
���

営業利益率 11% 1�%Ҏ上 ���

ROIC �% 10% ���

ROE �% 1�% ���

ҝସレート υルɿ10�ԁ
Ϣーロɿ12�ԁ

υルɿ100ԁ
Ϣーロɿ120ԁ

υϧɿ���ԁ
Ϣーϩɿ���ԁ

株主ؐݩ
		த期経営計ը2025期間のྦྷ計Ͱ、໿1
200ԯԁ（当ॳ計ը1
000ԯԁ）の配当を実ࢪ
		2025年�݄期には、%OEにΑる下ݶ配当をಋೖ
		200ԯԁのࣗ社株ങいを実ࢪ

த期経営計ը2025ৼりฦり
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21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

�
2�5

売上収益
�
52�

���

営業利益
1
2��

˙ ಺೩ػ関売上ऩӹ（億円）　˙ ඇ಺೩ػ関売上ऩӹ（億円）
˙ 営業རӹ（億円）

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

�%

�%

30&
���

30*$
���
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੒Ռͱ՝୊

事業ポートフォリΦのมભ
◦ 成௕事業および৽ن事業については、売上ऩӹのن໛が2020年度より໿28ˋ向上しました。SPE事業に

おいてはηラミックૉٕࡐज़によりߴまるཁٻ性能にԠ͑、Ԣ੝な൒ಋ体धཁをண実にଊ͑ています。また、

2024年11月には、東ࣳマテϦアル（現 Niterra Materials）の株式の取ಘ（ࢠ会社Խ）をܾ定し、将来的に

ిಈं向けに市場の֦େがݟ込まれる஠Խケイૉをར用したモーター用࣠受けのηラミックϘールやパϫー

൒ಋ体用の஠Խケイૉ์೤基൘౳での事業成௕を目指しています。一ํで、ෆ࠾算事業やෆ࠾算੡品から

のఫୀも実⾏し、ऩӹ構଄をվળしました。

◦ 2021年4月には社಺カンパχー制へのҠ⾏と一෦事業෦໳の෼社Խを実ࢪしました。事業෦໳、事業サϙー

ト෦໳、コーϙレート෦໳の֤組৫においてݖ限と責任を明確にし、ಠཱ⾃営の体制のもと、ػಈ的なҙࢥ

ܾ定の実現とऩӹ性の可ࢹԽによるさらなる成௕を推進します。

人ࡐポートフォリΦ転׵のଅਐ
◦ 事業ϙートフォϦΦのస׵にෆ可ܽな⼈ࡐϙートフォϦΦのస׵を実現するため、成௕事業・৽ن事業への

。のҭ成・૑ग़を推進しました「ࡐ⼈཯૑଄⾃」、に取り組Ήとともに׵の積極的なసࡐ⼈

経営ࢦඪのਪҠ
売上ऩӹ・営業རӹは、コロφՒなͲの市場ڥ؀の変Խがある中でも過去最ߴを更৽し、ࢿ本ޮ率も向上しま

した。಺೩ػ関事業の৳௕により、事業ϙートフォϦΦ⽐率目標はະୡとなͬたものの、ඇ಺೩ػ関事業のن

໛は֦େしました。

੒Ռ ՝୊

಺೩ػ関事業

ߦ෇ՃՁ஋੡඼΁ͷҠߴ�
　wิम用・市ൢプラグの売上ऩӹ૿
　wۚوଐプラグ、全ྖҬηンサ、NOYηンサ౳のൢ売ଅ進

ಅͷՁ֨సՇͷਪਐߴྉࡐݪ�

�಺೩ۀࣄؔػͷڥ؀มԽ΁ͷదԠ
　w⽣࢈地の最適Խ
　w数ྔ変ಈへの対Ԡ力向上

�デδタϧԽͳͲѹ౗తͳۀ຿ޮ཰վળ

非಺೩ػ関事業
ͷച্ऩӹͷ֦େۀࣄ&�41
�/JUFSSB�.BUFSJBMTͷങऩͰY&7ۀࣄͷڧԽ
�ෆۀࣄࢉ࠾ͷ੔ཧͰऩӹߏ଄Λվળ

্޲ͳΔച্ऩӹ֦େͱޮ཰ੑߋͷۀࣄ&�41
�੒௕ɾ৽ཱ֬ۀࣄن

　w஫力υϝイン・事業へのϦιースू中
　w事業छに合わせた経営スϐーυとマインυܗ成

本社間઀ػ能
�30*$ɺ30&ͷ໨ඪΛୡ੒
Խڧͷݩओؐג�
ࢪϙーτϑΥϦΦϚωδϝϯτͷ࣮ۀࣄ�

Խڧ൫ͷجӦܦ�
　w経営ݯࢿのਝ଎かつ適切഑ොによるઓུ実⾏力のڧԽ
　w⼈的ࢿ本力をڧԽし、ॊೈかつڧਟな組৫力のܗ成
　w%9の推進による業຿ޮ率Խと⽣࢈性向上の最େԽ

売上収益ʗ営業利益のਪҠ ROEʗROICのਪҠ

த期経営計ը2025ৼりฦり
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30*$վળ
（ऩӹੑ）

຿ϨόϨοδࡒ

࣋ଓతͳ੒௕ʹ
औΓ૊Έ͚ͨ޲
（資本コストͷ௿ݮ）

੒௕ۀࣄͷڧԽ
（কདྷͷऩӹظ଴）

˝ Ұఆͷࣗݾ資本をҡ࣋͠ͳ͕Βɺआೖをੵۃతʹ׆༻

˝ ݩಈతͳ株主ؐػ

ηϥϛοΫεΛ࣠ʹɺίΞɾΞηοτ׆༻ʹ஫ྗ

˝ /iterra	.aterialsͱͷγナδー創ग़

˝ 業（൒ಋମ੡造૷ஔ向͚）ͷ成長ࣄ&41

༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ͷࡦఆɾ࣮ߦ

˝ ਓత資本ܦӦʹΑる非財務資本ͷڧԽ

˝ ޮ཰Խͷ推進

˝ （ݮ࡟$02）มಈରԠީؾ

ڧΛΑΓۀࣄؔػ಺೩͍ڧ ɺ͘Ωϟογϡ૑ग़ྗͷ࠷େԽ

˝ ϓラグͷγΣΞupɺۚوଐൺ཰up
ෆۀࣄࢉ࠾ͷվળ

ࡦຊ੓ࢿ

্޲3&1

্޲&30

্޲Ձ஋ۀا
（1#3վળ）

దԽ࠷ϙーτϑΥϦΦۀࣄ

ஙߏ൫جӦܦ͍ڧ

Ӭଓతな発లに資す΂くਓతࢿຊͷվֵͱѹ౗తޮ཰ੑͷ௥ٻ

ηϥϛοΫεΛத৺ͱ͠ ͨ੒௕ɺ৽ۀࣄن΁ͷϦιーεूத

コア・アηットを׆⼤࠷༻Ͱ͖る事業υϝインに
リιースを集த投資͠、੒ޭମݧをੵΈॏͶる͜ͱにΑり、

ະདྷの事業のப΁ͱつな͛る

಺೩ۀࣄؔػͷߋͳΔڧԽ

、Խ͠つつڧをײࡏ場に͓͚るѹ౗తなଘࢢ
Niterraの会社ج൫を支͑る	

その収益を戦略తに投資͠、持ଓ可能な੒௕を実ݱする
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04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

主要経営໨ඪ

本த計Ͱ໨ࢦす͜ͱ

売上ऩӹについては、ηラミックスを基൫としたυϝインに஫力し、಺೩ػ関市場の持続性が今後も想定され

ることも౿ま͑、2025年3月期から2030年3月期の間で1.5ഒの1ஹ円へ֦େ、トップラインをେきく৳ばすこ

とを目指します。

また、⾃ಈं関連事業やSPE事業を中৺とした成௕投ࢿによりՔ͙力を向上させ、EBIT%Aは1.6ഒの2,850

億円に֦େするํ਑です。
※この経営目標値には、2025年9月にデンιーとの間で事業ৡ౉ܖ໿をక結したプラグ事業・ഉؾηンサ事業についても、ڝ૪法当ہからのクϦアランス取ಘ前ではござ

いますが、一定のԾ定のもと、含めております。

企業価値向上のためには、ROEのさらなる向上とPER向上の「྆ྠ」を目指します。

ROE向上に向けては、ڧい಺೩ػ関事業をさらにڧԽし、キϟッシϡ૑ग़を最େԽするとともに、ෆ࠾算事業

のվળをపఈします。また、⾃⼰ࢿ本をҡ持しつつआ入を積極的に׆用するࢿ本੓策や、ػಈ的な株ओؐݩ

によるࡒ຿レバレッジの最適Խをਤります。

一ํ、PER向上に向けては、ηラミックスを࣠としたコア・アηット׆用による成௕事業（Niterra Materialsと

のシφジー૑ग़、൒ಋ体੡଄૷ஔ向けSPE事業の成௕なͲ）をڧԽし、将来のऩӹ期଴をߴめます。さらに、

グローバルΨバφンスの向上、ީؾ変ಈ対Ԡ（CO2ݮ࡟）、⼈的ࢿ本経営によるඇࡒ຿ࢿ本のڧԽといͬた持

続的な成௕に向けた取り組みを進め、ࢿ本コストの௿ݮにも努めます。これらのࢪ策を௨͡て、持続的成௕を

果たすڧਟな企業体࣭を確ཱし、「地球を輝かせる企業」を目指します。

1 	ηラミックスやແࡐػྉなͲ、͜ Ε·Ͱഓ て͖ͬたίΞɾΞηοτʹ஫ྗ͠ɺ৽͍͠ۀࣄΛ૑ग़͠·͢ɻ

2 。をՌた͠·すݙߩԽ͠ɺ社会తڧʹΛ͞Βۀࣄؔػ಺೩͍ڧ

3 	上ड़͠た事業ポートフォリΦ࠷దԽを支͑る΂く、͞ ΒͳΔܦӦج൫ͷվֵΛྗڧʹਪਐ͠·͢ɻ

業績໨ඪ 25��期 �0��期

売上収益（ԯԁ） �
52� ��
���

ɹ͏ͪ、コンポーωント・ιリューション	他 1
1�0 �
���

E#I5%A（ԯԁ）	˞1 1
�50 �
���

Ӧ業རӹ（ԯԁ） 1
2�� �
���

Ӧ業རӹ཰ 20% ���

਌会社ͷॴ༗ऀʹؼଐ͢る౰ظརӹ（ԯԁ） �2� �
���

30*$ 11% ���

30& 1�% ���

ҝସレート υルɿ15�ԁ υϧɿ���ԁ

※1 EBIT%A：営業རӹʴݮ価ঈ却අʴݮ損損ࣦ
※2 営業རӹٴびその関連߲目は、M�A案݅の取ಘݪ価の࢈ࢿおよび負࠴への഑෼（PPA）およびそのঈ却අを一定の前提で想定した値

˞2

���ഒ

���ഒ

த期経営計ը20�0
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02 ੒௕ઓུ02 ੒௕ઓུ

தܦظӦܭը����

w	41&ࣄ業
w	஠Խέイૉࣄ業
		（Y&7向͚）

ॏ఺ྖҬͰの֦⼤

※3 デンιーからの
 一෦事業ৡ受に
 よるӨڹを含Ή

தܦظӦܭը����

˙ ⾃ಈं関連（億円）　˙ コンϙーネント・ιϦϡーションଞ（億円）

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期
実੎レート US�153円

30/3期
前提レート US�125円

3,877 4,439 5,053 5,388
�
000

1,039
1,185

1,091 1,140

�
52�

�
000

10
000

˞�

売上収益のਪҠ
ച上ऩӹ$"G3
໿���

ച上ऩӹ$"G3
໿��

഑౰

௥Ճؐݩ

தܦظӦܭը����

17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期
（༧想）

27/3期 28/3期 29/3期 30/3期

�2 �0 �0 �0 �0
102

1�� 1�� 1�� 1��

%OE4ˋఔ度をԼ限とする安定഑当෦෼と഑当性向10ˋఔ度を目標とする業੷連ಈ෦෼を組み合わせて、
安定的な഑当を目指す
事業ϙートフォϦΦのվֵ、⼈的ࢿ本への投ࢿ、将来の成௕にඞཁなڀݚ開ൃ、事業֦େ・合理Խのためのઃඋ投ࢿおよびग़ࢿへの
の対৅とするݩ本ਫ準を௒͑る෦෼については⾃⼰株式の取ಘを含Ή株ओؐࢿした上、適正ྀߟ本഑෼についても૯合的にࢿ

1株当たり配当金実績ͱࠓ後のਪҠイϝージ

%0&��ఔ౓ʴ഑౰ੑ޲��ˋఔ౓

҆ఆ഑౰͔ͭ
഑౰ੑ޲���Ҏ্

੷࿈ಈۀશ׬
഑౰ੑ޲���

（円）

ΩϟογϡɾΠϯ

事業投資 株主ؐݩ

&#*5%"ΩϟογϡɾΞ΢τ

25/3期 30/3期

業͔Βͷࣄ
Ωϟογϡ・イン
໿�
���ԯԁ

�ஹԁ �ஹԁ

ࣗಈंؔ࿈
໿�
���ԯԁ

コンポーωント・ιリϡーγϣン
໿�
���ԯԁ

コンポーωント・
ιリϡーγϣン
���ԯԁ

൫جӦܦ
໿���ԯԁ

�
���ԯԁ

�
���ԯԁ

��ԯԁ

ࣗಈंؔ࿈
�
���ԯԁ

�
���ԯԁ

഑౰౳
໿�
���ԯԁ
͏ͪɺࣗ 株式औಘݾ
���ԯԁࡁܾٞ

業ࣄن։ൃʗ৽ڀݚ
໿���ԯԁ

༗རࢠෛ࠴ͷ
ѹॖ࢈ͼ資ٴ༺׆
໿�
���ԯԁ

���ഒ

����ԯԁ

����ԯԁ
Ϟϊ

ʲࣗಈंؔ࿈ۀࣄʳ
͘ڧʹߋ

େԽ࠷ཧੑɿΩϟογϡ創ग़ͷ߹ࡁܦ
社会త՝୊ͷղܾɿࣗಈंؔ࿈ࣄ業੡඼ͷ҆ఆڅڙ
࣍ੈ୅ϞϏリςΟɿY&7੡඼ͷ֦େ

ʲਓࡐϙーτϑΥϦΦ࠷దԽʳ
ࡐಈྗΛ݉උͨ͠ਓߦˍࢤҙ͍ڧਓɿݸ
ձࣾɿଟ༷ͳਓࡐͷ੒௕ΛࢧԉͰ͖Δڥ؀

ɾۀࣄఫୀͷۃݟΊ
ɾ.�"ΛؚΊͨίΞۀࣄͷ֦ॆ
��（eY./iterra	.aterials


ʲίϯϙーωϯτɾιϦϡーγϣϯɺ৽ۀࣄنʳ
બ୒ͱूத

ηラϛοΫスɺコΞ・Ξηοト׆༻ʹ࣠଍を͓͘
コΞ・Ξηοト׆༻ɿ஫ྗ෼໺を৽نઃఆ

ຊࣾػೳͷվֵ

˝持ଓతな企業価஋向上を໨͠ࢦたத௕期視఺Ͱのશ社ํ਑・戦略をࣔ͠、Niterraグループをグローバルにݗ引する

˝事業ポートフォリΦの࠷దԽをਐΊるたΊに、経営資ݯを戦略తに配分͠、੹೚を持ͬて実行する

ํ਑

ώτ Χω

૑ੜʹ͓͍ͯɺۀࣄنͼ৽ٴۀࣄଘط
ίΞɾΞηοτྖҬʹूத

グϩーバϧ・δϣϒポスςΟング੍౓ /iterra΢Σイͷ
ਁಁグϩーバϧ・グレーσΟング੍౓

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02 ੒௕戦略

	 	 成長戦略ͷมભ

	 	 2040 ͋Γ͍ͨ࢟ɺ໋࢖

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ͷ׆ಈレϏϡー

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʹؔ͢るಛू

	 	 ΢ΣϧϏーイング୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 サスςナϏリςΟ推進ମ੍

	 	 Ӧ戦略୲౰໾һϝοηーδܦ

	 	 தܦظӦܭը2025ৼΓฦΓ

	 	 தܦظӦܭը2030

	 	 %X戦略

	 	 業戦略ɹࣗಈंؔ࿈ࣄ

	 	 業戦略ɹコンポーωント・ιリϡーγϣンࣄ

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

20�0年�݄期の事業ߏ੒のมԽ

キャッシュ・アロケーション

株主ؐํݩ਑

経営ج൫のڧԽ

⾃ಈं関連事業は、಺೩ػ関の࠶ධ価とधཁのߴまりを確実にଊ͑、安定成௕をめざします。また、コンϙー

ネント・ιϦϡーション事業は、SPE・஠Խケイૉ事業を中৺に஫力υϝインで৳ばし、YE7向けも֦େします。

キϟッシϡは、஫力υϝイン（モビϦティ、൒ಋ体、ڥ؀・ΤネルΪー）へू中的にॆ当し、持続的成௕を支͑ます。

഑当にՃ͑、ࡒ຿的安全性はҡ持したう͑で⾃⼰株式の取ಘにより௥Ճؐݩを実ࢪし、株ओؐݩをॆ実いた

します。これにより、2030年時఺までにEBIT%Aは1.6ഒまで֦େをݟ込んでいます。

%OE指標のಋ入による安定的な഑当をϕースとし、རӹ成௕もྀߟした഑当ํ਑により、株ओؐݩのॆ実を

ਤります。

経営基൫のڧԽとして、本社ػ能のվֵを進めていきます。

த期経営計ը20�0
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02 ੒௕ઓུ

%9戦略

/JUFSSBάϧーϓͷ%9Λ͑ࢧΔॊೈͰ҆৺ɾ҆શͳ*5Πϯϑϥͷߏங

/JUFSSB�%9ͰࠓΛֵ৽͢Δ
Ҭɺಇ͖ํɺ෩౔ɺશͯͷจԽΛτϥϯεϑΥーϝーγϣϯͤ͞ΔྖۀࣄӦ൑அɺܦ

ΦϖϨーγϣϯ
มֵ

มֵۀࣄ

ଟ༷ͳಇ͖ํͷ࣮ݱ
ٻ཰ԽΛ௥ޮߴ

ηϥϛοΫٕज़Λ׆༻͠ɺ
࣋ଓՄೳͳࣾձʹ͢ݙߩΔۀࣄΛ૑ग़

▶ グローバルͰの1SI࠷దԽ
ஙߏ൫のج場ؚΉリϞートϫーク޻ ▶
▶ શ社データ࿈ܞにΑる、ਝ଎なҙܾࢥ定ͱ経営の高౓Խ
▶ ੜ੒AI׆༻にΑる価஋向上・ੜ産性向上

▶ マテリアルζインフォマティクスを׆༻͠たࡐྉ開発
ஙߏਾ͑たサプライϠーͱのΤコシステϜݟมԽをڥ؀ ▶
▶ コア事業の持ଓత੒௕ͱઌਐηラミックス事業のڧԽ
▶ ୤୸ૉ社会の実ݱにݙߩする、ΤωルΪー事業の創ग़

Ԇ௕ઢ্ʹͳ͍มԽͷ࣮ݱ

ʙ����೥ ʙ����೥ ʙ����೥

มֵͷج൫ͮ Γ͘ ΦϖϨーγϣϯͷมֵ

ͷมֵۀࣄ

ΦϖϨーγϣϯͷ
มֵ

มֵΛ͑ࢧΔ
ਓࡒ

มֵΛ͑ࢧΔ
*5 ൫ج

ɾจԽͷมֵۀࣄ

▶マテリアルζインフォマティクスのҰ部ద༻

▶͓٬さ·઀఺のมֵ
▶パートナー઀఺のม （ֵௐୡプラットフォーϜ）

▶ 1SI࠷దԽシステϜ（ࠃ಺）˞ 1 ▶グローバル1SI
దԽシステϜ࠷					

▶スマートフΝクトリーϞデル޻場のॡ޻▶データ分ੳج൫のӡ༻開࢝

▶ COEチーϜの݁੒
（શ社）ࢪҭの実ڭૅج%9▶ ▶%9બൈڭҭの実ࢪ（Τキスパート人財ɿ100名）

ྃ׬৽ɹॳ期ϞデルߋシステϜのװج▶
▶ηキュリティڧԽ対ࡦのྃ׬

▶ I5グランυデβインのࡦ定
▶ I5投資プロηスのվળ

▶%9人財の定ٛ・ҭ੒・࢓૊Έͮくり

▶ΦフィスϫークのロケーションフリーԽ（ࡏ୐率�0％）

˞1	14*ɿ1roEuction（ੜ࢈）ɺ4ales（ൢചܭը）ɺ*nWentory（ݿࡏ）
˞2	$0&ɿ໨త・໨ඪをୡ成͢るͨΊʹ૊৫（社಺）ʹ Ӧリιースをԣஅత૊৫ͱ͠ܦΒ͹る༏लͳਓ財・ϊ΢ハ΢・ઃඋͳͲͷࢄ ͯ1͔ॴʹू໿͢る͜ͱ

༺業の部分ద࡞場リϞート޻▶

▶グローバルCOEチーϜの݁੒˞2

▶当社アηットを׆༻͠た
					৽نビジωス創ग़

શࣾ*5Ϧςϥγーͷఈ্͛ͱɺίΞਓࡐͷҭ੒

কདྷの֎部ڥ؀มԽ・՝୊
ੜ産プロηスの࠷దԽやࣗಈԽ
ٕज़のಋೖͰ、ڝ૪ྗڧԽ

業務プロηスのޮ率Խͱ
デジタルԽの加଎

˙	࿑ಇྗෆ଍ͷࡏݦԽ

˙	ಇ͖ํͷଟ༷ԽɺਓྲྀࡐಈԽ

˙	創造ੑ・෇Ճ価値ͷࣄ࢓͍ߴ΁ͷγフト

実ݱする͜ͱ

˙	1-.౳ͷσーλج൫ͷ࢓૊Έߏங

˙	౷߹ϓラοトフォーϜͷ։ൃ

˙	ϩϘοトԽ・σδλϧԽ

੡଄

間઀

���ഒ
ޮ率Խਪਐ

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02 ੒௕戦略

	 	 成長戦略ͷมભ

	 	 2040 ͋Γ͍ͨ࢟ɺ໋࢖

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ͷ׆ಈレϏϡー

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʹؔ͢るಛू

	 	 ΢ΣϧϏーイング୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 サスςナϏリςΟ推進ମ੍

	 	 Ӧ戦略୲౰໾һϝοηーδܦ

	 	 தܦظӦܭը2025ৼΓฦΓ

	 	 தܦظӦܭը2030

	 	 %X戦略

	 	 業戦略ɹࣗಈंؔ࿈ࣄ

	 	 業戦略ɹコンポーωント・ιリϡーγϣンࣄ

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

ᶃ	มֵを支͑るI5ج൫
Niterraグループの %9を支͑る、ॊೈで安全・安৺な ITインフラを構ஙし、事業間シφジーのଅ進や৽たなビジネス
の成௕を支͑ます。

ᶄ	มֵを支͑る人ࡐ
全社、およびコア⼈ࡐのҭ成プログラムを策定し、ڭҭを௨͡て、変Խやイϊϕーションに対してΦープンマインυであり、
デジタルテクϊロジーへの積極的な受༰と׆用をଅ進する文Խをৢ成します。

ᶅ	Φϖレーションのมֵ
Φフィスだけでなく、޻場を含めたଟ༷なಇきํを実現します。また、データར׆用による֤छ൑அのਝ଎Խ、および
AI ౳׆用による「価値૑ग़」「⽣࢈性向上」を௥ٻします。

ᶆ	事業のมֵ
これまでഓͬた Niterraグループのηラミックٕज़をϕースに、持続可能な社会の実現にݙߩする事業を૑ग़します。

日本特殊陶業は௕中期経営計画でܝげた目指す姿、目標を実現するため、%9推進のビジョンとして「Niterra 

%9」を策定しました。レイϠーごとに基本ઓུをઃ定し、当社のط成֓೦とともにΦペレーションと事業を変ֵ

していきます。

当社グループは、スマートフΝクトϦーを含Ήଟ֯的なデータ׆用で事業基൫を進Խさせ、෇Ճ価値⽣࢈性を向

上し、業຿ޮ率をֵ৽します。

ʮNiterra	%9ʯのશମ૾

ੜ産性向上に向͚た໨ඪ

ʮNiterra	%9ʯਪਐએݴ
中௕期経営計画でܝげた目標を実現するとともに、Niterraグループがܧ続的に社会へݙߩしてい

くため、デジタルٕज़による変ֵを経営ઓུと位ஔͮけ、Niterra %9を推進することをએݴします。

୅ද取క役社௕	社௕執行役員

	઒合	ଚ
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売上収益ߏ੒比
ࣗಈं関࿈事業

82.5%

˙ プラグ事業売上ऩӹ（億円）
˙ ηンサ事業売上ऩӹ（億円）
　　営業རӹ率（�）

2021 2022 2023 2024 2025
（༧૝）

2
500 2
851
3
353 3
616

1
377
1
588

1
700 1
772

3
770

1
902
3
877

4
439
5
053 5
388 5
67219.2

21.0

24.0 26.1 21.8

（年౓）

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02 ੒௕戦略

	 	 成長戦略ͷมભ

	 	 2040 ͋Γ͍ͨ࢟ɺ໋࢖

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ͷ׆ಈレϏϡー

	 	 ༏ઌతʹऔΓ૊ΉܦӦ՝୊ʹؔ͢るಛू

	 	 ΢ΣϧϏーイング୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 サスςナϏリςΟ推進ମ੍

	 	 Ӧ戦略୲౰໾һϝοηーδܦ

	 	 தܦظӦܭը2025ৼΓฦΓ

	 	 தܦظӦܭը2030

	 	 %X戦略

	 	 業戦略ɹࣗಈंؔ࿈ࣄ

	 	 業戦略ɹコンポーωント・ιリϡーγϣンࣄ

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

プラグ
ηンサ

◦ηラミックૉٕࡐज़、ҟछࡐྉ接合ٕज़

◦ 過ࠅなڥ؀での適用ٕज़

◦グローバル⽣࢈ / ൢ売体制

◦ 提案とٕज़サϙート༷࢓٬のཁ๬にԠ͑るސ

◦ ఔからのスマートフΝクトϦーԽなͲデ޻࢈⽣ଘط
ジタルԽ推進の஗れ

◦ E7 ԽのಷԽによる಺೩ػ関のԆ命と೩ྉଟ༷Խな
Ͳ৽ٕज़への期଴

◦ ಺೩ػ関౥ंࡌの保有୆数のࢭߴまり

◦ ৽ڵ国市場における৽ंൢ売୆数のܧ続的な成௕、
৽ن制による৽نधཁ

◦ ಺೩ػ関౥ंࡌの⽣࢈୆数ݮগによる৽ं用੡品
のൢ売ݮগ

◦ ถ国関੫ાஔ、ۚوଐを含Ήرগࡐྉのݐ値変ಈ
なͲ、地੓ֶϦスクによるコストӨڹ

（Έڧ̨） （̬ऑΈ） （会ػ̤） （Җڴ̩）

売上収益 5,388	ԯԁ

営業利益率 26.1	%

売上収益ʗ営業利益率 202�年౓実績

関࿈会社 ηラミックηンサɹ日特スパークテック8,Sɹւ֎੡଄๏人、ൢ 売๏人	 ▶ 1.18
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	 	 業戦略ɹࣗಈंؔ࿈ࣄ
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04 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

当社の⾃ಈं関連事業の事業ڥ؀としては、֤ 国におけるCO2ഉग़ྔݮ࡟やカーϘンχϡートラルに向けた

取り組みとして、BE7（バッテϦーE7）のීٴだけではなく、中国におけるϋイϒϦッυंのधཁ૿や、Ԥभにお

ける೩ྉଟ༷Խの受けࡼとして、಺೩ػ関（ICE）のॊೈな׆用がݟ直されています。上述したE7Խの஗れの

Өڹを受けて、ICE౥ंࡌの৽ं⽣࢈୆数は、直ۙ༧想では前年から上ํम正されています。特に中国におい

ては、ϋイϒϦットंのधཁ૿Ճをݟ込んで、଍ݩでのICE౥ंࡌへৼり໭しの܏向がݟられています。

前߲の֎෦ڥ؀をؑみて、৽ं組෇け用੡品とิम用੡品におけるઓུを策定し2030年目標に向けて、当

社੡品の売上成௕を目指します。これにՃ͑てデンιー社からの一෦事業ৡ受を前提として、⾃ಈं関連事業

全体としては2030年3月期時఺に7,000億円のୡ成を、目標として৽たにܝげています。

当社は2025年9月1日෇で、株式会社デンιーがӡ営するスパークプラグ事業およびഉؾηンサ事業のৡ受

をܾ定し、同社との間で事業ৡ౉ܖ໿をక結いたしました。

֤国がカーϘンχϡートラルの実現に向けたಓےを໛ࡧする中、引き続き಺೩ػ関においても、ܧ続したधཁ

がݟ込まれます。当社は、コアٕज़であるηラミックの開ൃおよび੡଄ٕज़を׆かし、಺೩ػ関੡品の供څ責

任を果たすことでカーϘンχϡートラルの過ఔにݙߩすることを目指しております。ൢ ࿏や⽣࢈体制の༥合に

より、業ք全体で最適な⽣࢈体制を構ஙすることでグローバルでの安定供څを実現するとともに、当社の事業

基൫をより一ஈとݻڧにすることが持続的な成௕にࢿするとの結࿦にࢸり、本事業ৡ受をܾ定いたしました。

なお、本事業ৡ受の実⾏は、国಺֎のڝ૪法当ہによるクϦアランスそのଞの法ྩ上ඞཁとなる関܎当ہの

。認可౳の取ಘ౳、取引実⾏のための前提৚݅がຬたされることを৚݅としていますڐ

グローバル市場全体における಺೩ػ関౥ंࡌの⾃ಈं保有୆数は、2030年時఺でも2020年のਫ準がҡ持

され、ґવとしてߴい保有୆数にて推Ҡするݟ込みです。特にੈք最େの৽ंൢ売市場である中国において

も保有୆数は同༷の܏向がݟ込まれています。

৽ंੜ産୆数（グローバルશମ）

ࣗಈंอ有୆数（グローバルશମ）

৽ंੜ産୆数（தࠃのΈ）

ࣗಈंอ有୆数（தࠃのΈ）

ग़య：S�P Global

売上収益໨ඪ

※デンιー社からの一෦事業ৡ受によるӨڹを含Ή

ग़య：S�P Global

デンιー社ͱの事業ৡ受について

֎部ڥ؀認ࣝ 20�0年�݄期売上収益໨ඪ

੒௕ઓུ
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ʻ৽ं૊෇͚༻੡඼ʼ

CO2ഉग़ྔݮ࡟／カーϘンχϡートラルに向け、BE7一ล౗から಺೩ػ関（ICE）のॊೈな׆用がݟ直され、ϋイ

ϒϦッυ （ंHE7）のधཁ૿やバイΦ೩ྉのಋ入がٞ࿦されるなͲ、BE7ԽへのҠ⾏に対して、その༛༧期間が

、められています。これを受けて、৽ं組෇け用のスパークプラグٻの૿Ճおよびٕज़ֵ৽がंࡌ直され、ICE౥ݟ

ηンサともにधཁが上ํम正されています。

スパークプラグにおいては、HE7やPHE7向けに使用されるスパークプラグが௨ৗのχッケルタイプよりもۚو

ଐタイプの適用がଟく、೩අ向上にもد༩できるため、ۚوଐプラグのさらなるൢ売シェア֦େを目指します。

ηンサにおいては、ೋྠ市場が今後も֦େを続けるݟ௨しのため、今後もඞཁな投ࢿのݕ౼をおこなうとともに、

最େ限طଘのઃඋを׆用しながら、シェア֦େを目指していきます。

ʻิम༻੡඼ʼ

ิम用スパークプラグにおいては、グローバル全体でൢ売数ྔの૿Ճをݟ込み、それにՃ͑単価のߴいߴ෇

Ճ価値੡品の֦ൢ、ࡐݪྉのߴಅやインフレをൢ売価֨へసՇすることにより、さらなる売上ऩӹ૿Ճをݟ込

んでいます。また、৽ं組෇け用同༷に、ۚوଐプラグ⽐率の向上を進めることで、CO2ഉग़ྔのݮ࡟とڥ؀

ڧ度の向上を実現するとともに、来たるधཁのϐークア΢トにඋ͑て、品番統合や受ൃ஫؅理システムのݙߩ

Խをおこない、在ݮ࡟ݿを進め、また、スマートフΝクトϦーԽを推進し、ޮ 率的な⽣ 。体制を੔͑ていきますڅ供・࢈

ʻ売上収益、営業利益ʼ

プラグ事業の売上ऩӹは、ҝସのӨڹを含んで前年度⽐ʴ8ˋの૿ऩとなりました。৽ं組෇け用੡品のൢ

売は、中国での಺೩ػ関౥྆ंࡌの⽣࢈୆数ݮগにՃ͑、Ԥถにおいても当社٬ސの⾃ಈं⽣࢈ௐ੔が続い

たӨڹを受けて前年度⽐でݮগしました。一ํ、ิ म用੡品については、֤ 地Ҭでのݎௐなधཁをഎܠにൢ

売数ྔが૿Ճしたことで前年度⽐૿Ճとなりました。Ճ͑て、インフレに対Ԡした価֨సՇの実ࢪと円安の進

⾏が売上ऩӹをԡし上げ、営業རӹについても૿ӹとなりました。

ηンサ事業の売上ऩӹは、ҝସのӨڹを含んで、前年度⽐ʴ4ˋの૿ऩとなりました。プラグ事業の৽ं組෇

け用੡品と同༷に、⾃ಈं⽣࢈୆数のݮগ、特に中国市場における಺೩ػ関౥྆ंࡌの⽣࢈୆数ݮগのӨڹ

を受けているものの、ҝସの円安Өڹもあり、前年度⽐૿ऩとなりました。

ʻൢ売実績ʼ

当社推定によるグローバルでの಺೩ػ関౥྆ंࡌの⽣࢈୆数について、2025年3月期の実੷を前年度と⽐

ʻࠓ後のݟ௨͠ʼ

プラグ事業では、中国市場で引き続きローカルϝーカーが৳௕する前提ではあるものの、ิ म用੡品でのൢ売

数ྔ૿Ճとܧ続した価֨సՇにより、૿ ऩをݟ込んでいます。ηンサ事業では、インυでのOB%ن制によるൢ

売૿Ճで૿ऩをݟ込んでいます。

営業རӹについては、ถ国関੫のӨڹがあるものの、価֨సՇなͲによる対Ԡでカバーする΄か、རӹ率のߴ

いิम用੡品のൢ売૿Ճによるऩӹ性の向上により、ҝସ・ηグϝント変更によるӨڹを除くと、૿ ӹとなるݟ

込みです。

※1 当社ओཁOEMઌの日本・ถ国・Ԥभ⾃ಈं完成ंϝーカー（ฐ社٬ઌ）のみのICE⾃ಈं⽣࢈୆数༧想
※2 ηンサのグローバルൢ売全体における東ೆアジアの売上構成⽐率はඇৗにগない　※3 東ೆアジアにおける৽ं組෇け用プラグのൢ売ֹׂۚ合はগない

঎ྲྀ別ॏ఺ࡦࢪ

લ期のৼりฦりͱࠓ後のݟ௨͠

ֱすると、1.2ˋのݮগとなりました。しかしながら中国市場においては、当社のओཁ٬ઌである日本・ถ国・

Ԥभの⾃ಈं完成ंϝーカーの಺೩ػ関౥྆ंࡌの⽣࢈୆数が前年度と⽐ֱして15.5ˋݮগしている状گ

となりました。

このような市場ڥ؀のもとで、当社のプラグの৽ं組෇け用੡品のԤถにおけるൢ売数ྔは、当社٬ސでの

モデルνェンジに൐う⽣࢈ௐ੔やधཁ変ಈがあり、ݮগとなりました。また、中国においても、当社٬ސの日本・

ถ国・Ԥभ⾃ಈं完成ंϝーカーの⽣࢈が৳び೰んでいるため、৽ं組෇け用੡品のൢ売数ྔはݮগしてい

ます。

一ํで、プラグのิम用੡品のൢ売数ྔは、๺ถ・中国を中৺に数ྔを৳ばして、グローバル全体では前年度

⽐૿となりました。

また、ҝସを除いたൢ売ֹۚに関して、プラグについては価֨సՇと、ิ म用੡品のൢ売⽐率のߴい๺ถで

૿Ճしたため、グローバル全体で前年度⽐ʴ5.2ˋとなりました。

஍Ҭ別ൢ売金額・数 （ྔ202�年�݄期௨期	対	2025年�݄期௨期）

஍Ҭ
ICE౥ंࡌ
ੜ産୆数
	当社ਪ定


ൢ売金額（ҝସӨڹ額をআく） ൢ売数ྔ

プラグ ηンサ
プラグ ഉΨス༻

.ૉηンサOEࢎ A.
北ถ △1.4� 4.3� 2.1� △9.2 � 3.5� △4.3 �
Ԥभ △3.5 � 2.1� 1.8� △8.8 � 0.1� 6.2�

தࠃ
1.1�

	 △15.5�
※1
0.8� △14.1 � △8.7 � 5.5� △10.2�

౦ೆアジア △11.7� 4.1� △17.6 �※2 ʴ2.1 �※3 △0.1 � △12.3 �※2

グローバル △1�2	% 5�2% △1�0% △���	% ��0% △1��%

੒௕ઓུ
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売上収益ߏ੒比
ηラミック・৽ن事業

16.4%

˙ ηラミック事業売上ऩӹ（億円）
˙ ৽ن事業売上ऩӹ（億円）
˙コンϙーネント・ιϦϡーション事業売上ऩӹ（億円）
　　営業རӹ率（�）

2021 2022 2023 2024 2025
（༧૝）
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60

954
1
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009

1
183

1.1

�5.3

�13.6 �12.1

5.5

（年౓）

セラミック事業＋新規事業 コンポーネント・
ソリューション事業
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S1E
◦ ϋイパϫーのプラζマに଱͑うるηラミックࡐྉٕज़
◦ ද໘Թ度のۉ一Խ・௿パーティクル・ද໘Թ度のϫイ

υレンジԽにݙߩするηラミックスシート積層ٕज़
◦ ൒ಋ体市場の市گ変ಈӨڹへの対Ԡ

◦ ⽣成 AI のधཁ֦େによる൒ಋ体市場֦େ
◦ ൒ಋ体のߴ性能Խ・ෳࡶԽ

◦ ถ中対ཱなͲの地੓ֶ的Ϧスク
◦ ൒ಋ体ٕज़ֵ৽の଎さ

ثٵݺ
◦ 能ػૉೱॖ૷ஔ、৺ഏࢎなͲのܕや定ஔܕଳܞ

の਍அثػなͲの੡品ラインアップ
◦レンタル事業者向けやපӃ向けのੈք֤地のൢ

売ルート

◦ ௿価֨੡品に対するコストڝ૪力

◦ ੈք的な⼈口૿によるױܥثٵݺ者へのサϙー
トػ会の૿Ճ

◦ まりと༧๷ҩྍのઌ進Խによる਍ߴҙ識の߁݈
அثػधཁの૿Ճ

◦௿価֨੡品の੮ݔによる市場価֨のさらなる௿Լ
◦⽣成AIや最ઌ୺ٕज़の׆用によるܥثٵݺҩྍ

そのものの構଄変Խ

೩ྉ
ి஑

（SO'C）

◦ ฏ൘ܕによる༏位性（௿コスト、コンパクト、௒ޮߴ率）
◦ ଘ保有ٕज़のԠ用ط

（ηラミックࡐྉ、৮ഔ、ҟछࡐྉ接合、成ບ ౳）
◦ ৿村グループ಺連ܞによる開ൃՃ଎

◦スタックϝーカーとして後ൃ
◦システムϝーカーの開ൃํ向性Өڹがେきい

◦ ୤୸ૉ社会実現に向けたػӡ（੓෎ํ਑、助成事業 ౳）
◦ େきなະ౿市場のଘ在（طங、ू 合、LP、ଟ༷೩ྉ ౳）
◦ 害対Ԡにおける有用性の認஌度上ঢࡂ

◦ ୤୸ૉػӡの੓治ӨڹによるಷԽ
（ੈք情੎のӨڹ ౳）
◦ の௠෗Խྔݮ࡟଎な୤୸ૉ推進によるSOFCでのCO2ٸ
◦ ւ֎ϝーカーの国಺市場ࢀ入

൒ಋମ
1,G

◦さまざまな用్にカスタマイζできるଟ層ηラミッ
クシート積層ٕज़

◦ ์೤性に༏れた੡品ઃ計
◦ ٬のཁ๬にԠ͑る୹ೲ期対Ԡސ

◦ 価֨ڝ૪力
◦ ൒ಋ体市場の市گ変ಈӨڹへの対Ԡ

◦ ⽣成AIのधཁ֦େによる൒ಋ体市場֦େ
◦ ଎௨信向け関連市場の֦େߴप೾およびߴ

◦ηラミックPKGから、有ػ PKG へのస׵
◦ ถ中対ཱなͲの地੓ֶ的Ϧスク

஠Խ
ケイૉ

◦ ηラミックスのૉࡐ開ൃ力、ࡐྉઃ計ٕज़、ྔ ज़ٕ࢈
◦ 品 ・࣭数ྔともに安定した供څが可能な⽣࢈体制
◦グローバルなൢ売໢

◦ 価֨ڝ૪力
◦ ୤୸ૉ社会実現に向けた֤छಈ力ݯのిಈԽ
◦ লΤネ・ॆ ి時間୹ॖχーζ౳に対Ԡしたిߴ

ѹԽ

◦ 中国ڝ合の୆಄に൐う市場価֨の௿Լ
◦ 中国レアアースௐୡϦスク

（Έڧ̨） （̬ऑΈ） （会ػ̤） （Җڴ̩）

売上収益 1,069	ԯԁ

営業利益率 ˛12.1	%

売上収益ʗ営業利益率 202�年౓実績ɹηラミック・৽ن事業

関࿈会社

N5,ηラテック

CAIRE

Niterra	.ateriaMT

N5,ηラミック

৿ଜSO'Cテクϊロジー

※2025年̐月̍日෇の組৫変更に൐い、報告ηグϝント区෼をै来の「⾃ಈं関連」、「ηラミック」、「৽ن事業」から、
「⾃ಈं関連」および「コンϙーネント・ιϦϡーション」の̎区෼に変更しています。

੒௕ઓུ02 事業戦略ɹコンポーωント・ιリューション
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2022 2023 2024 2025（༧想）（年度） 2022 2023 2024 2025（༧想）（年度）

�%�NAN%ϝϞリ

ロジック൒ಋମ

૷ஔニーζ

NAN%૚数૿加
ΞスϖΫトൺߴ	˰
エονング

加޻のෳࡶԽ
˰	৽Ճٕ޻ज़

ઢԽʴาཹ向上ࡉ

ESCニーζ

˒ハイパϫーԽ
ɺߴൈ೤ߴ） ଱ిѹ）

˒ӡ転Թ౓の広ൣғԽ
（௿Թߴɺ ԹԽ）

˒໘಺Թ౓のۉҰԽ
（Թ౓෼෍ۉҰԽ）

˒パーティクル௿減
（ηラϛοΫパοΫ΁ͷ要ٻ）

当社のڧΈ

w	ߴ៛ີηラϛοΫࡐྉ
w	ిۃ配ஔのࣗ༝౓
w	ઈԑບͷ༹ࣹܗ成

w	थܥࢷ઀ணٕज़
w	ϘンσΟングࣗࡐ社੡

w	ෳࡶなώーターిۃ
੒、配ஔࣗ༝౓ߏ			

w	௒ڸ໘Ճٕ޻ज़
w	ਫ਼ີચড়ٕज़
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S1E

֎部ڥ؀認ࣝ ໨ࢦす࢟ʗॏ఺ࡦࢪ

લ期のৼりฦりͱࠓ後のݟ௨͠

൒ಋ体੡଄૷ஔ市場は、2022年度後൒からのݒ೦ࡐྉであͬたϝモϦ市場では在ݿௐ੔が進んだことにより

धڅバランスがվળ܏向となりました。また、⽣成AIのधཁ֦େに൐うAIサーバーのधཁ૿により、ϝモϦϝー

カーの૷ஔઃඋ投ࢿҙཉもճ෮܏向にあります。一ํで、ґવとしてロシア・΢クライφ໰୊やパレスνφ໰୊、

ถ中対ཱなͲの地੓ֶ的Ϧスクはݒ೦されています。2025年度も⽣成AI׆用なͲに൐う൒ಋ体धཁ֦େに

より൒ಋ体੡଄૷ஔ市場は؇やかに成௕するݟ込みで、AIػ能ڧԽのためには%RAMもߴ༰ྔԽߴ、 ଎Խ

がٻめられ、ઌ୺൒ಋ体੡଄への開ൃ、ྔ 。௨しですݟԽがՃ଎する࢈

ϝモϦ市場・ロジック市場ともにߴまるΤッνング૷ஔのधཁに対Ԡす΂く、プラζマ଱性にも༏れたηラミッ

クૉٕࡐज़の提供や、当社のڧみであるηラミックスのシート積層ٕज़をԠ用した໘಺Թ度のۉ一Խ・௿パー

ティクル・ද໘Թ度のϫイυレンジԽのٕज़でݙߩしていくํ਑です。このように、٬ސからのཁٻに対Ԡしたಠ

⾃ٕज़によるࠩผԽで、売上成௕率は年ฏ12ۉˋҎ上を目指し、また、在ݿの適正ԽやઃඋՔಇ率向上なͲ、

市場変ಈにڧい⽣࢈体制を構ஙすることで、࿑ಇ⽣࢈性を2021年度⽐で30ˋ向上させたいと͑ߟています。

2024年度は上期まで௕らく٬ઌでの⽣࢈ௐ੔のӨڹを受けましたが、Լ期Ҏ߱は൒ಋ体のधཁճ෮に൐い

ิमधཁは૿Ճとなるものの、৽ن੡଄૷ஔのधཁは؇やかなճ෮にとͲまり、௨期では前年度⽐でएׯの

ྔ・࡞ࢼӹとなりました。2025年度から2028年度にかけて当社は最ઌ୺૷ஔ向け開ൃ品のݮ 、Խを実現させ࢈

൒ಋ体੡଄૷ஔ市場の年ฏۉ成௕率の৳びҎ上のೋܻの成௕率を計画しています。

൒ಋମ੡଄૷ஔࢢ場のݟ௨͠ 当社売上収益のਪҠ

ग़所：֎෦ௐ査ػ関（2024年12月）

事業戦略ɹコンポーωント・ιリューション
੒௕ઓུ02
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໛が今後も֦େしていくن者の૿ՃなͲで市場ױ%者⼈口の૿ՃやCOPྸߴૉྍ法のグローバル市場はࢎ

ことが༧想されており、2025年には2,000億円ن໛になるݟ込みです。地Ҭ的には現在は๺ถ市場が最もେ

きな市場で、今後もױ者数の૿Ճが༧ଌされ、特にܞଳܕのࢎૉೱॖ૷ஔのधཁがߴまるとみています。また、

中国市場についてもCOP%ױ者の૿Ճにより、特に定ஔࢎܕૉೱॖ૷ஔのधཁが૿Ճするݟ௨しで、ถ国市

場よりもߴい成௕率があると༧想しています。

୤୸ૉ社会の実現に向けた社会のཁ੥が一層ڧまͬ ており、CO2ഉग़ྔをେきくݮ࡟できるޮߴ率ൃిػ、コ

ジェネレーションシステムとして、また、࠶⽣可能ΤネルΪーి力のௐ੔ిݯやࡂ害時のレジϦΤンスڧԽの

ै。が期଴されていますٴ఺からも೩ྉి஑のී؍ 前より想定されているՈఉ用やू合ॅ୐、հޢ࿝⼈保݈

なͲ、さまざまな市ݯ場やඇৗ用ి޻ઃなͲの業຿用෼野にՃ͑、カーϘンϦサイクルを目指すࢪઃ、商業ࢪ

場へのಋ入の期଴がߴまͬ ています。

市場χーζにԠ͑る੡品をܧ続的に開ൃし、当社グループがओ力としている市場・੡品で社会に価値を提供し

続け、将来ビジネスへのऩӹ基൫となͬていることを目指しています。そのために、CAIRE社のओ力੡品であ

るܞଳࢎܕૉೱॖ૷ஔと定ஔࢎܕૉೱॖ૷ஔにおいてࠩผԽཁૉを持つ৽੡品を⾃社開ൃする΄か、2022

年にങऩした৺ഏػ能の਍அثػϝーカーであるMGC %iagnostics HolEings, Inc.についても、৽੡品を

⾃社開ൃして、ถ国市場を中৺にऩӹのվળを൐ͬて事業を֦େし、ױ者および地Ҭ社会へのݙߩ度をߴめ

ていきます。

৿村SOFCテクϊロジーでは、クϦーンでޮߴ率・খܕなSOFCをීٴさせ、CO2のݮ࡟やレジϦΤンス対Ԡで

ੈの中に安৺・安全な⽣׆を提供することで社会ݙߩを果たし、ΤネルΪー෼野での事業を֦େしていくこと

を目指しています。そのために、ࢀ入済みである業຿࢈・ 業用೩ྉి஑での֦ൢや、Ոఉ用೩ྉి஑෼野への

市場への֦େをਤり、୤نなͲ、きたる΂きカーϘンχϡートラルに向けた৽ݯిࢄ入、またଟ༷೩ྉや෼ࢀ

୸ૉ社会の実現にݙߩしていきます。

2024年度は๺ถでのܞଳࢎܕૉೱॖ૷ஔの売上やԤभでの売上がվળしているものの、前年度にΦンサイ

トࢎૉൃ⽣૷ஔ事業においてେܕ案݅があͬた΄か、一෦の受஫が٬ސ౎合により஗れたため、ҝସӨڹを

除くと前年度ฒみという結果になりました。

2025年度は๺ถでのൢ売ճ෮をݟ込んでいます。また、੡品ϙートフォϦΦのݟ直しをおこなͬてऩӹ性の

վળに取り組Ή一ํで、৽੡品開ൃに力を入れ、中期的な成௕の基൫ͮくりを進めていきます。

2024年度までの׆ಈにおいて、ଞ社よりখܕ・ܰ ・ྔߴ ޮ率であるฏ൘ܕηル・スタックの༏位性を׆かした

੡品ల開をਤり、2024年度には当社スタックが౥ࡌされたޮߴ率な業຿࢈・ 業用SOFCシステムも৽نに市

場投入され、ฏ൘ܕの೩ྉి஑ηル・スタックϝーカーとしての地位確ཱを進めてきました。今後、さらに⽣࢈

性の向上をਤり、⽣࢈体制をڧԽするとともに、受஫֦େに向けた連ܞをڧԽ・推進していきます。

֎部ڥ؀認ࣝ ֎部ڥ؀認ࣝ

໨ࢦす࢟ʗॏ఺ࡦࢪ ໨ࢦす࢟ʗॏ఺ࡦࢪ

લ期のৼりฦりͱࠓ後のݟ௨͠
લ期のৼりฦりͱࠓ後のݟ௨͠

ثٵݺ ೩ྉి஑（৿ଜSO'Cテクϊロジーの取り૊Έ）

੒௕ઓུ
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໨ࢦすࢢ場
Y&7

エωϧΪー・ڥ؀
ۭߤ
మಓ

ցػ業࢈

開発 ௐୡ ੡଄ ෺ྲྀ ൢ売

サプライチェーン

ૉࡐ開発ྗ
ੈքʹઌ͚ͯۦ஠ԽέイૉϘーϧͳ
Βͼʹߴ೤఻ಋج൘ͷ੡඼Խʹ成ޭ

҆定͠たྗڅڙ
ΩϟパγςΟを࢈৔Ͱͷੜ޻಺ࠃ
֦େ͠ɺ̓ ఆͨ͠ྔ࢈ମ੍をཱ֬

Niterra	.ateriaMT
の経営資ݯ

当社の
経営資ݯ

඼࣭の高さ
඼࣭ਫ४ʹΑΓɺ͍ߴ
るތ৔γΣΞをࢢ͍ߴ

ҟछࡐྉ઀合ٕज़
ηラϛοΫスͱۚଐͷ
ෳ߹Խʗ઀߹ٕज़

ൢ売チャωル
ࣗಈंϝーΧーɺ5ier1
ϝーΧーͱͷऔҾ࣮੷

ւ֎Ͱの営業ྗ、ൢ 売໢
ੈք140͔ࠃͱ஍Ҭʹங͍
͖ͯͨωοトϫーΫを׆༻

w	Ϟーλー࣠डͷి৯ରࡦ
w	ܰྔͰߴ଎ճసͰ΋࢖༻Մೳ
w	͍ߴ଱ຎ໣ੑͰ長ण໋

w	খܕԽ・ߴग़ྗԽ
w	์͍ߴ೤ੑ
w	ڧߴ౓Ͱ長ण໋

஠ԽケイૉϘール ஠Խケイૉ์೤ج൘
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E7（ిؾ⾃ಈं）のۦಈిܥಈシステムにおいて、ΤネルΪーޮ率の向上やॆి時間୹ॖの؍఺から使用さ

れるిѹをよりిߴѹ（8007Խ）にすることが஫目されていますがߴ、 ిѹによるϕアϦングのి৯が՝୊になͬ

ています。そこで、଱ٱ性にも༏れ、信頼性のߴい、⽐ֱ的ஔき͑׵が༰қなిؾઈԑࡐྉの஠Խケイૉηラミッ

クϘールがԤभや中国の⾃ಈंϝーカーから஫目されています。E7 用్Ҏ֎でもઈԑ性、଱෗৯性、ܰ ྔ、

଱ٱ性に༏れた特௕から࠶⽣可能ΤネルΪー、ҩྍ෼野、ۭߤӉ஦࢈業࢈、 業ػցなͲ෯޿い෼野で期଴され、

धཁがߴまͬ ています。

また、ి ಈंのパϫーコントロールϢχットのパϫーີ度の上ঢや、൒ಋ体νップのখܕԽによりパϫーモジϡー

ルの೤ີ度が上ঢすることに൐い、์ ೤・ઈԑ基൘にٻめられる์೤性・信頼性ཁٻがߴまͬています。その

ためߴ、 いػց特性と์೤性を持つ஠Խケイૉ์೤基൘の適用が૿͑ていくݟ込みです。

NiterraグループとNiterra Materialsのڧみの༥合でこれまでのԆ௕ઢにない変Խを実現し、ηラミック෦

品のϦーディングカンパχーであり続けることを目指します。

ηラミックϘールは、ػۭߤなͲのߴい信頼性がཁٻされる用్にはϋイΤンυ品を供څし、E7なͲの௿価

֨がཁٻされる用్向けには、コストパフォーマンスに༏れた஠ԽケイૉϘールの྿価品やアルジルϘール

をラインアップすることにより、ଟ༷なχーζに対Ԡします。また์೤基൘は、めͬき品や์ߴ೤基൘をૣ期ྔ

。用を推進します࠾٬でのސԽすると共に、Niterraグループのグローバルなൢ売໢を௨͡て国಺֎の有力࢈

これらのࢪ策により、市場が֦େする中においてもトップシェアを確保することを目指します。

当社グループは、ηラミックૉࡐ・Ճٕ޻ज़をは͡めとするコア・コンϐタンスを֩としながらओ力の಺೩ػ関

事業をݻڧにすると同時に、ඇ಺೩ػ関事業のن໛֦େをਤる྆ྠでの事業ల開をେきなઓུテーマとして

げています。中でも஠Խケイૉをར用したE7౳のモーター用࣠受けのηラミックϘールでは、システムిѹܝ

のిߴѹԽに൐い市場が֦େしており、その΄かパϫー൒ಋ体用の஠Խケイૉ์೤基൘なͲも有力な事業ީ

ิとଊ͑ています。Niterra Materialsは、フΝインηラミックス、ࡐޫܬྉԠ用੡品、࣓ 性ࡐྉ෦品、タングス

テン・モϦϒデンなͲの෦品・ࡐྉの開ൃ、੡଄、ൢ 売をおこなͬています。特に、E7౳向けϕアϦングに使用

される「஠ԽケイૉϘール」やインバーター向けパϫー൒ಋ体に用いられる「஠Խケイૉ์೤基൘」においては、

༏れたٕज़・品࣭と安定した⽣࢈能力から同業քのϦーディングカンパχーとして今後さらなる成௕が期଴さ

れています。当社においては、Niterra Materialsがंࡌ・൒ಋ体・ҩ ΤネルΪー෼野なͲで௕年ഓͬڥ؀ྍ・

てきたࡐྉઃ計ٕज़、プロηスٕज़および੡品Ԡ用ٕज़なͲを׆用することができ、Niterra Materialsにお

いては、当社の持つηラミックٕज़との༥合ならびにグローバルネットϫークの׆用を௨͡た٬ސ基൫の֦ ・ॆ

サϙート体制ڧԽが期଴できるなͲ、さまざまな໘においてシφジーを実現できると൑அし、全株式を取ಘし

ました。

֎部ڥ؀認ࣝ

໨ࢦす࢟ʗॏ఺ࡦࢪ

౦ࣳマテリアル株式会社の株式取ಘ

஠Խケイૉ

੒௕ઓུ02 事業戦略ɹコンポーωント・ιリューション
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՝୊

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

財務担当執行役員ϝッηージ

過去࠷高益を実ݱ
஫ྗυϝインに͓͚る事業֦⼤ͱ創ग़͕ॏ要なテーマ

　2024年度を最ऴ年度とする中期経営計画2025（ҎԼ、中計2025）

では、ܝげた売上ऩӹや営業རӹなͲの数値目標を、1年前౗しで

2023年度にୡ成しました。2024年度は、売上ऩӹ6,529億円、営業

རӹ1,296億円となり、4期連続で過去最ߴӹを更৽しました。これは

े෼にຬ଍できる結果だと͑ߟています。

　また、ࢿ本ޮ率に関しては、ROEは14.1ˋ、ROICは10.9ˋと前年

度からさらに上ঢし、いずれも中計でܝげた目標値を上ճるਫ準とな

りました。⾃ಈं関連事業を中৺として、ʠՔ͙力ʡがண実に向上して

いることを実ײしています。

　円安により、直ۙ3期間では営業རӹに対しておおよそ100億円か

ら300億円ऑ෼のԸܙを受けてきたことは事実です。今後のҝସ変ಈ

Ϧスクをݟਾ͑た一定のࡒ຿Φペレーションをܧ続的にݕ౼・実ࢪし

ていくํ਑です。

　一ํで、今後の՝୊としては、引き続き஫力υϝインにおける事業

֦େと૑ग़が重ཁなテーマです。当社グループのओ力である⾃ಈं

上੮ࣥߦ໾һ
グϩーバϧ戦略本෦ 財務ج൫グϧーϓܦཧ財務ࣨ Ӧ؂ཧࣨ୲౰ܦӦ؂ཧグϧーϓܦ

ླ໦	ٛ޹
※本インタビϡーは2025年7月時఺の໾職をࡌهしています。

関連事業をより޿いࢹ఺でモビϦティとଊ͑ると、E7 関連市場の重ཁ

性がڍげられます。現在はੈք的に成௕が一時的にఀ଺しているも

のの、௕期的には確実な成௕がݟ込まれる෼野です。こうしたྖҬに

対し、Ք͙力が૿してݻڧになͬたキϟッシϡ・フローをͲのように成

௕投ࢿにৼり向けていくか、そしてطଘの⾃ಈं関連事業とのバラン

スを取りながら、いかにઓུ的に投ࢿを進めていくかが重ཁです。Ճ

͑て、株ओؐݩとのバランスをҙ識した経営൑அも引き続き重ࢹして

いきます。

　E7市場でのڝ૪力をߴめるため、当社は2025年6月、஠Խケイૉ

Ϙールや஠Խケイૉ์೤基൘にڧみを持つ東ࣳマテϦアル株式会社（現 

株式会社Niterra Materials）の全株式を取ಘしました。今後は、ηラ

ミックٕज़を基࣠とした事業ڧԽを進め、成௕ྖҬであるモビϦティ෼

野におけるଘ在ײのさらなる向上を目指します。

　取ಘ価ֹは໿1,500億円とେن໛ではありますが、中௕期的なࢹ఺

でE7 市場の成௕はண実に֦େしていくとݟ込んでおり、この෼野へ

の投ࢿにはे෼なҙٛがあると൑அしています。Niterra Materials

の੡品力と当社のٕज़開ൃ力を༥合させ、市場でのプレθンスをߴめ

ていくことが当໘の՝୊です。

ண実にҭͬて͖たʮՔ͙ྗʯをさΒに৳͹͠、
ಘΒΕたキャッシュ・フローを
੒௕投資に݁ͼつ͚る

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا
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収益の実額を௥͏事業、収益のޮ率性を໰͏事業をफ़別͠、
をΊ͟すݱదな資本配分の実࠷

　2025年度からスタートした৽たな中期経営計画2030（ҎԼ、中計

2030）では、⾃ಈं関連事業のڝ૪力をさらにߴめ、そこからಘられ

るキϟッシϡを஫力υϝインへ投ࢿし、グループ全体の成௕力をߴめて

いくという޷॥؀の実現を目指しています。

　前中計に引き続き、事業ผROICと8ACCのスプレッυを重ࢹする

ํ਑に変わりはありませんが、֤ 事業ྖҬの性࣭にԠ͡て、指標のଊ

͑ํを明確に区෼しています。ྫ ͑ば、ੈ քシェアトップの当社のプラ

グ事業については、طにߴいਫ準にあるROICをさらにߴめていくと

いうよりも、キϟッシϡ૑ग़ֹをͲれだけߴめられるかを重ࢹします。

　一ํで、そのଞの事業では、ROICを࣠にޮ率性と成௕性をしͬ かり

とモχタϦングしていきます。このように、事業ごとにٻめる໾ׂを明

確Խし、ऩӹのʠ率ʡを重ࢹす΂きྖҬと、ʠྔʡを௥ٻす΂きྖҬとを

。本഑෼を実現していきますࢿ極めながら、最適なݟ

　現在のࡒ຿基൫について、⾃⼰ࢿ本⽐率につきましては、2024年

度	2025年3月຤
は68�でしたが、東ࣳマテϦアル株式会社のങऩ

を⾏い૯࢈ࢿが૿Ճした結果、2025年6月຤時఺では௿Լしています。

適正ࢿ本ਫ準については、有རࢠ負࠴の有ޮ的な׆用を⾏うための

֨෇のҡ持もྀߟしつつ、持続的な企業価値向上に向け、中௕期の経

営ઓུを౿ま͑てܧ続的にݟ直しをਤります。

　ROICのվળについては、中計2025からܧ続して取り組みを進め、

中計2030においては3఺ϙイントをڍげています。まず、間接෦໳の

コストݮ࡟です。現状、連結売上ߴは૿Ճしている一ํで、間接෦໳の

コストも上ঢ܏向にあり、特に国಺⼈݅අの上ঢがӨڹしています。

売上ݻߴ定අ率・ൢ ؅අ率の཈制に努めつつ、⼈的ࢿ本への投ࢿを௨

͡て、よりޮ率的かつ事業を力ڧく支͑る間接෦໳の構ஙを目指します。

࣍に、事業ఫୀルールの明確Խです。ROIC-8ACCスプレッυが௕期

的に確保できない事業については、ݟ直しをおこなͬていきますが、࠶

⽣・構଄վֵを経た上で、シφジーがݟ込めない場合には「ϕストΦー

φー」ࢹ఺でのダイϕストϝントを進めます。最後に、サプライνェー

ンの最適Խです。過去のۚوଐのௐୡϦスクに対Ԡしたઓུ的在ݿ積

み૿しは一८したものの、଍ݩではܹٸに価֨がߴಅし、ௐୡϦスク

がߴまͬている状گです。この఺を౿ま͑、事業特性にԠ͡た在؅ݿ

理を⾏いながら、ӡసࢿ本のޮ率性向上をਤります。

　また、中計2025では、投ࢿに対するϦターンのҙ識を当社グループ

全体に定ணさせるROICのਁಁに取り組み、一定の成果がありました。

社಺では「ROIC」や「キϟッシϡ」、あるいは「CCC（キϟッシϡ・コンバー

ジョン・サイクル）」といͬたࡒ຿指標が会話の୺ʑにおいて日ৗ的に

用いられるようになり、ै 業һのҙ識にも変Խがݟられます。中計

2030では、投ޮࢿ率に対するҙ識をさらにߴめるために、「֤事業に

Կを期଴し、Կをٻめているのか」をKPIとともに明確に఻͑るઓུ

的なコミϡχケーションをڧԽしていくことが重ཁです。これにより、

ROICのさらなるվળにもつなげていきます。

1#R֦⼤のલఏͱ͠ て、1ERの向上をॏ視͠、੒௕戦略をඳく

　中計2030でもPBRは重ཁな指標と位ஔ෇けています。かつては1

ഒׂれの状ଶが続いていましたが、ここ数年は1ഒ௒をҡ持し、଍ݩ

では1.8ഒ前後で推Ҡしています。引き続き企業価値向上をਤり、ࢿ本

市場からのධ価をಘる΂く力をਚくしてまいります。

　PBR の前提としては、ROEとPER のਫ準が重ཁになります。ROE

は年ʑ向上しており、当社グループの中֩である⾃ಈं関連事業が、

親会社所有者帰属持分当期利益率（ROE）のਪҠ株価७資産ഒ率（1#R）のਪҠ 株価収益率（1ER）のਪҠ

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا
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安定的にڧくあり続けることができていることも一因と͑ߟています。

ただ、ROEは一定のਫ準にୡすると৳び೰Ήことも想定しています。

そのため、PERをいかにߴめていくかが重ཁです。PER の10ഒڧの

ਫ準は、⾃ಈं෦品ϝーカーଞ社と⽐ֱしてもܾしてѱくはないとࢥ

いますが、より向上させるためには、市場からධ価され株価の上ঢを

൐うような成௕ઓུをඳいていくことがඞཁです。⾃ಈं関連事業で

Ք͗続けることを前提に、今後、特にコンϙーネント・ιϦϡーション事

業の成௕ྖҬが、一定のن໛ײを持ͬて、かつ、成௕として確かなも

のになͬてくると、PERの向上が期଴できると͑ߟます。

　成௕の期଴値というҙຯでは、中計2030では SPE 事業や Niterra 

Materialsでおこなう஠Խケイૉ事業を中৺とし、東ࣳマテϦアルζ

株式会社の取ಘ価ֹの໿1,500億円を含Ή3,200億円の事業投ࢿを

想定しています。

　SPE事業は、投ࢿタイミングのݟ極めがඇৗに重ཁです。Ճ͑て、投

によͬࢿ て確実にϦターンがಘられるという算ஈがཱてられるかという

事業ઃ計⾃体もਫ਼度が໰われます。現在は、こうした՝୊ҙ識に基ͮ

き、ऩӹを上げていくための基൫ڧԽに取り組んでいます。஠Խケイ

ૉ事業に関しては、E7 関連事業が中௕期的に確実に成௕フェーζを

ܴ͑ることをݟਾ͑て、Niterra Materials のૉࡐ開ൃにおけるٕज़

力と、それを市場にల開していく当社のൢ売力でシφジーを最େԽで

きるように投ࢿをܧ続していくํ਑です。

。込みですݟの໿6ˋをҡ持していくߴ開ൃඅに関しては、売上ڀݚ　

ありたい姿である「h 地球を輝かせる企業 とɦなる」を、զʑのڧみを

௨して実現していくため、ηラミックྖҬを中৺にબ୒とू中をਤりな

がら、基 ・ૅԠ用ڀݚともにٕज़ϙートフォϦΦのڧԽを推進していく

所ଘです。

　投ࢿという؍఺では、株ओؐݩもまた ROEをߴめるखஈの一つで

あり、キϟッシϡの重ཁな使్とଊ͑ています。当社グループとしては、

事業への成௕投ࢿを༏ઌし、Ք͗続ける企業となるための基൫ͮくり

を重ࢹしていますが、株ओؐݩについても、投ࢿϦターンというࢹ఺で

事業投ࢿと同͡ように重ࢹしています。2024年度は1株当たり年間

178円の഑当を実ࢪし、഑当性向は38.2ˋとなりました。また、2025

年10月຤には、300億円を上限とする⾃⼰株式の取ಘをܾٞしました。

ROE向上のためには、いかにػಈ的かつ安定的に株ओؐݩを⾏うか

が重ཁですが、株ओの皆さまへのརӹؐݩを最重ཁ੓策の一つと位

ஔ෇けているҙຯでも、%OE4ˋఔ度をԼ限とする安定഑当෦෼は当

社にとͬ てؐݩのؠ൫です。Ճ͑て、業੷に連ಈした഑当の実ࢪや、適

正ࢿ本ਫ準を௒͑る෦෼についてはॊೈに⾃⼰株式の取ಘ・ফ却なͲ

もݕ౼しながら、૯合的なؐํݩ਑をల開していきます。これらを௨͡、

。本ޮ率の向上と企業価値の持続的な向上を目指していきますࢿ

Τクイティ・ストーリーにごײڞいただ͚るΑ͏なIR׆ಈをਪਐ

　当社はこれまで、ಁ 明性のߴい情報ൃ信と、積極的な対話を௨͡て、

株ओ・投ࢿՈの皆さまと信頼関܎をஙいてまいりました。特に直ۙ1、

2年においてはその姿੎をڧԽす΂くIR׆ಈに஫力し、2024年度には、

対話݅数が年間で280݅を௒͑、マネジϝントも株ओ・投ࢿՈの皆さま

との対話に積極的にࢀՃするなͲ、対話の ・࣭ྔ ともにண実にڧԽし

ています。

　こうした対話を௨͡て、事業ϙートフォϦΦの最適Խやෆ࠾算事業

のݟ直し、成௕ストーϦーの構ஙなͲ、و重なごҙݟやؾ෇きをいた

だいており、それらは当社の経営൑அや組৫ケイパビϦティの向上に

直結しています。

　今後は、中計とも連ಈしたIR׆ಈのڧԽをਤり、積極的なൃ信をは

͡めとして、当社のΤクイティ・ストーϦーをより深くご理解いただける

よう努めてまいります。また、相対TSRを含Ή持続的な企業価値向上

を目指し、株ओの皆さまとともに成௕を実現していく姿੎を一層ڧめ

ていく所ଘです。

　企業価値の૑଄に向けて、皆さまとの対話を௨͡た共૑を、これか

らもେ切にしてまいります。

キϟッシϡ・アロケーション  ▶ 1.43

株ओؐํݩ਑（1株当たり഑当ۚ実੷と今後の推Ҡイϝージ）  ▶ 1.43
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Niterraタレントマωジϝント

ࢤいҙڧ
ʷ

行ಈྗを
݉備͠た人ࡐ

ݸ

ଟ༷な人ࡐの੒௕を
支ԉͰ͖るڥ؀

会社

従業員ͱ会社͕੒௕͠つ͚ͮΒΕる関܎

Ұ人ͻͱり͕ポテンシャルをݶ⼤࠷発͠شている状ଶ

20�0	͋りたい ʮ࢟஍ٿをً͔ͤる企業ʯͱなる

˔	事業ポートフォリΦの࠷దԽ
˔	経営ج൫のڧԽ

ࢤ プロフェッショナル ଟ༷性 インηンティブ

経営戦略を支͑る人ࡐポートフォリΦのߏங
そΕを実ݱするたΊの人ࡐプールのߏங

そのたΊの人ࡐのҭ੒

த期経営計ը20�0

当社グループでは、2025年度Ҏ߱の中期経営計画において、「Niterra

でಇく一⼈ͻとりが࢓事を௨͡て成௕し、社会で輝き続ける。そして、

その成௕が NiterraグループのӬ続的ൃలのݪಈ力になることで、企

業価値の向上を目指す」ことを⼈的ࢿ本経営のࠜװにਾ͑ています。

この実現に向け、ࢲたͪはҎԼの「Niterraタレントマネジϝント」を

グローバルで推進していきます。

まず、事業ϙートフォϦΦの最適Խに向け、その実現を適時適切、適所

適ࡐで支͑る⼈ࡐϙートフォϦΦの構ஙにグローバルで取り組みます。

戦略のશମ૾

人ํࡐ਑

˔Ұ人ͻͱり͕࢓事を௨͡て੒௕͠、社会Ͱً͖ଓ͚る	

˔ 従業員の੒௕͕NiterraグループのӬଓత発లͱ企業価஋向上
に͕ܨる

͋りたい࢟

˔事業ポートフォリΦͱ࿈ಈ͠た人ࡐポートフォリΦのߏஙをグロー
バルͰਪਐ	

˔ 本社ͱ֤஍ҬͰの人ࡐ会ٞを௨͡て、۩ମతな࠾༻・ҭ੒・ొ ༻
	΁ల開ࡦࢪ

˔ジョブの໌֬Խͱキャリアパス可視ԽにΑる、ࣗ ཯తなキャリアܗ
੒の支ԉ

特௕

のグループશମ΁のਁಁ؍有価஋ڞ˔

	るԽ͑ݟジョブの・ࡐのॆ଍ͱ、そのたΊの人ࡐద人࠷˔

˔ Ұ人ͻͱりのࣗ཯తな੒௕を支ԉする࢓૊Έのߏங

՝୊
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04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

˔ ै、༂をଅし׆のҭ成とࡐ⼈めると同時に、社会に価値を提供できるߴを持ͪ、⾃らの価値をࢤ 業һと会社がともに
成௕しつͮけられる関܎をஙいていきます。

˔ ଟ༷なݸ性を有する⼈ࡐが、一⼈ͻとりの力を合わせ、ϙテンシϟルを最େ限ൃشできるڥ؀を੔͑ます。
行ಈࢦ਑

˔ ै、たͪはࢲ 業һは最େの経営ݯࢿであると認識し、ै 業һのଟ༷性・ݸ性をଚ重することで、⾃཯૑଄⼈ࡐを׆かし、
当社グループのൃలを目指します。人ํࡐ਑

本社および֤地Ҭでの⼈ࡐ会ٞを௨͡て、この⼈ࡐϙートフォϦΦに

ついてٞ࿦を深め、それを࠾用、ҭ成、ొ 用ࢪ策へと۩体的にల開し、

事業ڥ؀の変Խに対Ԡできるようなଟ༷な⼈ࡐプールのڧԽをਤります。

同時に、社಺のジョϒを明確Խし、キϟϦアパスを示すことで、「ݸのࢤ

をଚ重した⼈ొࡐ用」「フェアなػ会提供」「ެฏなジョϒアサイϝント」

を実現します。これにより、ै 業һ一⼈ͻとりの⾃཯的なキϟϦアܗ成

を支援し、ڧいҙࢤと⾏ಈ力を݉ねඋ͑た⼈ࡐをҭ成することで、ै

業һと会社がともに成௕し続けられる関܎をஙいていきます。

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا
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中期経営計画2030にܝげる「事業ϙートフォϦΦの最適Խ」と「経営

基൫のڧԽ」は、当社グループの持続的ൃలを支͑る重ཁなઓུのப

です。これらのઓུを確実に਱⾏するためには、そのݪಈ力となる「⼈」

と「組৫」の成௕がෆ可ܽとなります。そのために、௕期経営計画の後

൒にあたる2025年Ҏ߱は、「ଟ༷でओ体的な⼈ࡐが Niterra΢ェイを

体現する」ことを༏ઌ՝୊としています。この՝୊実現の中֩を୲うの

が、グローバルでల開する「Niterraタレントマネジϝント」です。ࢲた

ͪは、ै 業һ一⼈ͻとりの成௕を力ڧく支援し、໾ׂと責任を明確Խ

した上で、௅ઓしたい࢓事に⾃らखをڍげられるػ会を֦ॆします。

そして、成果やݙߩに正しくԠ͑ていきます。Ճ͑て、中期経営計画

2030の実現に向けて、「Niterra΢ェイを体現する」⼈ࡐをҭ成する

ための、⼈ࡐҭ成プログラムのݟ直しを進めています。

こうした⼈ࡐҭ成の取り組みと、「Niterra΢ェイ」のਁಁを௨͡て、ै

業һ一⼈ͻとりが「ࢤを持ͪ、⾃ら⾏ಈし、やりൈく」「プロを目指し、

⾃਎の価値をߴめる」「ଟ༷な⼈ࡐと協ಇする」といͬた⾏ಈで

Niterra΢ェイを体現できるڥ؀を構ஙします。これにより、経営ઓུ

のୡ成とともに、�Niterraʡという英文商号に想いを込めた「地球を輝

かせる企業」となることを目指していきます。

Niterraの人త資本経営のํ͑ߟ

業創ग़ࣄن৽ͨ͠༺׆ଘコΞ・Ξηοトをط˔
˔಺೩ࣄؔػ業ͷڧԽͱ࣋ଓత成長
Խڧ൫جӦܦる͑ࢧదԽを࠷業ポートフォリΦࣄ˔

経営戦略

ɹ༏ઌతに取り૊Ή事߲

˔͜Ε·Ͱ҆ఆతͳࣄ業ڥ؀Ͱ͕͋ͬͨΏ͑ʹɺҰਓͻͱΓͷجʹࢤ
ͮ͘ΩϟリΞܗ成΍ϓϩフΣογϣナϧを໨ͨ͠ࢦ成長΁ͷऔΓ૊Έ
͕ෆे෼ɻ

਑ͱ͠ࢦಈߦɺ͕؍༗価値ڞ˔ ͯे෼ʹҙࣝさΕ͍ͯͳ͍ɻ

˔成長ʹ向͚ υͨライバーͱ͠ ͯɺインηンςΟϒ͕े෼ʹػೳ͍ͯ͠ͳ͍ɻ

人・૊৫に関Θる՝୊

AT	iT ࡦࢪ ,GI 5o	Ce

ࢤ

˔ 会社ओಋのキϟϦアܗ成がओであ
り、一⼈ͻとりのࢤを実現するػ
会がগない。

˔ 経営が安定しており、͑׶て௅ઓ
はせずにݴわれたことを一⽣ݒ
命やる。

˔ 一⼈ͻとりがࢤを持ͪ、⾃཯的な
キϟϦアを実現することができる。

˔ ہを実現するために、あらΏるࢤ
໘でओ体的に͑ߟ、⾏ಈしている。

プロフェッショナル

˔ 安定的であるがΏ͑に、成௕のた
めの⾃⼰ݚᮎがおΖそかになり
がͪ。

˔ プロフェッショφルを目指す、׆༂
する࢓組みがෆे෼。

˔ 一⼈ͻとりのै業һが、⾃らが๬
Ή௅ઓのためにඞཁなものを理
解し、⾃ら֫ಘしようとしている。

˔ ݈全なݫしさを持ͪ、プロフェッ
ショφルとしての適正なධ価がಘ
られる。

ଟ༷性

˔ ଟ༷性の理解、ଟ༷な⼈ࡐの׆
༂支援を推進している。

˔ 共有価値؍が、⾏ಈ指਑としてे
෼にҙ識されていない 。

˔ ଟ༷な⼈ࡐが׆༂できる組৫෩
౔がৢ成されている。

˔ 会社のありたい姿に向かͬて、グ
ローバルにおいて共有価値؍が⾏
ಈ指਑として、ڧくҙ識されている。

インηンティブ

˔ ໾ ・ׂ成果にԠ͡たॲ۰のϝϦϋ
Ϧがബい。Ճ͑て、৽たなػ会提
供のインηンティϒがऑい。

˔ 成௕に対するҙཉを引きग़せて
いない。

˔ ϝϦϋϦがརいたॲ۰とެฏなػ
会提供で、適切なڝ૪ڥ؀を⽣
みग़せている。

˔ の成௕をଅし、社಺֎の༏लݸ
な⼈ࡐをऒきつけている。

ʮ஍ٿをً͔ͤるʯ͜ ͱ͕Ͱ͖る人ࡐͱ৬場

Niterraウェイのਁಁ

Niterra
タレントマωジϝント

Τンήージϝントサーϕイに͓͚る、
ʠやり͕いʡ	に関する
߲໨のશ社ฏۉ

໨ඪ	��5�఺（20�0年�݄期）

����఺（2025年�݄期）グローバルグレーディング	状ݱ

グローバルジョブポスティング

ଟ༷Ͱ主ମతな人͕ࡐNiterraウェイをମݱする

͋る΂͖࢟

人ࡐ戦略

をҭΉࡐ行ಈྗを݉備͠た人	ʷ	ࢤいҙڧ

˔ を࣋ͪɺࣗࢤ Βߦಈ͠ɺ΍Γൈ͘
˔ϓϩを໨͠ࢦɺࣗ ਎ͷ価値をߴΊる
˔ ଟ༷ͳਓࡐͱ協ಇ͢る
˔ ݱͷମ؍༗価値ڞ

ଟ༷な人ࡐの੒௕を支ԉͰ͖るڥ؀

˔ ΩϟリΞܗ成/ࣗݾ成長をޙԡ͢͠る
˔ る͢ڙ会をఏػる͢ʹܗをࢤ
˔ ଟ༷ͳਓࡐͷಇ͖͕͍向上
˔ 成͠਱͛ͨ݁Ռʹਖ਼͘͠Ԡ͑る

NiterraͰಇくҰ人ͻͱり͕࢓事を௨͡て੒௕͠、社会Ͱً͖ଓ͚る
その੒௕͕NiterraグループのӬଓత発లのݪಈྗ΁

人త資本

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا
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当社グループは、ै 業һは最େの経営ݯࢿであると認識し、⼈的ࢿ本

経営を推進しています。ै 業һの⾃཯的な成௕を支援することによͬ て、

ै業һと会社が成௕し続けられる関܎をஙき、一⼈ͻとりがϙテンシϟ

ルを最େ限ൃشしている状ଶを目指します。2025年Ҏ߱は、そのた

めのキーཁૉを4つநग़し、⼈ࡐマネジϝントࢪ策をల開していきます。

1つ目のキーཁૉとなる「ࢤ」は、一⼈ͻとりが⾃཯して⾏ಈする力の

ै、を持つことでࢤ、ઘでありݯ 業һが࢓事を௨して⾃෼⾃਎のະ来

を૑ることをଅします。そのために今後は、一⼈ͻとりがࢤを持ͪ、そ

れを実現できるػ会を、より޿くެฏに提供していきます。

2つ目は「プロフェッショφル」です。ै 業һ⾃਎が๬Ή௅ઓのために

ඞཁなものを理解し、プロフェッショφルとして⾃਎の価値をߴめてい

くことを期଴します。また、⼈事制度վ定を௨して、݈ 全なݫしさを持ͪ、

プロフェッショφルとしての適正なධ価がಘられるようにします。

3つ目は、「ଟ༷性」です。ٸ଎な֎෦ڥ؀変Խの中でもܧ続して企業

価値をൃشしていくためには、ଟ༷なバックグラ΢ンυを有する⼈ࡐが

一つになり、νームとしての力をԿഒにもߴめることが重ཁと͑ߟます。

今後は、性ผや国੶のҧいのみならず、ライフスタイルや性 ・֨価値؍

なͲを含めたよりٛ޿でのଟ༷な⼈ࡐが׆༂できる組৫෩౔のৢ成

をଅ進していきます。

最後の「インηンティϒ」については、໾ׂと成果にԠ͡たॲ۰のϝϦ

ϋϦ、ެ ฏなػ会提供によͬ て、適正なڝ૪ڥ؀を⽣みग़し、ݸのҙཉ

的な成௕をଅします。またその結果、社಺֎の༏लな⼈ࡐをऒきつけ

続けることで、Ӭ続的なൃలにܨげていきます。

当社グループは、一⼈ͻとりのଟ༷なݸ性をଚ重し、ҙཉや能力を引

きग़すことが、⼈ࡐと組৫の持続的な成௕にෆ可ܽであると認識して

います。この͑ߟに基ͮき、ै 業һΤンήージϝント向上を重ཁな経

営՝୊と位ஔ෇け、全社をڍげてその推進に取り組んでいます。

ຖ年実ࢪするΤンήージϝントサーϕイを௨͡、「⼈ࡐと組৫の状ଶ」

を定ྔ的・定性的に可ࢹԽすることで、現状の՝୊を明確にし、よりྑ

い状ଶを実現するための۩体的なࢪ策をݕ౼、実⾏しています。

このプロηスにおいて、⼈事෦໳が中৺となり、໾һとのٞ࿦や、෦՝

௕との取り組み共有会を௨͡て全社的な認識合わせをਤͬています。同

時に、֤ 職場が中৺となり、ϝンバー全һが当事者ҙ識を持ͬて、より

ྑい職場をつくるための取り組みを͑ߟるϫークショップを開࠵して

います。

また、2022年度よりΤンήージϝントサーϕイの結果を໾һ৆༩算定

に用いる指標の一つとして࠾用し、ै 業һΤンήージϝント向上への

取り組みをՃ଎しています。

これらの׆ಈの結果、Τンήージϝントは、2022年3月期3.30఺から

2025年3月期3.48఺と、ண実にվળをしています。

引き続き、⼈ࡐと組৫の成௕に向けて、ै 業һΤンήージϝントをߴめ

る׆ಈを、グループ一ؙとなͬて取り組んでいきます。

2025年度からの৽たな中期経営計画では、ै 業һΤンήージϝント

の数値を⼈ࡐઓུの KGIとします。これまで、ಇきやすさなͲのӴ⽣

ཁ因と、࢓事のʠやりがいʡなͲのಈػ෇けཁ因を૯合ຬ଍度としてଌͬ

てきましたが、݈ ֱ⽐੔උによる૯合ຬ଍度の向上とڥ経営౳の؀߁

して、ʠやりがいʡに関する߲目の఺数が௿いことが՝୊となͬていま

した。そのため今後は、適所適ࡐの⼈ࡐマネジϝントを推進し、ʡやり

がいʡに関する߲目（࢓事のॆ実ײ、適Ԡײ、会社へのロイϠルティなͲ）

に஫力していきます。このスコアを、2025年3月期時఺で全社ฏۉ

3.37఺のとこΖを、2030年3月期に3.56఺Ҏ上を目指します。

こうした目標を、࣍ ページのNiterraタレントマネジϝントの֤ࢪ策の

実⾏により、ୡ成していきます。

ʠやり͕いʡ߲ ໨のݱ状ͱ໨ඪ

2025年�݄期 ݁Ռɿ����

20�0年�݄期 ໨ඪɿ��5�

人ࡐマωジϝントの�つのキー要ૉ 従業員Τンήージϝント向上に向͚た取り૊Έ

従業員ΤンήージϝントのਪҠ

ࢤ

ଟ༷性

プロフェッショナル

インηンティブ

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا
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৬場対࿩会
実ફ事ྫڞ有

評価ࢦඪ΁の൓ө

Niterra	AXarENiterraウェイਪਐ員׆ಈ

ײڞ 実ફ

、ಈサイクルをն͠׆
૊৫શମのਁಁ౓を高Ίる

2025年Ҏ߱は、前述の௨り、「Niterraでಇく一⼈ͻとりが࢓事を௨

͡て成௕し、社会で輝き続ける。そして、その成௕が Niterraグルー

プのӬ続的ൃలのݪಈ力になることで、企業価値の向上を目指す」

ことを⼈的ࢿ本経営のࠜװにਾ͑、Niterraタレントマネジϝントを

推進します。

その実現のために、社಺のジョϒを明確Խし、キϟϦアパスを示すこ

とで、一⼈ͻとりの⾃཯的なキϟϦアܗ成を支援します。۩体的には、

グループ಺のコアϙジションを共௨指標でଌる「グローバルグレーディ

ング」、グレーディングをもとに社಺ϙジションをެ開し、ै 業һのख

上げҟಈを可能とする「グローバルジョϒϙスティング」を実ࢪします。

Ճ͑て、「Niterra΢ェイ」をあらためてグループ全体にਁಁさせ、こ

れにԊͬた⾏ಈをଅすことで、ଟ༷なバックグラ΢ンυを有するݸを

。り所としていきますڌげるܨ
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04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

グローバルグレーディング
2025年3月期現在、当社グループはւ֎62ڌ఺、ւ֎売上⽐率が

80�௒となͬており、グループै業һの4ׂ௒をւ֎法⼈の⼈һが઎

めています。このような಺෦ڥ؀Լにおいて、⼈的ࢿ本経営の一؀と

して、グローバルグレーディングをಋ入します。国಺֎グループ会社の

コアϙジションを対৅に、共௨のグレーディングをઃ定することでジョ

ϒの価値を明確Խし、グループ全体で適所適ࡐの഑ஔを一層ڧԽする

ことをૂいとしています。۩体的には、国಺֎グループ会社のコアϙジ

ションと、そこにඥͮく基ࡐ⼈װを೺Ѳして、ઓུ的なҭ成計画やొ用

をڧԽし、サクηッションプランをػ能させることで持続的な企業価値

向上にݙߩします。

グローバルジョブポスティング
一⼈ͻとりの⾃཯的なキϟϦアܗ成を支援するため、৽たにグローバ

ルジョϒϙスティングの࢓組みを中期経営計画2030期間にಋ入します。

これは、国಺֎コアϙジションのジョϒディスクϦプションを社಺にެ

開し、ै 業һが⾃らのҙࢥでҟಈر๬をग़すことができるようにする

ものです。その後બߟを経て、正式なब任者をܾ定します。

これまでも、社಺ެืの࢓組みをಋ入していますが、ϙジションの開示・

。用に՝୊がありました׆用が一෦の෦໳に限られるなͲ、全社的な׆

中期経営計画2030期間中には、ւ֎コアϙジションも対৅とすること

で、ւ֎経ݧを含めたキϟϦアパスをඳくことが可能となります。Ճ͑て、

国಺のϙジション開示も֦େし、よりັ力的な社಺ٻ⼈を૿やすことで、

༏ल⼈ࡐの֫ಘ・確保に努めていきます。

Niterraタレントマωジϝント

Niterraウェイのਁಁ

グローバルグレーディング

グローバルジョブポスティング

Niterraタレントマωジϝント

Niterraウェイのਁಁ
当社グループでは、2017年、৿村グループのૅである৿村組૑ཱ時

からେ切にしてきたํ͑ߟを੔理し直し、「日特΢ェイ（現 Niterra΢ェ

イ）」として制定しました。制定から໿10年経ͬた現在、国಺֎グルー

プ会社へのਁಁがಓ൒ばという՝୊認識を持ͬています。

事業のଟ֯Խ、グローバルల開によるଟ༷なバックグラ΢ンυを持ͬ

た⼈ࡐの֫ಘ、またଟ༷な⼈ࡐが׆༂できるڥ؀੔උを積極的に進

めている中で、あらためてこうしたଟ༷な⼈ࡐをܨげるためのڌり所

として、Niterra΢ェイがਁಁし、ै 業һ一⼈ͻとりがこれを体現して

いくことが重ཁと͑ߟています。その結果、グループとしての一体ײを

ৢ成し、ڧいҙࢤと⾏ಈ力を݉ねඋ͑た⼈ࡐをҭ成していきます。

Niterraウェイਁಁに向͚た取り૊Έ
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	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

当社グループでは、࣍ ੈ୅の経営を୲う⼈ࡐをҭ成するため、グローバルબൈプログラム「HAGI」、国಺બൈ

プロϒラム「日特ビジネススクール」なͲ、֤ छの࣍ੈ୅経営⼈ࡐҭ成プログラムを実ࢪしています。HAGIや

日特ビジネススクールのଔ業⽣は、現在、グループのコアϙジションで׆༂しています。また、֤ 国・֤ 地Ҭで

もಠ⾃のબൈܕҭ成プログラムを௨͡て、経営にݙߩする現地Ϧーダーシップのҭ成を推進しています。グルー

プ全体のコアϙジションの⼈事は、ຖ月経営会ٞでٞ࿦を重ねています。これにより、組৫全体の׆性Խをਤり、

持続的な成௕と企業価値向上をグローバルでՃ଎させています。

)AGI
当社グループでは、グローバルビジネス֦େに൐い、

࣍ੈ୅の経営⼈ࡐをҭ成するため、2016年からグ

ローバル࣍ੈ୅経営⼈ࡐҭ成プログラム「HAGI」

を開ߨしています。国಺֎໰わず、෦௕クラスの࣍

期経営ީิをબൈし、経営者としての � ࣠ �を୳ڀ

する本プログラムは、ນ຤のদԼ村क़ൃ঵地「ഡ」

にͪなみ、会௕のඌಊがक़௕を຿めています。全社

࠵続的に開ܧした相互ֶशの場としてࢹ఺を重ࢹ

し、将来の Niterraグループをݗ引する、ࢤと使命

。をҭ成・ഐग़していますࡐ⼈を持ͬたײ

日特ビジωススクール
「HAGI」へのステップアッププログラムとして、国಺

のબൈ⼈ࡐを対৅に「日特ビジネススクール」を開

しています。経営ઓུ౳のビジネススキルや࿦理ߨ

的ߟࢥ力を、実ફ的なケーススタディを௨͡てशಘ

することにՃ͑、஌識（ٕ）にภらないϦーダーҭ成

の推進を目指し、⾃⼰୳ڀによる⾃਎の � ࣠ � のݴ

ԽなͲを௨͡て、Ϧーダーとしてのਫ਼ਆ（৺）や݈ޠ

全さ（体）をຏき、「৺ٕ体」を݉ねඋ͑た⼈ࡐをҭ

成します。

௕期経営計画に基ͮき「ಇきํվֵએݴ」を策定しました。

ै業һが⾃཯的に価値を૑ग़し続けるڥ؀を੔උし、パフォーマンスの最େԽとΤンήージϝントの向上を目

指しています。۩体的には、ಇく場所と時間のଟ༷Խをਤることで、༏लな⼈ࡐの確保とϫークライフバランス

向上にد༩しており、Ϧモートϫークとग़社のϋイϒϦッυを推進することで、コミϡχケーションの׆性Խ、⽣

。げていますܨ性向上に࢈

今後もॊೈなಇきํを支援し、組৫全体の׆性Խと持続的な成௕を目指します。

HAGI受ߨ෩ܠ ※グラフには当社単体の࠾用者数をࡌهしています。

事業ڥ؀の変Խにਝ଎に対Ԡし、⼈ࡐϙートフォϦΦのస׵をਤるため、当社は؅理職クラスを含め、本社෦໳、

৽ن事業෦໳、IT෦໳を中৺にキϟϦア࠾用を積極的に推進しています。

また、さらなるグローバルԽに対Ԡするため、ଟ༷な⼈ࡐが׆༂できるよう、֎国੶ै業һの࠾用を積極的に

おこなͬています。৽ଔ࠾用においても֎国੶ै業һをܧ続的に࠾用しており、ۙ 年では日本のେֶへのཹ

ֶ⽣にՃ͑、ւ֎のେֶでઐ໳性を਎につけた⼈ࡐの࠾用にも஫力しています。

さらに、ঁ 性ै業һやোがいのあるํの࠾用⽐率向上も推進しており、キϟϦア࠾用者や֎国੶ै業һを含

Ήଟ༷な⼈ࡐが֤職場で׆༂することで、会社全体のダイバーシティ・Τクイティˍインクルージョン（%E�I）

の推進にݙߩしています。

経営人ࡐのҭ੒ͱ管理 ಇ͖ํվֵ

戦略༺࠾

キャリア࠾༻（୯ମ） ৽ଔ࠾༻（୯ମ）
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ै業һ一⼈ͻとりがݸ性を׆かし、能力をଘ෼にൃشすることが企業の成௕とݸ⼈の幸෱にܨがると͑ߟ、ダイバーシティ・Τクイティˍインクルージョン（%E�I）を重ཁな経営ઓུの一つとして位ஔ෇けています。

性ผ・年 ・ྸোがいの有ແ・国੶の΄か、ライフスタイル・性֨なͲを໰わず、ଟ༷な⼈ࡐを認めて受け入れ、それͧれに最適なサϙートやػ会をެฏに提供するよう努めています。

いきいきとಇけるڥ؀の中、஌と஌を組み合わせ、そこから⽣みग़される৽たな価値やൃ想を׆かしていきます。

ଟ༷な人͕ࣗࡐ分Β͠く׆༂Ͱ͖る૊৫෩౔をৢ੒

μイバーシティ・Τクイティ�インクルージョン（%E�I）

໨ࢦす࢟

1ɽଟ༷なリーμーのഐग़（ঁ性׆༂）
当社グループは、目指す姿の実現に向けଟ༷なバックグラ΢ンυを持

つϦーダーが׆༂する組৫を目指しています。特にঁ性の׆༂推進に

஫力し、2030年までに取క໾におけるঁ性・֎国੶⽐率を30�、؅理

職におけるঁ性・֎国੶・キϟϦア入社⽐率を25�とする目標をܝげ、

いずれもすでにୡ成しています。これにՃ͑て、2030年までに؅理職

のঁ性⽐率10�という目標をܝげて取り組みを進めています。

؅理職のঁ性⽐率向上については、2019年よりબൈঁܕ性؅理職ొ

用ݚम「Raise UP プログラム」を実ࢪしています。経営層や上࢘の支

援のもと、؅理職にඞཁな஌識・スキル・マインυをֶͿ場を提供し、

これまでに28名のঁ性が؅理職として׆༂しています。ݚमޮ果によ

りঁ性؅理職⽐率は年ʑ૿Ճし、ଟ༷なϦーダーをҭΉ෩౔がண実に

ৢ成されています。これらの取り組みは、உঁの௞ۚ֨ࠩੋ正にもܨが

るものです。

※؅理職ڃのઐ໳職を含まない⽐率は5.61（2025年3月຤時఺）

今後も当社グループは、ঁ 性׆༂推進をபとするଟ༷なϦーダーഐग़

を推進しつつ、さらに経ݧやߟࢥのଟ༷性を含Ή深層的なダイバーシ

ティを重ࢹし、ଟ༷な⼈ࡐが׆༂できる組৫と、それをݗ引するϦーダー

のഐग़にܧ続して取り組んでいきます。

2ɽଟ༷な人׆͕ࡐ༂Ͱ͖るڥ؀の੔備
ଟ༷な⼈ࡐが׆༂できるڥ؀੔උとして、当社は࢓事とҭࣇのཱ྆支

援に取り組んでいます。特にۙ年はஉ性ҭٳࣇ業取ಘ率の向上に஫

力しており、社಺フォーラムでの取ಘ者Τϐιーυ共有、྆ ཱઓུηミ

φー、ࢠҭて社һަྲྀ会なͲを積極的に実ࢪ。その結果、2024年度

のஉ性ҭٳࣇ業およびҭࣇ目的ٳՋの取ಘ率は90.6�にୡし、年ʑ

向上しています。

そのଞଟ༷なキϟϦアのબ୒ࢶを提供し、ै 業һ全һのさらなる׆༂

を後ԡしするために、ଟ֯的な支援体制を構ஙしています。ै 業һが

安৺してキϟϦアをஙけるよう、ઐ໳の相ஊһによるキϟϦア相ஊ૭口

をઃஔし、さらに、それͧれのライフステージに合わせた年ྸผキϟϦ

アࢪ策の実ࢪなͲ、ै 業һの成௕を支援しています。

�ɽ社಺に͓͚る%E�Iの理ղਁಁ
前述の目標ୡ成とڥ؀੔උにՃ͑、当社は「ଟ༷な⼈ࡐが⾃෼らしく

、༂できる組৫෩౔」を職場に実現するため、%E�I（ダイバーシティ׆

Τクイティˍインクルージョン）の理解ਁಁにも力を入れています。

۩体的には、2025年2月に%E�Iについてै業һとともに͑ߟ、推進

していく期間として「%E�I 8EEK」を 開࠵しました。テ ー マ を

「InclusiWe Niterra」とஔき、%E�I 推進を⾃෼事としてଊ͑、⾃らの

アクションにܨげてもらうことをゴールにさまざまなイϕントを実ࢪし

%E�IਪਐのたΊの取り૊Έ

グローバルઓུ本෦
΢ェルビーイングઓུグループ

⼈事ઓུࣨ

5�S�

Ұ人ͻͱりً͕く
Niterraを໨͠ࢦた%E�Iਪਐ

当社グループは、ଟ༷なバックグラ΢ンυを持つै業һ一⼈ͻとりが能力を
最େ限にൃشできるよう、%E�I 推進に஫力しています。ࢲ⾃਎、ঁ 性؅理
職ొ用ݚमへのࢀՃを௨͡て、ଟ༷なࢹ఺を持つことの重ཁ性を認識し、
一⼈ͻとりが⾃෼らしく׆༂できることの価値にͮؾかされました。
2013年にঁ性׆༂プロジェクトとして࢝まͬた取り組みは、؅理職のଟ༷
性向上や全社的なҙ識ਁಁなͲ、ண実に進Խを਱げてきました。ࢲたͪの
目指す%E�Iは、単なる数値目標のୡ成にとͲまらず、性ผや国੶、キϟϦア
എܠをӽ͑て、一⼈ͻとりの経ݧやߟࢥが⽣みग़すଟ֯的なࢹ఺を組৫の
かすことです。これにより、イϊϕーションを૑ग़し、持׆みとして最େ限ڧ
続的な成௕へとܨげたいと͑ߟています。
ダイバーシティ推進νームは、ै 業һ一⼈ͻとりが、%E�I推進を「⾃෼ごと」
としてଊ͑、互いのҧいをଚ重しながら৽しい価値૑଄に積極的にࢀՃで
きるよう、これからも׆ಈを続けていきます。

ました。期間中には、社֎からࢣߨをটき、全һ׆༂が組৫にෆ可ܽ

であることを఻͑るߨԋを実ࢪ。さらに、社௕や໾һからのϝッηージ

もൃ信し、%E�I推進へのڧいҙࢥを全社で共有しました。

΄かにも、؅理職を対৅にダイバーシティをテーマとした「ࣖにタコ（MT）

ಈや%E�Iに関するさまざ׆しています。これらのࢪりฦし実܁म」をݚ

まな情報は、ຖ月⼈事෦໳から全ै業һへൃ⾏する「ダイバーシティ

フォーラム」を௨ て͡प஌పఈをਤり、定期的な理解ਁಁに努めています。

ঁ性管理৬比率（�݄1日࣌఺）
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࿑ಇ҆શӴੜํ਑

ਪਐମ੍

࿑ಇ֐ࡂ๷ࢭの取り૊Έ

経営の取り૊Έ߁݈

。ಈのग़発఺ͱҐஔ෇͚、行ಈ͠·す׆本ͱ͠、࿑ಇ҆શӴੜを企業جたͪは、人間ଚॏをࢲ

当社グループは、࿑ಇࡂ害を๾໓し、շ適な職場ڥ؀

をܗ成するためにOHSMS（࿑ಇ安全Ӵ⽣マネジϝン

トシステム）を構ஙŋӡ用しており、安全Ӵ⽣統ׅ責任

者をҕһ௕とする中ԝ安全Ӵ⽣ҕһ会（年2ճの定ྫ

会およびඞཁにԠ͡てྟ時会を開࠵）をઃஔしていま

す。中ԝ安全Ӵ⽣ҕһ会は、当社グループの安全Ӵ⽣

の՝୊や֤カンパχーからの安全Ӵ⽣׆ಈの報告を

おこない、安全Ӵ⽣統ׅ責任者によるマネジϝントレビϡーなͲを実ࢪしています。また、֤ カンパχー・෦ॺは目標と計

画をઃ定し、޻場ごとの安全Ӵ⽣ҕһ会を௨͡て、安全Ӵ⽣׆ಈに取り組んでいます。

2024年度は中ԝ安全Ӵ⽣ҕһ会を2ճ開࠵し、࿑ಇࡂ害対Ԡ、グローバル安全Ӵ⽣体制、݈ վળڥ業؀࡞、ಈ׆経営߁

なͲの׆ಈについて報告、ٞ ࿦しました。

リスクアηスϝントの取り૊Έ
OHSMSの中৺的な׆ಈとして、ઃඋ・Խֶ物࣭のಋ入時にϦスクアηスϝントを実ࢪし、಺༰をຖ年ݟ直しています。

す΂ての職場でઃඋ・Խֶ物 し、Ϧスクレϕルࢪ安全に関するϦスクධ価を実・߁をৄしくௐ査して݈ݯ険ة業から࡞࣭・

のߴいة険ݯには、ϋーυ対策やιフト対策（ཹ࢒Ϧスク؅理）を༏ઌ的に͡ߨています。

発ܒ・ҭڭ
してࢪ࿅を実܇ҭڭҭなͲのଟ༷なڭҭやઐ໳ڭ఺で、֊層ผࢹするために「ͻと」「もの」「しくみ」のࢭ害をະવに๷ࡂ

います。全ै業һ向けのh 安全Ӵ⽣৺ಘ（ɦ英ޠ൛あり）は、安全Ӵ⽣の基本をまとめたࢠ࡭として֤職場で׆用されています。

2024年度は、安全Ӵ⽣஌識のより深い理解と定ணのため、全ै業һを対৅として理解度テストを実ࢪしました。また、ة険

当社グループは、ै 業һの݈߁を重ཁな経営

の一つとଊ͑、2017年12月にhݯࢿ 経営߁݈

એݴ をɦܝげ、「⽣׆श׳ප対策」「ϝンタルϔ

ルス対策」「受ಈ٤Ԏ対策」の؍఺から֤छࢪ

策を推進しています。݈ ؅理の基ૅとなる݈߁

਍அの受਍率はྫ年100�をҡ持していま߁

す。受ಈ٤Ԏ対策では、2023年4月よりෑ地

಺全໘ېԎとしました。また、⽣׆श׳ප対策では、ӡಈश׳のվળや社಺ېԎ֎来のܧ続による٤Ԏ率のݮগといͬた

成果がදれています。

さらに、2023年からै業һの݈߁情報をू໿・෼ੳできる݈؅߁理システムをಋ入しました。ब࿑؅理システムやタ

レントマネジϝントシステム、ΤンήージϝントツールなͲのデータとともに %9を推進し、これらHRテックの׆用を௨

͡た՝୊ୡ成ܕの݈߁経営へとൃలさせることで、΢ェルビーイングの実現に努めていきます。

事務局（҆ڥ؀શ部）

֤҆શӴੜ
ҕ員会

Αͼ͓ࢭͷ๷֐ࡂ৔・グϧーϓ会社ʹ͓͚る࿑ಇ޻֤
҆શӴੜਫ४ͷ向上ʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
֤Χンパχー・෦ॺͷ໨ඪͷ進௙΋֬ೝ͍ͯ͠·͢ɻ

֤Χンパニー・部ॺ ҆શӴੜʹؔ͢る໨ඪͱܭըをઃఆ͠ɺ
ಈ͍ͯ͠·͢ɻ׆

本社 ৔޻ グϧーϓ会社

தԝ҆શӴੜҕ員会

˔ ै業һの࿑ಇに関する負ইおよび࣬පといͬた݈߁ো害を๷ࢭするために、安全かつ݈߁に
ಇける職場ڥ؀を実現し、৺਎の݈૿߁進に取り組みます。

˔ ࿑ಇ安全Ӵ⽣に関する法نおよび⾃ओ基準を९कします。
˔ ࿑ಇ安全Ӵ⽣マネジϝントシステムおよび安全Ӵ⽣パフォーマンスをܧ続的にվળします。
˔ ࿑ಇ安全Ӵ⽣に関するة険ݯを除去し、Ϧスクを௿ݮすることにより業຿事ނを๾໓します。

˔ 安全なਫとӴ⽣ઃඋへのアクηスを確保し、Ӵ⽣श׳の向上に取り組みます。
˔ 。により࿑ಇ安全Ӵ⽣に関する能力や⾃֮をଅしますൃܒ・ҭڭ
˔ 全ै業һに本ํ਑をप஌し、ै 業һ୅දと合ҙした⾏ಈ計画に基ͮき、૯һࢀՃで安全Ӵ⽣׆ಈ

に取り組みます。
行ಈࢦ਑

※本ํ਑は、社һ、೿ݣ社һ、੥負社һ、ೲ入業者、޻事業者、来๚者౳、当社グループの事業׆ಈに関わるす΂ての⼈に適用します。

ݴ経営એ߁݈
ᶗ . Niterraグループは持続的な成௕を実現するため、社һの݈߁を重ཁ

な経営ݯࢿの一つとしてଊ͑、社һ一⼈ͻとりの݈૿߁進をਤり、「݈
。しますݴ経営」を推進することをએ߁

ᶘɽ社һそれͧれのଟ༷性・ݸ性をଚ重し、一⼈ͻとりが能力をे෼にൃشし、
。きとಇける職場ͮくりを推進します׆き׆

ᶙɽ社һのみならず、そのՈ଒も含めた݈૿߁進׆ಈを࿑ಇ組合・݈ 保険組߁
合とともに一ؙとな てͬ、 ௕期的なࢹ఺にཱ てͬ積極的におこないます。

୅ද取క役社௕	社௕執行役員	઒合	ଚ

。会のొ࿥商標ですڀݚ経営߁݈⼈は、NPO法「経営߁݈」

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

体ػײを用いた܇࿅ではඃࡂのාさをٙࣅ体ݧすることで、安全に関するҙ識をߴめています。

発ੜ状況֐ࡂ
2024年度はグループで60݅のࡂ害がൃ⽣しました。಺༁は、ٳ業ࡂ

害24݅、ෆٳ業ࡂ害36݅であり、特に「当たͬた・当てられた」「ڬま

れた・רき込まれた」ことによるࡂ害が൒数を઎めました。

重େࡂ害がൃ⽣した会社については、ൃ࠶๷ࢭのため、「全ઃඋを対

৅としたຖ年1ճの૯఺ݕ」「組৫間での安全の取り組みの共有会」な

Ͳの職場の安全׆ಈをڧԽしました。また、グループ全体では「3現ओٛに基ͮいた現地確認」「ྨࣅઃඋ・࡞業のௐ査と

対策」「࢓組みのݟ直し」なͲをおこない、ྨ 。に取り組んでいますࢭ害ൃ⽣๷ࡂࣅ

౰ͨͬ ・ͨ
౰ͯΒΕͨ
��݅

Ε·ڬ ・ͨ
Εͨ·ࠐ͖ר
��݅

ͻͶͬ ・ͨ
Βせͨ׈
��݅

స౗ͨ͠
�݅

ͦͷଞ
��݅

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا

࿑ಇ҆શӴੜ
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人ํݖ਑

ਪਐମ੍ 人ํݖ਑のࡦ定・ެ ද

をଚॏする͜ͱ͕ॏ要ݖを受͚るす΂ての人ͼͱの人ڹಈに͓いてӨ׆たͪの事業ࢲ、てい·す。そのલఏͱ͠て͠ࢦを໨ݱたͪは、さ·͟·な社会త՝୊のղܾに取り૊Έ、持ଓ可能な社会の実ࢲ
Ͱ͋り、ܧଓ͠てその੹೚をՌたす͜ͱ͕持ଓ可能な社会の実ݱにਅに͠ݙߩていく上Ͱෆ可ܽͰ͋るͱ認ࣝ͠てい·す。
そのたΊ、ੈ ք人ݖએݴ、࿑ಇに͓͚るج本తݪଇ͓Αͼݖ利に関するࡍࠃ࿑ಇػ関એݴに記さΕた人ݖをଚॏ͠、ࠃ࿈グローバル・コンパクト、ࠃ࿈ビジωスͱ人ݖに関するࢦಋݪଇ、OEC%ଟࠃ
੶企業行ಈࢦ਑にͮجいて、͜ ΕΒの人ͼͱのଚ͕ݫकΒΕるΑ͏にྗをਚく͠·す。

当社グループでは、⼈ݖの໰୊はଟذに࿱ることから、՝୊にԠ͡て

֤෦໳で取り組んでおり、その進௙や՝୊は、֤ ෦໳および関܎する

֤ઐ໳ҕһ会で確認しています。

また、ࡢ今、ੈ ք的に「ビジネスと⼈ݖ」に関する法制Խ౳が進んで

いることから、当社グループの⼈ݖଚ重をグローバルスタンダーυに

適する取り組みへと進Խさせるため、2022年度から⼈ݖデϡー・ディ

Ϧジェンスの実ࢪに関わる෦໳（ビジネスマネジϝントࣨ、ௐୡ SCM ࣨ、

安全Ӵ⽣ࣨ、⼈事ઓུࣨ、サステφビϦティઓུࣨ）を中৺として、ܧ

続的に⼈ݖに関わるٞ࿦をおこなͬています。

なお、⼈ݖଚ重の取り組みについては、取క໾会のࢾ໰ػ関である

CSR・サステφビϦティҕһ会（ҕһ௕は社֎取క໾）の⼈ݖ෼Պ会

が監ಜしています。

2020年に CSR 基本ํ਑の一つとして⼈ํݖ਑を制定してҎ来、ຖ

年およびඞཁが⽣͡た時఺でその಺༰をݟ直しています。

2023年1月、企業による⼈ݖଚ重への取り組みの重ཁ性がߴまり、当

社グループのみならずバϦϡーνェーン全体を௨͡た取り組みがඞཁ

であるとの認識のもと、国ൣنࡍ౳をࢀরした಺༰へと⼈ํݖ਑を全

໘的にվగするとともに、ଚ重する⼈ݖのྫを⼈ํݖ਑෇ଐ書に明ه

しました。վగにあたͬては、⼈ݖに関する֎෦ઐ໳Ոの助ݴを受け、

・に関わる෦໳でٞ࿦を重ね、CSRࢪデϡー・ディϦジェンスの実ݖ⼈

サステφビϦティҕһ会の確認、そして取క໾会の承認をಘました。ま

た、2024年12月には⼈ํݖ਑෇ଐ書をվగし、「ઌॅຽ・地Ҭコミϡ

χティのݖར」および「ܯඋにおける⼈ݖଚ重」に関する߲目を௥Ճし

ました。

˔ 事業׆ಈをおこなうす΂ての国・地Ҭの法ྩを९कします。その国・地Ҭの法ྩと国ࡍ的に認め
られた⼈ݖにᴥᴪがある場合は、可能な限り、国ࡍ的に認められた⼈ݖをଚ重するํ法を௥ٻし
ます。

˔ 事業׆ಈを௨して༩͑ಘる⼈ݖへの負のӨڹを特定し、༧๷、ܰ 。因のഉ除をਤりますݪまたは、ݮ

˔ ै業者およびお取引ઌさまが相ஊ・௨報をおこなうための࢓組みをઃஔし、⼈ݖに関する相ஊ・
௨報を受け෇けます。受け෇けた相ஊ・௨報は事実関܎をௐ査し、໰୊が確認された場合には、適
切な対Ԡを௨してٹ済に取り組みます。

˔ 本ํ਑および⼈ݖଚ重の取り組みの進௙状گを適ٓެදするとともに、グループ಺֎のさまざ
まなステークϗルダーとの対話や協ٞを௨͡て、⼈ݖଚ重の取り組みを進Խさせていきます。

˔ 本ํ਑は、グループのす΂ての໾һおよびै業者に適用します。本ํ਑がす΂ての໾һおよびै
業者にਁಁするよう、適切なڭҭやݚमに取り組みます。

˔ お取引ઌさまを含Ήす΂てのビジネスパートφーにおいても、本ํ਑とそれに基ͮく取り組み
をご理解・ご支持いただくとともに本ํ਑がଚ重されるよう、ܧ続してٻめます。

行ಈࢦ਑

/は当社΢ェϒサイトをご覧ください。https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/547ࡉৄ※

事務局（サステナビリティ戦略室）

人ݖଚॏの取り૊Έ

人ݖデュー・ディリジェンスの実ࢪに関Θる部໳にΑる会ٞ

ビジωスマωジϝント室 ௐୡSC.室

֤社・֤ 部໳

҆શӴੜ室

人事戦略室 サステナビリティ戦略室

取క役会
CSR・サステナビリティ
ҕ員会	人ݖ分Պ会

؂ಜ

ൃܒ・ҭڭ
࣮ޮੑධ価（ௐࠪ）

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا

人ݖのଚॏ



Niterra Integrated Report 2025 64

人ݖデュー・ディリジェンス ステークϗルμーͱの対࿩

ಈ׆発ܒ

当社グループの事業׆ಈに関する⼈ݖϦスクについて、その特定・ධ価、

๷ࢭ・ܰ 。に取り組んでいますݮ

Ϧスクの特定にあたݖ⼈ てͬは、当社グループのओなバϦϡーνェーンと

関連するステークϗルダーを੔理し、バϦϡーνェーンごとに一ൠ的に想

定される⼈ݖϦスクをநग़しました。そして、国ػࡍ関なͲのレϙート、

ϝディアのデータϕースなͲのௐ査やଞ社ϕンνマークをߟࢀに、当社

グループの⼈ݖϦスクを੔理しました。その上で⼈ݖӨڹධ価を実ࢪし

てマッϐングをおこない、重఺ྖҬにڍがる⼈ݖϦスクを特定しました。

この結果を౿ま͑ 、現在は、直接的にಇきかけることが可能な当社グルー

プ、そしてサプライνェーンを中৺に、重఺ྖҬにڍがͬた⼈ݖϦスク

を༏ઌして⼈ݖଚ重の取り組みを進めています。また、社会情੎の変

Խや当社グループの事業の進ల、৽しいお取引ઌさまの開୓なͲにより、

特定した⼈ݖϦスクが変Խしうることを認識しています。そのため、取

り組みの実ޮ性をߴめる΂く、⼈ݖデϡー・ディϦジェンスの実ࢪに関わ

る෦໳が中৺となͬて、Ϧスクマップを定期的にݟ直しています。

当社グループおよびサプライνェーンにおける⼈ݖଚ重の状گは、定

期的にௐ査を実ࢪして確認しています。ௐ査を௨して೺Ѳした՝୊や

જ在的な⼈ݖϦスクについては、ඞཁにԠ͡てվળ策を͡ߨ、ະવ๷

。に努めていますࢭ

۩体的な事ྫとしては、2024年度にタイのグループ会社において、ब

業時の安全഑ྀの؍఺からޏ用前に೛৷・ײછ঱ݕ査を実ࢪしている

ことが൑明しました。これはࠩผにܨがる可能性があるため、国ࡍ基

準にଇり当該ݕ査をഇࢭしました。また、ଞのグループ会社では同༷

のݕ査を実ࢪしていないことを確認しました。

組みを੔࢓デϡー・ディϦジェンスなͲのݖ⼈、に関するϦスクはݖ⼈

͑たとしても、完全になくすことはできず、ґવとしてଘ在します。なͥ

なら、࢓組みの限քや༧期せ͵事ଶ、また⼈ݖ໰୊のෳࡶさに起因す

ることがଟく、Ճ͑て⼈ݖ基準も国、地Ҭ、時୅によͬて変Խするため

です。これらのϦスクを௿ݮするため、ܧ続的なվળ、ステークϗルダー

との対話、ಁ 明性のߴい開示、そして企業文Խとしての⼈ݖଚ重をࠜ

෇かせるڭҭ・׆ൃܒಈにਚ力していきます。

ै・会を૿やして経営層ػҭや情報提供のڭについてのݖ⼈ 業者

のҙ識をߴめています。

国಺グループのै業者を対৅とする⼈ݚݖमでは、⼈ݖଚ重のඞཁ性、

当社グループの⼈ํݖ਑、⼈ݖデϡー・ディϦジェンス、ٹ済について

のಈ画をࢹௌし、νェックテストで理解度を確認しています。

ۙ年は֤छݚमやϝルマΨなͲを௨してジェンダーฏ౳や LGBT2� 

についてのൃܒを૿やしている΄か、ੈ ք֤地で起きている⼈ݖ໰

୊も஫ࢹしています。

※ۤ情ॲ理ϝカχζムについては、「಺෦௨報制度」をご覧ください。

当社
グループ

コンプライアンス
ҙ識ௐ査

2年に1度、日本国಺で実ࢪ
（前ճ：2023年度）

࿑ಇௐ査・ݖ⼈ ຖ年実ࢪ（前ճ：2024年度）

サプライ
チェーン

ʰCSR・サステφビϦティ 
ௐୡΨイυライン のɦ
νェックシートによるௐ査

2年に1度実ࢪ
（前ճ：2023年度）

当社グループͱサプライチェーンに向͚たௐ査

202�年౓の主な取り૊Έ

ै業者の୅දである࿑ಇ組合と定期的に࿑使࠙ஊ会を開࠵し、࿑ಇ

時間؅理やಇきํについてٞ࿦しています。2024年度も⼈ݖをテー

マとする対話をおこないました。

お取引ઌさまに対しては、おࠔりごと相ஊ૭口౳を௨͡てご相ஊを受

け෇け、಺༰についてਅ᎜に受けࢭめ、協ٞをおこない相互理解を

含めてվળに向けた׆ಈにܨげています。また、޻場のۙྡにおॅ

まい のํʑに対しては、

୅ද者と࠙ஊ会౳をおこ

ない、ॅ かす事ڴをڥ؀

案がないかを含めてҙݟ

。していますࢪを実׵ަ

をテーマとする࿑ಇ組合との対話ݖ⼈

ॏ఺ྖҬに͕ͬڍた人ݖリスク

人ݖリスクマップ

当社グループ サプライチェーン

˔ ෆे෼な࿑ಇ安全Ӵ⽣
、ඃ害߁Ԛછによる地Ҭॅຽの݈ڥ؀ ˔

ਫアクηスの્害
˔ ௕時間࿑ಇ
˔ ࠩผ
˔ ۤ情ॲ理ϝカχζムのػ能ෆ全
˔ ຽ間・ެ 共ܯඋのར用

˔ ฆ૪߭物
˔ ෆे෼な࿑ಇ安全Ӵ⽣
Ԛછڥ؀ ˔ による地Ҭॅຽ の 、ඃ害߁݈

ਫアクηスの્害
制࿑ಇڧ ˔
ಐ࿑ಇࣇ ˔
˔ ௕時間࿑ಇ
˔ ࠩผ
˔ ۤ情ॲ理ϝカχζムのػ能ෆ全
˔ ઌॅຽ଒のݖར৵害

˔ ฆ૪߭物ᶄ

˔ ෆे෼な࿑ಇ安全Ӵ⽣ᶄ
Ԛછによる地Ҭॅຽのڥ؀ ˔

ඃ害、ਫアクηスの્害ᶄ߁݈
制࿑ಇᶄڧ ˔
ಐ࿑ಇᶄࣇ ˔

Ԛછによるڥ؀ ˔
地Ҭॅຽの݈߁ඃ害、
ਫアクηスの્害ᶃ

˔ ෆे෼な
࿑ಇ安全Ӵ⽣ᶃ

˔ ௕時間࿑ಇᶃ
˔ ࠩผᶃ
˔ ۤ情ॲ理ϝカχζム

のػ能ෆ全ᶃ

˔ 結社の⾃༝と
ஂ体ަবのෆ全ᶃ

˔ ௞ۚ֨ࠩᶃ

˔ ௕時間࿑ಇᶄ
˔ ࠩผᶄ
˔ ۤ情ॲ理ϝカχζムの

能ෆ全ᶄػ
˔ ઌॅຽ଒のݖར৵害ᶄ
˔ ຽ間・ެ共ܯඋのར用ᶃ

˔ ௞ۚ֨ࠩᶄ

˔ ຽ間・
ެ共ܯඋの
ར用ᶄ

人
権
へ
の
影
響
度

౰社グϧーϓͱͷ͕ܨΓ େ

大

ᶃ：当社グループ　ᶄ：サプライνェーン

ൣ、໛ن৵害のݖ⼈）度ࠁ度：深ڹへのӨݖ⼈ ғ、ੋ 正ෆ能性）およびൃ⽣可能性でධ価
当社グループとのܨがり：関༩の状ଶ（直接、助௕、ऒ起）および関༩ओ体でධ価

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

人ݖ՝୊ 取り૊Έ ۩ମతな対Ԡ

ฆ૪߭物 責任ある߭物ௐୡに対するコミットϝント 「責任ある߭物ௐୡに関する対Ԡ指਑」を制定しました。

制࿑ಇڧ ௄ռॲ෼におけるڅݮાஔのഇࢭ 当社において、国ࡍ基準に基ͮいて、௄ռॲ෼としてのڅݮをഇࢭしました。今後、グループ会社にも反映していきます。

ࠩผ 同性パートφーシップへの対Ԡ 当社において、同性パートφーシップをએ੤しているํについて、ҟ性ࠗと同౳に෱རް⽣制度をར用できるようにしました。
ະ対Ԡのグループ会社に反映していきます。

▶ 1.91

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا

人ݖのଚॏ
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事務局
（事業ج൫戦略室）

඼࣭อ証会ٞ

事業部໳

શ社඼࣭ҕ員会

˔計ըతなੜ産場所੔理を実ط、͠ࢪଘ事業、৽ن事業の࠷ద場所
するݱを実༺׆

˔デジタルデータを有ޮ׆༻Ͱ͖る޻ఔを֬立͠、人にཔΒ ʮͣ୭
Ͱ΋Ͳ͜Ͱ΋ྑ඼͕࡞Εる޻場ʯを໨ࢦす

˔グローバルな඼࣭อ証ମ੍をߏங、֤ ྖҬにద͠たඪ४プロηス
を੔備する͜ͱͰす΂ての੡඼に͓いて٬ސ要ٻをຬたす඼࣭を
ఏ͠ڙଓ͚る

͋りたい࢟

˔কདྷの事業֦⼤に向͚た計ըతな޻場಺੔理にΑるকདྷඞ要場
所の֬อ

˔શ社౷Ұの情報ج༺׆൫をಋೖ͠データ࿈ܞにΑり෇加価஋ੜ
産性を向上

˔グローバル඼࣭نఔにΑる඼࣭౷੍ルールを౷Ұ͠、グローバル
Ͱෆ۩合ະવ๷͕ࢭਝ଎に対ԠͰ͖る情報࿈ܞମ੍をߏங

特௕

˔計ըతなੜ産場所戦略

˔業務ඪ४Խの੔備、データ࿈׆ܞ༻

˔඼࣭ෆ۩合ະવ๷׆ࢭಈのスϐーディーな対Ԡ（情報఻ୡスϐー
υؚΉ）

՝୊

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎
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04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

Niterraグループの事業ଘଓͱ৽ن事業創ग़にΑるӬଓతな発లのたΊ、当社グループ͕ఏڙする੡඼のੜ産場所の࠷దԽ、඼
࣭マωジϝント、ੜ産性向上を௨͡てࢢ場に͓͚るڝ૪༏Ґҡ持・向上を໨͠ࢦ·す。

ੜ産஍戦略

当社グループは、国಺֎において計画的な⽣࢈

地੔理を実ࢪし、طଘ事業や৽ن事業の最適

場所׆用を実現するため、⽣࢈地ઓུの取り組

みを進めています。ۭ 地確保と޻場の有ޮ׆用

の実現や、৽ن事業のٸな状گ変Խに対Ԡでき

るީิ地の੔理、情報ऩू಺༰と最適഑ஔ案の

企画෦໳への情報提供なͲを実ࢪしています。

඼࣭マωジϝント

グローバルࢹ఺での品࣭Ψバφンスと

2MSレϕルアップを目指し、グループ

品࣭نఔをϕースとした໾ׂと責任の

明確Խとグローバルで実⾏状ଶを監ࢹ

する࢓組みͮくりを進めています。

඼࣭Ψバナンスのਪਐମ੍

当社グループは、品࣭ํ਑のもと品࣭Ψバφンスを推進するため、品࣭Ψバφンスにおける最

責任者である事業基൫ઓུࣨ୲当ࣥ⾏໾һをҕһ௕とする全社品࣭ҕһ会（年2ճの定ྫߴ

会およびඞཁにԠ͡てྟ時会を開࠵）をઃஔしています。

全社品࣭ҕһ会では、当社の֤ػ能を全社ࢹ఺から最適Խするためのํ਑や指਑の策定およ

び指示をܾ定しています。

また、品࣭保証会ٞでは、品࣭保証レϕルの引き上げを目指して、品࣭ෆ۩合のݪ因や対策の

共有、協ٞ、実⾏の推進なͲをおこなͬています。

スマートフΝクトリーਪਐ

当社グループは、デジタルデータを有ޮ׆用

できるモデルラインを確ཱし、⼈に頼らず「୭

でもͲこでもྑ品を࡞れる޻場」を目指し、

。性向上、業຿ޮ率Խを推進しています࢈⽣

Niterra %ata-%riWen Factory のモデルラ

インコンηプトのもと、情報׆用基൫を構ஙし、

෇Ճ価値࿑ಇ⽣࢈性向上を実現します。

資本ڧԽのたΊの۩ମతな取り૊Έྫ

඼࣭ํ਑

行ಈࢦ਑

。し続けますݙߩの基本姿੎に基ͮき、お٬さまと価値を共有し社会に「Ճࢀ૯һ」たͪは、「ྑ品ओٛ」ࢲ

◦お٬さまがࢲたͪの੡品やサービスのར用でتんでいただくためにԿをする΂きか͑ߟ続け、組৫能力の向上に努めます。
◦全社で品࣭向上׆ಈにࢀ画し、֤ ⼈がݸ性・૑଄性をൃشし、஌ܙをू結して՝୊や໰୊の解ܾに努めߴ、 い目標に௅ઓします。

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا
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˔プラグやηンサにସΘる⼤͖な事業にҭつ事業のબ定ͱ、৽ٕज़
の研究開発

˔৽ن事業のڝ૪༏Ґ性を支͑るグローバルͰ戦略తなग़ݖئ利Խ

՝୊

˔ॊೈ͔つΦープンな研究ମ੍Ͱ、社಺֎の஌ݟを༥合ٕ͠ज़ֵ
৽を加଎する

˔ࣗಈं関࿈事業Ͱ௕年ഓͬて͖た஌財ミックス׆ಈにΑるڝ૪༏
Ґ性の֬อ

特௕

˔ Niterraの৽たなコア・コンϐタンスͱなる৽ٕज़の研究開発にΑ
り、৽ن事業創ग़にݙߩする

˔ Niterraグループの企業価஋向上ͱӬଓతな発లのたΊ、イϊϕー
ションの創ग़をଅ͠৽ن事業を༏Ґにする஌財ݖを૿やす

͋りたい࢟

஌త資本のڧԽに向͚た取り૊Έ

当社のコア・アηットを༻いた৽ن事業創ग़

ʻத期経営計ը20�0に͓͚る研究開発ํ਑ʼ

当社では、これまでڀݚ開ൃ෦໳としてՊֶڀݚ所をઃஔし、Ԡ用・開ൃڀݚと基ૅڀݚの྆ํをおこなͬてきましたが、2025年4月よりこのػ能を

෼཭・࠶ฤしました。

۩体的には、Ԡ用・開ൃڀݚ෦໳を、事業開ൃを୲う෦໳であるビジネスインプϦϝンテーション本෦へҠ؅しました。これにより、ڀݚ成果の事業Խ

スϐーυをՃ଎し、市場χーζに合கした੡品・サービス開ൃをڧԽします。

一ํ、Պֶڀݚ所を、基ૅڀݚに特Խしたઐ໳෦ॺとして࠶ฤしました。ここでは、将来の当社を支͑る৽たなコア・コンϐタンスとなる৽ٕज़૑ग़を

目指し、௕期的なࢹ఺でのֵ৽的なڀݚ開ൃを推進します。

この組৫վฤにより、それͧれのઐ໳性をߴめ、よりޮ率的かつઓུ的なイϊϕーションを௥ٻしていきます。

఺ઃஔなͲにより、ઐ໳性の深Խとまͬڌ࿑ಇ制のಋ入、େֶ಺へのྔࡋ、やࢪ用の実࠾໘については、コースผࡐ⼈ たく৽しい෼野との共૑を実現し

ていきます。また、関܎লிやηラミックスػڀݚ関／協会とも情報ަ׵をີにおこない、市場の՝୊と৽たなٕज़の୳஌能力を向上していきます。

ʻத期経営計ը20�0に͓͚るॏ఺ࡦࢪʼ

1�サーキュラーΤコϊミー実ݱにݙߩする研究

੡品のライフサイクル全体でのڥ؀負ՙ௿ݮを目指し、使用済みηラミックスのݯࢿ࠶Խに取り組んでいます。۩体的には、ম結体を࠶びค຤に໭

すಠ⾃の෼解プロηスや、ෳ合෦ࡐからۚوଐ౳の有価物を෼཭・ճऩするٕज़を開ൃしています。これにより、ै 来はഇغされていたૉࡐを価値あ

るݯࢿとして॥؀させ、ഇغ物θロ社会の実現にݙߩします。

2�ΤωルΪー໰୊のղܾを໨ࢦすʮྔ子ٕज़ʯの୳ٻ

୤୸ૉ社会の実現には、ΤネルΪーར用ޮ率のൈ本的な向上がෆ可ܽです。当社は、೤、ޫ 、ి ࣓、ؾ にண目し、そ׵といͬたΤネルΪーの相互変ؾ

の過ఔで⽣͡る損 （ࣦロス）を限りなくθロにすることを目指しています。そのݤとなるのが、物࣭のࠜݯ的なৼる෣いを制ޚするྔٕࢠज़です。ઌ進

的なアプローνを௨͡てߴ、 ޮ率な೤ి変׵や೤ޫ変׵なͲ、これまで実用Խがࠔ೉であͬたΤネルΪー変׵ルートの実現可能性を、֎෦パートφー

とともに୳ٻしています。このֵ৽的な基ૅڀݚを௨͡て、ະ来のΤネルΪー໰୊解ܾにݙߩする৽ٕज़૑ग़を目指します。

当社のコアٕज़を࣠とした事業開ൃに取り組Ή෦໳（ビジネスインプϦϝンテーション本෦）を2023年度からઃஔしています。本෦໳では、৽ٕज़の

૑ग़や৽たなコア・コンϐタンス確ཱを推進する෦໳（ٕज़統ׅ本෦）との連ܞを積極的にਤりながら、ηラミックスを中৺としたコア・アηットの価値

を࠶認識し、「ಠ⾃ٕज़を׆用したスϐーディーな৽ن事業૑ग़」を重఺ࢪ策としています。事業૑ग़の過ఔでඞཁなٕज़を的確にݟ極め、੡品やサー

ビスを଎やかに提供することで、地球を輝かせるNiterraグループの変ֵと௅ઓにେきくݙߩします。

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا
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05	 σーλ

˔ イϊϕーション૑ग़のଅ進と஌的૿ݖ࢈ࡒՃにより、企業価値をさらに向上する。
˔ 第三者の஌的ݖ࢈ࡒをଚ重する。
˔ ֤国の஌的࢈ࡒに関する法ྩを९कする。

行ಈࢦ਑

経営戦略にԊͬた஌త財産׆ಈ

஌త財産׆ಈに͓͚る行ಈࢦ਑ 事業ηグϝントごͱの஌త財産׆ಈ

当社グループでは、中௕期経営ઓུとして、಺೩ػ関事業の更なるڧԽと経営基൫のڧԽվֵ、コア・アηット

を࣠とした৽ن事業૑ग़に取り組んでいます。஌׆ࡒಈは、この経営ઓུ上においても重ཁであり、さまざま

なࢪ策を進めています。

◦ ࣗಈं関࿈事業
当社ٕज़やϊ΢ϋ΢をଟ໘的に保ޢする஌ࡒミックス׆ಈによͬ てڝ૪༏位性を確保し、ऩӹ力の最େԽにݙߩし続けます。

◦ コンポーωント・ιリューション事業
事業ઓུݕ౼のૣい時期から஌ࡒઓུもݕ౼することで、事業ڝ૪力のڧԽにܨげる஌ࡒの૑ग़を開ൃ෦໳と一体と
なりおこない、ग़願݅数૿ՃとݖརԽを進めることにより、事業ڝ૪力ڧԽにݙߩします。

◦ Ψバナンスମ੍ڧԽ
国಺֎のグループ会社全体での஌׆ࡒಈについて、年1ճ֤ڌ఺の஌׆ࡒಈのレビϡー結果を୲当໾һに報告するこ
とで、ΨバφンスのڧԽを進めています。

◦ ૊৫มߋ
ٕज़統ׅ෦໳に஌ࡒઓུ策定ػ能を৽たにઃけ、経営ઓུと一体となͬた஌ࡒઓུの策定と推進をڧԽします。

ʻࣗಈं関࿈事業ʼ

当社のऩӹのபとなる⾃ಈं関連事業においては、

当社のٕज़やϊ΢ϋ΢をଟ໘的に保ޢする஌ࡒミック

ス׆ಈによͬ てڝ૪༏位性を確保し、ऩӹ力の最େԽ

にݙߩし続けることを目指しています。

஌財ミックス׆ಈྫ

◦ ༏位性特ڐϙートフォϦΦによる๷ޚ

◦ ໛฿品ఠ ・ൃഉ除׆ಈによるϒランυ保ޢ

◦ ϊ΢ϋ΢ൿಗによる๷ޚ

ʻコンポーωント・ιリューション事業ʼ

コンϙーネント・ιϦϡーション事業の一෦を対৅に、஌ࡒ情報を使ͬた෼ੳ結果をར用し、事業ڝ૪力のڧԽ

にܨげる஌ࡒの૑ग़を開ൃ෦໳と一体となりおこなͬています。

ಈྫ׆

Step1：ڝ૪༏位のݯઘとなる⾃社஌ࡒの੔理と関連

する事業෼野のトレンυ・想定ڝ合の特ڐ෼ੳ

（IPランυスケープの׆用）

Step2：事業実現時にある΂き将来૾ （ ：ྫパテント

ϙートフォϦΦ）のݕ౼

Step�：将来૾の実現に向けた஌ࡒઓུの策定と実

⾏ （ग़願・ݖརԽ）

Step�：実⾏಺༰のৼりฦり

上ه Stepをスϐーυײを持ͬて、܁ฦし׆ಈをおこ

ないながら、コンϙーネント・ιϦϡーション事業のग़

願݅数⽐率の向上とݖརԽを進めています。

特ڐอ有݅数 ৽ن発໌者શମに઎Ίるコンポーωント・
ιリューション事業の৽ن発໌者割合

スパークプラグに関する1AI஋
（当社を100とした場合のڝ合ଞ社との⽐ֱ）

日本に͓͚る事業別特ެڐ開割合
（合計を100ˋとした場合）

スパークプラグに関するPAI値は、2024年度も܏向に変Խはݟられず、༏位性
をܧ続確保しています。
※LeYisNeYis PatentSightより当社࡞成
LeYisNeYis PatentSight の「Patent Asset InEeY」を用いてධ価しています。

「Patent Asset InEeY」は、ϦーΨルステータス（ग़願中およびݖརԽされている
特ڐ）が有ޮな特ڐを対৅に、ٕ ज़؍఺と市場؍఺と݅数を૯合Ճຯした指標です。

コンϙーネント・ιϦϡーション事業に関する特ެڐ開݅数の⽐率は、2019年Ҏ߱
年ʑ૿Ճし、ۙ 年では໿80ˋで推Ҡしています。

৽ൃن明者数ׂ合は、⾃ಈं関連事業に⽐΂、コンϙーネント・ιϦϡーション事業
のׂ合が年ʑ૿Ճしています。　※⾃ಈं関連事業の৽ൃن明者数とコンϙーネン
ト・ιϦϡーション事業の৽ൃن明者数との合計を100ˋとして算ग़。

過去6年間でݮগ܏向にあるཁ因としては、事業ڥ؀の変Խにあわせて保有する特
。のਫ਼査をおこなͬたためですݖڐ

஌త資本
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事務局（҆ڥ؀શ部）

தԝڥ؀ҕ員会

ISOڥ؀
事務局会ٞ

CN戦略
部会

Խֶ෺࣭
管理部会

CO2
マωジϝント
部会

事業ܥ・非事業ܥ
Χンパニー

஍۠ڥ؀
ҕ員会

༩するたΊ、総員参加の΋ͱ経営ͱҰମԽ͠دஙにߏたͪは、グローバルにల開する΋のͮくり企業ͱ͠て、持ଓ可能な社会のࢲ
たڥ؀อશ׆ಈをਪਐ͠、企業੒௕ͱの྆立を໨͠ࢦ·す。

当社グループは、ڥ؀関連法ྩを९कし、ڥ؀保全を推進していくため、ڥ؀統ׅ責任者（社௕）が

任命する໾һをҕһ௕とする中ԝڥ؀ҕһ会（年2ճの定ྫ会およびඞཁにԠ͡てྟ時会を開࠵）

をઃஔしています。中ԝڥ؀ҕһ会は、Τコビジョン2030の進௙状گやグループのڥ؀関連՝୊

の確認をおこない、ܧ続的վળをਤͬています。2024年度は中ԝڥ؀ҕһ会を2ճ開࠵し、Τコビ

ジョン2030の進௙、಺෦監査結果、ڥ؀インシデントの情報、ީؾ変ಈ対Ԡのローυマップの進௙

と今後の計画なͲについて報告、ٞ ࿦しました。

Τコビジョン2030のୡ成に向けて、事業׆ಈに関する߲目は֤カンパχーで目標を؅理し、事業と

一体となͬた׆ಈをおこなͬています。一ํで、法ྩ९क、ڥ؀ҙ識向上や地Ҭとのコミϡχケーショ

ンといͬた׆ಈは、地区全体で׆ಈ計画をཱてて取り組んでいます。また、カンパχーをԣஅする組

৫として֤छ෦会をઃஔし、カーϘンχϡートラル、লΤネルΪー、Խֶ物࣭なͲのઐ໳的事߲につ

いて取り組んでいます。

当社グループは、当社および国಺グループ会社10社でISO14001のマルνサイト認証を取ಘして

います。また、そのଞの国಺グループ会社およびւ֎グループ会社においてもڥ؀マネジϝントシ

ステムを構ஙしており、国಺1社、ւ֎16社がݸผにISO14001の認証を取ಘしています。

当社グループにおけるISO14001の認証取ಘׂ合は、ै 業һ⽐率で92�です。

਑ํڥ؀

ਪਐମ੍

マωジϝントシステϜڥ؀

※社数、ै 業һ⽐率は2024年度຤時఺

˔ す΂ての事業׆ಈを௨͡、୤୸ૉԽ社会に向けたCO2のݮ࡟と、࠶⽣可能Τ
ネルΪーの׆用を含ΉΤネルΪーのޮ率的なར用、ਫݯࢿの保全、ഇغ物؅
理およびڥ؀഑ྀ੡品の開ൃと提供・֦ ॆに重఺をஔいて取り組みます。

ਫ࣭のԚછ、ؾに負ՙを༩͑るԽֶ物࣭の؅理を௨して、౔৕、େڥ؀ ˔
を๷ࢭします。

にݮ࡟負ՙڥの持続可能なར用、੡品の使用時および使用後の؀ݯࢿ ˔
取り組Ήことで、ݯࢿ॥؀を推進します。

˔ ⽣ଶܥサービスからಘられるԸܙを認識し、⽣物ଟ༷性の保全に努めます。
˔ 全ै業һが積極的に׆ಈに取り組Ήよう、ڥ؀ҙ識の向上をਤります。

。保全に関する法཯、৚ྫおよび協定を९कしますڥ؀ ˔
˔ ステークϗルダーへの情報開示とコミϡχケーション׆ಈのॆ実をਤり、

地Ҭとの共⽣を目指した׆ಈをおこないます。
˔ これらをୡ成するため、ڥ؀目標を定めてӡ用するとともに、ڥ؀マネ

ジϝントシステムをܧ続的にվળし、ڥ؀負ՙの௿ݮに取り組みます。
˔ お取引ઌさまを含Ήす΂てのビジネスパートφーにおいても、本ํ਑と

それに基ͮく取り組みをご理解・ご支持いただくとともに本ํ਑がଚ重
されるよう、ܧ続してಇきかけます。

ߦ
ಈ
指
針

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

˔ 事業੒௕ͱCO2ഉग़ྔの௿減の྆立

˔શੜ産ڌ఺Ͱのਫリスクの管理ڧԽͱਫの࠶利༻率向上にΑる
取ഉਫྔの௿減

˔サーキュラーΤコϊミーಋೖ、ਪਐ

˔開発設計࣌の-CAのಋೖ

՝୊

˔ CO2॥؀、CO2回収ͱ利׆༻、ਫૉ社会΁向͚てのιリューション開発

˔社಺ΧーϘン・プライシング、社಺୸ૉ੫、社಺ڥ؀フΝンυにΑ
るCO2࡟減ଅਐ

利༻するਫのクローζυシス࠶・場ഉਫを֎部にഉग़ͤͣড়Խ޻˔
テϜの࠾༻（Ұ部޻場）

˔ଟ༷なഇغ෺の有ޮ利༻ਪਐ

特௕

˔ 2050年ΧーϘンニュートラルを໨͠ࢦ、୤୸ૉ社会の実ݱに向
͚た׆ಈを実ફ͠ている

˔ੈքのਫ関࿈リスクに対Ԡ͠、事業׆ಈに͓いて持ଓ可能なਫ利
༻ͱอશに取り૊ΜͰいる

˔ഇغ෺θロΤミッションをਪਐ͠、ੈ քの॥ܕ؀社会のܗ੒にߩ
ている͠ݙ

͋りたい࢟

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا

ࣗવ資本・5C'%
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Τコビジョン20�0

地球ڥ؀をकることは、持続可能な社会をҡ持するためのϕースであり、

す΂てのステークϗルダーのためにਅ正໘から取り組んでいくඞཁがある

重ཁな経営՝୊です。

当社グループは、2050年カーϘンχϡートラルを目指すことを前提として、

2030年までのありたい姿（目標）と2040年までの目指す姿を示す「Τコビ

ジョン2030」を2021年4月に策定しました。「Τコビジョン」とは、ํڥ؀

਑に基ͮき、௕期のڥ؀取り組みの構想をදすものです。

Τコビジョン2030では、事業および੡品が社会にٴ΅すӨڹと⾃社にٴ΅す

Өڹを෼ੳの上、Өڹがେきい13՝୊をநग़し、その中で特にӨڹがେきい

と൑அした「ީؾ変ಈへの対Ԡ」「ڥ؀഑ྀ੡品の֦ॆ」「ਫݯࢿの保全」「ഇ

。物؅理」については、重ཁ4՝୊と位ஔ෇けて、定ྔ目標をઃ定していますغ

変ಈの؇和に努めるީؾによりݮ࡟変ಈへの対Ԡ、つまりCO2ഉग़ྔのީؾ

ことは地球ن໛での重ཁな՝୊であるとともに、ものͮくり企業である当社グ

ループにとͬ ても重ཁな՝୊であり、事業׆ಈによͬ てഉग़するCO2をݮ࡟す

ることは、当社グループの果たす΂き責任です。

そのため、੡品੡଄にඞཁなࡐݪྉの੡଄ஈ֊から、੡品が使命をऴ͑てഇغ

されるஈ֊までの੡品ライフサイクル全体のڥ؀負ՙのେきさをҙ識すること

はඇৗに重ཁです。その؍఺から、当社グループは2021年度に⾃社⽣࢈プロ

ηスを含Ήサプライνェーンでのڥ؀負ՙのେきさにண目したڥ؀഑ྀ੡品認

定制度をઃཱし、認定基準をຬたした੡品を「NiterraグϦーンプロダクツ」と

してެදしています。この取り組みにより、ライフサイクル全体でのڥ؀負ՙ௿

率の向上とޮݯࢿ社会の構ஙやܕ഑ྀ੡品を֦ॆし、॥؀ڥを実現する؀ݮ

いͬた社会のڥ؀՝୊の解ܾにݙߩするものͮくりをՃ଎させていきます。

そして、事業׆ಈにඞཁなਫݯࢿの保全のためにઅਫすることや、ݯࢿ投入

ྔやഇغ物ഉग़ྔをݮ࡟することは、CO2ഉग़ྔのݮ࡟にܨがります。その

ため、重ཁ4՝୊をݸผの՝୊として取り組Ήのではなく、相互に関܎する

՝୊として取り組んでいくことで、よりシφジーのある対Ԡを目指しています。

重ཁ4՝୊の進௙はॱௐに推Ҡしており、特に「ީؾ変ಈへの対Ԡ」のCO2ഉ

ग़ྔは、計画値よりも前౗しで推Ҡしています。「Τコビジョン2030」の実ફを

௨͡て、地球ن໛のカーϘンχϡートラルやθロΤミッションの実現にݙߩでき

るよう、グループ一ؙとな てͬ取り組んでいきます。

Τコビジョン20�0		՝୊ 20�0		͋りたい࢟（໨ඪ） 20�0		໨ࢦす࢟

経営ͱのҰମԽ
地球ڥ؀՝୊を事業ઓུへ組み込Ή

地球ڥ؀՝୊の事業ઓུへの取り組みを
関連KPI（Τコビジョン2030）の取り組みとڥ続できている؀ܧ

そのୡ成に向けた経営者のコミットϝント

E.SのグローバルԽ ւ֎グループとのڥ؀情報共有および
監ࢹ・監ಜػ能のॆ実をਤる

ւ֎グループとのڥ؀情報共有および
監ࢹ・監ಜػ能がܧ続できている

会の分ੳػ・関࿈リスクީؾ 、会を෼ੳしてػ変ಈのϦスクとީؾ
その対Ԡを事業ઓུに組み込Ή

会を෼ੳして、その対Ԡをػ変ಈのϦスクとީؾ
事業ઓུに組み込み、事業が持続的にできている

コンプライアンスのపఈڥ؀
（の๾໓ނ事ڥ๏ྩ९कͱ؀ڥ؀）

θロを目指すނ事ڥ؀・法ྩҧ反ڥ؀ 、続できておりܧθロをނ事ڥ؀・法ྩҧ反ڥ؀
社会から信頼される企業となͬている

ҙࣝの向上ڥ؀
全ै業һがڭڥ؀ҭプログラムを受ߨし、
積極的にڥ؀保全׆ಈに取り組Ή

全ै業һがߴいڥ؀ҙ識を持ͪ、
企業として持続可能な社会の実現にݙߩできている

Խֶ෺࣭管理
適正なԽֶ物࣭؅理を実ࢪし、
をਤるݮ負ՙの௿ڥ؀

適正なԽֶ物࣭؅理をܧ続的に実ࢪし、
⽣物ଟ༷性保全にݙߩしている

グリーンௐୡ グϦーンௐୡ制度ಋ入100ˋをୡ成している
持続可能な社会実現に向け、
しているࢪ負ՙがগないௐୡを実ڥ؀

グリーン෺ྲྀ
グϦーン物ྲྀを推進し、
物ྲྀޮ率の最適ԽによりCO2ഉग़ྔをݮ࡟している グローバルでグϦーン物ྲྀが実現できている

情報開ࣔのॆ実ڥ؀ ステークϗルダーのཁ੥にԠ͑、
対話にܨがるコミϡχケーションを実ફしている

ステークϗルダーのཁ੥にԠ͑、
対話にܨがるコミϡχケーションを実ફしている

その他՝୊

Τコビジョン20�0		՝୊ 20�0		͋りたい （࢟໨ඪ） 20�0		໨ࢦす࢟

มಈ΁の対Ԡީؾ CO2ഉग़ྔ 2018年度⽐ 30ݮ࡟�
※2026年4月に「46ˋݮ࡟」に変更༧定

୤୸ૉԽ社会実現に向けて׆ಈを実ફしている
※2050年にカーϘンχϡートラルを目指す

配ྀ੡඼の֦ॆڥ؀ NiterraグϦーンプロダクツの֦ॆ
す΂ての੡品が地球ڥ؀のվળにد༩し、
持続可能な社会の実現にݙߩできている

ਫ資ݯのอશ ਫ使用ྔݪ単位 2018年度ਫ準ҎԼをҡ持
ੈքのਫ関連Ϧスクに対Ԡして
持続可能な事業ӡ営を実ફしている

ഇغ෺管理

有ޮར用率 95�Ҏ上
θロΤミッションを推進し、
ੈքの॥ܕ؀社会のܗ成にݙߩしている2018年度⽐ ݪ単位年1�Ҏ上ݮ࡟ 

3R׆ಈの推進

ॏ要�՝୊ PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا

ࣗવ資本・5C'%
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มಈ΁の対Ԡީؾ

5C'%ఏݴにͮجく情報開ࣔ

当社グループは、hΤコビジョン2030 にɦおいて、2050年カーϘンχϡートラルを目指す

ことを前提として、CO2ഉग़ྔのݮ࡟目標「2030年度：2018年度⽐30ˋݮ࡟※」（スコー

プ1・2）をએݴしています。また、サプライνェーンや੡品ライフサイクルにおいてもCO2

ഉग़ྔݮ࡟を推進し、「2030年度：2018年度⽐30ˋݮ࡟」（スコープ3）を目指しています。

今後、ݮ࡟対策をしない場合（成⾏き）には、事業成௕に൐ͬてCO2ഉग़ྔが૿Ճし

ていくݟ込みですが、ओに「プランA：লΤネ」「プランB：ものͮくり・ಇきํվળ」「プ

ランC：૑Τネ」「プラン%：ௐୡ・証書」の4つのプランでさまざまなࢪ策をおこない、

計画的なCO2ഉग़ྔݮ࡟と経済的な成௕をཱ྆していきます。

さらに、ީؾ変ಈ対策へのコミットϝントを明確にするため、2024年度຤に৽たな

中間目標として「2035年度：2018年度⽐71.4ˋݮ࡟」をઃ定しました。これは、

SBTの1.5ˆ目標のਫ準（年間4.2�Ҏ上のݮ࡟）に相当するものです。

当社グループは、2020年7月に、TCF%（ީؾ変ಈ関連ࡒ຿情報開示タスクフォース）による提ݴへのࢍ同をද明しました。

TCF% の提ݴにԊͬて、ީؾ変ಈに関する重ཁ情報をҎԼの௨り開示します。

CO�ഉग़༧ଌ プラン ྫࡦࢪ

ᶃ⽣࢈ઃඋ、෇ଳઃඋの଴ػΤω࡟減（ٳ日、ฏ日）
ᶄ⽣࢈ઃඋのΤネルΪートップランφーԽ、৚݅の࠷దԽ
ᶅۭௐのڅഉؾ連ಈՔಇ・৚݅の࠷దԽ
ᶆ֤छ෇ଳઃඋ、 ⽣࢈ઃඋثػのߋ৽
ᶇ์೤ݮ࡟とΤネルΪーロス（Τア࿙れ౳）の定期ݕ査
ᶈ೤の有ޮ利༻
ᶉ֤छ事ྫのਫฏల開
ᶊর明のLE%Խ、র度のݟ直し、 ௐޫの࠾用
ᶋΤωルΪー転׵にΑるΨスの࠶ΤωԽ（ਫૉ、アンϞニア౳）

ੜ産性向上、าཹ向上／Քಇ率向上、-5୹ॖ／
ॖ・ΤϦアの統ഇ合࢈⽣ খ／ӡ用ルールのݟ直し／
΋のͮくり৚ （݅プロフΝイルなͲ）のݟ௚͠

ଠཅޫ�஝ి஑ಋ入／SOFCやコジェネಋ入

ి力ௐ査（ഉग़܎数のখさいి力の׆用）の推進／
証書購入ڥ؀ 、Τネి力࠶
ᶌΤネルΪープラットフォーム構ஙとEMSಋ入
ܞ計画との連࢈⽣※
※ΤネルΪー؅理・ܧଓతなվળͱ࠷ద੍ޚのਪਐ

লΤω

2018 2024 2030（年）
20

25

30

35

40（万トン）
プランA

創ΤωプランC

ௐୡ・証ॻプラン%

ஙͱߏ൫ج
༺దӡ࠷

システϜ

΋のͮくり・	
ಇ͖ํվળ

プラン#

༺దӡ࠷ஙͱߏ൫ج

ௐୡ・証ॻ

創Τω

΋のͮくり・	
ಇ͖ํվળ

লΤω

成⾏き
目標

Ψバナンス

ํ・変ಈに関する経営のํ਑ީؾ 向性については、取క໾会のࢾ໰ػ関であるCSR・サステφビϦティҕ

һ会において、ީؾ関連のϦスクおよびػ会なͲを౿ま͑て提ݴを取りまとめ、取క໾会に౴申して、取

క໾会で最ऴ的なҙܾࢥ定をおこなͬています。

また、「ީؾ変ಈへの対Ԡ」を含Ή༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊のओな取り組み಺༰の進௙については、サ

ステφビϦティ෦໳よりCSR・サステφビϦティҕһ会に報告し、同ҕһ会にてレビϡー・監ࢹしています。

CO2ഉग़ྔݮ࡟なͲの۩体的な׆ಈについては、ڥ؀ҕһ会において目標の進௙؅理や՝୊の確認を

おこない、ܧ続的վળをਤͬています。ީؾ変ಈに関するϦスクについては、Ϧスクマネジϝントҕһ会に

おいて、統合ܕϦスクマネジϝントの中でධ価しています。

戦略（リスク・ػ会）

౉して、୹期・中期・௕期における社会ಈ向ݟ会について、サプライνェーン全体をػ・関連のϦスクީؾ

やن制ಈ向なͲを༧ଌし、෯޿くϦスク・ػ会の߲目をڍげました。

、したϦスク߲目について、ओに2ˆシφϦΦの్上に起こる「௿୸ૉ経済へのҠ⾏に関するϦスク」とڍྻ

ੈքの CO2ഉग़ྔݮ࡟ະୡにより4ˆシφϦΦにͬࢸた場合にൃ⽣する「ީؾ変ಈによる物理的変Խに

関するϦスク」を想定し、事業インパクトをධ価しました。また、ྻ 変ಈީؾ」、会߲目についてはػしたڍ

؇和策・適Ԡ策による経営վֵのػ会」についてݕ౼しました。

取りまとめたީؾ変ಈに関するϦスク・ػ会は、CSR・サステφビϦティҕһ会に報告し、確認しました。
▶ 1.71�72

。は当社΢ェϒサイトをご覧くださいࡉৄ※
　https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/531/

※2026年4月に「46ˋݮ࡟」に変更༧定
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会ػ関࿈のީؾ

関࿈のリスクީؾ

ධ価（Өڹ度）
খ：数億円ఔ度のӨڹ
中：50億円ఔ度のӨڹ
େ：100億円Ҏ上のӨڹ

Ϧスク／ػ会が現れる時期
୹期：2027年ごΖまで
中期：௕期経営計画の目標年度に合わせた2030年ごΖまで
௕期：௕期経営計画の目指す姿に合わせた2040年ごΖまで

リスク߲໨ 事業インパクト（リスク） 評価（Өڹ౓） リスク͕ݱΕる࣌期
খ ௕期中期୹期େ中

2ˆシナリΦ

௿୸ૉ経済΁の
Ҡ行に関するリスク

୸ૉ੫ ୸ૉ੫がಋ入されると೩ྉௐୡコストに੫ۚが՝されることになるため、ΤネルΪーコストやࡐݪྉコストが૿Ճする。

国ڥ୸ૉ੫ 国ڥ୸ૉ੫がಋ入されると、༌ग़する੡品に՝੫されることになるため、੡品の価֨ڝ૪力が௿Լする。

୸ૉഉग़ن制 GHGݮ࡟目標のୡ成がٻめられ、ઃඋ投ࢿや࠶Τネి力購入౳の対Ԡコストが૿Ճする。

ΨιϦンंൢ売 ΨιϦンंの৽ंൢ売をࢭېする国では、OEMधཁがなくなり、売上がݮগする。

লΤネ・࠶Τネٕज़のීٴ ৽たなলΤネ・࠶Τネٕज़をಋ入するために、ઃඋ投ࢿ౳の対Ԡコストが૿Ճする。

৽ٕज़開ൃ ৽ٕज़へのڀݚ開ൃの投ࢿコストが૿Ճする。

٬の変Խސ
2030年୅Ҏ߱に中古ंでも;E7をબͿ⼈が૿͑、プラグのަ׵धཁがݮগし、売上がݮগする。
ライフサイクルでのCO2ഉग़ྔがগない੡品がબばれるようになり、ै 来品の売上がݮগする。

投ࢿՈの変Խ ಺೩ػ関への෩当たりがڧくなり、ダイϕストϝントの対৅となる。

職者の変Խٻ ಺೩ػ関への෩当たりがڧくなり、ब職ઌとしてબばれなくなる。

�ˆシナリΦ
มಈにΑるީؾ
෺理తมԽに
関するリスク

ҟৗؾ৅のܹਙԽ ୆෩౳によͬて޻場౳へのඃ害がൃ⽣し、ૢ 業ఀࢭや⽣ݮ࢈গなͲが起こる。また、ઃඋ෮چへの௥Ճコスト౳がൃ⽣する。損害保険ྉも૿Ճする。

ւ໘の上ঢ ւ໘上ঢに൐ͬてߑਫやߴைが૿Ճし、Ԋ؛෦にある޻場やަ௨インフラがඃ害を受けてサプライνェーンがੇஅされ、対Ԡコストがൃ⽣する。

߱ਫ・ؾ৅パターンの変Խ ਫෆ଍が深ࠁԽする地Ҭにある޻場でਫར用が制限され、ૢ 業をఀݮ・ࢭগせざるをಘなくなり、ผ޻場での⽣࢈や༌ૹなͲの対Ԡコストがൃ⽣する。

ฏؾۉԹの上ঢ ໠ॵの中でಇくै業һに೤中঱がසൃし、体力的な負୲が૿Ճするため、໠ॵ対Ԡのためのコストや⼈݅අが૿Ճする。

政
策
・
法
規
制

技
術

市
場

評
判

急
性

慢
性

ଆ໘

のޮ率性ݯࢿ

ΤネルΪーݯ

੡品・サービス

市場

ਟ性（レジϦΤンス）ڧ

w ৽たなলΤネ・࠶Τネٕज़の社಺へのಋ入が進み、ΤネルΪーコストがݮগする。

w ୸ૉ੫が՝੫されない೩ྉとしてਫૉのधཁがߴまり、ਫૉΤネルΪー市場で৽たなػ会が⽣まれる。
w ϝタネーションなͲのٕज़がൃୡし、e-GuelなͲの合成೩ྉがීٴすると、現状の಺೩ػ関ビジネスがܧ続される。

w ೩අن制に対Ԡしていくためにߴ、 ෇Ճ価値੡品のधཁが૿͑る。

w GHGݮ࡟がٛ຿ԽされることでਫૉΤネルΪー市場が֦େすると༧想され、
 ਫૉ関連ٕज़やSOFC、SOECのधཁがߴまͬて、ビジネスػ会が⽣まれる。

w ిؾをར用してਫૉを࡞る（SOEC）、ճऩしたCO₂を೩ྉにするなͲのCO₂॥؀関連ιϦϡーションのधཁがߴまる。

w ࡂ害にඋ͑て、ΤネルΪーの地࢈地ফ（෼ܕࢄのൃి）が஫目され、SOFCのधཁがߴまる。

w ిؾモーターやൃిػに使われるηラミック関連ٕज़・੡品のधཁがߴまる。

w 社会のχーζをଊ͑たީؾ変ಈに関連する৽ٕज़を開ൃすることで、ビジネスػ会が⽣まれる。

w ࡂ害にඋ͑て、サプライνェーンも含めてBCM／BCPをܧ続的にڧԽしていくことで、レジϦΤンスがߴまる。

主なػ会 Εる࣌期ݱ会͕ػ
௕期中期୹期
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⁃ࣗಈं関࿈事業は2 C˃シナリΦ下に͓いて、ڧ੍نԽにΑりকདྷతに売上減গ͕༧૝さΕるたΊ、事業ポートフォリΦの࠷దԽ͕ඞ要Ͱ͋る。

⁃その他の事業については、2ˆ͓Αͼ�ˆいͣΕのシナリΦ下に͓いて΋、ࢢ場のಈ向を஫視͠、ॊೈ͔つ戦略తに事業をల開͠て͓り、த・௕期
の؍఺͔Β΋高いレジリΤンス性を有͠ている。

会ͱその対Ԡػく事業のリスクͱͮج関࿈シナリΦにީؾ

֤、会をより۩体的にするためػ変ಈのϦスクとީؾ 事業について、2ˆ

および4ˆシφϦΦԼにおける事業ڥ؀とその対Ԡについてݕ౼した

結果、物理的Ϧスクについてのக命的なӨڹはݟ受けられませんでした。

事業については、現在、売上ऩӹの8ׂを઎める಺೩ػ関に関連する

事業がେきな変ֵをഭられており、一ํで、୤୸ૉ社会の実現に向けて、

ਫૉ関連をは͡めとして৽たなχーζや市場が期଴されることから、

今後஫力する事業෼野の一つに「ڥ؀・ΤネルΪー」をܝげ、事業ϙー

トフォϦΦの最適Խを推進しています。

リスク管理

事業ごとにさまざまなϦスクとػ会があることから、ީؾ変ಈに関する

Ϧスクとػ会についても、ن制ಈ向なͲを஫ࢹして事業へのӨڹをそ

れͧれにධ価し、対Ԡしています。

Ϧスクマネジϝントҕһ会では、Ϧスクについて、全社的ݟ地で事業ଘ

続や目標ୡ成にେきなӨڹをٴ΅すか否かを、Өڹ度とൃ⽣可能性、

およびその対策状گを෼ੳしてධ価しています。重఺的な対Ԡがඞཁ

とධ価されたϦスクは「༏ઌϦスク」とし、௿׆ݮಈの状گを確認して

います。重ཁなػ会については、CSR・サステφビϦティҕһ会で確認し、

ඞཁにԠ͡て経営ઓུや༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊に反映しています。

ඪͱ໨ඪࢦ

2050年カーϘンχϡートラルを目指すことを前提として、「CO2ഉग़ ：ྔ

2018年度⽐30� 2030年度）※ݮ࡟ ）」「CO2 ഉग़ ：ྔ2018年度⽐

。げていますܝʦ2018年度⽐ʧ（2035年度）」という目標を ݮ࡟�71.4

スコープ1・2については、লΤネルΪー׆ಈなͲのCO2ഉग़ྔࢪݮ࡟

策が༧定௨り進௙し、さらにଠཅޫൃిによる૑ΤネルΪー、CO2フϦー

ి力の࠾用なͲにより、計画値よりもݮ࡟が進みました。

スコープ3については、カテゴϦ1「購入した੡品・サービス」、カテゴϦ

※಺೩ػ関事業のࡒ຿໘のӨֹڹについて
S�P Globalの෼ੳに基ͮく当社༧ଌでは、֤ 国のީؾ変ಈ対策によͬ て಺೩ػ関へのن制が進Ήことで、಺
೩ػ関を有する⾃ಈंは2030年୅൒ばҎ߱ݮগするとݟ込んでいます。一ํ、当社の಺೩ػ関事業の中֩で
あるスパークプラグは、৽ं用だけでなくิम用のधཁもあり、当社༧ଌでは、引き続き಺೩ػ関を有する⾃
ಈंが保有されていると͑ߟられることから、2040年Ҏ߱に売上がϐークをܴ͑、ঃʑにԼ߱していくことを
ݮˋ関事業の売上ऩӹが2040年度Ҏ߱に2024年度から5ػを౿ま͑て、಺೩گ込んでいます。こうした状ݟ
গするとԾ定してࢼ算すると、売上ऩӹのݮগֹは270億円、営業རӹのݮগֹは70億円ఔ度になります。

2024年度の಺೩ػ関事業の売上ऩӹ：5,389億円／2024年度の಺೩ػ関事業の営業རӹ：1,409億円
2040年度Ҏ߱の಺೩ػ関向け੡品の売上ݮগׂ合のԾ定値：5�
売上ऩӹ：5,389億円ʷ5��269億円／営業རӹ：1,409億円ʷ5��70億円

4「༌ૹ、഑ૹ（上ྲྀ）」、カテゴϦ11「ൢ売した੡品の使用」の合計で

スコープ3全体の97.6ˋを઎めていることから、これら3つのカテゴϦ

について2030年度目標をઃ定しています。お取引ઌさまに対して

CO2ݮ࡟目標をઃ定して取り組Ήようٻめており、カーϘンχϡートラ

ルηミφーの開࠵やCO2ݮ࡟൐૸支援（カテゴϦ1）なͲで適ٓ支援を

おこなͬ ています。また、੡品഑ૹルートや༌ૹํ法の変更（カテゴϦ4）、

続開ܧ഑ྀ੡品のڥ؀ （ൃカテゴϦ11）なͲ、サプライνェーン全体で

のCO2ݮ࡟に向けた׆ಈに஫力しています。

CO2ഉग़ྔ࡟減໨ඪͱ実績

߲໨ ໨ඪ 実績

スコープ1・2
2030年度 30ݮ࡟�※

2035年度 71.4ݮ࡟�（2018年度⽐）
※2026年4月に「46ˋݮ࡟」に変更༧定

2024年度 31.7ˋݮ࡟（2018年度⽐）
ʻഉग़ྔ19.1万トンʼ ୈূݕऀࡾ

ʻݪ単位0.48トン／百万円ʼ

スコープ�ɿ
Χテΰリ1ʮߪೖ͠た੡඼・サービスʯ
Χテΰリ�ʮ༌ૹ、配ૹ（上ྲྀ）ʯのҰ部
Χテΰリ11ʮൢ売͠た੡඼の࢖༻ʯ

2030年度 30ݮ࡟�
（2018年度⽐）

2024年度 13.4ˋݮগ（2018年度⽐）
ʻഉग़ྔ978万トンʼ
ୈূݕऀࡾ ：カテゴϦ4

هࠨ※ の CO2ഉग़ྔݮ࡟目標 は、Պֶ的ࠜڌ に 基
ͮく目標（SBT：Science BaseE Targets）として、
2022年6月にSBTイχシアνϒより、8B2 （̂8ell 
Below 2ˆ）の認定を取ಘしました。

※2026年4月に「46ˋݮ࡟」に変更༧定

対৅౼ݕ
ͱ͠ た事業 ੡඼ 会΁の対Ԡػ後の事業リスクͱ事業ࠓ 財務໘のӨڹ ௕期経営計ըͰの

売上収益໨ඪ

ࣗಈं関࿈
事業

スパークプラグ、
グロープラグ、

ηンサ

2ˆシφϦΦԼでは、಺೩ػ関を有する⾃ಈंへのن制がݫしくなることで、将来、
಺೩ػ関෦品の売上ݮগが༧想される。一ํで、ి ಈं市場なͲの৽市場への
関のさらなるলΤネと有害Ψスのഉग़ػ会が⽣͡る。4ˆシφϦΦԼでは、಺೩ػ
཈制がٻめられるためߴ、 性能Խへの対Ԡをおこなう。

売上ऩӹの一෦にӨڹ※ 7,000億円
（2029年度）

೩ྉి஑事業 ೩ྉి஑

2 ・̂4ˆのいずれのシφϦΦԼにおいてもඇԽੴΤネルΪーのधཁ֦େが༧想
されるため、当該市場への対Ԡを引き続きڧԽ。
2ˆシφϦΦにおいては、ਫૉインフラのීٴが༧想され、Ճ଎度的に市場が૿
͑る可能性がある。

2,000億円ن໛の市場が༧
想され、ਫૉインフラのීٴ
状گによͬては上ৼれの可
能性あり 3,000億円

（2029年度）

その他の事業
SPE、൒ಋ体PKG、

、ૉೱॖ૷ஔࢎ
ϕアϦングϘールなͲ

2 ・̂4ˆのいずれのシφϦΦにおいても、Ϧスクおよびػ会へのӨڹはখさい。 খさい
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ਫ資ݯのอશ	 ୈূݕऀࡾ ：ਫ使用ྔ

ੜ෺ଟ༷性のอશ

ഇغ෺管理	 ୈূݕऀࡾ ：ഇغ物ഉग़ྔ

⽣ଶܥのҡ持にෆ可ܽなਫݯࢿの持続可能性をकることは、当社グループにとͬて

も重ཁな՝୊の一つです。そのため、Τコビジョン2030で「ਫ使用ྔݪ単位 2018

年度ਫ準ҎԼをҡ持」を目標とし、ਫのޮ率的な使用を推進しています。

2024年度の上ਫ・Ҫਫ・Տ઒ਫのਫ使用ྔݪ単位は3.91m3／百万円で、2018年度

。しましたݮ࡟�27.7⽐

※ਫݯࢿの保全のৄࡉは当社΢ェϒサイトをご覧ください。
　https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/533/

※ഇغ物؅理のৄࡉは当社΢ェϒサイトをご覧ください。
　https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/532/

※Խֶ物࣭؅理のৄࡉは当社΢ェϒサイトをご覧ください。
　https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/534/

当社グループはさまざまなࡐݪྉを使用しており、それらの॥؀ར用なͲ、有ޮに׆用してい

くことがඞཁです。そのため、Τコビジョン2030で「有ޮར用率95�Ҏ上」「2018年度⽐ݪ単

位年1ˋҎ上ݮ࡟」「3R׆ಈの推進」を目標とし、ഇغ物のݮ࡟と有ޮར用を推進しています。

2024年度の有ޮར用率は90.6ˋであり、2023年度よりվળしました。ഉग़ྔݪ単位は0.051

トン／百万円で、2018年度⽐31.6ˋݮগしました。また、૯ഉग़ྔは20,332トンでした。

※ENCORE：⾃વࢿ本に༩͑るػ会とϦスクをධ価するツール

⽣物ଟ༷性保全のඞཁ性がੈք的にߴまͬており、当社グループにおいても地球Թ

ஆԽ๷ݯࢿ、ࢭ॥؀ଅ進に͙࣍ڥ؀՝୊と位ஔ෇けています。当社グループは、

2013年4月に⽣物ଟ༷性への取り組みํ਑を示した「Niterra グループ ⽣物ଟ༷

性に関する指਑」を制定し、ΤネルΪーやݯࢿの使用なͲの׆ಈが⽣物ଟ༷性にӨ

すݮを௿ڹಈにおいてそのӨ׆を༩͑ていることを認識した上で、す΂ての事業ڹ

るよう、お取引ઌさまや֎෦ஂ体なͲと連ܞをਤりながら、さまざまな取り組みを

実ࢪしています。

また、⽣物ଟ༷性保全に܎る׆ಈをより進Խさせることを目的に、2023年10月に

「TNF%（⾃વ関連ࡒ຿情報開示タスクフォース）フォーラム」にࢀ画するとともに、

2023年9月にެදされた開示提ݴ（TNF%提ݴ）の࠾用者（TNF% AEopter）として

ొ࿥しました。当社グループの事業׆ಈが⾃વに༩͑る負ՙや⾃વの損ࣦによる

Ϧスクをݕ౼し、それらの適切な情報開示に努めるとともに、ステークϗルダーと

も連ܞしながらバϦϡーνェーン全体で⾃વࢿ本や⽣物ଟ༷性への取り組みをお

こなͬていきます。

ॳ期スクϦーχングとして、ENCORE※を用いて当社グループの事業のજ在的な⾃

વとのґଘ関܎およびӨڹをධ価しました。これらの結果をもとにさらなる解ੳ、

෼ੳを進めて、ඞཁにԠ͡て対策をݕ౼していきます。

分ྨ 関࿈するࣗવ΁のґଘ・インパクト ૝定さΕるリスク Өڹ౓
発ੜ可能性ʗ
੾ഭ౓

෺
ཧ
త
リ
ス
Ϋ

性ٸ ʲґଘ rީؾௐ੔、ࡂ害؇和、౔৕安定
wपล地Ҭの開ൃに൐う⾃વのࡂ害؇和・౔৕安定ػ能の௿Լにより、⽣ڌ࢈఺
での෩ਫࡂ・౔࠭ࡂ害ඃ害が⽣͡る。

େ 中

ຫ性

ʲґଘ rީؾௐ੔、ࡂ害؇和、౔৕安定
wपล地Ҭの⾃વྼԽに൐う⾃વのࡂ害؇和・౔৕安定ػ能の௿Լにより、⽣࢈
。害ඃ害が⽣͡るࡂ౔࠭・ࡂ఺での෩ਫڌ

େ 中

ʲґଘ ਫrݯࢿの供څ
w⾃વの保ਫ力やᔻཆ能力の௿Լに൐ͬてਫྔݯࢿがݮগする。
wਫ࣭ড়Խ能力の௿Լに൐ͬてਫ࣭がѱԽする。

খ ߴ

ʲґଘ ਫrݯࢿの供څ
ʲインパクト rݯࢿར用／ճ෮

w過৒取ਫ・ਫ࣭ԚછによりਫݯࢿのྼԽやਫݯࢿ供څがෆ安定になる（上ྲྀの
ଞ者による過৒取ਫ・Ԛછも含Ή）。

中 ߴ

Ҡ
ߦ
リ
ス
Ϋ

੓ࡦ

ʲインパクト ཮rҬ⽣ଶܥのར用、ਫࢿ
ਫ・ؾのར用、େݯ ・࣭౔৕Ԛછ、ഇغ
物（߭物⽣࢈地）

w⾃વ保ޢのための࠾取・ن۷࠾制（౔地վ変も含Ή）౳のಋ入により、ࡐݪྉの
供څෆ଍、価֨ߴಅが⽣͡る。

w۷࠾時の؅ڥ؀理に関するن制のڧԽによる߭物供ྔڅのݮগや、⽣࢈コスト
૿に൐ͬて߭物価֨が上ঢする。

େ 中

ʲґଘ ਫrݯࢿの供څ
ʲインパクト rݯࢿར用／ճ෮

w地දਫ／地ԼਫなͲਫݯࢿの取ਫに関するن制・৚ྫ౳がڧԽされる。
w取ਫ制限によりਫのௐୡコストが૿େする。

中 ߴ

ʲインパクト Ԛrછ／Ԛછ除去

wഉਫに関するن制・৚ྫ౳がڧԽされる。
wഉਫ制限への対Ԡ策であるクローζυシステムのಋ入、ӡ用コストが૿େする。

େ ߴ

wഉؾ・ഉਫ・ഇプラスνックに関するن制や৚ྫのڧԽに൐い、ن制対Ԡ（ഉग़
の཈制、報告のٛ຿ԽなͲ）がඞཁとなる。

中 ߴ

੓ࢢ・ࡦ場
ʲインパクトʳ

GHGഉग़、GHGҎ֎のେؾԚછ
wΨιϦン ・ंディーθルंのधཁ௿Լによりプラグやηンサのधཁが௿Լする。 େ 中

場ࢢ ʲインパクト 全rൠ w⾃વや⽣ଶܥに負ՙを༩͑る੡品に対する٬ސのબ޷性が௿Լする。 େ 中

評൑・
ഛ償੹೚

ʲインパクトʳ
ར用／ճ෮、Ԛછ／Ԛછ除去ݯࢿ

wૢ業におけるਫのେྔফඅやਫ࣭Ԛ୙、౔৕Ԛછ、かくཚ（ޫ害や૽Ի）に対す
る൷൑、ૌুがൃ⽣する（特に⽣ڌ࢈఺のྲྀҬでਫधڅがͻͬഭした場合の⽣
。（のར用ݯࢿ఺でのਫڌ࢈

େ ߴ

wૢ業時のݯࢿの過৒ར用やԚછに対してേۚや損害ഛঈが⽣͡る。 େ ௿

૝定さΕる主なࣗવ関࿈リスク5N'%ఏݴにͮجく主なਐ௙
2023年度より、TNF%提ݴに基ͮいてॳ期෼ੳを進めています。

引き続き、事業や֤ڌ఺の実ଶについて、バϦϡーνェーンの上ྲྀを含めてৄࡉ෼ੳをすすめ、シφϦΦ෼ੳによる

将来的なϦスクをՃຯしながら、当社グループとして重େなϦスクとػ会を特定していきます。重େなϦスクについ

ては、ඞཁな対Ԡ策を策定して実ࢪし、モχタϦングしていきます。

⁞事業のࣗવ΁のґଘ・インパクトの੔理
当社グループの事業のバϦϡーνェーンにおける⾃વࢿ本・⽣ଶܥサービスとの関連性について、ENCOREツー
ルを用いてώートマップを࡞成しました。その結果、Ͳの事業においても、ࡐݪྉの࠾取・ௐୡ、੡品の੡଄にお
けるGHGഉग़およびਫར用のインパクトがେきい、また、ਫݯࢿとީؾௐ੔へのґଘの度合いがߴい、とのධ価
になりました。

⁠૝定さΕるࣗવ関࿈リスクͱػ会のநग़
ॳ期の෼ੳ結果（ᶃᶄ）をもとに、現時఺で想定される۩体的なϦスク・ػ会を確認しました。

 ੜ産ڌ఺に͓͚るࣗવͱの઀఺の೺Ѳ
当社グループの⽣ڌ࢈఺について、TNF%提ݴで示される4つの指標に基ͮき、IBAT、8RI ARueEuctなͲのツー
ルを׆用し、֤ を確認す΂きཁࡉについて෼ੳをおこないました。その結果、今後ৄڥ఺のཱ地する؀ڌ࢈⽣
஫ҙڌ఺として、⽣物ଟ༷性の重ཁ性：1ڌ఺、⽣ଶܥのे全性：3ڌ఺、⽣ଶܥサービス供څの重ཁ性:1ڌ఺、
ਫの物理的Ϧスク:15ڌ఺をநग़しました。
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※想定されるओな⾃વ関連ϦスクのӨڹ度、ൃ ⽣可能性／切ഭ度のධ価基準・想定される⾃વ関連のػ会・そのଞの情報は当社΢ェϒサイトをご覧ください。https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/535/
※社会・ڥ؀情報ݕ証報告書のৄࡉは当社΢ェϒサイトをご覧ください。https://www.sustainability.niterragroup.com/resource/pEG/08Ka_InEepenEent_Weripcation_report.pEG
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株主・
投資Ոの
օさ·

஍Ҭ社会の
օさ·

͓取引ઌ
さ·

͓٬さ·

従業員

当社グループの持続的な成௕と企業価値の向上は、す΂てのステークϗルダーとのݐઃ的な関܎の上に

成りཱ てͬいます。ࢲたͪは、皆さまとの対話を௨͡て相互理解を深め、信頼に基ͮく݈全で持続的なパー

トφーシップを構ஙします。そこから⽣まれる৽たな価値の共૑や協ಇを推進し、相互のརӹを最େԽす

ることによͬ て、社会全体の持続的なൃలの実現にݙߩしていきます。

˔ 株主・投資Ոのօさ·ͱ対࿩をॏͶ૬ޓ理ղの΋ͱ、持ଓతな੒
௕ͱ企業価஋の向上をਤͬている

˔͓٬さ·ͱݻڧな৴པ関܎をங͖、৽たな価஋をڞ創する͜ͱͰ、
グローバルなࢢ場Ͱ੒௕͠ている

˔ ͓取引ઌさ·ͱの࿈ܞをਂΊ、݈ શͰ持ଓతなパートナーシップを֬立͠ている

˔ ஍Ҭ社会ͱڠಇをॏͶ、持ଓ可能な社会の実ݱに向͚て、ͱ΋に発ల͠ている

ステークϗルμーͱの対࿩

͋りたい࢟

˔ステークϗルμーに向͚たద੾な情報開ࣔͱ対࿩

˔グローバルシェアͱそΕを支͑るൢ売໢

˔͓取引ઌさ·の৴པ関܎

˔ ੈք֤஍のڌ఺Ͱ、௕年に࿱ͬてங͖上͛て͖た஍Ҭ社会ͱの関܎性

特௕

˔ステークϗルμーͱのコミュニケーションの࣭の向上

˔৽たな事業ྖҬͰの͓٬さ·ͱの৴པ関܎のߏங

˔サプライチェーンશମͰの୤୸ૉやੜ෺ଟ༷性、人ݖなͲの՝୊΁の対Ԡ

˔ 事業׆ಈを௨͡た஍Ҭ社会の՝୊ղܾ

՝୊

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

ステーク
ϗルμー 取り૊Έ コミュニケーションのػ会 202�年౓の実績

株主・
投資Ոの
օさ·

法ྩ開示基準の९कはもͪΖんのこと、投ࢿ൑அにඞཁな情報を当社
΢ェϒサイトを中৺に、正確かつタイムϦーに開示しています。
また、ܾ 算આ明会やݸ⼈投ࢿՈ向け会社આ明会౳の2�Aηッション
において૒ํ向のコミϡχケーションを積極的におこない、皆さまの
ごҙݟやご࣭໰にࣖを܏けて、丁ೡに対Ԡしています。

˔ ఆ࣌株主૯会
આ໌会౳ࢉܾ˔
ਓ౤資Ո向͚会社આ໌会ݸ˔

˔		ఆ࣌株主૯会を6݄ʹ։͠࠵ɺ૯会ࣄʹޙ業આ໌会
を࣮͢ࢪる͜ͱͰɺ株主さ·ͱͷର࿩ͷػ会をઃఆ

આ໌会を5ࢉܾ˔ ・݄11݄ʹ։࠵
Ճࢀਓ౤資Ո向͚会社આ໌会ʹ315໊͕͝ݸ˔

͓٬さ·

安৺して੡品・サービスをご購入・ごར用いただくため、΢ェϒサイト
やల示会なͲにおいて、お٬さまのࢹ఺にཱͬた情報の提供に努めて
います。
ੈքに޿がるൢ売໢は、お٬さまとの重ཁな接఺です。ΤンυϢーザー
のお٬さまとのコミϡχケーションはもͪΖんのこと、֤ 国・地Ҭの市
場を深く理解するൢ売ళさまとの対話を௨͡てχーζを的確にଊ͑、
੡品・サービスの向上に׆かしています。

˔΢Σϒサイト΍4/4
˔ లࣔ会・イϕント
٬ຬ଍౓ௐࠪސ˔
˔੡඼ͳͲͷෆ۩߹΁ͷରԠ

˔ެ式*nstagram։ઃ
˔లࣔ会Ͱͷ੡඼・ٕ ज़ͷઆ໌
˔レース౳ͷイϕント会৔Ͱͷコϛϡχέーγϣン
ࢪ٬ຬ଍౓ௐࠪを࣮ސ˔
˔スパーΫϓラグ・ࢎૉηンサͷੈքγΣΞ/o.1
			˞2023年౓࣮੷
˔ൢചࠃ਺ɿ໿140͔ࠃ
˔ಛ໿ళ会ɿ໿374社

͓取引ઌ
さ·

お取引ઌさまとの間に݈全なパートφーとしての信頼関܎を構ஙし、
ともにൃలするために、サプライνェーンを୲うお取引ઌさまに向けて、
ௐୡํ਑આ明会なͲの׆ಈをおこなͬています。
こうした׆ಈを௨ て͡、サプライνェーン全体で安定供څや品࣭のҡ持・
向上をਤり、ともに価値を૑଄していくことを目指しています。

˔ ௐୡํ਑આ໌会
˔ఆظධ価
˔		h $43・サスςナϏリςΟௐୡガイυライ
ン ͷɦνΣοΫγートʹΑるௐࠪ
˔͓औҾઌさ·向͚ͷݱ৔࣮ફ・ηϛナー
▶ 1.18  グローバル⾃ಈं٬ސ・ൢ ࿏
▶ 1.75  CSR・サステφビϦティௐୡ

˔ ௐୡํ਑આ໌会を5݄ʹ։࠵
˔ఆظධ価を࣮͠ࢪɺ༏लͳ͓औҾઌさ·をදজ
˔		2023年౓ʹ࣮ͨ͠ࢪνΣοΫγートʹΑるௐ （ࠪର৅
໿700社ɺճ౴཰63ˋ）ͷフォϩーをܧଓ

࠵։࠲ߨ৔࣮ફ・ηϛナーを13ݱ˔

஍Ҭ社会
のօさ·

ੈք֤地にઃけたڌ఺において現地の文Խや׳शをଚ重し、地Ҭ社
会のχーζや事業׆ಈに関するごҙݟにࣖを܏けています。
こうした対話をもとに、地Ҭ社会の一һとしてともにշ適な社会ͮくり
を目指し、さまざまな社会׆ݙߩಈへのࢀ画に努めています。

˔ ஍Ҭイϕントͷ࣮ࢪ・協ࢍ
˔஍Ҭ社会ͱͷର࿩
ֶݟ৔޻るؔ͢ʹڥ؀˔
˔஍Ҭਗ਼૟׆ಈ
˔ /10๏ਓͱͷ߹ಉਗ਼૟׆ಈ

˔		஍Ҭͷօさ·をট଴͢るファϛリーϛϡーδΧϧを։
600໊͕ؑ
ɺ໿3͠࠵৆

˔マラιンフΣスςΟバϧナΰϠ・Ѫ஌ʹ協ࢍ
ʹ（ΓͳͲࡇ͓）఺Ͱ஍Ҭイϕントڌ֤˔ ࢍՃ・協ࢀ
Ԇ΂685໊をड͚ೖΕʹֶݟ৔޻るؔ͢ʹڥ؀˔
˔஍Ҭਗ਼૟׆ಈʹԆ΂408໊͕ࢀՃ
˔ /10๏ਓͱͷ߹ಉਗ਼૟׆ಈʹԆ΂38໊͕ࢀՃ

従業員

֤छ情報開示や社಺޿報による適切な情報提供をおこなうだけでなく、
ै業һΤンήージϝントサーϕイなͲの֤छௐ査や࿑ಇ組合との対話
を௨͡、૒ํ向のコミϡχケーションをਤͬています。
ै業һの率直なҙݟや՝୊に基ͮいて、⼈事制度や職場ڥ؀のվળ
にܧ続的に取り組んでいます。

˔ 社಺報
˔֤छ࿑࢖協議会
˔಺෦௨報੍౓
˔ै業һエンήーδϝントサーϕイ
▶ 1.56  ⼈的ࢿ本
▶ 1.63 のଚ重ݖ⼈ 

˔΢Σϒ社಺報ʹͯਵ࣌ൃ৴
˔࿑࢖協議会をਵ࣌։࠵
˔಺෦௨報੍౓Ͱ107݅ͷ૬ஊ・௨報をड͚෇͚
˔ै業һエンήーδϝントサーϕイを࣮ࢪ

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا

社会・関܎資本



Niterra Integrated Report 2025 75

೔本
���

ΞδΞ
���

๺ถ・ೆ ถ
�� Ԥभ・ͦ ͷଞ

��

ॏ要
サϓライϠー
͔Βͷ

ങ͍ೖΕൺ཰

���

ͦΕҎ֎ͷ
サϓライϠー
͔Βͷ

ങ͍ೖΕൺ཰

��
"ランΫ
���

%ランΫ
��

#ランΫ
���

$ランΫ
��

ྑ、たͪはࢲ ඼主ٛの΋ͱ、ੈ ք࠷దௐୡの実ݱを໨͠ࢦてい·す。その実ݱに向͚て͓取引ઌさ·ͱの࿈ܞをڧԽ͠、
CSR・サステナビリティの取り૊ΈをサプライチェーンશମͰਪਐするͱͱ΋に、ࡐݪྉ・部඼౳のௐୡに͋たͬては、࣍ の͑ߟに͖ͮج、దਖ਼なߪങ取引を実ફ͠·す。

当社グループは、ଟछଟ༷なお取引ઌさまとともにサプライνェーン全体で社会からの期଴にԠ͑、⼈ݖやڥ؀

なͲに഑ྀした責任あるௐୡを推進するため、ௐୡํ਑に基ͮき、ௐୡ෦໳がओ体となͬて֤෦໳や関܎する

֤ઐ໳ҕһ会と連ܞし、׆ಈしています。その進௙や՝୊は、ඞཁにԠ͡て経営会ٞに報告されます。

CSR・サステφビϦティの取り組みをサプライνェーン全体で推進するため、h CSR・サステφビϦティௐୡΨイ

υライン をɦൃ⾏し、お取引ઌさまにల開しています。

2024年度、当社グループの⼈ํݖ਑のվగ౳を反映してΨイυラインをվగしました。また、2025年4月に

はグϦーンௐୡΨイυラインを統合し、あらためてお取引ઌさまに९कをٻめました。

お取引ઌさまの取り組み状گは、2年ごとにνェックシートを用いてௐ査しています。2023年度に実ࢪしたௐ

査では、日ৗ的に取引がある໿700社を対৅とし63�のお取引ઌさま（全ങ入ֹۚ基準では83ˋに相当）か

らճ౴をいただきました。結果をスコアϦングし、Ϧスクがߴいݒ೦のあるお取引ઌさまには、経営層へのώア

ϦングなͲのフォローアップを実ࢪし、՝୊のվળをお願いしました。

มಈ΁の取り૊Έީؾ
お取引ઌさまを含めたサプライνェーン全体でカーϘンχϡートラルを目指して取り組んでいくため、お取引

ઌさまにおけるCO2ݮ࡟目標のઃ定と、当社向け੡品に関連するCO2ഉग़ྔௐ査にご協力をお願いしています。

ฆ૪߭෺に対する取り૊Έ
ฆ૪߭物౳の使用状گについて、国ࡍ的に認められたツールを׆用して、ຖ年サプライνェーンをさかの΅ͬ

たௐ査を実ࢪし、そのϦスクがある場合は使用ճආに努めています。2025年2月、当社グループのฆ૪߭物

౳に対する取り組みํ਑を示すため、「責任ある߭物ௐୡへの対Ԡ指਑」を制定しました。

ௐୡ෦໳が中৺となり、サプライνェーンを構成するお取引ઌさまの؅理をపఈしています。そのࡍ、品࣭、ٕ

ज़、価֨、ೲ期にՃ͑、ڥ؀、社会、Ψバφンス（ESG）やվળ姿੎といͬた持続可能性の؍఺も重ࢹしています。

また、事業ܧ続計画（BCP）についても、જ在的Ϧスクをநग़し、Ϧスク௿ݮに向けたアクションをܧ続的に実ࢪ

しています。

重ཁサプライϠー（当社の੡品੡଄に関わる෦ࡐ、Ճ޻、ઃඋなͲを供څいただくお取引ઌさま）に対しては、

上هの取引ઌ؅理の؍఺に基ͮく定期ධ価をຖ年実ࢪしてAʙ%にランク෇けしており、フィーυバックを௨

͡てܧ続的なվળをଅすことで、ݻڧなパートφーシップをஙいています。

˔ ެ正、ಁ 明、⾃༝なڝ૪ならびに合理性に基ͮく適正な価֨での取引をおこないます。

˔ ௐୡに関する法ྩ౳を९कするとともに、責任あるௐୡをଅ進します。お取引ઌさまのબ୒には、
品࣭、ٕ ज़、価֨、ೲ期、CSR・サステφビϦティの取り組みの΄か、ܧ続的なվળに取り組Ή姿
੎を૯合的に൑அします。

˔ 地球ڥ؀への負ՙを௿ݮするため、Ϧサイクルࡐをは͡めとする持続可能なࡐݪྉのௐୡに努
めます。

˔ お取引ઌさまはྑきパートφーであり、相互信頼を深め、相互ൃలを目指します。
行ಈࢦ਑

੒比率ߏ஍Ҭ別ௐୡ金額・ࠃ ॏ要サプライϠー͔ΒのങいೖΕ比率 ॏ要サプライϠーのレϕルごͱの比率
（202�年౓定期評価݁Ռ）

ௐୡํ਑

ਪਐମ੍ CSR・サステナビリティௐୡのਪਐ

取引ઌ管理

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03 企業価஋を向上さͤる資本

	 	 財務資本・財務୲౰ࣥߦ໾һϝοηーδ

	 	 ਓత資本

	 	 ࿑ಇ҆શӴੜ

	 	 ਓݖͷଚॏ

	 	 ੡造資本

	 	 ஌త資本

	 	 ࣗવ資本・5$'%

	 	 社会・ؔ 資本܎

	 	 $43・サスςナϏリςΟௐୡ

04	 コーポレート・ガバナンス

05	 σーλ

※適正なௐୡのৄࡉは当社΢ェϒサイトをご覧ください。https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/525/

03 ຊࢿΔ্ͤ͞޲Ձ஋Λۀا

CSR・サステナビリティௐୡ
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業務執行

株主総会

�

�

取క役会1 監査౳ҕ員会2

社௕執行役員

5

人ݖ分Պ会

社಺ 社֎

指示

બ任・解任

連ܞ

໰・౴申ࢾ

಺部監査部໳

報告

業務執行部໳（本社ػ能・֤ Χンパニー・֤ 本部）	、֤ グループ会社

監査
監ಜ

取క役
（監査౳ҕ員Ҏ֎）

取క役
（監査౳ҕ員）

બ任・解任

会計監査人

બ任・解任

リスクマωジϝントҕ員会

コンプライアンスҕ員会

શ社඼࣭ҕ員会

I5ηキュリティҕ員会

ҕ員会ڥ؀

҆શӴੜҕ員会

֤ઐ໳ҕ員会

指示

取క໾会ࣨ 監査౳ҕһ会ࣨ

指示

執行役員・
Χンパニー
プレジデント会

指示・報告

報告

執行役員

指示

経営会ٞ

戦略 投資人ࡐ

名ҕ員会ࢦ

報ुҕ員会

CSR・サステナ
ビリティҕ員会 連

携

選
任
・
解
任
・
監
督

連
携

会
計
監
査

監
査

監
査

取క役のࡏ೚年数˞

ฏۉ

ࡀ����

��%��%

ฏۉ

5�2年
61ʙ69ࡀ
5名

ҎԼࡀ60
1名

ঁ性・֎国੶
�名

ಠཱ社֎
�名

社಺
�名

�名

Ҏ上ࡀ70
5名

3年ҎԼ
5名

4ʙ7年
�名

8ʙ10年
2名

11年Ҏ上
1名

年ྸ

取క役会のಠ立社֎取క役比率 ঁ性・֎ࠃ੶取క役比率

※取క໾ब任Ҏ前に監査໾を຿めていた取క໾については、
　取క໾および監査໾としての在任年数を௨算しています。

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・Ψバナンス

	 	 コーポレート・ガバナンス

	 	 औక໾会長ϝοηーδ

	 	 ໾һ࠲ஊ会

	 	 ໾һҰཡ

	 	 リスΫマωδϝント

	 	 コンϓライΞンス

	 	 情報ηΩϡリςΟ

05	 σーλ

当社は、「ࢲたͪは、相互信頼を深め、ະ来をݟつめた৽たな価値を提案し、ੈ քの⼈ʑにݙߩします。」をスローΨンとする企業理೦のもと、中௕期的な企業価値の向上を目指す経営を推進するため、コーϙレート・Ψバφン

ス体制を構ஙし、そのॆ実に取り組んでいます。そして、株ओ、٬ސ、取引ઌ、ै 業һ、地Ҭ社会なͲの֤ステークϗルダーに対して、ެ 正でಁ明性のߴい経営をおこないながら信頼関܎をஙくとともに、ޮ 率的で݈全な経営

により持続的な成௕を果たすため、経営体制および಺෦統制システムを੔උ・ӡ用していくことを、当社のコーϙレート・Ψバφンスに関する基本的なํ͑ߟとしています。

当社は、取క໾会における経営ํ਑・経営ઓུに関するٞ࿦の一層

のॆ実と監ಜػ能のڧԽ、経営のҙܾࢥ定およびࣥ⾏のさらなるਝ

଎Խを目的として、監査౳ҕһ会ઃஔ会社をબ୒し、監査౳ҕһ会

ઃஔ会社の࿮組みの中で֤ػ関をઃஔしています。

コーポレート・Ψバナンスハイライト （2025年6月25日現在）

コーポレート・Ψバナンスମ੍ਤ （2025年6月25日現在）

コーポレート・Ψバナンスମ੍

コーポレート・Ψバナンスに関するج本తなํ͑ߟ

▶ 1.78⁞ʙ⁢：ৄ はࡉ

コーポレート・Ψバナンス
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˔	औక໾ͷһ਺を25໊Ҏ಺͔Β13໊Ҏ಺΁ݮһ
໾һ੍౓ͷಋೖߦࣥ	˔

ࢦ	˔ ・໊報ुҕһ会ͷઃஔ
˔	業੷࿈ಈܕ株式報ु੍౓ͷಋೖ

˔	؂ࠪ౳ҕһ会ઃஔ会社ʹҠߦ
˔	औక໾ͷա൒਺を社֎औక໾΁

˔	ै業һࣥߦ໾һ੍౓ͷಋೖ
˔	໾һ֊૚ͷ౷ഇ߹

˔	社֎औక໾ͷબ೚

˔	社֎औక໾を2໊ʹ૿һ

˔	社֎औక໾を3໊ʹ૿һ

˔	औక໾ͷ3෼ͷ1を社֎औక໾΁

˔	業੷࿈ಈܕ株式報ु੍౓ͷࢦඪʹ非財務ࢦඪを௥Ճ

˔	業੷࿈ಈܕ株式報ु੍౓ͷࢦඪʹ株主価値ࢦඪを௥Ճ

˔	コーポレート・ガバナンスʹؔ͢る報ࠂॻをൃߦ
˔	ಠཱ໾һબ೚ج४ͷࡦఆ
˔	औక໾会ͷ࣮ޮੑධ価を։࢝

２
０
２
̑

２
０
２
２

２
０
２
̍

２
０
２
０

２
０
̍
̕

２
０
̍
̓

２
０
̍
̒

２
０
̍
̑

２
０
̍
４

２
０
̍
̏

２
０
̍
２

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・Ψバナンス

	 	 コーポレート・ガバナンス

	 	 औక໾会長ϝοηーδ

	 	 ໾һ࠲ஊ会

	 	 ໾һҰཡ

	 	 リスΫマωδϝント

	 	 コンϓライΞンス

	 	 情報ηΩϡリςΟ

05	 σーλ

❶
取
締
役
会

໨త　経営の基本ํ਑や中期経営ઓུなͲの経営上の重ཁな事߲の৹ ・ܾٞ 定をするとともに、
୅ද取క໾社௕なͲからの報告を受けることにより経営ਞによる業຿ࣥ⾏状گや಺෦統制੔උ
状گの監ಜをおこないます。

۩ମతͳ׆ಈ಺༰　2024年度は、法 ・ྩ定׺に定めるܾٞ事߲なͲの定ྫ的な事߲の΄か、
中期経営計画2025の進௙状گおよび中期経営計画2030、重ཁな投ࢿ案݅、ݸผ事業の事業
ઓ ・ུ成௕ઓུ、サステφビϦティ՝୊への取り組み、Ϧスクマネジϝントҕһ会およびコンプラ
イアンスҕһ会の׆ಈ状گ、株ओ・投ࢿՈとの対話状گならびに取క໾会の実ޮ性なͲについて、
৹ٞをおこないました。

議長・ҕһ長 成ߏ 2024年౓
։࣮࠵੷

取క໾会௕
ඌಊ ਅҰ

औక໾11 （໊͏ͪ社֎औక໾7໊）

؂ࠪ౳ҕһͰ͋るऔక໾4໊
（͏ͪ社֎औక໾3໊）

୅දऔక໾3໊
社֎औక໾（؂ࠪ౳ҕһͰ͋るऔక໾をআ͘）4໊

※監査౳ҕһである取క໾4名もജ੮

୅දऔక໾3໊
社֎औక໾（؂ࠪ౳ҕһͰ͋るऔక໾をআ͘）4໊

※監査౳ҕһである取క໾4名もജ੮

12回

❹
報
酬
委
員
会

໨త　取క໾およびࣥ⾏໾һの報ुܾ定についての合理性およびಁ明性を確保するため、取క
໾（監査౳ҕһである取క໾を除く）およびࣥ⾏໾һの報ुに関するํ਑なͲやそれらの取క໾
およびࣥ⾏໾һの報ु案のଥ当性に関して、取క໾会のࢾ໰を受け৹ ・ٞ౴申をおこないます。

۩ମతͳ׆ಈ಺༰　2024年度は、取క໾会からのࢾ໰に基ͮき、ओに、会社業੷・ݸ⼈業੷の
ධ価およびそれらに基ͮく取క໾（監査౳ҕһである取క໾を除く）・ࣥ ⾏໾һ（ޏ用ࣥܕ⾏໾
һを除く）のݸ⼈ผの報ु಺༰、取క໾（監査౳ҕһである取క໾を除く）およびࣥ⾏໾һの報
ु制度のվ定ならびに取క໾（監査౳ҕһである取క໾を除く）の報ु౳の಺༰のܾ定ํ਑の
վ正について、৹ ・ٞ౴申をおこないました。

議長・ҕһ長 成ߏ 2024年౓
։࣮࠵੷

取క໾会௕
ඌಊ ਅҰ

取క໾会௕ ඌಊਅҰ
取క໾社௕ ઒߹ଚ
取క໾ 上੮ࣥ⾏໾һ ླ໦࢘ܒ
社֎取క໾ ౔Ҫඒ࿨ࢠɺ∁૔ઍय़ɺ

ଇٱכਔɺਅ޹ଜࡾ
※監査౳ҕһである取క໾全һもജ੮

�回

❺
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
委
員
会

໨త　当社グループのサステφビϦティ経営を推進するため、༏ઌ的に取り組Ή経営՝୊として
特定した「社会的՝୊解ܾ」「⼈的ࢿ本」「経営基൫」の3つの෼野における取り組みや重ཁな
ESGテーマについて、取క໾会のࢾ໰を受け৹ ・ٞ౴申・提ݴをおこないます。

۩ମతͳ׆ಈ಺༰　2024年度は、サステφビϦティ経営の在りํや࣍期༏ઌ的に取り組Ή経
営՝୊についてのٞ࿦や、CSR 基本ํ਑のվగ৹ٞなͲをおこないました。また、同ҕһ会಺
にઃஔする⼈ݖ෼Պ会を2ճ開࠵し、⼈ݖデϡー・ディϦジェンスの結果報告౳をおこないました。
さらに、ҕһ会の஌࠲ࢹ・ݟをߴめることを目的として֎෦有識者をটいたߨԋを実ࢪしました。

議長・ҕһ長 成ߏ 2024年౓
։࣮࠵੷

社֎取క໾
∁૔ ઍय़

社֎取క໾ ∁૔ઍय़
෭社௕ࣥ⾏໾һ দҪప
取క໾ 上੮ࣥ⾏໾һ ླ໦࢘ܒ
上੮ࣥ⾏໾һ খྛ݈࢘
ࣥ⾏໾һ ๺Տࢹ޿

10回

❷
監
査
等
委
員
会

໨త　取క໾（監査౳ҕһである取క໾を除く。ҎԼ同͡）の職຿ࣥ⾏を監査・監ಜします。また、
取క໾の指名および報ु౳について、指名ҕһ会および報ुҕһ会へのജ੮なͲを௨͡てその
プロηスのଥ当性・適切性を確認し、ҙݟද明をおこないます。

۩ମతͳ׆ಈ಺༰　2024年度は、取క໾会へのग़੮、取క໾・ࣥ ⾏໾һ・事業෦໳௕౳との໘
ஊ、಺෦監査෦໳との定期連བྷ会や共同での監査׆ಈにՃ͑、ৗۈ監査౳ҕһによる経営会ٞ
౳の重ཁな会ٞ体へのग़੮、ܾ ಈ׆書ྨのӾ覧、グループ会社監査໾との定期連བྷ会なͲのࡋ
の報告を受けて、監査౳ҕһ会で಺෦統制の有ޮ性や業຿ࣥ⾏状گについて৹ٞし、確認をお
こないました。また、監査౳ҕһ会の実ޮ性ධ価についても取り組みを࢝めました。

議長・ҕһ長 成ߏ 2024年౓
։࣮࠵੷

ৗۈ監査౳ҕһ
ү෦ ೋݠ

औక໾11 （໊͏ͪ社֎औక໾7໊）

؂ࠪ౳ҕһͰ͋るऔక໾4໊
（͏ͪ社֎औక໾3໊）

୅දऔక໾3໊
社֎औక໾（؂ࠪ౳ҕһͰ͋るऔక໾をআ͘）4໊

※監査౳ҕһである取క໾4名もജ੮

୅දऔక໾3໊
社֎औక໾（؂ࠪ౳ҕһͰ͋るऔక໾をআ͘）4໊

※監査౳ҕһである取క໾4名もജ੮

12回

主要ػ関の概要 Ψバナンスଶ੎のਪҠ

❸
指
名
委
員
会

໨త　取క໾およびࣥ⾏໾һの指名についての合理性およびಁ明性を確保するため、株ओ૯会
に෇ٞする取క໾બ任ٞ案、୅ද取క໾および໾෇取క໾のબ定・解職、サクηッションプラン、
ࣥ⾏໾һのબ解任なͲに関して、取క໾会のࢾ໰を受け৹ ・ٞ౴申をおこないます。

۩ମతͳ׆ಈ಺༰　2024年度は、取క໾会からのࢾ໰に基ͮき、ओに、取క໾会の構成、株ओ
૯会に提ग़する取క໾のબ任に関するٞ案の಺༰、୅ද取క໾および໾෇取క໾のબ定、ࣥ ⾏
໾һのબ任、サクηッションプランならびにスキル・マトϦックスのվ定について、৹ ・ٞ౴申をお
こないました。

議長・ҕһ長 成ߏ 2024年౓
։࣮࠵੷

取క໾会௕
ඌಊ ਅҰ

取క໾会௕ ඌಊਅҰ
取క໾社௕ ઒߹ଚ
取క໾ 上੮ࣥ⾏໾һ ླ໦࢘ܒ
社֎取క໾ ౔Ҫඒ࿨ࢠɺ∁૔ઍय़ɺ

ଇٱכਔɺਅ޹ଜࡾ
※監査౳ҕһである取క໾全һもജ੮

5回

コーポレート・Ψバナンス
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取క役会の役割ͱߏ੒

取క役のスキル・マトリックス

取క໾会は、会社の持続的成௕と中௕期的な企業価値の向上をଅし、ऩӹ力・ࢿ本ޮ率

なͲのվળをਤる΂くҎԼの໾ׂを୲ͬています。

当社は持続的成௕と中௕期的な企業価値の向上をਤるために、ઐ໳஌識や経ݧなͲのバックグラ΢ンυがҟなるଟ༷な⼈ࡐで取

క໾会を構成することが重ཁであると͑ߟており、ジェンダーや国ࡍ性、職ྺ、年ྸの໘も含Ήଟ༷性をྀߟした上で、๛෋な経ݧ、

、ߴ識ݟいߴ 度なઐ໳性を有する⼈ࡐでその時ʑの事業ڥ؀によͬてバランスよく構成することとしています。また、取క໾会の過

൒数を当社とはҟなるڥ؀でഓわれた経ݧやઐ໳஌識を有する社֎取క໾で構成し、取క໾会の監ಜػ能をڧԽするとともに、ଟ

֯的なࢹ఺からٞ࿦をおこなうことで、ҙܾࢥ定のಁ明性および؍٬性の確保に努めています。なお、当社は⼈छ、ຽ଒性、国੶、

ग़⽣国もしくは文Խ的എܠなͲを理༝に取క໾ީิの対৅֎とすることはありません。

取క໾会は、当社グループの事業಺༰、経営ํ਑、֎෦ڥ؀౳を౿ま͑、経営上の重ཁなҙܾࢥ定および業຿ࣥ⾏の監ಜにඞཁとなる経ݧ・

஌識・ઐ໳性を特定し、ଟ༷性もྀߟしながらバランスよく取క໾を഑ஔしています。

これらの経ݧ・஌識・ઐ໳性は、当社の経営ํ਑や֎෦ڥ؀౳の変ԽにԠ͡て適ٓݟ直しをおこなうものとしています。2024年度においては、

前中期経営計画（2021ʙ2024年度）のऴྃをػに、より௕期ࢹ఺でのモχタϦングػ能ڧԽをࢤ向したスキル߲目での構成に変更するとと

もに、スキルのબ定理༝と֤取క໾に期଴する໾ׂを明確Խしました。なお、ݟ直しにࡍしては、取క໾会のࢾ໰ҕһ会である指名ҕһ会で

৹ٞの上、取క໾会でܾ定しています。

w 経営のج本ํ਑やத௕期తな経営戦略なͲの経営上のॏ要な事߲の৹ ・ܾٞ 定
w 経営ਞװ部にΑるద੾なリスクテイクを支͑るڥ؀੔備
w ಠ立͠た؍٬తな立場͔Βの経営ਞに対する実ޮ性の高い監ಜ

取క役のスキル・マトリックス

名ࢯ ஍Ґ ಠ立性
経ݧ・஌ ・ࣝઐ໳性

企業経営 財務・会計 Ψバナンス・๏務・
リスクマωジϝント 人త資本 グローバル

ビジωス
ٕज़・
研究開発

事業開発・
.�A

ඌಊ ਅҰ ୅ද取క໾会௕ ʓ ʓ ʓ

઒合 ଚ ୅ද取క໾社௕
社௕ࣥ⾏໾һ ʓ ʓ ʓ

ླ໦ ࢘ܒ 取క໾
上੮ࣥ⾏໾һ ʓ ʓ ʓ

౔Ҫ ඒ࿨子 社֎取క໾ ˔ ʓ ʓ

∁૔ 千य़ 社֎取క໾ ˔ ʓ ʓ

ଜࡾ ਔ޹ 社֎取క໾ ˔ ʓ ʓ ʓ

ਅכ ଇٱ 社֎取క໾ ˔ ʓ ʓ ʓ

ү部 ೋݠ 取క໾ ৗۈ監査౳ҕһ ʓ ʓ ʓ

Ӭ෌ ࢙子 社֎取క໾ 監査౳ҕһ ˔ ʓ

CIriTtiOa -� AINaEKiaO 社֎取క໾ 監査౳ҕһ ˔ ʓ ʓ

಺ࢁ ӳੈ 社֎取క໾ 監査౳ҕһ ˔ ʓ ʓ ʓ

スキル߲໨ બ定理༝

企業経営

⾃ಈं࢈業がେ変ֵ期をܴ͑る中で当社グループが最適な事業ϙートフォ
ϦΦ構ஙを目指すため、取క໾会が中௕期的なࢹ఺から企業価値の向上
と社会的՝୊解ܾへのݙߩをཱ྆する経営ํ਑をܾ定し、経営ਞによる
果அなҙܾࢥ定を監ಜするためには、企業経営に関するスキルがඞཁ。

財務・会計

中௕期的なརӹ成௕と株ओؐݩのڧԽを推進する中で、ࡒ຿݈全性との
バランスがとれた成௕投ࢿおよび経営基൫ڧԽのための投ࢿを実現する
݈、຿ઓུのཱ案・実⾏、ならびにࡒ 全なࡒ຿報告体制のӡ用を取క໾会
が監ಜするためには、ࡒ຿・会計に関するスキルがඞཁ。

Ψバナンス・
๏務・リスク
マωジϝント

Ψバφンスの一層のߴ度Խを目指す中で、コンプライアンスを推進し、事
業ӡ営を્害するϦスクに適切に対ॲするためのΨバφンス・Ϧスクマネ
ジϝント体制が構ங・ӡ用されていることを取క໾会が監ಜするためには、
Ψバφンス・法຿・Ϧスクマネジϝントに関するスキルがඞཁ。

人త資本

「Niterra΢ェイ」を体現する⼈ࡐの׆༂に向け、⼈ࡐҭ成、⼈ࡐ഑ஔの最
適Խ、組৫・制度վֵを含Ή⼈的ࢿ本投ࢿの取り組みを重఺的に推進す
る中で、⼈ࡐઓུのཱ案・実⾏を取క໾会が監ಜするためには、⼈的ࢿ本
に関するスキルがඞཁ。

グローバル
ビジωス

グローバル市場で事業をల開するとともに、グローバルな⽣ ・࢈ൢ 売体制
を׆用して৽たな事業ྖҬへの進ग़をਤる中で、取క໾会がグローバル
市場でのઓ ・ུϦスクに関する理解やଟ֯的なࢹ఺に基ͮき事業を監ಜす
るためには、グローバルビジネスに関するスキルがඞཁ。

ٕज़・研究開発

ηラミックٕज़を֩とした事業֦େと৽たなコア・コンϐタンスの֫ಘを目
指す中で、ٕ ज़・ڀݚ開ൃは重ཁな事業׆ಈであり、஫力するٕज़・ڀݚ
開ൃྖҬの特定やその実現に向けた経営ݯࢿの഑෼を取క໾会が監ಜ
するためには、ٕ ज़・ڀݚ開ൃに関するスキルがඞཁ。

事業開発・.�A

コア・コンϐタンスを׆かした事業開ൃやM�AなͲによるଞ社とのシφジー
実現による৽たな事業の૑ग़と成௕を目指す中で、適切な経営ݯࢿ഑෼
および事業ܧ続൑அ、中௕期ઓུに適合した M�Aを取క໾会が監ಜす
るためには、事業開 ・ൃM�Aに関するスキルがඞཁ。

コーポレート・Ψバナンス
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05	 σーλ

社֎取క役の役割͓Αͼಠ立性

サクηッションプラン

当社は、取క໾会の監ಜػ能をߴめるとともに、ଟ֯的なࢹ఺からの

ٞ࿦を௨͡てҙܾࢥ定のಁ明性および؍٬性の確保をするため、取క

໾の過൒数を社֎取క໾とし、๛෋な経ߴݧ、 いݟ識ߴ、 度なઐ໳性

を有するଟ༷な⼈ࡐで取క໾会を構成します。また、当社は社֎取క

໾全һをಠཱ໾һとして指定し、（株）東京証券取引所および（株）名古

屋証券取引所へಧけग़ており、その指定にあたͬては、当社の経営ਞ

およびओཁ株ओとの間に特ผな関܎がなく、一ൠ株ओとのརӹ相反が

⽣ずるおそれのないよう、会社法で定められた社֎取క໾のཁ݅およ

びۚ༥商品取引所が定めるಠཱ໾һのಠཱ性基準にՃ͑て、当社ಠ

⾃の「ಠཱ໾һબ任基準」を策定し、これらす΂てをຬたす者をಠཱ

໾һに指定することとしています。

社֎取క໾は、取క໾会や任ҙのࢾ໰ҕһ会にग़੮し、ಠཱしたཱ場

から会社の重ཁなҙܾࢥ定に関༩することで監ಜػ能を୲うとともに、

取క໾会において中௕期的な経営ํ਑の策定や進௙状گの確認をお

こなうࡍには、֤ 社֎取క໾が有する๛෋な経ݟ・ݧ識に基ͮきେہ

的な؍఺から助ݴをおこないます。また、監査౳ҕһである社֎取క

໾は、そのಠཱ性やઐ໳஌識に基ͮき監査・監ಜػ能を୲います。

1�サクηッションプランのࡦ定・ӡ༻

当社は、当社グループの持続的成௕と中௕期的な企業価値向上をਤ

るため、将来の当社グループの経営を୲う࣭ࢿを持ͬた最適な⼈ࡐを

社௕としてొ用できるよう、े ෼な時間とݯࢿをかけてサクηッション

プランの策定とӡ用に取り組んでいます。

当社のサクηッションプランは取క໾会௕および取క໾社௕がओಋし

て策定およびӡ用をおこなͬていますが、その؍٬性・ಁ 明性を確保す

るため、ಠཱ社֎取క໾が過൒数を઎める指名ҕһ会が定期的に策

定・ӡ用状گの報告を受けるとともに助ݴをおこなͬています。

2�後ܧ者ީิ者のબ定・ҭ੒

当社は、後ܧ者のબ定基準に基ͮき、後ܧ者ީิ者をෳ数名બ定し、

ҭ成プログラムを実⾏しています。指名ҕһ会は後ܧ者のબ定基準、

後ܧ者ީิ者のબ定状گ、ҭ成計画の಺༰およびӡ用状گについて

報告を受けて協 ・ٞ助ݴをおこなう΄か、指名ҕһ会のҕһである社

֎取క໾によるҭ成プログラムへのജ੮を௨͡てӡ用状گを直接確

認するػ会をઃけています。

また、後ܧ者ީิ者のܧ続・ަ ୅は、ຖ年、ҭ成プログラムの状گを౿

ま͑て指名ҕһ会にてݕ౼し、ܾ 定されます。

役৬ 名ࢯ બ೚理༝
202�年౓ग़੮状況

取క役会 監査౳ҕ員会

社֎取క໾ ౔Ҫ ඒ和ࢠ

情報௨信෼野におけるڀݚ者としての๛෋な経ݧおよび୎ӽした実੷を有するとともに、事業会社において৽ن事
業のཱͪ上げにܞわり、事業開ൃに関するߴいݟ識を有しています。当社においては、その経ݟ・ݧ識なͲに基ͮき、
社֎取క໾として当社経営ਞによる業຿ࣥ⾏の監ಜおよび経営ਞへの助ݴをいただいていることから、社֎取క໾
にબ任しています。

12ճ／12ճ －

社֎取క໾ ∁૔ ઍय़

組৫構ங・⼈ࡐ開ൃ෼野のコンサルタントを経て、国ࡍ的な੡ༀ企業をは͡めとするزଟのグローバル企業におい
て⼈的ࢿ本経営の推進や組৫վֵにܞわり、⼈的ࢿ本経営やグローバルな組৫経営に関する๛෋な経ݧおよびߴ
いݟ識を有しています。当社においては、その経ݟ・ݧ識なͲに基ͮき、社֎取క໾として当社経営ਞによる業຿ࣥ
⾏の監ಜおよび経営ਞへの助ݴをいただいていることから、社֎取క໾にબ任しています。

12ճ／12ճ －

社֎取క໾ 三村 ޹ਔ

事業会社において事業責任者や୅ද取క໾会௕をྺ任するなͲ、௕年に࿱りࣥ⾏と監ಜの྆໘から経営にܞわり、
企業経営やコーϙレート・Ψバφンスに関するߴいݟ識を有しています。また、ւ֎市場の開୓や M�Aを௨͡た事
業֦େにもܞわるなͲ、グローバルビジネスや事業開 ・ൃM�Aに関する๛෋な経ݧを有しています。当社においては、
その経ݟ・ݧ識なͲに基ͮき、社֎取క໾として当社経営ਞによる業຿ࣥ⾏の監ಜおよび経営ਞへの助ݴをいただ
いていることから、社֎取క໾にબ任しています。

12ճ／12ճ －

社֎取క໾ ਅٱ כଇ

事業会社の経営企画෦໳において௕年に࿱り組৫վֵや৽ن事業૑ग़・M�Aを௨͡た事業ϙートフォϦΦվֵに
わるなͲ、企業経営や事業ܞ会社の経営責任者としてグローバルな事業ӡ営にࢠわるとともに、事業෦໳や事業ܞ
開 ・ൃM�A、グローバルビジネスに関する๛෋な経ݧとߴいݟ識を有しています。当社においては、その経ݟ・ݧ識
なͲに基ͮき、社֎取క໾として当社経営ਞによる業຿ࣥ⾏の監ಜおよび経営ਞへの助ݴをいただいていることか
ら、社֎取క໾にબ任しています。

10ճ／10ճ
（2024年

6月25日
ब任Ҏ߱）

－

社֎取క໾
監査౳ҕһ Ӭ෌ ࢙ࢠ

௕年に࿱りห࢜ޢとしてഓわれたઐ໳的な஌識および๛෋な経ݧを有しており、そのઐ໳的な஌識・経ݧなͲを׆
かして、監査౳ҕһである社֎取క໾として経営全ൠに対する監査および監ಜをいただくとともに、経営全ൠに対
して適ٓ適切な提ݴをいただいていることから、監査౳ҕһである社֎取క໾にબ任しています。

12ճ／12ճ 12ճ／12ճ

社֎取క໾
監査౳ҕһ

Christina 
L.

AhmaEKian

企業経営、コーϙレート・Ψバφンスおよび組৫文Խのڀݚ者としての๛෋な経ݧとߴいݟ識、また、数ଟくの企業
において社֎取క໾として経営に関༩した経ݧに基ͮき、監査౳ҕһである社֎取క໾として経営全ൠに対する監
査および監ಜをいただくとともに、経営全ൠに対して適ٓ適切な提ݴをいただいていることから、監査౳ҕһであ
る社֎取క໾にબ任しています。

12ճ／12ճ 12ճ／12ճ

社֎取క໾
監査౳ҕһ ಺ࢁ 英ੈ

௕年に࿱りެ認会計࢜としてഓわれたઐ໳的な஌識および๛෋な経ݧを有しているとともに、監査法⼈およびグロー
バル・コンサルティングフΝームの経営者としての๛෋な経ݧを有しており、その஌識・経ݧなͲに基ͮき監査౳ҕ
һである社֎取క໾として経営全ൠに対する監査および監ಜをいただくとともに、経営全ൠに対して適ٓ適切な提
。をいただいていることから、監査౳ҕһである社֎取క໾にબ任していますݴ

10ճ／10ճ
（2024年

6月25日
ब任Ҏ߱）

10ճ／10ճ
（2024年

6月25日
ब任Ҏ߱）

コーポレート・Ψバナンス



Niterra Integrated Report 2025 81

04 ίーϙϨーτɾΨόφϯε

実ޮ性評価の実ํࢪ๏

取క໾に対するアンケートを実ࢪ

˔ 取క໾会の構成とӡ営
˔ 経営ઓུと事業ઓུの৹ٞ
˔ 企業ྙ理とϦスク؅理
˔ 業຿モχタϦングと経営ਞのධ価・報ु
˔ 株ओ・投ࢿՈとの対話

アンケート߲໨

取క໾会でධ価を実ࢪ

՝୊の確認

՝୊への対Ԡํ਑ݕ౼・対Ԡ実ࢪ

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・Ψバナンス

	 	 コーポレート・ガバナンス

	 	 औక໾会長ϝοηーδ

	 	 ໾һ࠲ஊ会

	 	 ໾һҰཡ

	 	 リスΫマωδϝント

	 	 コンϓライΞンス

	 	 情報ηΩϡリςΟ

05	 σーλ

取క役会の実ޮ性評価

当社は、取క໾会が期଴されるػ能を適切に果たしているかをݕ証し、その実ޮ性のܧ続的な向上をਤるため、ຖ年、取క໾会の実ޮ性のධ価を実ࢪしています。

2024年度においては、取క໾会の構成とӡ営、経営ઓུなͲの৹ٞ、業຿ࣥ⾏の監ಜ状گなͲをධ価߲目とするアンケートを取క໾に対し実ࢪし、アンケート結果なͲをもとに取క໾会の実ޮ性ධ価を実ࢪしました。

なお、アンケートの഑෍およびճ౴のճऩ・ू 計は֎෦ػ関にҕ託しています。

w આ明ࢿྉおよび಺༰のվળによる取క໾会における৹ٞ಺༰
のॆ実とӡ営ޮ率Խ

w サクηッションプランの全体૾や進௙について定期的に報告・
ٞ࿦するػ会のઃ定

w ⼈的ࢿ本への投ࡐ⼈・ࢿઓུに関するより深いٞ࿦の実ࢪ

w 取క໾会において、࣍ 期中期経営計画のݕ౼と連ಈした⼈的
ٞ・ઓུをテーマとしたٞ୊のઃ定ࡐ⼈・ࢿ本への投ࢿ ࿦

w 取క໾会における৹ٞ಺༰のॆ実とӡ営ޮ率Խをਤるための
取క໾会ࢿྉのフォーマットのݟ直し、サクηッションプランの
全体૾や進௙について報告・ٞ ࿦するための指名ҕһ会にお
けるٞ୊のઃ定なͲ

w 提供ࢿྉのܗ式および報告ํ法のվળをおこなうとともに、े
෼な情報提供と৹ٞ時間を確保するため、前年度に引き続き、
重ཁ案݅についてはෳ数ճに࿱り取క໾会の΄かΦフサイト
ミーティングを׆用してٞ࿦をおこないました。

w 指名ҕһ会のҕһである社֎取క໾による経営⼈ࡐҭ成プロ
グラムへの関༩なͲにՃ͑、社௕のサクηッションプランの٬
ಁ・性؍ 明性向上のため、指名ҕһ会にてܧ続的に策定・ӡ用
状گの報告をおこなうとともに、社֎取క໾からの助ݴを適ٓ
。策に反映させましたࢪ

w 中期経営計画2030のݕ౼にあわせて⼈的ࢿ本への投ࢿ・⼈
ઓུを重఺的な՝୊として取り上げ、取క໾会やΦフサイトࡐ
ミーティングにおいてܧ続的なٞ࿦をおこないました。

実ޮ性ධ価の結果、当社の取క໾会の実ޮ性はे෼に確保されていることが確認され、特にҎԼの
߲目についてޮ果的な取り組みが実⾏されていることを確認しました。

w 取క໾会が果たす΂き໾ 能が明確Խされており、取క໾会はその໾ػׂ・ 能を果たす上でඞػׂ・
ཁな஌識、能力、経ݧならびにଟ༷性が確保されたϝンバー構成となͬている。

w 取క໾会は、グループ会社を含Ήै業һが企業ྙ理に関する໰୊を報告するための಺෦௨報制度
をは͡めとした、コンプライアンス体制を経営ਞが適切に੔උしていることを確認するとともに、಺
෦監査෦໳、サステφビϦティҕһ会やそのࡿԼのコンプライアンスҕһ会の׆ಈを௨͡てそのӡ
用状گを監ಜしている。

w 社௕および経営ਞ・取క໾の報ुに関して報ुҕһ会が果たす΂き໾ 、能が明確になͬておりػׂ・
取క໾会は報ुҕһ会がその໾ 能を果たしていることを確認している。また、経営ਞの報ुػׂ・
スキームのઃ計が会社の経営ઓུや事業ઓུと੔合し、୹期的目標・௕期的目標・ඇࡒ຿指標目標
のバランスがとれていると認識している。

w 取క໾会は、経営ਞがࢿ本コストや株価をҙ識した経営を推進するとともに、その取り組み状گに
ついて、適切な開示をおこなͬていることを確認している。

w 取క໾会は、取క໾会の実ޮ性ධ価で೺Ѳされた重ཁな՝୊について適ٓվળのࢪ策をଧͪ、実
ޮ性の向上に努めている。

w 取క໾会における更なるٞ࿦ଅ進のための会ٞӡ営のޮ率Խ
w 取క໾会によるモχタϦングڧԽと事業ઓུに関するより深いٞ࿦の実ࢪ

w さらなるٞ࿦ଅ進のため、Φフサイトミーティングの׆用にՃ͑、適ٓ、事前આ明会による取క໾会
前の社֎取క໾へのे෼な情報提供と࿦఺の明確Խをおこなう。さらに案݅にԠ͡て、社֎取క
໾のみで事前にٞ࿦する時間をઃけ、社֎取క໾からの事前のҙݟ・助ݴを౿ま͑て取క໾会での
ٞ࿦をおこなう࢓組みをಋ入する。

w 事業ごとにϋーυルレートをઃ定し、事業ϙートフォϦΦ؅理をڧԽしており、この࢓組みのもと、ఫୀ・
ऩӹ構଄վֵの対৅となͬた事業を中৺に定期的にモχタϦング状گを報告する。Ճ͑て、ങऩした
事業・会社についてはPMIの状گを定期的に報告するなͲ、年間を௨͡て、取క໾会において事業ઓ
ུに関するより深いٞ࿦を実ࢪし、さらなる事業状گの೺Ѳと監ಜをおこなうための࢓組みをಋ入する。

202�年౓に実͠ࢪた実ޮ性評価 202�年౓に実͠ࢪた実ޮ性評価

抽
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05	 σーλ

役員報ु

本ํ਑ج
取క໾（監査౳ҕһである取క໾および社֎取క໾を除く）およびࣥ⾏໾һに対する報ु౳は、中௕期的な業੷の向上と
企業価値૿େへのݙߩҙ識をߴめ、株式保有を௨͡た株ओとのར害を共有することを基本ํ਑とし、ۚ મで支څされる「ݻ
定報ु」および単年度の会社業੷ୡ成度なͲに連ಈする「৆༩」ならびに໾位および中期経営計画なͲでܝげる業੷目
標のୡ成度なͲにԠ͡て当社株式をަ෇する「業੷連ಈܕ株式報ु」から構成されています。なお、監査౳ҕһである取
క໾および社֎取క໾に対する報ु౳は「ݻ定報ु」のみとしています。また、当社は取క໾会のࢾ໰ػ関として「報ु
ҕһ会」をઃஔしています。取క໾（監査౳ҕһである取క໾を除く）およびࣥ⾏໾һの報ु౳に関するํ਑やख続き、
制度಺༰および֤取క໾（監査౳ҕһである取క໾を除く）・ࣥ ⾏໾һへの報ु案のଥ当性を৹ٞし、取క໾会へ౴申す
ることで、取క໾の報ु౳のܾ定に対する合理性およびಁ明性を確保しています。2024年度においては、「報ुҕһ会」
を3ճ開࠵しています。

マルス・クローバック੍౓
৆༩および業੷連ಈܕ株式報ुについて、重େなෆ正・法ྩ౳ҧ反⾏ҝ、会計上の重େなޡりやෆ正、⾃⼰౎合による
ࣙ任なͲの一定の事༝に該当した場合には、報ुの支څ・ަ ෇を受けるݖརを຅ऩし、または報ुのֹݮやฦؐをٻめ
るマルス・クローバック制度をઃけています。

賞༩のܾ定ํ਑
৆༩は、໾職ผの基準ֹに、営業׆ಈの成果を反映する単年度の連結業੷指標の目標ୡ成度や、持続的な成௕および企
業価値向上に向けた取り組みの成果を反映するඇࡒ຿指標の目標ୡ成度にԠ͡た܎数を৐͡てܾ定し、ຖ年、一定の時
期に現ۚで支څします。
৆༩のֹの算定に用いる会社業੷に関する指標は、事業׆ಈの最ऴ成果であるとともに株ओ価値の૑ग़を反映するརӹ
指標である਌会社の所有者にؼଐする当期རӹとしています。なお、取క໾を݉຿しないࣥ⾏໾һは、これらの指標にՃ
͑て、୲当෦໳ごとにઃ定される業੷目標なͲのୡ成度をՃຯします。

業績࿈ಈܕ株式報ु੍౓
当社は、໾һ報ुと当社株式価値との連ಈ性を明確にし、当社の中௕期的な業੷の向上と企業価値૿େへのݙߩҙ識を
め、株ओの皆さまとར害を共有することを目的に、取క໾（監査౳ҕһである取క໾および社֎取క໾を除く）およびߴ
ࣥ⾏໾һ（ޏ用ࣥܕ⾏໾һを除く）を対৅とした業੷連ಈܕ株式報ु制度をಋ入しています。本制度では、໾һ報ुBIP

（BoarE IncentiWe Plan）信託を࠾用し、中期経営計画の期間を対৅期間として、໾位や中期経営計画なͲの業੷目標
のୡ成度なͲにԠ͡て、あらか͡め報ुҕһ会の৹ٞを経て取క໾会でܾ定する株式ަ෇نఔに定める算定ํ法にैͬ
てϙイントを෇༩し、対৅期間ऴྃ後に、෇༩された合計ϙイント数にԠ͡て当社株式および当社株式の׵価ॲ෼ۚ相
当ֹのۚમをަ෇またはڅ෇することとしています。業੷目標のୡ成度なͲは、中期業੷指標、株ओ価値指標およびඇࡒ
຿指標に基ͮきධ価します。中期業੷指標については、中期経営計画の目標としてܝげている連結売上ऩӹおよび਌会
社の所有者にؼଐする当期རӹを指標としています。ただし、取క໾を݉຿しないࣥ⾏໾һについては、୲当෦໳ごとに
ઃ定される業੷目標なͲを指標としています。株ओ価値指標については、株ओ価値の向上へのҙ識ͮけをڧԽするため、
中期経営計画期間における当社TSR（株ओ૯རճり）と同期間におけるϐアグループ企業のTSRとの⽐ֱ結果に基ͮき
算ग़する相対TSRを指標としています。ඇࡒ຿指標目標については、当社グループの持続的成௕に向けた⼈的ࢿ本経営
の取り組みの成果をධ価するため、ै 業һΤンήージϝントを指標としています。

役員۠分ごͱの報ु౳の総額、報ु౳のछྨ別の総額͓Αͼ対৅ͱなる役員の員数（202�年౓）

役員報ुのछྨͱ಺༰

定報ुݻ 賞༩ 業績࿈ಈܕ株式報ु

報ुの಺༰

໾位、職責にԠ͡てଞ
社ਫ準、当社の業੷、
ै業һڅ༩ の ਫ準も
しながら、૯合的ྀߟ
に 案したצ 上でܾ定
し、ຖ月現ۚで支څ。

໾職ผの基準ֹに、営業׆ಈの成果
を反映する単年度の連結業੷指標の
目標ୡ成度や、持続的な成௕および
企業価値向上に向けた取り組みの
成果を反映するඇࡒ຿指標の目標ୡ
成度にԠ͡た܎数を৐͡てܾ定し、
ຖ年、一定の時期に現ۚで支څ。

໾ һ 報 ु BIP（BoarE IncentiWe 
Plan）信託を࠾用し、໾位や中期経
営計画なͲの目標ୡ成度なͲにԠ͡
て、制度対৅期間ऴྃ後に、当社株
式および当社株式の׵価ॲ෼ۚ相当
ֹのۚમをަ෇またはڅ෇。

業績໨ඪୡ੒౓の
評価に༻いるࢦඪ －

w ਌会社の所有者にؼଐする当期ར
ӹの期ॳにެදする業੷༧想値に
対するୡ成度

w ຖ年ै業һに対して実ࢪするै業
һΤンήージϝントサーϕイの結
果の前年度に対するվળ度

※取క໾を݉຿しないࣥ⾏໾һは、上هにՃ͑
て、୲当෦໳ごとにઃ定される業੷目標なͲ
のୡ成度

w த期業績ࢦඪ
中期経営計画にܝげる連結売上ऩӹ
および਌会社の所有者にؼଐする当
期རӹの目標ୡ成度
※取క໾を݉຿しないࣥ⾏໾һは୲当෦໳ごと

にઃ定される業੷目標なͲのୡ成度
w 株主価஋ࢦඪ
中期経営計画対৅期間中の当社 TSR
とϐアグループ企業の TSRとの⽐ֱ
結果に基ͮき算ग़する相対 TSR
w 非財務ࢦඪ
中期経営計画期間におけるै業һΤ
ンήージϝントの目標ୡ成度

支څ率のܾ定 － 0ʙ200ˋのൣғでܾ定。 0ʙ200ˋのൣғでܾ定。

対৅ 取క໾、ࣥ ⾏໾һ 取క໾（監査౳ҕһである取క໾お
よび社֎取క໾を除く）、ࣥ ⾏໾һ

取క໾（監査౳ҕһである取క໾お
よび社֎取క໾を除く）、ࣥ ⾏໾һ

（஫̍）「৆༩」および「業੷連ಈܕ株式報ु」の૯ֹは、それͧれ2024年度中にඅ用計上したֹです。
（஫̎）上هには第124ճ定時株ओ૯会ऴ結の時をもͬてୀ任した社֎取క໾（監査౳ҕһである取క໾を除く。）1名および監査౳ҕһである取క໾2名（うͪ社֎取క໾1

名）に対する報ुを含んでいます。

役員۠分 報ु౳の総額
（ඦສԁ）

報ु౳のछྨ別の総額（ඦສԁ） 対৅ͱなる
役員の員数
（人）ݻ定報ु 賞༩ 業績࿈ಈܕ

株式報ु

取క໾（監査౳ҕһである者を除く）
（うͪ社֎取క໾） 494（62） 296（62） 151（－） 46（－） 8（5）

監査౳ҕһである取క໾
（うͪ社֎取క໾） 87（46） 87（46） － － 6（4）

コーポレート・Ψバナンス
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05	 σーλ

監査౳ҕ員会の実ޮ性評価

੓ࡦอ有株式

監査౳ҕһ会では、これまで監査׆ಈのৼりฦりを年度຤に実ࢪしてきましたが、監査の実ޮ性をより向上させていくため、組৫の੔උやӡ用も含めた全体のධ価を、まずは⾃⼰ධ価のܗ式で࢝めました。

੓ࡦอ有に関するํ਑
当社は、お取引ઌさまなͲとのܧ続的かつ安定的な取引関܎のҡ持・ڧԽを基本にしつつ、中௕期的な経済合理性をݕ証

の上、当社の企業価値向上にܨがると൑அする株式を保有することとしています。この保有に関しては、ຖ年、取క໾会にて

本コストと中௕期的なϦスク・Ϧターンとの⽐ֱなͲを౿ま͑た保有の合理性および企業価ࢿผの੓策保有株式についてݸ

値向上の؍఺からޮ果のݕ証をおこない、ܧ続保有に該当しないとの൑அにࢸる場合は、適ٓ市場ಈ向をݟながら売却し

ます。なお、2024年度຤時఺で保有する੓策保有株式（上場株式）は8銘柄232億円（時価ϕース）で、ࢿ本合計の3.4ˋです。

४جの࢖行ݖܾٞ
保有株式のܾٞݖの⾏使については、保有ઌおよび当社の企業価値向上にࢿするものであるかͲうかといͬた؍఺からٞ

案ごとにࢍ否を൑அします。特に、໾һબ任ٞ案、৒༨ۚॲ෼ٞ案および株ओ価値にେきなӨڹを༩͑るٞ案については、

。を⾏使しますݖ使基準に基ͮきܾٞ⾏ݖܾٞ

੓ࡦอ有株式ͱ対資本合計比率のਪҠ

੓ࡦอ有株式（上場株式）໏ฑ数のਪҠ

評価ํ๏
w 全監査౳ҕһを対৅としたアンケートௐ査（監査౳ҕһ会ࣨが࡞成・഑෇・ճऩ・ू 計）

w ҕһ௕より֤߲目について࿦఺を提起し、アンケート全体ू計および監査౳ҕһ会ࢿྉをซ用して、全監査౳ҕһに

よるҙ׵ަݟをおこない、取క໾の職຿のࣥ⾏を監査する上でޮ果的な取り組みや今後վળす΂き取り組みをநग़

アンケート߲໨
w 監査౳ҕһ会のӡ営：監査౳ҕһ会の開࠵ճ数・ٞ 事ઃ定、重఺監査߲目、社֎監査౳ҕһへの情報提供

w 監査׆ಈ：໘ஊௌ取、事業所ԟ査、監査結果

評価݁Ռ
全監査౳ҕһによる৹ٞの結果、監査౳ҕһ会の実ޮ性はे෼に確保されていることが確認され、特にҎԼの఺につ

いてޮ果的な取り組みが実⾏されていることを確認しました。

w 監査౳ҕһ会では、社֎監査౳ҕһへの情報提供に関し、ࣥ ⾏ଆの重ཁ会ٞである経営会ٞに関する情報がৗۈ監

査౳ҕһより的確に報告されており、໘ஊௌ取に関しても、監査౳ҕһでない社಺取క໾・ࣥ ⾏໾һ・෦໳௕と෯޿

く対話するػ会をಘることで、ࣥ ⾏ଆのํ͑ߟや社಺情گを໢ཏ的に೺Ѳすることができており、いずれも監査なら

びに取క໾会なͲでのҙݟද明をする上で有用となͬている。

w 監査౳ҕһ会は、監査౳ҕһでない社֎取క໾とも定期的なݸผ໘ஊや࠙ஊ会を௨͡て情報共有やسጨのないҙ

。を確保することに努めているܞをおこない、連׵ަݟ

ଞํ、今ճの実ޮ性ධ価で監査౳ҕһ会の実ޮ性をさらにߴめていくために๬ましい߲目としては、࣍ の2߲目を確認

していますので、վળに向けて取り組んでいきます。

ᶃॏ఺監査߲໨
監査の進௙報告が年度຤にू中し、ٞ ࿦を深めていくことが༰қでなかͬたことより、定期的に報告・ٞ ࿦するػ会

をઃけ、監査対৅に関するアクションのスϐーυԽをਤる。

ᶄ事業所ԟ査
会計監査⼈や಺෦監査෦໳と連ܞし、また社಺会ٞ体でのௌ取を௨͡て、事業所やグループ会社の情گ確認を果た

してきたが、監査౳ҕһが直接現場でௌ取するԟ査にे෼な時間をख当てすることもඞཁであり、重఺監査߲目と

ඥ෇けてԟ査のॆ実をਤる。

2020 2021 2022 202� 202�

20 16 10 9 8

※ ֹۚは֤年度຤時఺のିआ対রද上の合計ֹ

コーポレート・Ψバナンス
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事業ポートフォリΦ࠷దԽに向͚たଟ֯తなٞ࿦のਪਐ

　Niterraグループは、2040年のありたい姿に「地球を輝かせる企業

となる」をܝげ、୤୸ૉに向けたੈքのಈ向や⾃ಈंの E7 Խを౿ま

͑た事業ϙートフォϦΦの最適Խに向けて、಺೩ػ関事業のさらなる

事業૑ग़、そしてこれを支͑る΂نԽとコア・アηットを࣠とした৽ڧ

く経営基൫のڧԽվֵに取り組んでいます。

　2024年度の取క໾会では、グループとして直໘する経営՝୊や目

指す姿、2023年度の取క໾会の実ޮ性ධ価を౿ま͑、ओに3つの՝

୊への対Ԡを推進してまいりました。

　1つ目は、取క໾会におけるٞ࿦の࣭のさらなるվળです。取క໾

会ٞ୊のෳࡶԽが進Ή中、社֎取క໾の事前の理解を進め、ٞ ࿦の

ྉのࢿ性Խをਤるための社֎取క໾向けの事前આ明会、取క໾会׆

フォーマットのݟ直し、ܾ ٞ事߲に対するフォローアップなͲ、さまざま

なࢪ策をల開することで、一定の成果を上げることができたものとߟ

͑ています。

　2つ目は、⼈的ࢿ本への投ࡐ⼈、ࢿઓུに関するٞ࿦の深Խがڍげ

られます。グループとしてありたい姿を実現していくには、最も重ཁな

経営基൫である⼈ࡐに関する深いٞ࿦がඞཁという認識のもと、中期

経営計画2030（ҎԼ、中計2030）のݕ౼と連ಈさせながら、目指す⼈

。をަわしてまいりましたݟやҭ成ํ਑についてҙ૾ࡐ

　3つ目は、サクηッションプランの全体૾や進௙の定期的な報告・ٞ

࿦の実ࢪです。変ֵ期にある当社グループにおいてٻめられるϦーダー

૾はͲうある΂きか。解૾度を上げたٞ࿦を進めてきました。

　目標にܝげる事業ϙートフォϦΦ最適Խに向け、いかに಺೩ػ関事

業をさらにڧԽしつつ、コア・アηットを࣠として৽ن事業૑ग़をおこなͬ

ていくか。೉しい଩取りがٻめられる中、今後の取క໾会においても、

⼈的ࢿ本経営に関するより本࣭的なٞ࿦がয఺となͬてくるでしΐう。

サクηッションプランについても、ಇきํや価値؍のଟ༷Խを受け、ٻ

められるϦーダー૾がେきく変༰しつつあります。カϦスマタイプのトッ

プダ΢ンではなく、ै 業һΤンήージϝントの向上を企業の成௕にܨ

げていく৽しいϦーダーのొ場がٻめられる中、相互にิ完し合いな

がら、৽たなൃ想や事業をϦーυできるଟ༷性のある経営νームのよ

うなܗଶもݕ౼していく΂きではないかなͲ、ଟ֯的なٞ࿦を進めて

いきたいと͑ߟています。

ଟ༷なϘーυϝンバーにΑり׆発なٞ࿦͕実ݱ

　取క໾会の໾ׂは、会社の持続的成௕と中௕期的な企業価値の向

上を実現する΂く、経営上の重ཁな事߲の৹ ・ܾٞ 定をおこない、٬

い監ಜを実ફすることにߴ的なཱ場から経営ਞに対する実ޮ性の؍

あります。つまり、会社の中௕期的な目標ୡ成に向けてࣥ⾏ଆが策定

する۩体的なઓ ・ུઓज़とその実⾏状گについて、中௕期的なࢹ఺か

ら会社ํ਑と੔合しているのか監ಜしていく。その؍఺から、取క໾

ٞ௕および取క໾会௕としてのࢲの໾ׂは、ࣥ ⾏と監ಜの྆ํを経ݧ

Message from the Chairman of the BoardMessage from the Chairman of the BoardMessage from the Chairman of the Board

࣌୅のม༰、企業ͱ͠ て͋りたい࢟を౿·͑、
NiterraグループΒ͠ いコーポレート・Ψバナンスମ੍のڧԽをਤり、
企業価஋向上を໨͠ࢦてい͖·す

୅ද取క役 取క役会௕ɹඌಊ ਅҰ

取క役会௕ϝッηージ



Niterra Integrated Report 2025 85

04 ίーϙϨーτɾΨόφϯε

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・Ψバナンス

	 	 コーポレート・ガバナンス

	 	 औక໾会長ϝοηーδ

	 	 ໾һ࠲ஊ会

	 	 ໾һҰཡ

	 	 リスΫマωδϝント

	 	 コンϓライΞンス

	 	 情報ηΩϡリςΟ

05	 σーλ

してきたཱ場から社಺֎のࢹ఺をバランスよく取り入れ、取క໾会が

݈全にػ能するようಋくことにあると認識しています。ࣥ ⾏ଆが୲う۩

体的な業຿ࣥ⾏と、中௕期的な目標とのᴥᴪが⽣͡ないよう、χϡート

ラルなཱ場で社֎取క໾の理解をଅ進し、ൃ׆なٞ࿦を実現できるӡ

営を৺がけています。

　実ޮ性向上のための取り組みや社֎取క໾が有する๛෋な経ݧ・

がަݟなくᮣୡにҙ܎識により、当社の取క໾会は社಺・社֎に関ݟ

わされ、৹ٞがおこなわれているのが最େの特௕です。取క໾会にࢀ

Ճする全һが⾃਎のઐ໳෼野を౿ま͑ての提ݴはもͪΖん、ઐ໳෼野

Ҏ֎でも積極性を持ͬてҙݟをަわし、ٞ ࿦を௨͡てよりྑい結࿦に

結びつけようという姿੎がうかがわれます。

　ܾٞにあたͬてはࢍ成・反対が፰߅することもあります。2024年度

もそうした場໘があͬたものの、反対ҙݟや反対ථがग़てくるのは、

社֎取క໾がҙݟを述΂るࡍの৺理的安全性が୲保された݈全な場

になͬている証ڌとしてϙジティϒにଊ͑ています。

　取క໾会の構成については、取క໾11名中7名がಠཱ社֎取క໾

であり、ঁ 性取క໾は4名（うͪ1名は֎国੶取క໾）いますが、キϟϦ

アやઐ໳性もଟ༷性に෋み、ଐ性だけでなく、実࣭的なࢹ఺のҧいが

かされた取క໾会が実現しています。取క໾会のைྲྀとして、当社׆

グループにおいてもかつてのマネジϝント・Ϙーυから、経営ਞの監ಜ

めつつあります。たڧするモχタϦング・Ϙーυの৭合いをࢹ能を重ػ

だし、Ψバφンスの在りํについては、「コーϙレートΨバφンス・コーυ」

のݪଇを理解した上で、⾃社の状گにあわせて最適なΨバφンス体制

を構ஙしていくもので、ܾ まͬ た正解があるわけではないとଊ͑ていま

す。ྫ ͑ば、Ԥถ企業では、モχタϦング・Ϙーυのもと、CEO Ҏ֎は

΄΅社֎取క໾が઎めるようなケースもଟくݟられます。

　当社グループの現在の取క໾会の在りํとしては、社಺・社֎の取

క໾が一体となͬて、グループ全体のΨバφンスのߴ度Խを実現して

いくことを重ࢹしています。Ϙーυϝンバーの構成や取క໾会の在り

ํについては、今後もࢹ఺や時୅の変༰を౿ま͑、ʠNiterraグループ

らしいʡ最適Խを௥ٻしていく所ଘです。

取క役会後のフィーυバックを΋ͱに
スϐーυײを持ͬて実ޮ性をվળ

　取క໾会の一層の実ޮ性向上に向けては、年ʑ、実ޮ性ධ価でग़た

՝୊を指਑とし、վળ策を実ࢪしています。実ޮ性ධ価は第三者ػ関

による支援を受けながらಁ明性を୲保したプロηスで実ࢪしていますが、

年ʑ、վળ܏向がݟられるというධ価をಘています。

　2024年4月には、取క໾会の円׈なӡ営の支援ڧԽを目的に、取

క໾会ࣨをઃஔしました。取క໾会ࣨについては、ࣥ ⾏ଆからの෼཭

をਤり、中௕期ઓུをٞ࿦するࡍのٞ୊ௐ੔や、取క໾トレーχング

をは͡めとした取క໾会ӡ営支援をઐ໳におこなう෦໳としてػ能し、

実ޮ性向上の成果がग़࢝めています。取క໾会Ҏ֎に、⾃༝にҙݟを

い合͑るΦフサイトミーティングの場もઃけています。中計2030のݴ

策定において、共有価値؍や⼈的ࢿ本ઓུなͲ経営上の重ཁなํ਑・

ઓུについて深いٞ࿦を実ફできたのも、ଟ༷なミーティングの場を

ઃけたことが૗ޭしているものと͑ߟています。

　また、取క໾会の実ޮ性をߴめるため、ै 来実ࢪしてきた年1ճの

実ޮ性ධ価にՃ͑、2024年度からは取క໾会後に、その౎度、ҙݟ

のフィーυバックをもらい、Ϧアルタイムでのվળにܨげています。

ΨバナンスڧԽͱݶݖҕৡのバランスをਤる

　ΨバφンスڧԽに向けてはܧ続的にվળをਤり、一定のಁ明性が୲

保された体制が構ஙされたと͑ߟていますが、時୅の変Խとともに৽

たな՝୊もු上しています。グローバルにଟくの事業をల開し、業੷

が֦େする中、ΨバφンスのڧԽとݖ限ҕৡをͲうバランスを取ͬてい

くか。グループΨバφンスやݖ限Ҡৡという؍఺では、経営ઓུとࡒ

຿ઓུを一体的にଊ͑られるCFO⼈ࡐのෆ଍も՝୊の一つとしてݕ

౼を進めています。

　これまでとはҧう事業ྖҬに௅ઓしていく中で、グループ統治やΨ

バφンスの在りํ、ٞ ࿦す΂きテーマについても進Խがٻめられてい

くでしΐう。当社グループの持続的成௕に向け、今年度、ٞ ௕として取

క໾会でٞ࿦を深めていきたいと͑ߟているのが、௕期的ࢹ఺で、

「Niterraグループの姿としてԿを期଴し、Ͳうなͬて΄しいか」という

テーマについてです。

　組৫は、10ʙ20年ઌをݟਾ͑、目指す姿をํ向෇けし、۩体的なビ

ジョンを策定していかなくては、これまでのԆ௕ઢ上のํ͑ߟで、持続

的に成௕することはできません。গྸߴࢠԽのՃ଎や࿑ಇ⼈口のݮগ

に൐い、%9やロϘットのಋ入が進Ή中、同͡ようなものͮくりの͑ߟ

ํでいいのか。ඇ連続なࢹ఺として社֎取క໾のҙݟを取り入れなが

ら、ΦフサイトミーティングなͲで、ある΂き姿を͡ くͬり୳ͬていきた

いと構想しています。

　今後も当社グループの持続的成௕に向け、取క໾会は中௕期的な

ઓུに基ͮいてࣥ⾏ଆを監ಜし、株ओ・投ࢿՈをは͡めとするステーク

ϗルダーの皆さまへのઆ明責任を果たしてまいります。ऩӹやن໛だ

けでなく、社会的՝୊の解ܾと事業成௕のཱ྆が໰われる中、企業の

ଘ在ҙٛそのものを໰い直し、社会に৽たな価値を提供していくʕʕ

そのようなٞ࿦を取క໾会からもϦーυしていきたいと͑ߟています。

取క役会௕ϝッηージ
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͜Ε·ͰのΨバナンスվֵに対する評価

ү部　まずは、社಺のৗۈ監査౳ҕһとしてのཱ場から、Ψバφンス

のڧԽについてお話しします。これまで当社グループでは、Ψバφンス

のڧԽに関する投ࢿՈからのごཁ๬を理解した上で、対話を重ねると

ともに、ઌ進的なଞ社の取り組みからもֶびつつ、ண実にΨバφンス

ଶ੎を੔͑てきました。Ճ͑て、取క໾会の実ޮ性ධ価にかかるアン

ケートをຖ年実ࢪし、վળのために׆用しています。ग़てきたҙݟを

ਅ᎜に受けࢭめ、それを取り入れる΂きか否かを適切に൑அすること

が重ཁであると認識しています。社֎取క໾の皆さんはͲう͡ײられ

ていますか。

Ӭ෌　ү෦さんのご認識の௨りで、ࡢ年の࠲ஊ会でも申し上げましたが、

これまでのվֵによͬてΨバφンスの֨ࠎは੔いつつあります。そこ

にࠢを入れるஈ֊にあり、その取り組みはணʑと進んでいます。ྫ ͑ば、

取క໾会ࣨのઃஔやΦフサイトミーティングのॆ実なͲは、この1年の

େきな成果です。Ψバφンスの実ޮ性向上に向けてはさまざまな策を

ており、それがঃʑに実を結び࢝めているというのが当社グルー͡ߨ

プのΨバφンスに関する現在地だとࢥいます。

アϝージャン　確かに、当社グループのΨバφンスはこの1年でもう一

ஈステップアップしています。当社グループの将来をݟਾ͑、今、Կが

ඞཁなのかを、社಺と社֎の取క໾がこれまでҎ上に深く共有できる

ようになͬてきたことは、େきな前進です。取క໾会では、社֎取క໾

のҙݟにࣖを܏けようとする姿੎が一ஈとڧまり、ࢲたͪのҙݟに対

して「ここがڵຯ深い」「⾃෼はこうࢥう」といͬた率直なൃݴもଟくฉ

かれるようになりました。将来のઓུなͲに対して֤ʑの؍఺からٞ

࿦できるようになり、有ӹなൃ想も⽣まれています。ࡉかなٞ࿦とビッ

持ଓతな企業価஋の向上に向͚、
ҙࣝを持ͬて経営を監ಜ͠·すػة
த期経営計ը20�0をࡦ定͠、さΒなる੒௕に向͚てಈ͖ग़͠たNiterraグループ。
Ψバナンスの実ޮ性向上に向͚た՝୊について、
社಺取క役ͱ�名の社֎取క役͕ޠり合い·͠た。

グϐクνϟーのٞ࿦とのバランスが೉しい໘もありますが、Ҏ前よりྑ

くなͬてきていると͡ײますし、特に中期経営計画2030（ҎԼ、中計

2030）の策定に向けたٞ࿦では、社಺֎のࢹ఺を持ͪͬدてൃ׆に

ҙݟがަわされたとࢥいます。

಺ࢲ　ࢁは社֎取క໾にब任して1年が経ͪましたが、社಺取క໾・

社֎取క໾を໰わず、Ψバφンスվળに向けたҙཉはそれͧれඇৗ

にߴいと͡ײています。取క໾会の事຿ہもେ変ҙཉ的に取り組んで

います。あ͑てテーマをڍげるならば、取క໾会や指名・報ुҕһ会

のٞ௕ϙストの在りํについて、ٞ ࿦してみるのも一つではないかと

います。ඞずしも社֎取క໾がٞ௕になる΂きだという話ではありࢥ

ませんが、社֎取క໾をٞ௕にਾ͑てٞ࿦の࣭的向上をਤΖうとする

企業もありますので、あらためて当社のํ͑ߟについてٞ࿦するҙٛ

はあるのではないかと͡ײています。

औక໾ৗ؂ࠪۈ౳ҕһɹү部ݠೋ
社֎औక໾؂ࠪ౳ҕһɹӬ෌࢙子
社֎औక໾؂ࠪ౳ҕһɹクリスティーナアϝージャン
社֎औక໾؂ࠪ౳ҕһɹ಺ࢁӳੈ

役員࠲ஊ会
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取క役会の実ޮ性に対する評価

ү部　取క໾会の実ޮ性ධ価の結果を受けて࠾用した取り組みの一

つが、取క໾会の事前આ明会です。ෳࡶなٞ案なͲ、取క໾会でのٞ

࿦にઌཱͬて、社֎取క໾の皆さんに஌ͬておいていただきたいこと

を数日前にઆ明するようにしました。これにより、取క໾会でのٞ࿦が

深まͬ たと͡ײていますがͲうでしΐうか。

಺ࢁ　事前આ明会をಋ入されている企業はଞ社でもありますが、そう

した企業の中には事前にઆ明したٞ୊に対しては取క໾会本番では

ٞ࿦はෆཁ、というとこΖもあるとฉいたことがあります。当社にはそ

のようなงғؾはまͬ たくなく、ৗに取క໾会でٞ࿦を深めようとする

ӡ営がなされています。こうしたことの積み重ねが取క໾会の実ޮ性

をߴめるେ事なཁૉになるのだとࢥいます。

アϝージャン　とてもྑいػ会であり、これにより取క໾会のٞ࿦も深

まりました。ただ、そのӡ用ํ法にはまだվળの༨地もあるとࢥいます。

ྫ͑ば、ݸ⼈的に෼からないことや஌りたいことに対し、࣭ ٙԠ౴の

時間をݸผにઃけるなͲをݕ౼してはͲうでしΐうか。

Ӭ෌　確かに、事前આ明会をಋ入してからまだ時間がたͬていないた

め、そのޮ果やӡ用ํ法についてのݕ証はこれからだとͬࢥています。

ผで確認するためのํ法は用ݸ的にฉきたいことがある場合に⼈ݸ

ҙされていますが、制度として確ཱされているとはݴい切れず、その఺

対して社֎取క໾は、監ಜ・監ࢹのࢹ఺を重ࢹするモχタϦング・Ϙー

υ的なҙ識を持ͬたٞ࿦をٻめています。この一年で取క໾会の中で

も、社֎取క໾からの໰いかけや指ఠを受け、ࣥ ⾏ଆがઓུ的なࢹ఺

や将来のビジョンをҙ識したઆ明やٞ࿦をおこなう場໘が૿͑たとは

が進められるようになる౼ݕでの࠲ࢹいߴていますが、引き続き͡ײ

とよりྑいとࢥいます。

アϝージャン　とても重ཁな໰୊ですね。日本企業全ൠに͑ݴること

ですが、ࣥ ⾏໾һ౳のࣥ⾏サイυの責任者は、⾃਎の業຿ࣥ⾏にとͲ

まらず、もͬと将来ビジョンや全社ࢹ఺を౿ま͑てઓུをݕ౼す΂きだ

とࢥいます。

Ӭ෌　それはよく理解できます。そうしたҙ識のࠩをຒめることも含め、

監査౳ҕһ会でもे෼に෼ੳ・ݕ証しています。取క໾会でのٞ࿦に

අやす時間をݟても、将来の事業ઓུやΨバφンス上の՝୊について

のٞ࿦にはे෼な時間をׂいています。モχタϦング・Ϙーυとしての

取క໾会のػ能は、確実にڧԽされていることも事実です。

ү部　もう一つ、ࡢ年度から取క໾会の実ޮ性向上に向けた৽たな

取り組みとして、取క໾会のऴྃ後にຖճ、その日のٞ࿦についてͲ

う͡ײたのか「フィーυバックコϝント」を皆さんに書いていただいて

います。実ޮ性ධ価のස度をߴめ、フィーυバックのスϐーυアップをਤͬ

ていくイϝージです。これも社֎取క໾の皆さんからのҙݟを反映し

たもので、ಋ入してよかͬたとͬࢥています。

಺ࢁ　年一度の実ޮ性ධ価ではͲうしても直ۙの取క໾会のงғؾ

にӨڹされධ価してしまいがͪです。適切にධ価するためにも、ඇৗ

にޮ果のある取り組みだとࢥいます。

த期経営計ը20�0のࡦ定に向͚た取క役会Ͱのٞ࿦

ү部　2024年度は中計2030の策定とٞ࿦を進める年ということも

あり、当社グループが中௕期的にͲのようなํ向に進Ή΂きかをϘー

υϝンバーで܁りฦしٞ࿦しました。取క໾会Ҏ֎にも、́ ΅ຖ月、全

取క໾がࢀՃするΦフサイトミーティングの場をઃけました。中計

2030は、こうした策定プロηスにおけるٞ࿦も経ていることから、社

取క໾会に෇ٞする重ཁ案݅についてٞ࿦を深めるためにඞཁなԼ

準උのػ会となͬています。当社グループの将来や௕期ઓུに関する

ٞ࿦の場としてもػ能するようにもなりつつあると͡ײます。

಺ࢁ　今の時୅は5年ઌですらݟ௨せない状گにあります。中期経営

計画を策定すること⾃体にももͪΖんҙٛはありますが、こうしたෆ確

実性のߴい時୅においては、その策定プロηスにおいて将来のװ෦

ީิが̑年後、10年後の⾃社の将来に向けたٞ࿦をすることを௨͡て、

全社ࢹ఺から会社をݟられる⼈ࡐをҭてることにΉしΖޮ用があるよ

うにもࢥいます。取క໾会の実ޮ性をߴめるという؍఺では、そのӡ

営の࣭をߴめることのみならず、こうした事業の持続的成௕にݙߩで

きる⼈ࡐをҭてていくことも重ཁなཁૉなのかもしれません。

アϝージャン　中期経営計画策定プロηスにおける社֎取క໾との対

話が、将来のϦーダーシップをࣥるࣥ⾏໾һクラスの⼈ࡐにとͬ てのト

レーχングになり、それが会社の将来にඇৗにେ事であると͑ߟてい

ます。

サクηッションプランなͲの役員બ೚について

ү部　指名ҕһ会には、監査౳ҕһはജ੮のܗでग़੮しています。も

ͪΖん、ඞཁにԠ͡てҙݟは述΂ますが、基本的にはサクηッションプ

ランのプロηスのଥ当性や、取క໾・ࣥ ⾏໾һのબ任にかかるಁ明性・

は今後の՝୊だと͡ײています。

಺ࢁ　ٞ事࿥やアーカイϒが⽐

ֱ的しͬかりと੔උされており、

৽任の取క໾でもٞ࿦にࢀՃし

やすいような౔৕ͮくりや準උ

への഑ྀを͡ײます。一ํで、՝

୊に͡ײるのは、ࣥ ⾏サイυと社

֎取క໾のҙ識のࠩです。ࣥ ⾏

サイυには、まだまだ業຿ࣥ⾏の

ҙܾࢥ定を࿦͡るマネジϝント・

Ϙーυ的なҙ識がͬ࢒ています。

֎取క໾のҙݟもे෼に反映さ

れたものにな てͬいると͑ߟます。

アϝージャン　Φフサイトミーティ

ングでの中計2030のٞ࿦は、開

されるたびにٞ࿦が深まり、と࠵

ても有ӹでした。ٞ ࿦を重ねる

たびによりྑい಺༰になり、社

֎取క໾の੠をよくٵい上げて

くれる、ಁ 明性のߴいコミϡχケー

ションखஈだとධ価しています。

Ӭ෌　Φフサイトミーティングは、

ү部	ݠೋ

Ӭ෌	࢙子

役員࠲ஊ会
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05	 σーλ

の⼈となりがͲうなのかを஌るػ会が༩͑られており、こうした഑ྀか

ら当社のサクηッションに対する೤৺さを͡ײます。

アϝージャン　װ෦ީิとのランνミーティングはࡢ年から࢝まりまし

たが、有ҙٛでඇৗにྑかͬたとࢥいます。࣍ ੈ୅の経営װ෦のҭ成

に向けて、さまざまな௅ઓをしていますが、こうした取り組みが制度Խ・

システムԽされているわけではない఺は՝୊です。ྫ ͑ば、ランνミー

ティングでも、୭を同੮させ、Ͳのくらいのස度で実ࢪするのかなͲを

明確にす΂きです。特に、サクηッションプランの策定プロηスについ

ては、制度Խ・システムԽを進める΂きだとࢥいます。

Ӭ෌　そうですね。ࢲもそこにはまだ՝୊があるようにࢥいます。サク

ηッションプランのプロηスをシステム的にճしたということ⾃体、おそ

らく当社では今ճがॳめてです。今はまだ、いΖいΖޡࡨ⾏ࢼを܁り

ฦし、その経ݧから一つずつֶび、制度として構ஙしていくステージな

のかもしれません。しかし、進めていること⾃体はಁ明性を持ͬて共有

されており、؍٬性もあり、現ஈ֊で特に໰୊はないと認識しています。

監査౳ҕ員会に対する評価

Ӭ෌　監査౳ҕһ会の׆ಈは、年ॳに重఺監査߲目をܝげ、それに

基ͮく׆ಈをおこなͬた上で、1年をऴ͑たஈ֊でその׆ಈ಺༰をධ

価するというプロηスとな てͬいます。取క໾会の実ޮ性に対する෼ੳ・

ධ価については監査౳ҕһ会の重ཁなミッションの一つです。Ճ͑て、

監査౳ҕһ会⾃体の実ޮ性もධ価す΂きというٞ࿦があͬたことを౿

ま͑、2025年度からアンケートを実ࢪし、⾃らをސみることとしていま

す。

アϝージャン　監査౳ҕһ会の実ޮ性ධ価はେ事ですし、ධ価結果を

取క໾会にフィーυバックする࢓組みもඇৗにྑいとࢥいます。取క

໾会と監査౳ҕһ会が相互にフィーυバックをおこなうプロηスがগ

しずつվળしています。また、಺෦監査෦໳と会計監査⼈、監査౳ҕ

һ会による三༷監査におけるコミϡχケーションもだいͿྑくなりまし

た。三者間の՝୊共有は一ஈ上がͬたとࢥいます。

಺ࢁ　当社の಺෦監査෦໳は20名΄Ͳのਞ༰で、同ن໛の国಺企業

と⽐΂てもॆ実しています。監査౳ҕһ会の׆ಈは಺෦監査෦໳の׆

༂に支͑られている෦෼もେきく、ҙ׵ަݟもਵ時おこなͬています。

また、監査౳ҕһとしてଟくの時間をඅやすのがࣥ⾏໾һとの໘ஊです。

໘ஊにࡍしては、⾃਎がͲのような՝୊認識を持ͬているか、そしてそ

の՝୊に対してͲう取り組んだのかを確認しています。こうした࡞業

の積み重ねが取క໾会での࣭のߴいൃݴにܨがͬていると͑ߟます。

ү部　ઌ΄Ͳ話୊に上がͬた監査౳ҕһ会の実ޮ性ධ価は、まずは

⾃⼰ධ価からスタートし、その結果を౿ま͑、この4名でҙ׵ަݟする

というプロηスを౿んでいます。その中で、社֎取క໾の皆さんから

ग़てきたҙݟの一つが重఺監査߲目の進௙確認のਝ଎Խ、そしてもう

一つがϦスクを๊͑ている事業෦໳へのԟ査の実ࢪでした。今後は、

組৫監査をै来௨りおこないながら、これらにも力を஫͙ことがඞཁ

と͑ߟています。

後に向͚た取క役ͱ͠ࠓ ての役割認ࣝ

ү部　社಺・社֎の取క໾、特に社֎取క໾からの指ఠがଟいのは、

を更৽しߴの業੷は過去最ݩҙ識の௿さです。଍ػة業੷による޷

続ける一ํ、M�Aで֫ಘした企業が直໘する՝୊、৽ن事業のཱͪ

上げの஗れなͲ、さまざまな指ఠをいただきます。ここは当社グルー

プが直໘する一番の՝୊です。今後は、こうした՝୊への取り組みを

監査౳ҕһ会の׆ಈ計画に੝り込Ήඞཁがあると͑ߟています。

Ӭ෌　ࢲからも同༷の指ఠをさせていただきます。৽ن事業のཱͪ上

げについては、ײػةは持ͬているものの、ۙ 的になり進んでい؟ࢹ

ないようにࢥわれます。՝୊解ܾに向けたଧͪखとしてM�Aという

ख法を׆用することがଟくなるとࢥいますが、取ಘした会社に対する

Ψバφンスについては監査౳ҕһ会としてもେきな՝୊ҙ識を持ͬて

います。ඞཁとなる時期にඋ͑、今からしͬかり準උをしておきたいと

。いますࢥ

アϝージャン　ઌ΄Ͳの಺ࢁさんのൃݴにもありましたが、ෆ確実性

のߴまりは当社グループにとͬ てඇৗにେきな՝୊です。これまでॱ

ௐに推Ҡしてきた業੷も、֎෦ڥ؀の変Խを受けて、いつԼ߱ہ໘に

入るか෼かりません。ࢲたͪは、プランχング・プロηスのଥ当性をৗ

にݕ証し、يಓम正することがඞཁです。ෆ確実性に対Ԡできる⼈ࡐ

をҭてることも重ཁです。ݫしい目で経営ڥ؀をଊ͑、適切にػةҙ

識を持ͬてもらうことがࢲ⾃਎の重ཁなミッションです。

಺ࢁ　଍ݩでの最େの関৺事は、M�Aによͬて֫ಘした企業をͲう

ӡ営し、当社グループの企業価値向上にܨげるかということです。ࢲ

たͪは株ओ૯会で株ओの皆さまからબ任されたཱ場にあり、株ओの皆

さまに報いるよう経営を監ಜすることは当વ重ཁです。ただし、企業価

値を持続的にߴめるためには、ଟ༷なステークϗルダーへの഑ྀもඞ

ཁです。ࢲは社֎取క໾として、株ओ価値の向上にे෼഑ྀしながら、

ެฏ性をݟています。その؍఺

では、当社のサクηッションは、

期ॳにܝげた計画にԊͬて適切

に進められているとධ価してい

ます。

಺ࢁ　Ҏ前、将来のװ෦ީิに

ूまͬ ていただき、ランνミーティ

ングをするػ会をઃけていただ

いたことがあります。監査౳ҕ

һは指名ҕһ会ではജ੮という

ཱ場ですが、ٞ ࿦にڍがるํʑ

෯޿いステークϗルダーの期଴

にԠ͑る΂く、しͬかり経営を監

。いますࢥしていきたいとࢹ

クリスティーナ	アϝージャン

಺ࢁ	ӳੈ

役員࠲ஊ会



Niterra Integrated Report 2025 89

04 ίーϙϨーτɾΨόφϯε

઒合	ଚ

୅ද取క໾　取క໾社௕　社௕ࣥ⾏໾һ
全事業؅ঠ、グループ಺෦監査本෦؅ঠ、グローバルઓུ本෦
΢ェルビーイングઓུグループ؅ঠ、グローバルઓུ本෦௕

1962年10月13日⽣

ਔ޹	ଜࡾ
社֎取క໾

1953年6月18日⽣

ඌಊ	ਅҰ
୅ද取క໾　取క໾会௕

1954年4月3日⽣ ླ໦	࢘ܒ

取క໾　上੮ࣥ⾏໾һ　グローバルઓུ本෦経営ઓུグループ経営ઓུ ・ࣨ
事業基൫ઓུࣨ୲当、ٕ ज़統ׅ本෦௕、ビジネスインプϦϝンテーション
本෦؅ঠ、プラットフォーム開ൃηンター・ΤネルΪー事業本෦୲当

1971年3月1日⽣

౔Ҫ	ඒ࿨子
社֎取క໾

1954年6月2日⽣

ү部	ݠೋ
取క໾　ৗۈ監査౳ҕһ

1963年8月9日⽣

∁૔	千य़
社֎取క໾

1959年12月22日⽣

CIriTtiOa	-�	AINaEKiaO
クリスティーナ アϝージャン

社֎取క໾　監査౳ҕһ

1959年3月5日⽣

Ӭ෌	࢙子
社֎取క໾　監査౳ҕһ

1952年11月28日⽣

1���年	�	݄	 当社入社
200�年	2	݄	 当社⾃ಈं関連事業本෦営業本෦ւ֎市ൢ෦௕
2005年	�	݄	 ถ国特殊陶業株式会社（現 Niterra North America 株式会社）社௕
200�年	�	݄	 当社取క໾
2010年	�	݄	 当社ৗ຿取క໾
2011年	�	݄	 当社୅ද取క໾社௕
2012年	�	݄	 当社୅ද取క໾社௕ 社௕ࣥ⾏໾һ
201�年	�	݄	 当社୅ද取క໾会௕݉社௕ 社௕ࣥ⾏໾һ
201�年	�	݄	 当社୅ද取క໾会௕（現在にࢸる）
2020年	5	݄	 一ൠ社ஂ法⼈日本⾃ಈं෦品޻業会会௕
อ有株式数ɿ37,944株
ࡏ ೚ 期 間ɿ18年ˎ

1���年	�	݄	 当社入社
2011年	2	݄	 当社⾃ಈं関連事業本෦ηンサ事業෦第2ٕज़෦௕
2012年	�	݄	 当社ࣥ⾏໾һ
2015年	�	݄	 当社ৗ຿ࣥ⾏໾һ
2015年	�	݄	 当社取క໾ ৗ຿ࣥ⾏໾һ
201�年	�	݄	 当社取క໾ ઐ຿ࣥ⾏໾һ
201�年	�	݄	 当社୅ද取క໾社௕ 社௕ࣥ⾏໾һ（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ19,650株
ࡏ ೚ 期 間ɿ10年

1���年	�	݄ 当社入社
201�年	�	݄ 当社ηンサ事業෦ٕज़本෦௕
201�年10݄ 当社ηンサ事業෦෭事業෦௕
201�年	�	݄ 当社ࣥ⾏໾һ
2020年	�	݄ 当社上੮ࣥ⾏໾һ
2025年	�	݄ 当社取క໾ 上੮ࣥ⾏໾һ（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ2,576株
ࡏ ೚ 期 間ɿ৽任

1���年	�	݄	 東京ࣳӜిؾ株式会社（現 株式会社東ࣳ）入社
2005年	�	݄	 株式会社東ࣳڀݚ開ൃηンターٕ監
200�年	�	݄	 同社ڀݚ開ൃηンターट੮ٕ監
201�年	�	݄	 ಠཱ⾏੓法⼈情報௨信ػڀݚ構

（現 国ཱڀݚ開ൃ法⼈情報௨信ػڀݚ構）監事（ඇৗۈ）（現在にࢸる）
2015年	�	݄	 株式会社野村૯合ڀݚ所社֎取క໾
201�年	�	݄	 ಸྑઌ୺Պֶٕज़େֶӃେֶ理事（ඇৗۈ）
201�年	�	݄	 株式会社三ӽҏ੎୮ϗールディングス社֎取క໾
2020年	�	݄	 東๺େֶ理事（ඇৗۈ）
2020年	�	݄	 株式会社SUBARU社֎取క໾（現在にࢸる）

当社社֎取క໾（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ4,106株
ࡏ ೚ 期 間ɿ5年

1���年	�	݄	 農ྛਫ࢈ল入ল
1��2年	5	݄	 ถ国GeorgetownେֶMBA取ಘ
1���年	�	݄	 株式会社三和૯合ڀݚ所

（現 三菱UFJϦサーνˍコンサルティング株式会社）コンサルタント
1���年	�	݄	 フΝイザー株式会社⼈事෦企画୲当෦௕
200�年10݄	 ϊバルティス フΝーマ株式会社⼈事・コミϡχケーション本෦⼈ࡒ組৫෦௕
201�年	�	݄	 ຯのૉ株式会社理事・グローバル⼈事෦௕
2020年	�	݄	 ロート੡ༀ株式会社⼈事アυバイザー
2020年	�	݄	 同社取క໾ ⼈8・ࡒell-being経営推進本෦௕
2021年	�	݄	 当社社֎監査໾
2022年	�	݄	 ロート੡ༀ株式会社取క໾ CHRO
2022年	�	݄	 当社社֎取క໾（現在にࢸる）
202�年	�	݄	 野村ෆಈ࢈ϗールディングス株式会社社֎取క໾（現在にࢸる）

三Ҫॅ༑ւ上Րࡂ保険株式会社社֎取క໾（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ1,558株
ࡏ ೚ 期 間ɿ4年（2021年6月から2022年6月までの社֎監査໾在任期間1年を含Ή）

1���年	�	݄	 当社入社
2011年	�	݄	 当社経理෦௕
201�年	�	݄	 当社経営企画෦௕݉޿報ࣨ௕
2015年12݄	 当社経営؅理本෦経理෦௕݉޿報ࣨ௕
201�年	�	݄	 当社ࣥ⾏໾һ
201�年	�	݄	 当社取క໾ࣥ⾏໾һ
201�年	�	݄	 当社取క໾上੮ࣥ⾏໾һ
2022年	�	݄	 当社上੮ࣥ⾏໾һ
202�年	�	݄	 当社ৗސۈ໰
202�年	�	݄	 当社取క໾ ৗۈ監査౳ҕһ（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ21,924株
ࡏ ೚ 期 間ɿ5年（2018年6月から2022年6月までの取క໾在任期間4年を含Ή）

1��1年	�	݄	 หొ࢜ޢ࿥、๘ਢլ法཯事຿所入所
1���年	�	݄	 同所ୀ所
1���年	�	݄	 Ӭ෌法཯事຿所開ઃ（現在にࢸる）
200�年	5	݄	 株式会社UCS社֎監査໾
201�年	�	݄	 中෦ి力株式会社社֎監査໾
201�年	�	݄	 当社社֎監査໾
2022年	�	݄	 当社社֎取క໾ 監査౳ҕһ（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ3,836株
ࡏ ೚ 期 間ɿ8年（2017年6月から2022年6月までの社֎監査໾在任期間5年を含Ή）

1��5年	1	݄	 コロンビアେֶビジネススクール助ڭत
2001年10݄	 一ڮେֶେֶӃ国ࡍ企業ઓུڀݚՊ助ڭत
200�年	1	݄	 一ڮେֶେֶӃ国ࡍ企業ઓུڀݚՊڭत
200�年	�	݄	 Τーザイ株式会社社֎取క໾
2010年	�	݄	 一ڮେֶେֶӃ国ࡍ企業ઓུڀݚՊڀݚՊ௕
2012年	�	݄	 一ڮେֶେֶӃ商ֶڀݚՊڭत
2012年	�	݄	 三菱重޻業株式会社社֎取క໾
201�年	�	݄	 株式会社日本取引所グループ社֎取క໾
201�年	�	݄	 一ڮେֶେֶӃ経営؅理ڀݚՊڭत
201�年	�	݄	 ॅ༑ి޻ؾ業株式会社社֎取క໾
201�年	�	݄	 アサώグループϗールディングス株式会社社֎取క໾
2021年	�	݄	 日本ిؾ株式会社社֎取క໾
2022年	�	݄	 一ڮେֶ名༪ڭत（現在にࢸる）　ཱڭେֶ特任ڭत
2022年	�	݄	 当社社֎取క໾ 監査౳ҕһ（現在にࢸる）
202�年	�	݄	 ๺ւಓେֶ理事（ඇৗۈ）（現在にࢸる）
2025年	�	݄ େ和証券株式会社社֎取క໾（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ475株
ࡏ ೚ 期 間ɿ3年

1���年	�	݄ テルモ株式会社入社
2002年	�	݄ 同社ࣥ⾏໾һ
200�年	�	݄ 同社取క໾ࣥ⾏໾һ
200�年	�	݄ 同社取క໾上੮ࣥ⾏໾һ
200�年	�	݄ 同社取క໾ৗ຿ࣥ⾏໾һ
200�年	�	݄ 同社取క໾ৗ຿ࣥ⾏໾һ

ϗスϐタルカンパχー統׋、営業統׋෦؅ঠ
200�年	�	݄ 同社取క໾ৗ຿ࣥ⾏໾һ 中国・アジア統׋
2010年	�	݄ 同社取క໾ৗ຿ࣥ⾏໾һ 中国૯୅ද
2010年	�	݄ 同社取క໾ઐ຿ࣥ⾏໾һ
2011年	�	݄ ହሤໜ（中国）投ࢿ有限ެ࢘౹事௕݉૯経理
201�年	�	݄ テルモ株式会社୅ද取క໾会௕
2021年	�	݄ 一ൠ社ஂ法⼈日本ҩྍ࢈ثػ業連合会会௕
2022年	�	݄ テルモ株式会社取క໾ސ໰
2022年	�	݄ 同社ސ໰

株式会社Φートバックスηϒン社֎取క໾
三ҪԽֶ株式会社社֎取క໾（現在にࢸる）

202�年	�	݄	 当社社֎取క໾（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ1,503株
ࡏ ೚ 期 間ɿ2年

ˎ2012年にࣥ⾏໾һ制度をಋ入するҎ前のچ制度も含めた在任期間

ਅכ	ٱଇ
社֎取క໾

1958年5月2日⽣

1��2年	�	݄	 ෋࢜ࣸਅフイルム株式会社
（現 ෋࢜フイルムϗールディングス株式会社）入社

2015年	�	݄	 ෋࢜フイルム株式会社ࣥ⾏໾һ
201�年12݄	 同社取క໾ࣥ⾏໾һ
201�年	�	݄	 ෋࢜θロックス株式会社

（現 ෋࢜フイルムビジネスイϊϕーション株式会社）
取క໾ৗ຿ࣥ⾏໾һ

201�年	�	݄	 同社取క໾ઐ຿ࣥ⾏໾һ
2021年	�	݄	 ෋࢜フイルムビジネスイϊϕーション株式会社

୅ද取క໾社௕・CEO
2022年	�	݄	 同社取క໾会௕
202�年	�	݄	 当社社֎取క໾（現在にࢸる）
2025年	5	݄ 株式会社安઒ిػ社֎取క໾（現在にࢸる）
2025年	�	݄ ENEOSϗールディングス株式会社社֎取క໾（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ1,019株
ࡏ ೚ 期 間ɿ1年

಺ࢁ	ӳੈ
社֎取క໾　監査౳ҕһ

1953年3月30日⽣

1��5年11݄	 アーサーϠング会計事຿所入所
1���年12݄	 監査法⼈ே日会計社（現 有限責任あずさ監査法⼈）入社
1��0年	�	݄	 ެ認会計࢜ొ࿥
1���年	�	݄	 ே日監査法⼈（現 有限責任あずさ監査法⼈）୅ද社һ
2002年	5	݄	 同監査法⼈本෦理事
200�年	�	݄	 あずさ監査法⼈（現 有限責任あずさ監査法⼈）ઐ຿理事
2010年	�	݄	 同監査法⼈理事௕

KPMGジϟパンνェアマン
2011年	�	݄	 KPMGアジアଠฏ༸地Ҭνェアマン
201�年10݄	 KPMGジϟパンCEO
2015年	�	݄	 ே日੫理࢜法⼈ސ໰（現在にࢸる）
201�年	�	݄	 Φムロン株式会社社֎監査໾
201�年	�	݄	 SOMPOϗールディングス株式会社社֎監査໾
201�年	�	݄	 Τーザイ株式会社社֎取క໾
201�年	�	݄	 SOMPOϗールディングス株式会社社֎取క໾
202�年	�	݄	 当社社֎取క໾ 監査౳ҕһ（現在にࢸる）

อ有株式数ɿ38株
ࡏ ೚ 期 間ɿ1年

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・Ψバナンス

	 	 コーポレート・ガバナンス

	 	 औక໾会長ϝοηーδ

	 	 ໾һ࠲ஊ会

	 	 ໾һҰཡ

	 	 リスΫマωδϝント

	 	 コンϓライΞンス

	 	 情報ηΩϡリςΟ

05	 σーλ

取క役（2025年7月1日現在）

※取క໾ब任Ҏ前に監査໾を຿めていた取క໾については、取క໾および監査
໾としての在任年数を௨算しています。

※保有株式数は2025年3月31日時఺の数値です。また、日本特殊陶業໾һ持
株会における本⼈持෼を含めています。

ࣥ⾏໾һについては当社΢ェϒサイトをご覧ください。
https://www.niterragroup.com/corporate/prople/eYecutiWe/

役員Ұ覧
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05	 σーλ

リスクマωジϝントํ਑

ਪਐମ੍

事業ܧଓマωジϝント（#VTiOeTT CoOtiOVitZ .aOaHeNeOtɿ#C.）

༏ઌリスクの
ܾ定

対ࡦ立Ҋ・実行・
Ϟニタリング

リスク認ࣝ

リスク分ੳ

リスク評価

༏ઌリスクのܾ定

リスク௿減׆ಈの実行・評価
レビュー

発ੜ可能性

分ੳ

Ө
ڹ
度

リスクをநग़する
業຿プロηスごとに関܎ϦスクをϦストアップする

リスクのӨڹ౓、発ੜ可能性、対ࡦ状況を分ੳする
ビジネスマネジϝントࣨおよび֤Ϧスクのओ؅෦໳の
ධ価を౿ま͑て෼ੳする

分ੳ݁Ռを౿·͑てリスクのॏ要౓を評価する
「Ϧスク෼ੳ」の結果に基ͮき、༏ઌϦスクのީิを特定する

特にॏ要なリスク（༏ઌリスク）ͱ主管部໳をܾΊる
Ϧスクマネジϝントҕһ会で「༏ઌϦスク」と
Ϧスクओ؅෦໳をܾ定する

༏ઌリスクの௿減׆ಈを立Ҋ、実行、Ϟニタリングする
Ϧスクओ؅෦໳はϦスク௿׆ݮಈの計画をཱ案・実⾏し、
ビジネスマネジϝントࣨはその׆ಈをモχタϦングする

リスク௿減׆ಈを評価͠、ඞ要にԠ͡、վળをࣔࢦする
௿׆ݮಈの結果をϦスクマネジϝントҕһ会で報告し、
同ҕһ会はそのୡ成度をධ価し、ඞཁにԠ͡վળを指示する

地਒なͲେن໛ࡂ害時におけるさまざまな事৅を想定した事業ܧ続マネジϝントの׆ಈを実ࢪしています。େن໛ࡂ害なͲにૺ۰してもඃ害を最খ限

にとͲめ、万一のૢ業ఀࢭ時にもいͪૣく⽣࢈を࠶開し、お٬さまのサプライνェーンをҡ持できるように、グループ全社で事業ܧ続計画（BCP）を策定

してॳಈ体制や෮چखॱを定めている΄か、定期的にBCP܇࿅を実ࢪするなͲ、๷ࡂݮ・ࡂに取り組んでいます。また、ײછ঱についても、今後のෆଌの

事ଶにඋ͑る体制の੔උ・ҡ持にܧ続して取り組んでいます。

当社グループは、Ϧスクマネジϝントの最ߴ責任者を୅ද取క໾社௕、推進責任者をビジネスマネジϝント

ࣨ୲当ࣥ⾏໾һとして、Ϧスクをະવに๷ 「͙Ϧスク؅理」と、重େなϦスクがൃ現したときに対ॲする「ة

ԽさせたϦスクマネジϝント体制の੔උとӡ用をਤͬています。また、୅ද取క໾社௕が任ݩ؅理」を一ػ

命したࣥ⾏໾һをҕһ௕とするϦスクマネジϝントҕһ会（年2ճの定ྫ会およびඞཁにԠ͡てྟ時会を開

。をઐ໳ҕһ会の一つとしてઃஔし、全社的なϦスクマネジϝントを実ફしています（࠵

2024年度はϦスクマネジϝントҕһ会を2ճ開࠵し、ઓུϦスク؅理、༏ઌϦスクへの対Ԡ、Ϧスクマップ

の更৽なͲについて報告、ٞ ࿦しました。

౷合ܕリスクマωジϝント
事業౳のϦスクについて業຿プロηスごとに۩体的なϦスクをநग़し、全社的ݟ地で事業ଘ続や目標ୡ成にେきな

Өڹをٴ΅すか否かを、Өڹ度とൃ⽣可能性、およびその対策状گを෼ੳしてධ価しています。重఺的な対Ԡがඞཁ

とධ価されたϦスクは「༏ઌϦスク」としてओ؅෦໳を定めてϦスクの௿׆ݮಈを推進するとともに、Ϧスクマネジ

ϝントҕһ会で௿׆ݮಈの状گを確認しています。2024年度は日本およびグローバルのそれͧれに༏ઌϦスクを3

݅定め、その௿ݮに取り組みました。また、経営ࢹ఺でઓུϦスクを統合ܕϦスクマネジϝントに取り込Ήことを目

的に、ઓུϦスクを「中期経営計画の目標ୡ成を્害するϦスク」と定ٛし、Ϧスクཁૉのચいग़しを実ࢪしました。

なお、事業౳のϦスクのうͪ、（8）（9）、ڥ؀情報ηキϡϦティ、（12）事業投ࢿなͲのテーマは「༏ઌ的に取り組Ή

経営՝୊」としても取り上げており、サステφビϦティ経営上の重ཁ՝୊として認識されています。

の損失を௿減΋͠くは回ආするΑݯのมԽやリスクのଟ༷ԽにదԠ͠、経営資ڥく経営؀רたͪは、グローバルな視఺Ͱグループを取りࢲ リ͏スクマωジϝントをਪਐ͠て、企業価஋の向上に౒Ί·す。

˔ グローバルかつ௕期的なࢹ఺で、経営目標のୡ成を્害するϦスクをଊ͑、計画的、組৫的にϦスクのະવ๷ࢭに努めます。

˔ 万一Ϧスクがݦ在Խした場合は、ステークϗルダーへのӨڹを最খ限に཈͑、信頼のҡ持とൃ࠶๷ࢭに努めます。
行ಈࢦ਑

事業౳のリスク
（1）ੈ ք情੎・ҝସ変ಈに関するϦスク
（2）事業ڥ؀に関するϦスク
（3）੡品品࣭に関するϦスク
（4）ٕ ज़開ൃに関するϦスク
（5）஌的࢈ࡒに関するϦスク
ྉ・෦品のௐୡに関するϦスクࡐݪ（6）
（7）⾃વࡂ害に関するϦスク

に関するϦスクڥ؀（ 8 ）
（ 9 ）情報ηキϡϦティに関するϦスク
確保に関するϦスクࡐ⼈（10）
（11）コンプライアンスに関するϦスク
（12）事業投ࢿに関するϦスク
છ঱に関するϦスクײ（13）
৵害に関するϦスクݖ⼈（14）

※Ϧスクに対する取り組みは第125期有価証券報告書のP.27をご確認ください。
https://contents.YK-storage.Kp/Ycontents/AS06537/b8eGGa39/5339/4270/ac5e/166cEe859e41/S10081AL.pEG ※Ϧスクマネジϝントのৄࡉは当社΢ェϒサイトをご覧ください。https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/183/

リスクマωジϝント
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コンプライアンスҕ員会

௄ռҕ員会

グループ会社

಺部監査室

企業ྙ理ϔルプライン
（社಺・社֎）

ઐ໳ҕ員会

日本特殊陶業 ࿑ಇ૊合

w৬੍ɹwグループ֤社௨報૭ޱ担当者ɹw๏ྩ主管部ॺ

勧告 監査

報告

報告

連ܞ

連ܞ

相ஊ・௨報

報告

相ஊ・௨報
相ஊ・௨報

相ஊ・௨報 報告

コンプライアンスҕ員会事務局
（ϋラスϝント対策ҕһ会）

コンプライアンスҕ員௕	
（୅ද取క໾）

͓取引ઌさ·

PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04 コーポレート・Ψバナンス

	 	 コーポレート・ガバナンス

	 	 औక໾会長ϝοηーδ

	 	 ໾һ࠲ஊ会

	 	 ໾һҰཡ

	 	 リスΫマωδϝント

	 	 コンϓライΞンス

	 	 情報ηΩϡリςΟ

05	 σーλ

コンプライアンスํ਑

ਪਐମ੍ ಺部௨報੍౓

発ܒ・ҭڭ

。す·͠ࢦ社会͔Β৴པさΕる企業を໨ࡍࠃ、を理ղする͜ͱにΑり社会の要੥にద੾にԠ͑ࢫのਫ਼ਆ・झൣنルール、社会ࡍࠃ、ଇنたͪは、企業͕社会のҰ員Ͱ͋る͜ͱを認ࣝ͠、企業ྙ理を高Ί、๏ྩ、社಺ࢲ

当社グループは、コンプライアンスの向上をਤるため、୅ද取క໾

をҕһ௕とするコンプライアンスҕһ会（年2ճの定ྫ会およびඞ

ཁにԠ͡てྟ時会を開࠵）をઃஔしています。コンプライアンスҕ

һ会は、コンプライアンスҧ反のະવ๷׆ࢭಈや、ҧ反⾏ҝがあͬ

た場合の対ԠなͲについての指ಋ・監ࢹなͲをおこなͬています。

2024年度はコンプライアンスҕһ会を2ճ開࠵し、法ྩվ正への

対Ԡ、コンプライアンス׆ಈの状گ、ւ֎グループ会社での಺෦௨

報制度の実ޮ性向上、お取引ઌさまを対৅にしたコンプライアン

スҙ識ௐ査の結果とそれを౿ま͑たվળ׆ಈなͲについて報告、ٞ ࿦しました。

ै業者やお取引ઌさまがコンプライアンスに関する相ஊ・௨報をおこな͑る಺෦௨報制度「企業ྙ理ϔルプラ

イン」を੔උし、ݚमや社಺イントラネットをར用したൃܒ、ϙスターܝ示、ܞ⾏カーυ഑෍なͲを௨͡てܧ続

的にप஌しています。

社಺にはコンプライアンスҕһ会事຿ہに、社֎にはຽ間ઐ໳業者に૭口（日英対Ԡ）をઃஔし、ۈ຿時間֎

やٳ日でも相ஊ・௨報できるようརศ性をߴめています。ಗ名での相ஊ・௨報も可能で、௨報者が特定されたり、

ෆརӹをඃͬたりすることがないよう、௨報者の保ޢをపఈしています。૭口では、ϋラスϝントを含ΉあらΏ

るコンプライアンスҧ反、またはそのおそれがある⾏ҝについて相ஊ・௨報を受け෇けています。受け෇けた

಺༰については、事実関܎をௐ査し、໰୊が確認された場合は଎やかに対ॲしています。2024年度は、グルー

プ会社からの相ஊも含め、107݅の相ஊ・௨報がありました。その಺༰には、ϋラスϝント・࿑຿関連・社಺ن

ଇ関連なͲがあり、໰୊が確認された事案は、଎やかに解 ・ܾੋ 正を実ࢪしました。

ւ֎グループ会社においてもそれͧれに૭口をઃஔし、相ஊ・௨報できる体制を੔͑ています。制度の有ޮ性

をさらにߴめるため、ै 業һにおける認஌度や理解度の向上にܧ続して取り組んでいます。

໾һ・ै 業һのコンプライアンスҙ識・஌識をߴめるため、֤ ෦໳のコンプライアンス推進һを௨͡た情報共有やप

஌をおこなうとともに、֊層ผݚमの΄か、会社や社会におけるルールをまとめたh コンプライアンスΨイυϒック 、ɦ

਎ۙに起こりうる事ྫを取り上げたh コンプライアンス௨信 、ɦ֊層ผに期଴される໾ ・ׂৼる෣いを解આしたh コン

プライアンス推進の৺ಘ（؅理職ฤ/中ݎ社һฤ）ɦなͲを用いて、ڭҭ・׆ൃܒಈをܧ続して実ࢪしています。

また、2024年度は、ൃ ஫者のཱ場をར用した当社グループによるෆ適切な対Ԡがなかͬたかを確認するため、

お取引ઌさまを対৅にコンプライアンスҙ識ௐ査を実ࢪしました。日ৗ的に取引のある国಺の໿700社を対

৅に、コンプライアンスҕһ会事຿ہがௐ査をおこない、その結果はお取引ઌさまのಗ名性を୲保した上でコ

ンプライアンスҕһ会に報告しました。本ௐ査でコンプライアンスҕһ会がநग़した՝୊は、ௐୡ෦໳を中৺

にվળ׆ಈに取り組んでいます。

૬ஊ・௨報΁の対Ԡମ੍

˔ 法ྩ౳を९कすることはもとより、社会⼈としてのྑ識と責任を持ͬて੣実に⾏ಈします。

˔ ෗ഊ⾏ҝ๷ࢭについても関連する法ྩ౳の९कのもと、直接的にも間接的にも、෗ഊ⾏ҝ（ଃऩ࿫、
རӹ相反、インサイダー取引、反ڝ૪的ۚࢿ、⾏׳ચড়、੓治・⾏੓とのෆ適切な関܎౳）に関༩
せず、੣実な事業׆ಈをおこないます。

˔ するよう、全ै業ࢭと正しい஌識を持ͬて⾃ओ的に⾏ಈすることで໰୊をະવに๷؍いྙ理ߴ
һに定期的にڭҭとൃܒをおこないます。

˔ 万一、໰୊がൃ⽣した場合には、଎やかに事ଶをऩरしてઆ明するとともに、ݪ因をڀ明して࠶
ൃ๷ࢭに努めます。

行ಈࢦ਑

コンプライアンスҕ員会

コンプライアンス੹೚者

事務局（ビジωスマωジϝント室）

๏ྩ主管部໳

コンプライアンスリーμー

コンプライアンスਪਐ員

֤Χンパニー・グループ会社

※コンプライアンスのৄࡉは当社΢ェϒサイトをご覧ください。https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/185/

コンプライアンス
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コンプライアンス関࿈の取り૊Έ

੫務ํ਑

੫務に関するਪਐମ੍ ੫務に関する取り૊Έ

෗ഊ行ҝの๷ࢭ΁の取り૊Έ

企業⾏ಈൣنに定める「ެ正、ಁ 明、⾃༝なڝ૪ならびに適正な取引をおこなう。また、੓

治、⾏੓との݈全かつ正ৗな関܎を保つ。」にैい、国連グローバル・コンパクトのࢀՃ企

業として、෗ഊ⾏ҝの๷ࢭに取り組んでいます。

ै業һに഑෇するh コンプライアンスΨイυϒック にɦは、੓治ۚݙへの関༩、ଃऩ࿫のࢭېなͲ、

෗ഊ⾏ҝの๷ࢭに関するルールを定めています。また、「ଃ౴および接଴のत受に関する⾏ಈ

指਑」「෗ഊ๷ࢭϙϦシー」を示し、ै 業һにෆ適切な⾏ҝがないようൃܒしています。࣊ ળد

෇においても、その಺༰・用్が法ྩにҧ反していないことを確認しています。ւ֎グループ

会社においても෗ഊ๷ࢭ（特にެ຿һに対するଃ࿫、フΝシϦテーション・ペイϝントのࢭېと

༧๷）に取り組んでおり、ै 業һへのڭҭおよび現地法のௐ査を実ࢪしています。万一、෗ഊ๷

に反する事案があͬࢭ た場合には、コンプライアンスҕһ会を中৺に対Ԡすることとしています。

੫຿ࣥ⾏はࡒ຿୲当ࣥ⾏໾һが統ׅしています。重ཁ事

߲についてはඞཁにԠ͡て経営会ٞまたは取క໾会に

報告しています。੫຿実຿は、当社経理෦໳とグループ

会社の経理෦໳とが連ܞをਤりながら進めています。グ

ループ会社より定期的に、੫຿を含Ήࡒ຿状گ౳、職຿

のࣥ⾏に܎る報告を受けています。そして、案݅にԠ͡

て適ٓ、業຿に関する指ಋをおこなͬています。

੫務コンプライアンス

当社グループは、適切な੫຿コンプライアンスをపఈするため、OEC%౳国ࡍ

֤、しڌ的な੫຿基準やΨイυラインに準ࡍ関がެදする国ػ 事業ڌ఺にお

いて、֤ 国・地Ҭの੫຿に関する法 ଇにैい、適時かつ適切な੫຿申告とنྩ・

ೲ੫をおこなͬています。

੫務リスク

事業׆ಈにおける੫຿Ϧスクに対して、事前にे෼なݕ౼をおこなͬています。

ඞཁにԠ͡て੫຿ઐ໳Ոに対して助ݴ・指ಋなͲをґ頼しています。

૪๏に関する取り૊Έڝ

2014年度に൑明したڝ૪法（ಠ઎ࢭې法）ҧ反を重く受けࢭめ、ڝ૪法コンプラ

イアンスを推進する体制を੔උし、಺֎の法ྩ९कపఈに努めています。日本国

಺においてはh ಠ઎ࢭې法コンプライアンスマχϡアル をɦ策定してै業һにप

஌するとともに、໾һ向けも含めて֤छ社಺ηミφーを実ࢪしています。さらに

モχタϦングのため、社಺Eϝール監査システムをಋ入してࢭ๷ൃ࠶૪法ҧ反ڝ

います。ւ֎グループ会社においては、当社に対してڝ૪法コンプライアンスの

૪法法຿・コンプライアンスνーڝを定期的に報告するとともに、当社のگಈ状׆

ムが९क体制やӡ用状گについての監査を実ࢪし、ルールがप஌పఈされてい

ることを確認しています。また、ઐ໳Ոをটいてηミφーを実ࢪしています。国಺

֎でڭҭや監査なͲをܧ続して実ࢪし、ڝ૪法の९कをపఈしていきます。

༌ग़に関する取り૊Έ

国ࡍ社会のฏ和および安全確保のための༌ग़؅理の

国ࡍ的な࿮組み（国ࡍ༌ग़؅理レジーム）にଇͬた֎

国ҝସおよび֎国๵қ法に基ͮく国಺法ن制の९क

はもͪΖんのこと、ถ国法ن制（EAR）にも対Ԡす΂く、

社಺の༌ग़؅理体制を੔͑ています。

また、関܎෦໳に対して、༌ग़؅理に関する׆ൃܒಈ

や఺׆ݕಈをܧ続的に実ࢪして法ྩを९कした༌ग़

؅理のపఈとڧԽをਤるとともに、܉事స用可能な՟

物やػඍٕज़のྲྀग़๷ࢭについても஫力し、国ࡍ情

੎のෆ安定Խの๷ࢭに努めています。

ે、たͪはࢲ ੫に関する๏ྩ౳のਫ਼ਆ・झࢫを理ղする͜ͱにΑり社会の要੥にద੾にԠ͑、ࡍࠃ社会͔Β৴པさΕる企業を໨͠ࢦ·す。

˔ ֤国における法⼈੫をは͡めとする੫法、ならびにOEC%Ҡస価֨Ψイυライン、BEPS⾏ಈ計
画、グループ಺取引におけるಠཱ企業間価֨による価֨ઃ定なͲ国ࡍ的な੫຿のスタンダーυ
を९कし、社会的責任を果たしていきます。

˔ ે੫に関する法ྩ९कを確実に実⾏するため、੫຿に関する஌識の向上、正しい理解に努め、ま

た੫຿当ہに対して੣実なଶ度を持ͬて、信頼性とಁ明性をߴめていきます。

˔ ֤国における適切な申告・ೲ੫に努めることで੫຿Ϧスクを؅理し、株ओ価値をߴめていきます。

˔ ે੫ճආをҙਤしたタックスϔイϒンやܰ՝੫国へのརӹҠస⾏ҝ、ペーパーカンパχーのར用
౳の商業的実ଶのない੫制の使用をおこないません。

行ಈࢦ਑

੫務プランニング

ೲ੫の社会的ҙٛをे෼認識した上で、事業目的のୡ成のための適切かつ有ޮ

な੫຿プランχングをおこなうことは重ཁであると認識しています。法 ・ྩॾن

ଇの制定झࢫを౿ま͑ながら、ೋ重՝੫のഉ除、༏۰੫制の有ޮ׆用౳により、

連結キϟッシϡ・フローの最େԽに取り組んでいます。

੫務当局ͱの関܎

当社グループは֤国の੫຿当ہとの対Ԡを、੣ҙをもͬて適切におこない、ྑ ޷

な関܎の構ங・ҡ持に努めています。当ہとのݟ解の相ҧが⽣͡た場合には、ݐ

ઃ的な対話を௨して、その解ফに努めます。

※国ผೲ੫ֹは当社΢ェϒサイトをご覧ください。https://www.sustainability.niterragroup.com/Ka/themes/347/�anchor17

コンプライアンス
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部໳੹೚者

管理分Պ会ີػ

I5ηキュリティҕ員会 リスクマωジϝントҕ員会

部໳担当者

情報؅理⼈ݸ・情報ີػ
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05	 σーλ

情報ηキュリティํ਑

ਪਐମ੍ 情報ηキュリティマωジϝントシステϜ

ޢ人情報のอݸ

当社グループは、ITηキϡϦティおよびີػ情報・ݸ⼈情報؅理のྖҬผに推進体制を੔උし、連ܞして情報ηキϡϦティ

のڧԽをਤͬています。ITηキϡϦティについては、%9ઓུࣨ୲当ࣥ⾏໾һをҕһ௕とするITηキϡϦティҕһ会（年2

ճの定ྫ会およびඞཁにԠ͡てྟ時会を開࠵）をઃஔし、全社的なITηキϡϦティの׆ಈ状گを確認して適切な対策を推

進しています。2024年度はITηキϡϦティҕһ会を2ճ開࠵し、インシデント、ITηキϡϦティڧԽに向けた׆ಈ、ISMS

ٞ、ಈなͲについて報告׆ ࿦しました。また、グローバル会ٞを開࠵し、グループ全体でηキϡϦティ体制のҡ持ڧԽをਤ

りました。一ํ、ີػ情報・ݸ⼈情報؅理については、Ϧスクマネジϝントҕһ会のࡿԼに؅ີػ理෼Պ会（年1ճの定ྫ

会およびඞཁにԠ͡てྟ時会を開࠵）をઃஔし、ビジネスマネジϝントࣨ୲当ࣥ⾏໾һを෼Պ会௕として、ີػ情報・ݸ⼈

情報؅理に関するϦスクの௿ݮを推進しています。2024年度は؅ີػ理෼Պ会を1ճ開࠵し、インシデント報告、⼈を௨

͡たٕज़情報ྲྀग़に関する஫ҙש起なͲを実ࢪしました。

企業や組৫をڴかす情報ηキϡϦティ上のϦスクに対し、ܧ続的に対Ԡしていくため、情報ηキϡϦティを༏ઌ的に取り組

Ή経営՝୊にઃ定し、ISO27001相当の情報ηキϡϦティマネジϝントシステムの構ஙを進めています。ۙ 年、業຿の

%9Խが進లし、⽣成AIの׆用なͲ、ླཱྀ ҙす΂きϦスクྖҬが֦େしています。そのため、৽たなϦスクについても情報

ηキϡϦティマネジϝントシステムのධ価対৅としてܧ続的なվળをਤͬており、全ڌ఺において、ITηキϡϦティおよび

ITシステムに関する監査をຖ年実ࢪし、特定したෆඋ事߲を଎やかにੋ正しています。なお、一෦⾃ಈंϝーカーのཁ੥

により、⾃ಈं業քのサプライνェーンを対৅とする情報ηキϡϦティの৹査基準であるTISA9認証を取ಘしています。

Ԥभ一ൠデータ保نޢଇ（G%PR）、日本のݸ⼈情報保ޢ法なͲ、ੈ ք的にݸ⼈情報の保ڧޢԽが進んでいることから、当

社グループにおいても、֤ 社がنఔをઃけて、お٬さまやै業һなͲのݸ⼈情報の保؅、ޢ理、取りѻいをపఈしています。

情報ηキュリティインシデント΁の対Ԡ
情報ηキϡϦティインシデントに対Ԡするため、CSIRT（Computer Security InciEent Response Team）を構ஙして

います。インシデントൃ⽣時は、CSIRTが଎やかに事実を੔理・確認し、インシデントのレϕルを൑அした上で対ॲしてい

ます。また、ൃ࠶๷ࢭ策としてφレッジの஝積・共有も実ࢪしています。インシデントൃ⽣後の対ԠはもͪΖん、事前の๷

にも஫力し、事前・事後の྆໘からηキϡϦティレϕルと成ख़度の向上に努めています。また、CSIRTは、ຖ月ൃ⾏するޚ

ʰCSIRT௨信 でɦै業һへ情報ηキϡϦティに関する最৽情報のप஌や஫ҙש起をおこなͬています。ٸۓ時には۩体的

な஫ҙ事߲をࡌهした଎報൛をൃ⾏するなͲ、インシデントのະવ๷ࢭにも取り組んでいます。

情報ηキュリティ

͜、のҰつͱҐஔ෇͚ݯたͪは、อ有するす΂ての情報資産を経営資ࢲ Εをదਖ਼にอ͠ޢ、有ޮ׆༻をする͜ͱͰ事業の݈શなҡ持、発లを໨͠ࢦ·す。

˔ お٬さまからお༬かりした情報、当社グループが保有するϊ΢ϋ΢や஌的࢈ࡒ、およびݸ⼈情報౳を含めたす΂ての情報࢈ࢿを保؅・ޢ理するنఔを定め、体制と責任を明確Խします。

˔ 情報ηキϡϦティに関する法ྩ、نଇ౳を९कします。

˔ 情報࢈ࢿを取りѻうす΂ての໾һとै業һに対して、情報ηキϡϦティの重ཁ性および۩体的な९क事߲のڭҭをおこないます。

˔ す΂ての情報࢈ࢿに対するີػ性、完全性、可用性のҡ持・向上に向けた情報インフラの最৽Խをܧ続的に実ࢪします。

˔ 日ʑ進లする情報ٕज़のߴ度Խがもたらす情報࿙ӮϦスクに対Ԡするため、事ނのະવ๷ࢭへの取り組みを推進します。万一事ނがൃ⽣した場合は、ඃ害を最খ限にとͲめるとともにൃ࠶๷ࢭ策を͡ߨます。

行ಈࢦ਑
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 日本基準  IFRS 
（単位：百万円）

（年度） 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

売上収益 347,636 383,272 372,919 409,912 425,013 426,073 427,546 491,733 562,559 614,486 652,993

営業利益又は営業損失（△） 62,196 66,284 53,595 67,279 58,385 48,447 47,389 75,512 89,219 107,591 129,660

経常利益又は経常損失（△） 67,907 64,483 55,559 69,094 59,258 － ̶ ̶ ̶ － －

親会社の所有者に帰属する当期利益又は当期損失（△） 36,753 30,815 25,602 44,335 42,638 33,698 38,367 60,200 66,293 82,646 92,625

設備投資額 36,372 45,339 36,328 37,591 56,587 51,004 33,444 29,589 31,335 41,173 37,532

減価償却費 13,337 16,834 19,601 20,920 23,979 31,952 34,700 37,940 39,194 39,814 39,690

研究開発費 21,337 23,123 23,416 25,283 28,072 28,315 26,115 23,685 27,887 29,058 28,144

営業キャッシュ・フロー 36,593 56,465 49,764 65,707 43,704 59,787 63,397 71,910 69,305 118,179 132,921

投資キャッシュ・フロー △12,865 △82,331 △53,410 △26,422 △48,380 △52,926 △42,523 10,234 △37,375 △92,157 △34,246

フリー・キャッシュ・フロー 13,995 △25,866 6,335 29,636 △21,356 4,627 41,398 69,713 34,382 33,364 98,462

支払配当金 7,181 8,487 9,055 10,823 14,601 14,435 12,230 20,792 33,839 33,068 35,407

資本合計 343,380 341,044 354,710 388,115 401,505 399,737 451,626 517,988 563,739 638,300 674,722

資産合計 485,497 526,103 563,801 599,972 629,417 663,374 771,293 823,181 903,102 975,719 990,966

有利子負債 46,153 80,212 99,275 98,115 110,755 152,946 197,194 165,268 198,222 190,840 167,835

（単位：円）

1株当たり当期利益又は1株当たり当期損失（△） 168.88 141.60 119.44 209.37 204.74 163.06 188.59 296.04 326.09 409.47 466.34

1株当たり親会社所有者帰属持分 1,566.80 1,557.16 1,660.06 1,837.46 1,917.04 1,946.10 2,206.18 2,530.01 2,772.61 3,181.33 3,399.43

1株当たり配当金 36.00 42.00 42.00 60.00 70.00 70.00 60.00 102.00 166.00 164.00 178.00

営業利益率（％） 17.9 17.3 14.4 16.4 13.7 11.4 11.1 15.4 15.9 17.5 19.9

当期利益率（％） 10.6 8.0 6.9 10.8 10.0 7.9 9.0 12.2 11.8 13.4 14.20

売上高総利益率（％） 35.8 35.6 33.0 34.6 33.8 31.4 30.5 31.8 35.2 36.8 39.50

親会社所有者帰属持分当期利益率（ROE）（％） 11.4 9.1 7.4 12.0 10.9 8.4 9.1 12.5 12.3 13.8 14.1

総資産当期利益率（ROA）（％） 7.8 6.1 4.7 7.6 6.8 5.1 5.0 7.3 7.3 8.5 9.3

投下資本利益率（ROIC）（％） 11.6 11.4 8.5 10.0 8.2 6.3 5.5 7.9 8.6 9.5 10.9

親会社所有者帰属持分比率（％） 70.2 64.4 62.5 64.3 63.4 59.7 58.2 62.5 62.4 65.4 68.1

総資産回転率（回） 0.7 0.8 0.7 0.7 0.7 0.8 0.6 0.6 0.6 0.65 0.66

配当性向（％） 21.3 29.7 35.2 28.7 34.2 42.9 31.8 34.5 50.9 40.1 38.2

11年間財務サマリー
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⾃ಈं関連では৽ं組෇け用੡品のൢ売は、Ԥถでの当社٬ސの⾃ಈं⽣࢈ௐ੔および中
国でのICEधཁݮが続き前期⽐でݮগするも、ิ म用੡品は֤地Ҭでのݎௐなधཁをഎܠに
前期⽐で૿Ճしました。Ճ͑て、価֨సՇの実ࢪが売上ऩӹをԡし上げました。一ํ、൒ಋ
体関連の事業では、上期は市گが௿໎するも、Լ期Ҏ߱はճ෮基ௐとなりました。རӹ໘では、
ҝସの円安進⾏によるӨڹを受け、売上ऩӹ・営業རӹともに過去最ߴとなりました。
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親会社株主に帰属する当期७利益ʗ
資本利益率（ROE）ʗ投下資本利益率（ROIC）ݾࣗ

ROICは、ઓུ的උ஝の解ফによる୨Է࢈ࢿのݮগにՃ͑、⾃ಈं関連事業で
の޷ௐな業੷やҝସの円安進⾏に൐う前期⽐૿ӹにより、前期⽐で1.4�のプ
ラス、ROEは前期⽐で0.3�のプラスとなり、前期に続き中期経営計画の目標値
をୡ成することができています。
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す。中௕期の成௕に向けたඇ಺೩ػ関事業への投ࢿについても引き続き実ࢪ
しています。
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഑当੓策は、਌会社所有者ؼଐ持෼഑当率（%OE）4ˋఔ度をԼ限とする安定
഑当෦෼と഑当性向10ˋఔ度を目標とする業੷連ಈ෦෼を組み合わせて、安
定的な഑当を目指すํ਑としています。また、適正ࢿ本ਫ準を௒͑る෦෼につ
いては、⾃⼰株式取ಘを含Ή株ओؐݩの対৅としています。その結果、2024
年度の഑当ۚは年間178円となりました。

1株౰ͨΓ౰ظརӹ（ԁ） 1株౰ͨΓ഑౰ （ۚԁ） ഑౰ੑ向（�）
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親会社所有者帰属持分比率

഑当や⾃⼰株式取ಘの実ࢪにより株ओؐݩをॆ実させた一ํで、ॱ ௐな業੷を
എܠとしたརӹ৒༨ۚの૿ՃやҝସӨڹにより、਌会社所有者ؼଐ持෼⽐率は
2.7�の૿Ճとなりました。
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CO2ഉग़ྔを2030年度までに2018年度⽐で30ˋݮ࡟※することを目標として
います。লΤネルΪー、ଠཅޫൃిによる૑ΤネルΪー、CO2フϦーి力の࠾
用なͲにより、2024年度のഉग़ྔは2030年度の目標値をクϦアしました。
※2026年4月に「46ˋݮ࡟」に変更༧定

（�）

CO2ഉग़ྔの࡟減率
（�）

配ྀ੡඼のൢ売比率ڥ؀

ଐプラグ、全ྖۚو഑ྀ੡品「NiterraグϦーンプロダクツ」の一छであるڥ؀
Ҭۭ೩⽐ηンサのൢ売⽐率を50ˋҎ上にすることを目標としています。ൢ売⽐
率は、目標に向かͬて推Ҡしています。
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管理৬のঁ性・֎ࠃ੶・キャリア࠾༻比率（୯ମ）

؅理職に઎めるঁ性・֎国੶・キϟϦア࠾用の⽐率を25ˋにすることを目標と
しています。ঁ性؅理職ީิ者のҙ識׆ൃܒಈやଈઓ力となるキϟϦア࠾用を
おこなͬた結果、2024年度は26.4ˋに上ঢしました。また、国಺グループでは、
26.9 （̀2025年3月຤時఺、؅理職ڃのઐ໳職を含まない）でした。

2024年度の業຿上ࡂ害のൃ⽣݅数は7 （݅前年度：5݅）、全度数率は1.04（前
年度：0.69）となり、ࡂ害が૿Ճ܏向にあります。ઃඋௐ੔中や、ඇ定ৗ࡞業
中のࡂ害がൃ⽣しました。
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உ性のҭٳࣇ業取ಘ者が૿Ճ܏向にあり、2024年度のҭٳࣇ業取ಘ率は
78ˋでした。また、ҭٳࣇ業からの෮職率はߴいਫ準で推Ҡしています。
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2030年度までに社֎取క໾⽐率を3෼の1Ҏ上にすること、ঁ 性・֎国੶取క
໾⽐率を30ˋҎ上にすることを目標としています。2022年度から、社֎取క
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金༥ػ関
24.11�（48,045,391株）

৴ୗ業務に関Θる
株式関܎
21.42�（42,676,794株）

金༥঎඼取引業者
3.83�（7,624,507株）

その他ࠃ಺๏人
6.47�（12,885,752株）

人ࠃ֎・๏人ࠃ֎
24.46�（48,737,953株）

人・その他ݸ
19.55�（38,949,054株）

株式ݾࣗ
0.16�（328,269株）

所有者別
持株比率

参加するイニシアチブ

主な受賞や認定

ESG投資に関する企業評価

・GXリーグ
・エコファースト推進協議会

https://www.sustainability.
niterragroup.com/ja/themes/190/

※日本特殊陶業株式会社のMSCI指数への組み入れ、および本ページにおけるMSCI ESG Research LLCまたはその関連会社（MSCI）のデータの使用や、MSCIのロゴ、商標、サービスマークまたはインデックス名の使用は、MSCI または関
連会社による当社の後援、保証、推薦あるいはプロモーションをおこなうものではありません。MSCIのサービスとデータは、MSCI またはその情報プロバイダーの所有物で、「現状のまま」提供するものであり、保証するものではありません。
MSCIの名称とロゴは、MSCIの商標またはサービスマークです。

※Morningstar, Incおよび／またはその関連会社（単体／グループに関わらず「Morningstar」）は、日本特殊陶業株式会社が、「指定されたランキング年において、職場でのジェンダー・ダイバーシティに関して、Morningstar 日本株式ジェ
ンダー・ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT）（「インデックス」）を構成する銘柄の最上位のグループにランクされた」という事実を反映するために、日本特殊陶業株式会社がMorningstar日本株式ジェンダー・ダイバーシティ・ティルト（除
くREIT）・ロゴ（「ロゴ」）を使用することを承認しました。Morningstarは情報提供のみを目的として日本特殊陶業株式会社によるロゴの使用を承認しています。日本特殊陶業株式会社によるロゴの使用はMorningstar が日本特殊陶業
株式会社を推奨するものではなく、また、日本特殊陶業株式会社に関連する有価証券の購入、売却、引受けを推奨、提案、勧誘するものでもありません。 当インデックスは日本の職場のジェンダー・ダイバーシティを反映するようにデザイン
されていますが、Morningstar は、インデックスまたはインデックスに含まれるデータの正確性、完全性、または適時性を保証しません。Morningstarはインデックス、またはロゴに関して明示的にも暗黙的にも保証をおこなわず、インデッ
クス、インデックスに含まれるデータまたはロゴに関する商品性および特定の目的または使用への適合性の保証を明示的に否認します。前述のいずれにも制限することなく、いかなる場合においても、Morningstar またはその第三者のコ
ンテンツプロバイダーは、いずれかの当事者によるインデックスまたはロゴの使用または信頼に起因する（直接的・間接的にかかわらず）損害について、Morningstarが当該損害の可能性について認識していたとしても、いかなる責任も負
わないものとします。Morningstar の名前、インデックス名、およびロゴは、Morningstar, Incの商標またはサービスマークです。過去のパフォーマンスは、将来の結果を保証するものではありません。

編集後記
「Niterra Report 2025」をご覧いただき、ありがとうございます。当社グループは、2023年度に変更した英文商号「Niterra」
に込めた想いでもある「地球を輝かせる企業となる」ために、企業価値向上に向けた取り組みを進めてきました。2025年度の
Niterra Reportでは、当年度策定の中期経営計画2030のもと、ありたい姿実現に向けた当社グループの取り組みをお示しし
ています。本報告書が当社グループへのより一層のご理解と信頼を深める一助となれば幸いです。今後も適時適切な情報開示
に努め、皆さまと積極的に対話を重ねていきますので、引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。

執行役員グローバル戦略本部ウェルビーイング戦略グループ人事戦略室・サステナビリティ戦略室・コーポレートコミュニケーション室担当

北河広視
統合報告書アンケート：https://www.niterragroup.com/ir/library/integration_report.html 『Niterra Report 2025』プロジェクト事務局

その他の受賞や評価、
過去の実績については

当社ウェブサイトをご覧ください。

日本特殊陶業株式会社

本社
〒461-0005 名古屋市東区東桜一丁目1番1号
アーバンネット名古屋ネクスタビル

創立 1936年（昭和11年）10月

従業員数 単体：3,195名　　連結：15,644名

資本金 478億69百万円

発行可能な株式の総数 390,000,000株

発行済株式の総数 199,247,720株

上場証券取引所
東京証券取引所 プライム市場
名古屋証券取引所 プレミア市場

株主名簿管理人 三菱 UFJ 信託銀⾏株式会社

会計監査人 有限責任 あずさ監査法⼈

株主数 114,129名

会社概要（2025年3月31日現在）

株式の状況（2025年3月31日現在）

⼤株主の状況（2025年3月31日現在）

所有者別持株比率（2025年3月31日現在）

※持株⽐率は⾃⼰株式を控除して計算しています。

株主名
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（%）

日本マスタートラスト信託銀⾏株式会社（信託口） 25,920 13.03

明治安⽥⽣命保険相互会社 16,794 8.44

第一⽣命保険株式会社 16,752 8.42

株式会社日本カストディ銀⾏（信託口） 12,079 6.07

全国共済農業協同組合連合会 4,209 2.11

日本⽣命保険相互会社 3,563 1.79

日特協力会持株会 2,778 1.39

TOTO株式会社 2,756 1.38

野村信託銀⾏株式会社（投信口） 2,604 1.30

JP MORGAN CHASE BANK 385781 2,517 1.26
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PROLOGUE

01	 価値創造ストーリー

02	 成長戦略

03	 企業価値を向上させる資本

04	 コーポレート・ガバナンス

05 データ

	 	 11年間財務サマリー

	 	 主要パフォーマンス（財務・非財務ハイライト）

	 	 会社・株式情報

会社・株式情報

https://www.sustainability.niterragroup.com/ja/themes/190/


〒461-0005 名古屋市東区東桜一丁目1番1号 アーバンネット名古屋ネクスタビル
https://www.niterragroup.com

グローバル戦略本部　ウェルビーイング戦略グループ　コーポレートコミュニケーション室

日本特殊陶業株式会社

 




